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文序

箕面市は大阪府 の北部 に位置 し、名勝箕面山 と北摂 山系に見守 ら

れています。豊かな緑 に囲まれた環境の中で、古 くよ り人々の生活

が営 まれて きま した。近年 に至 り、 この地 も時代の変化 とともに、

大阪の衛星都市のひ とつ として発展 して まい りま した。

しか し、農村か ら町へ さ らに衛星都市へ とその姿が大 き く変化 す

るのに伴 い、生活や習俗 も大 きく変化 して きま した。私 たちの生活

は うつ ろいやすいものであ り、変化 し続 けてい く中に生活文化が存

在 しています。古来 よ り続 いている習俗や行事でさえ、変化 し続 け

てい く中での今の状態 を示 しているに過 ぎません。

環境の変化 とともに忘却の中に消 え去 ろうとしている、私 たちの

生活文化 を、かつての 日常 とともに現在 の 日常 をその ままに聞 き、

変化 とともに記録 することによって、将来 に伝 え残 すことも必要で

はないか と考え られるものであ ります。

この報告書は、上述 した状況 において国の緊急雇用対策事業の一

環 として、実施 した箕面市内の民俗調査 の報告書であ ります。本書

が民俗文化の理解 に役立てば幸い と存 じます。

調査の実施 にあた り多 くのご指示、御助言をいただいた諸先生方、

並びに各関係機 関をは じめ、各調査 区内の住民の方々におかれ ま し

ては、調査の趣 旨に対 して格別の御理解 と御協力をいただきました。

心 よ り感謝 と敬意 を表 し、厚 く御礼 申 し上 Iず ます。

平成 13年 3月

箕 面 市文 化財 総 合 調 査 団|

団長   村 川  行 弘



夕J 口

本 書 は、緊急雇 用対策 事業 と して箕 面市教 育 委 員会 よ り委託 を受 けて、

箕 面 市 文化 財総 合 調査 団が実施 した民俗 を 中心 と した調 査 の報 告 書

で あ る。

本年度 の調査対 象 区 と期 間は下記 の とお りで あ る。

稲 。萱野・ 坊 島 !如 意谷・ 白島・ 西宿 ・石 丸 。今 宮・ 外 院

粟生外 院・粟 生新 家・粟生 間谷・ 小野原

調査 期 間  平成 12年 4月 2日 よ り 10月 31日

執 筆 の分担 は佐 々木康 人 (第 2章 第 3節 ・第 8節 )、 加藤 謙 ― (第 2

章第 2節 、第 3章 第 4節 )、 内 田吉哉 (第 2章 第 7節 )、 竹 島大祐 (第

2章第 4節 、第 3章 第 3節 )、 石本倫 子 (第 2章 第 9節 、第 3章 第 1

節 )、 鈴木許 恵 (第 2章 第 1節 、第 3章 第 2節 )、 福 田郁理 (第 2章

第 5節 )、 星川 明子 (第 2章 第 6節 )、 野村 大作 (第 4章 )、 馬部 隆弘

(第 5章  古文書解 説 )、 上谷 浩 司 (第 5章  古文書解 訳 )、 編 集 は

箕面 市文化 財 総 合調 査 団が行 つた。

本文 中の写真・図・ 表 は一連 の番号 を付 け、原 典 か らの引用 につ いて

は文字 な どの表現 を統 一 し本文 中にて 出典 を示 した。

地 区 ご との記述 は、調査 の ため に任意 に各地 区 にお いて実施 した、聞

き取 り調査 に基 づ いて い る。その ため、調査 地 区内 にお け る、すべ て

の民俗 を記述 で きた もので はない。

調査 団の編成 につ いて は下記 の とお りで あ る。

団   長 村 川行 弘 (大 阪経 済法科 大学教授 )
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所所 長 )、 青 山賢信 (大 阪工業 大学教授 )、 高橋 隆博 (関

西大学教授 )、 奥 野義雄 (奈 良 県立民俗 博物館 学 芸課 長 )、

中川秀 ― (文 化財保 護審議 委 員 )、 伊郷 好 文 (文 化 財 保

護審議 委 員 )、 島 田竜雄 (元 箕 面市 立郷 土資料 館館 長 )

調 査  員 佐 々木康 人、加藤 謙一、内 田吉哉、竹 島大祐 、石 本倫 子、

鈴 木許 恵、福 田郁理 、星川 明子、 野村 大作 、 上谷浩 司、

辻美穂



調 査 補 助 員 安 中佐 貴 子、石 田美 登利 、 中澤 寛史、藤原 篤、松 下 夏実

7 調 査 に際 して、各調査 地 区の住 民 の方 々 。各 団体 に民俗 調査 に対 して

深 く御 理 解 と御 協 力 をいた だい た こ とに対 して深 く感謝 いた します。

粟生新家地区の方々 粟生外院地区の方々

稲地区の方々    今宮地区の方々
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第 1章 調査の概要

第 1節 位置と環境

箕面市は、大阪府の北部に位置し、市域の大部分が北部の止々呂美地区地区を含む北摂

山系によって占められている。市域の南部に広がる平野部は、箕面川によって形成された

西部と、千里川によって形成された中央部、勝尾寺川によって形成された東部に分類され

る。このいずれもが千里丘陵の北端をもつて境となす。西部・中央部は緩やかな傾斜を持

つ沖積平野を呈しているが、東部は北摂山系から伸びた丘陵が広が り茨木市域へと続いて

いる。北摂山系から緩やかに東西へと広がる平野部であり、中央には西国街道が古代より

通過 し中央と地方の文化・物流の大動脈であつた。

このような自然環境と地理的要因の中で、多 くの人々がこの地に生活を営むようになっ

たのは、旧石器時代からであることが近年の発掘調査等によって明らかになりつつある。

旧石器時代

箕面市内における旧石器時代の遺跡は少なく、わずかに新稲西遺跡・外院遺跡が知られ

ている程度である。両遺跡とも国府型ナイフ形石器が採集されているものの遺構について

は未確認である。

縄文時代

縄文時代に入ると隣接地域と競うように遺跡が

増加し、この地域でも人口が増加 していったもの

と見 られる。なかでも、瀬川遺跡より出上 した

「の」字状垂飾は蛇紋岩製で全国でも 11例 目とい

う貴重なものであるが、遺構が未確認のためその

特異性は不明である。

その他にも、石器 。土器が出土・採集されてい

る遺跡として、稲遺跡 。新稲遺跡 。新稲西遺跡・

外院遺跡があるが遺構等については不明である。

本格的な発掘調査が及んだ白島遺跡においては縄

文晩期の住居跡や多数の上器片が出上してお り、

箕面市内における人々の営みの一端がうかがえる。

弥生時代

弥生時代の遺跡としては、如意谷銅鐸出土地が

著名であるが、遺跡消滅によって詳細は不明であ

る。その他では、弥生時代後期の住居と上器が出

上した、池ノ内遺跡が知られる程度であり。まだ

まだ、未解明な部分が多い。

写真 1 如な谷銅鐸鶴 土資料館蔵)



1 待兼山遺跡   8 桜古墳   15 青木字陣屋跡   22 書福寺原城跡

2 待兼山古墳   9 稲荷社古墳 16 如意谷銅鐸出土地 23 粟生谷城跡

3 瀬川遺跡    10 新稲西遺跡 17 如意谷遺跡    24 大日遺跡

4 瀬川半町宿駅跡 11 新稲古墳  18 董野三千旧邸   25 粟生間谷遺跡

5 中尾塚古墳   12 山口古墳  19 唐池遺跡     26 徳大寺遺跡

6 権田遺跡    13 池ノ内遺跡 20 白島遺跡

7 髪切塚古墳跡  14 稲遺跡   21 外院遺跡

古墳時代

周辺 の池 田・ 豊

中・茨木市に比べ規

模 と量において比べ

るべ くもないが、池

田市との市境付近に

い くつかの小円墳が

点在 している。その

幾つかはすでに、消

滅 しているものの金

銅製耳環が出上 した

新稲古墳 と中尾塚古

墳、石室が現存 して

いる桜古墳、墳丘を

残す稲荷社古墳など

が点在するにとどま

る。これらの古墳は

大きさも 20m以下の

ものが多 く、古墳時

代の後期のものが多

いが、池田市域の小
図 1 箕面市内の主要遺跡分布図

円墳と巨大な石室を持つ鉢塚古墳や、前方後円墳の二子塚古墳との関わ りは無視できない

ものがある。

歴史時代

奈良・平安・中世となると、西国街道は正式官道として整備され。文化と物流による波

及効果から、集落遺跡の出土遺物の内容にも変化がみられる。これは、人口の増加と経済

力の集中によって、小規模な領主層の発生が考えられる。戦国時代に入ると、地勢学上の

要点である当地域は、幾度か戦場とな り江戸時代になるまでの間、安定 した社会性があつ

たとはいいがたい。しかし、池田氏や勝尾寺などが箕面市内の村々に対 して「禁制令」を

発布しなければならないほど、民衆の力も増大していったといえる。

江戸時代に入ると、各種の政策によって、この地において人々の生活は安定的に営まれた

が、すべてにおいて固定化され大きく変貌するのは明治になつてからである。

なかでも特筆すべきは瀬川半町駅宿である。残念ながら、地理的要因がそろわず他の宿

駅の繁栄には及ぶべ くもなかつた。そのため、駅所役務は瀬川村だけでは負担 しきれず。

半町村も経営に参画し、立会駅所となったが、両村にとっては過重な負担となつていたよ

うである。



第 2節 調査の趣意および手法について

民俗 とは「ある地域に生きる人々の中で何世代にもわたつて伝えられてきた生活の仕

方」といえ、その多 くが無意識、無批判的に繰 り返されてきた点に特徴がある。日本各地

でそうした民俗の消失、変貌が叫ばれて久しい。これらは近代化とか都市化といつた地域

の発展の過程で生 じるもう一つの側面といえよう。箕面市においても早 くは阪急電車の開

通に始まり、大阪万国博覧会前後から現在に続 く発展の中で、旧来の農村風景は変貌を遂

げてきた。農地の減少と都市生活の浸透によって、そこに生きる人々の生活も大きく様変

わ りし、民俗行事の中には消滅 したものや、簡略化されてしまつたものも少なくない。民

俗行事はそれ自体が次世代への文化の伝承の場として機能 していることを考えれば、箕面

における近代化以前における人々の暮らしぶ りの大半が、もはや古老の記憶の中にしか残

されていないのかもしれない。

本報告書は古老達の記憶と調査時点で存在の確認できた民俗文化を記録・保存すること

で近代化以前から今日までの箕面の一般庶民の暮 らしぶ りを知る一助となること、また将

来こうした行事復活の際の参考資料となることを目的として作成 した。平成 12年度は市

の東部 (如意谷・坊島・稲以東)を対象として調査および報告をおこなつた。なお平成 1

3年度には西部 (平尾・西小路・牧落以西)と止々呂美地区を対象として同様の調査、報

告を実施する予定である。

調査は上記の目的に基づき、各地区の特色が現れやすい年中行事を調査の中心に据えて

各地区の古老からの間き取 り方式でおこなった。まず調査地域における年中行事の実態を

把握するために平成 12年 3月 から約 1か月間の予備調査を実施 し、この結果をもとに本

調査で使用する年中行事調査項目を作成 した。予備調査は箕面市シルバー人材派遣センタ

ーの協力によって同センターに登録されている方々と調査地の古老からの間き取 りを並行

しておこなつた。

4月からの本調査は各行政地区ごとに調査員をおき、年中行事調査項目に基づ く古老か

らの聞き取 りを中心におこなつた。本調査は 9月 いつばいを目途とし、その後は調査資料

の整理を経て報告書作成へと移つた。なお、 9月 以降も行事の取材や補助調査を重ねて資

料の補完に努めた。報告書は地区ごとに 1、 地区の概観  2、 年中行事  3、 その他の民

俗からなり、年中行事に関してはあらかじめ全地区共通の記述項目 (別記参照)を設けた。

地区によっては項目に該当する行事や習慣が確認ができなかつたり、逆に項目以外の行事

に出会うこともあつた。そうした場合は項目の追加・削除が適宜なされている。また、調

査の過程で年中行事と関わ りの薄い事柄についても聞く機会がたびたびあつたので、それ

らも可能な限 り「その他の民俗」として記述することとした。

おもな報告書記述項目

(1)正月の準備



門松、注連飾 り、鏡餅、大掃除、大晦日の晩

(2)正月行事

若水、雑煮、初詣、お年玉、ハツシゴ ト、フクアカシ、正月七日、鏡開き、 トンド、ヨウ

ネン講、ヤブイリ

(3)春から夏の行事

節分、初年、寒施行、節旬 (3月 )、 彼岸、メンギョ、ヨウカビ、牛回し、節句 (5月 )、

サナブリ、夏越の祓い、ハゲショウ、七夕、龍安寺の護摩焚き

(4)盆行事

墓掃除、施餓鬼、先祖迎え、供え物(新仏、先祖送 り、ヤブイリ、盆踊 り、地蔵盆、マン

ドロ

(5)秋から冬の行事

月見、彼岸、十夜、秋祭 り、亥の子、誓文払い、冬至

口 2 調査対象地区



第 2章 旧萱野地区の詳細

第 1節 稲地区

1.地 区の概要

概要  現在の稲の集落は、西国街道沿いにあり、西稲と東稲とが入 り組んでいる。

この地域は、中世には萱野郷に含まれ、この「イナ」という地名は応永11年 (1404)

12月 3日 の如法経奉加帳 (『勝尾寺文書』)に「一品 イナ臼井殿」とみえることからも、

この頃から使用されていたと考えられる。また、近世初頭までは一村であつたが、その後、

寛永一正保 (1624-望 8)こ ろに村切 りが行われ、西稲村と東稲村とに別れたと考えられ

ている。

西稲村の南部は千里丘陵の北端部にあたり、千里川が西流、中央部を西国街道が走つて

いる。名称の初見は、正保4年 (1647)7月 の『水論済口証文』(「 四大字水利組合文書」)

に「かやの西いな村」とみえ、寛永一正保期 (1624-48)の『摂津国高帳』には「西伊

奈村」が記されている。享和3年 (1803)に は、戸数は32であつた (村明細書上帳『稲田

家文書』)。 現在は再び東稲村と一村にまとまつている。

東稲村は西稲村の東側にあり、千里川が

南西流し、村のほぼ中央を西国街道が東西

に走る。村切 りが行われるまでは、稲村と

して一村であつたため変遷は西稲村とほぼ

同じである。

この稲地区を流れている千里川は洪水な

どのため、その流れが大きく変わり、以前

とは景観が大きく変わつているという。

また、この地域には、昔からの伝わるも

のも多く残されている。稲2丁 目2 41には

13体ほどのお地蔵さんが祭られている。こ

の場所は、以前は「ウマヅカ」と呼ばれて

いたという。由来は、かつて伊丹城で飼わ

れていた馬が、歳をとつたためこの辺 りに

預けられたことによるという。これ以上の

詳しい話は残されていないが、この辺 りに

伊丹城に縁の深い人がいたという話である。

また、河童についての話も残されている。

畑でキュウリを作 り、そのキュウリに子ど

もの名前を書いて、川のほとりにあった楠

に吊し、河童が足を引つ張らないように祈

願 したという。千里川には水難事故が多か

つたのであろう。

写真2 西国街道と稲の集落

写真3 屋敷脇の地蔵



図3 稲十日字名

自,台会  現在は稲自治会のもとに、25組の隣組にわかれ、ひとつの組が約30軒程度にま

とまつている。戦時中には、この隣組は7組あつたといわれている。

水不u 稲地区は、農業を営んでおられる家が多かつたため、水利の問題は重要であつた。

この地区には、「 ミズバン」と呼ばれる人が置かれていた。このミズバンの人は、夜など

に水が盗まれることがないように番をしたという。また、池の端に土管を埋め、その上管

に蓋をして勝手に水を引くことができないようにと工夫もされていた。

かつて、水利組合には、田300坪 (1反 )につき、お米で2升、あるいは3升を支払つて

いた。その後、お金で支払うようになったという。ただ、この水利組合に支払う金額は、

農家の人々にとっては楽な金額ではなかったという。

現在の中小学校の所にあった、イナダ池が灌漑用の池であり、夏至の前後になるとその

年の雨の具合によって池の堰を開けて田んぼに水をひいた。

また、自治会の管理のもとに、「消防田」と呼ばれる消防団に属する共有の田が残つて

いる。現在も中小学校の北側に一部残つている。まとまつたお金が必要な時に売 り払つて

いたという。



神社  この辺りの神社は為那都比古神社に統合されたため、現存する神社は1つ だけであ

る。

神社 (西稲 ) 西稲村には、現ライフプラザ (シ ョッピングセンター)の場所にお宮

があつた。名称などは不明であるが、為那都比古神社に統合された時に、この宮の所有し

ていた御興や、御神楽の道具などはどこかに埋められたという話が残つているが、詳細は

不明である。

稲二丁目4の あたりにある個人所有の神社

名前は現在不明。「シラヒゲ (白髭 ?)大明神」(木曽

の御嶽山に詣つていたことがあるという)をお祭 りして

いたという。社も多少残つているが、大正末期、もしく

は昭和のはじめあたりに再建されたものであると言われ

ている。現存はしないが、木製の鳥居があつた。元禄

15年 の碑の入つた灯籠があるため、そのころから存在

している神社であると思われる。この神社を所有してい

るお宅の方 (女性)がかつて、巫女のようなことをして

いて、毎月3日 を神様の日であるとして拝みにいってい

たという。3日 以外にも頼まれれば拝みにいき、祈祷などを行つていたという。このお宮

には地蔵も数体祭られているが、これらは開墾 した時などに出てきたもので、特に由来な

どはわかつていないという。

このお宮には、白栄講 (は くえいこう)と いう、講も存在 していたというが、詳細は明

らかではない。

(村明細書上帳『稲田家文書』によれば、西稲村には稲荷社、弁財天社、こうとう殿と呼

ばれる小祠があつたことが記されている。これらのお宮がどれにあたるのかは、不明であ

る。)

神社 (東稲 ) 東稲村には、「ゴウシンさん」と呼ばれていたお宮があり、稲の人々に

1ま「東のお宮さん」として親しまれ、大変栄えていたというが、詳細は不明である。

(『摂津名所図絵』によれば東稲村には天照皇太神社の存在が認められるため、これにあた

るのではないかと考えられる。)

写真5 教学寺 写真6 勝満寺



図4 稲集落周辺

寺院  西稲村には、浄土真宗本願寺派教学寺が、東稲村には浄土真宗本願寺派勝満寺が

ある。古くから稲に居住する家は、それぞれの檀家になっている。

2.年 中行事

(1)正 月の準備

正月の準備は、ほぼ28日 ごろから始められる。この日に餅つきをすることが多い。

また、稲地区では門松、鏡餅を飾 り、注連飾 りは飾らない。

門松  門松は、雄松の松の枝を切つたものに竹、梅を加えて紙を巻き、水引をかけて門

に掛けた。戦後は、松を守るという運動が起こって門松を作らなくなつた。すべての材料

は山から採つてきた。竹は教学寺に大きな笹があつたので、そこからいただいてくること

もあった。

鏡餅  餅つきは28日 に各家の主人が行う。「苦」(9)のつく日は避けるのが通常であっ

た。また、30日 は「せきすぎる」といい、されなかった。餅は日でつき、量は一俵程度で

あった。

鏡餅はみかん、千し柿に昆布を垂らして台座を作つた。それらを床の間、三宝、神棚、
ノエ (田、山)の神様、おくどさん、荒神さんなどに飾つた。特に三宝に飾る鏡餅は三段
重ねにした。稀に、仏壇に供えることもある。

(2)正 月行事



雑煮  三が日の間雑煮を食べ続けることが通常であつた。餅は丸餅を用いた。味付けは

味噌味と、すましとあり、日によって食べ分けていた。どの家も一日は味噌味。自家製の

白味噌を使つた。具は、大根 。人参・牛秀・小芋・油揚げであつた。具材はすべて角が立

たないようにと丸く切られた。また、すましの雑煮は焼き雑煮がほとんどであつた。

また、雑煮は「まめになるように」という願いをこめ、豆殻で火をおこしていた。本来

は家の主人、男性が作るものであつたが、実際は各家の主婦が作つていることが多い。

初言旨 為那都比古神社へ行く。以前は為那都比古神社で相撲が行われ店もでて、賑やか

であつたという。

お年玉  お金をもらうというよりも、外出着の着物、履き物など実用的なものをもらつ

ていた。

レイマイ リ  「レイマイリ」「オレイマイリ」といい、正月二日の日に行われる。二日

の日は朝風呂にはいり、田んぼに水を引く場所を鍬で三回たたいて手を合わせる。その次

の日から通常通 り仕事を始める。この日が初仕事ということになる。

正月七 日  一月七日を「七日正月」と呼び、七草粥をつくって食べる。実際に七種類を

入れることはあまりなく、水菜など青いものを入れた。粥といつても、実際には米だけで

はなく餅を入れることもあつた。すましの粥が多いが、味噌味の粥の家もあつた。

鏡開き 特に鏡開きの日としては定まつておらず、各家により異なつていた。多くの家

は正月二が日が終わると開いていた。開いた餅は雑煮に入れたりし、毎日の食事として食

べていた。子どものおやつとしても用いられた。

トン ド 稲地区では、西稲と東稲と別々に行われていた。

東稲では、15日 に行う。昔あつたトンド場は、子供の頃には既になくなっていた。大き

な柿の木の下が トンド場になつていた。無くなつてからは各家の庭で行つていた様子。こ

のトンドの火で餅をやくと風邪をひかないといい、竹にさして黒くなった餅を叩いて、ち

ぎつて食べた。

また、西稲では、13日 に行われ、 トンド場

は千里橋の近 くの田 (現ペプチ ド・元ゴウシ

ンさんと呼ばれる神社のあつた辺 り。話者に

よつて多少場所は異なるが、おおよそこの辺

りであつたということ)で行われてお り「 ト

ンドの田」と呼ばれていた。 トンドの火を持

つて帰 り、お粥を炊いたという。その後、 ト

ンド場でではなく各家庭の庭で焼いていた

が、やがてそれもしなくなつてしまつた。

西稲の トンド場は場所を特定することがで

きたが、東稲の トンド場は特定することがで
写真7 西稲の トンド場跡



きない。

ヨウネン講  小正月の前日である14日の日に、女性だけで夜通し仕事をするヨウネン

講があつた。夜に納屋でコンニャクをたいて、それを食べて仕事をした。針仕事や縄ない

が主な仕事であり、それぞれに仕事をした。西稲では現在も続けられている。

′」ヽ正月 正月15日 に、小豆粥を作る。この小豆粥はお米でつくるが、お餅も入れる。

ヤブイ リ 16日 に実家に帰ることができ、「ヤブイリ」と呼んだ。実家に帰つている期

間は決まっていなかったが、多くて奉公人は二日程度、嫁は三日程度であった。

(3)春 から夏の行事

節分  2月 3日 に行われる。農家のお宅が多く、食べ物となる大豆を撒いたりしなかった。

また、豆まきをするお宅では、二月三日に「鬼は外、福は内」のかけ声と共に大豆を撤い

た。この大豆は焙烙 (ホ ウラクと呼ぶ)を使つて妙つた。子どもが豆を撒き、年の数に一

つ足した数の豆を食べ、この日を「 トシコシ」とよんだ。

実際にされていた家は少ないが、この トシコシの日に、「メツコハナツコ」と呼ばれて

いた葉のついた柊の枝にイワシの頭を飾 り、家中の入り口に立てた。また、イワシを食べ

る習慣のある家も少ないがある。

寒施行  西稲で行われていた行事で「カンセンギョ」と呼ばれる。寒の時期にお餅 (寒

の餅)をついて、おかきやあられを作 りおやつにした。昭和35年 ぐらいまで行われていた。

「寒」の間で、田に氷の張つている時期のことであったという。この時に赤御飯 (あ かご

はん、赤飯とは異なり、普通の御飯に小豆を炊いて塩を加えて作つたもの)を炊く。この

赤御飯と油揚げをもつて、普段から狐や狸のいるといわれる場所 (人によっては狐塚と呼

ぶ)に配つた。この配る作業には「オガミヤ」というおばあさんがいて、若い男の人がこ

のオガミヤについて行つた。このオガミヤはかなり年輩の方であった。オガミヤと一緒に

1町ほど行くと笹藪になり、この笹藪を走り抜けていつた。狐や狸のいる場所に着くと、

オガミヤのおばあさんが榊を振つて トランス (狐が乗り移つた?)状態になる。そうする

と若い者がオガミヤのおばあさんの肩をたたき、「なんぼあげさしてもらつたらええか ?」

と尋ねる。その問いに対して、オガミヤさんが「そうやの、ワシは子どもが多いさかい、

OOく れ」などと答えるので、いわれた分の赤御飯のおにぎりを大きな竹の皮を敷いて置

く。15個前後の数をいわれることが多かつたという。供え終わつてオガミヤさんの家に帰

ると、狐がお礼に来るという。この人が「えらい道やさかいに、遠いさかいに走つて礼に

きた」「よくやつてくれた」などといった調子でおばあさんが狐にかわって礼を言つた。

この時に狐がどこから来たのかということを告げたという。

また、このカンセンギヨが終わると田に礼をするといつて、小さなおにぎりを3つずつ

供え、帰つてきてから近所の人たちと一緒に巻きずしを食べたという話も残つている。

節句  4月 3日 に行う。2月 の初めころに飾 りはじめ、終わつたらすぐ (4月 3日 中)に片
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づけた。早 く片づけることで、縁づきが早 くなると言われていた。

女の子が初めて産まれた年の雛祭 りには、ひなあられなどを近所の子どもに配つたとい

う。

彼岸 お彼岸にはお墓参りをした。この時にばた餅を作り、それを食べた。

メンギ ョ  「メンギヨ」「ムメン

ギヨ」ともいい、4月 15日 ごろにお

寿司を一段、バラ寿司を一段、おか

ずを一段に詰めたお重を持つて、近

くの山に出掛けていつた。おかずは

卵焼きや筍、かまぼこ、ちくわなど

の御馳走だつた。東稲は市立病院付

近にあったリヒ畑が、西稲は豊島高校

の辺 りがメンギヨ山になつていたた

め山へ遊びにでかけた。野遊び、山

登 りというよりもお花見といつたよ

うなものであつた。時には山菜など

も摘んだ。気候の良い年には、男の

子は池で泳いだりしていた。雨天の

時は、お寺や自治会館などでお弁当

を食べた。
図5 稲のメンギョ山

ウシのヨウジヨウ  時期は不明であるが、イナダ池の堤に筋 (線)をひいて、場所を

区切りそこへ牛を連れて行つて草を食べさせた。場所によっては草の善し悪しがあつたた

め、くじ引きなどで誰がどの場所にするのかを決めていた。これらの場所では、一旦草を

刈り、改めて芽を出させた柔らかい二番草を牛に食べさせ、爪も切つたと伝えられている。

端年の節句  5月 5日 には、ちまきをつくり鯉のぼりを立てた。鎧や兜はなかつた。竹

竿ではなく、ヒノキで家の角に立てた。また、菖蒲と蓬、あるいは菖蒲だけをくくつて屋

根に放り上げたり、頭に飾つたりした。男の子ははちまきに、女の子はピンでとめたとい

う。これらの菖蒲や蓬は山に採 りにでかけた。

また、その夜乾燥した菖蒲をお風呂に入れると病気をしないといわれていた。この菖蒲

湯は「薬湯」とも呼んだ。また、この薬湯はしないお宅もあつた。

タネオ トシ  5月 2日 ごろ行われ、籾種を落として、苗代をする。この日を「ノシロ」

と呼び、日が長く気温も上がって作業に適した時期であつた。八十八夜の種落としともい

つた。

ミゾサライ  6月 1日 以降にはじまる田植えに備えて行われた。「 ミゾサライ」と呼び、

田の溝が埋まつてしまつていたり、草が生えているのをきれいに掃除した。



サナプ リ  田植えのあとのお休みを「サナブリ」と呼んだ。田植えが終わると「アルキ

さん」と呼ばれる人が触れて回つた。このサナブリの日は区長さんが決め、全員がお休み

の日であつた。皆で集まることはなく、家でご馳走を食べてお休みした。この時のご馳走

は白御飯に生節が多かつた。

ハゲシヨウ  7月 2日 ごろに仕事を一日休むことがあり、この日を「ハゲ」とよんだ。

この日に「ハラミ団子」を食べたところもある。ハラミ団子とは、あんに空豆を妙り、妙

り終わつたら水につけ、それを炊いて作る。これを小麦の粉を練つて作つた皮で包んだも
α)。

このお休みの明くる日から田の革取 りがはじまり、7月 いつばいかかった。革取 りは、1

度目 (1番草)には田んぼの縦方向に、2回 目 (2番草)に は横方向に、3回 目には再び縦方

向に、4回 目には横方向に、と交互に草取 りをしていった。(全部で6回程度)こ のとき

「夕>」 と呼ばれる専用の道具を使つていたという。

七夕  子どもがいるお宅はやつていたようである。現在の小学校のあたりに竹藪があつ

たので、そこから竹を切つて持つてきていた。片づけはどうしていたのか記憶にない。

瀧安寺の護摩焚 き  瀧安寺の大護摩に参加した。この日は仕事は皆休みになっていた。

このとき灰をいただいて帰り、虫除けの祈願に竹の皮に包んで竹の先を割つて、そこに灰

を包んだ皮を挟み田にさして立てた。虫除けのまじないであった。これは戦後、農薬が一

般的になるまで続けられていた。

パクロさん  農閑期になると、牛が常には必要でなくなる。この頃に「ばくろさん」

とよばれる人がくる。「たじま」からきていたと言われるが、どこの「たじま」であった

のかは不明である。この「ばくろさん」と農繁期に使つていた成長した牛を、子牛と交換

してもらう。このときには子牛であつても、翌年の農繁期には成長するため不自由はなか

つた。牛は長くても二年に一度は交換していた。時には、牛と一緒にお金のやりとりもあ
つた。

(4)盆 行事

8月 の13日 ～16日、家によっては15日 までを盆と捉えられている。16日 には地獄の釜が

開く日であると言われている。

7日盆  8月 7日 を七日盆といい、この日に盆行事に向けて墓掃除に出掛けていった。

供 え物  自分たちの畑で採れたものをお供えする程度である。稲地区は浄土真宗の家が

多いため、特に決まり事はないという。飾 り物も特になし。供えるものは14,15日 にお仏

壇に供える。供物はお下げして、皆でいただく。

盆の食事  何日に何を食べるというきまりはないが、ご馳走 (白御飯)を食べることが
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できた。普段は麦御飯であつた。この時に限られたことではないが、一膳飯は仏様のたベ

る量であつたため、一口でもいいから御飯はお代わりするよう言われた。

新仏

る。

「ニイボン」と呼び、その年には例年よりも何事も控えめにするように気をつけ

盆踊 り 浄瑠璃踊りを踊つていたという。その時の村長 (区長)の家の庭で行い、男の

人も女の人も一緒に参加した。

もともとは戦前にやっていたものを、戦後再開した。炭坑節などが流行していた頃に再

開された。

地蔵盆  御詠歌をあげる日であつた印象が強いと云う。

稲地区の地蔵というのは、池や川から出てきたものであるため、昔からの行事というも

のではなかった。地蔵もたくさんあり、どこの地蔵のところで行つていたかは定かではな

いが (キタムキジゾウの辺りか)、 子どもがお参りをし、菓子をもらつて帰つてきていた。

マ ン ドロ  西稲と東稲と別々で行つてい

た。

東稲村では、14,15日 に布ケ池の堤のとこ

ろで行つた。実際に行うのは14,15日 の両日

であるが、7日 の日にその準備として松明の

ための松の枝や根を採つてくる。根は「コ

エマツ」といい良 く肥えた松の根が、油の

塊で燃料としては理想的なものだった。こ

れは事前に切つておくと芯だけが残 り、根

が腐つてくる。それをスコップで掘つて取

り出して切断する。これを松明にくくりつ

写真8 布ケ池の現況

けて燃やすと松の油だけが燃え続けるために長時間使うことができた。この「コエマツ」

は必ずしも採れるわけではなかつたので、無いときには普通に燃料として使つている薪を

使用した。

マンドロでは火をつけるが、平面からでは見えにくい。そのため斜面になつている堤防

の腹の所に穴を縦に三段掘つて火をつけた。人は竹の松明をもつて歩いて、見る人にみえ

るように振つたりまわしたりした。昔は視界を遮断するものがなかつたので、見通しがき

いた。昔はほかの村のマンドロが見えたため、火をつけるときはほかの村が始めていたら、

始めるといつたものだつた。

マンドロには、大きな等火も焚いた。それを作るために、農家をまわつて麦藁をもらつ

てくる。この麦藁をもらうときに一軒につき、5銭から10銭のお小遣いをもらい、必要な

ものやお菓子を買つた。竹は近 くの竹藪から採つてきた。堤の上の広いところに竹を立て

て、その上に麦藁を積んで トンドの時の櫓のようなものを作 り、火をつける。この時、櫓

の腹の部分に掘つておいた穴に火をつけ、おおきな筈火に火をつける。最後に人のもつて

いる松明に火をつける。当日の午前中はその準備をし、マンドロは年後からはじまる。

また、西稲村では、現在は無 くなってしまつているが、イナガ池 (イ ナダ池)の堤のと

13



図6 稲のマンドロの場所

ころで行つていた。参加することができたのは男

の子だけであつた。材料などは、東稲と同じく、

松の根を掘つて準備をした。開始時間は特に決ま

つておらず、晩ご飯を食べてから出掛けていった

という。お盆の間に二回やつたという。その他詳

細は東稲と同様であつた。

東稲の方が戸数が多かったため、このマンドロ

の規模も東稲の方が大きかったという。

無縁仏  お盆だから特別に無縁仏に何かすると

いうことはない。自分の家のお墓のお参 りのつい

でにお参 りをする。お花も線香も少し多めに持参

し、無縁仏にも供えてくる。

ヤブイ リ 8月 16日 は「ヤブイリ」で他の地域から嫁にきた人は、実家に帰つたという。

(5)秋 か ら冬の行事

月見  十五夜にお月見をする。里芋や柿を供えた。団子を供えると、近所の子どもが先

の割れた竹で盗みにきた。里芋は炊いたもので、一年は12ケ 月であるから12個供えた。団

子の数は特に決められていなかった。

栗節句 (10月 9日 ) 西稲村では、かつてlo月 9日 には栗を必ず炊いて、栗節旬

をした。この他に特に何かをするということはないが、栗節旬は必ずしたという話が残つ

ている。

里名月 (10月 13日 ) 西稲村では、かつて10月 13日 に豆名月というものをした。

翌日の14日 が秋祭りであって、その宵にはお月様に豆を供えたという話が残つている。

彼岸  秋のお彼岸にも、お墓参りをするだけであり、特に供え物や団子などは準備しな

かつた。家によってはぼた餅を作る家もあった。

秋祭 り 10月 14日、為那都比古神社のお祭りに参加する。ただし、距離があつたため疎

遠になつていた。全く参加しないという家もある。以前、稲地区に御神楽があつたという

話を聞いたが、実際に見た人はいない。そのため、どの時期に行われていたのかは不明。

為那都比古神社のお祭 りでは、相撲がされ、出店がでていた。

お祭りのときには、ご馳走を食べた。時期的に、マツタケを食べたりもした。

カマオサメ  11月の初旬から、来年の田植えにむけて田の草取りをした。この草取り

が終わると「カマオサメ」(鎌納め)を した。農作業の終わりに鎌に御飯を供えた。この
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時に供え物をしたのは鎌だけであつたという。

亥の子  いつ行うのは日は決まつていないが、当日は晩御飯を食べてから回り始めるの

が慣習だつた。この時使われる道具には特に名前はなく、「亥の子をつく」と呼び、子ど

も同士が集まつて作つたり、親が作つたりした。地面を叩いたときに良い音が出るように、

芯 (竹や木などのクズ)を通して硬 く藁を結んで作る。亥の子をつきに各家を回る順番は

決まつておらず、新婚さんの家からまわるようにしていた。亥の子の後、使用した道具は

特に意識されることもなく燃やしていた。ほかには、屋根にあげる家もある。

各家をまわつてお菓子やお金 (5銭から10銭)を もらつた。新婚の家は、それよりも多

くくれた。

亥の子をつきにまわるときには

♪亥の子 亥の子 亥の子の晩に 重箱ひろた (て )開 けてみれば 重兵衛さんのきん

たま

この後に続いて、おじいさんおばあさんのいる家なら

♪おじいさんとおばあさんと いわいましょ もひとつまけとけ もひとつまけとけ

と続き、新婚さんの家なら

♪嫁さんと婿さんと いわいましよ もひとつまけとけ もひとつまけとけ

という言葉が続 く。

また、この亥の子の日にぼた餅を作る。この時に限つての特別な作 り方、呼び方などは

ない。

亥の子が終わると、姫撻の準備をした。

また、亥の子の日に中山さんにお参 りした。この日ススキの穂で小さな需を作つて、お

地蔵さんを掃除した。中山さんは安産の神様で、子どもの神様なので、亥の子の日には詣

るものだと思つていた。

誓文払 い  池田の誓文払いに参加した。12月 の1日 から5日 までやつていたので、その

間に出掛けていつた。

冬至  冬至の日にはカボチャを食べた。お風呂には柚子をいれて柚子風呂に入つた。

ホウオ ン講  12月 になると、ホウオン講として檀家が皆で一軒一軒まわつて、お参 り

をした。その時に一年の寺勘定をした。

アゼヤキ  農作業の終わつた冬の時期に、「アゼヤキ」といつて田を焼いていた。焼い

た後良い車が生える上、虫も死ぬので行つていたという。消防署から注意されるようにな

ったため、行われなくなつた。

3.そ の他の民俗

講  稲地区には伊勢講が2月 11日 に行われていた。かつて、この伊勢講は稲の中に4～ 5

つほど存在したという。この伊勢講はたいへん裕福で、皆お金を預けてはその利子を受け
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取つていたという。この伊勢講の名残で頼

母子講も成立したのではないかと言われて

いる。頼母子講は昭和30年 ごろまで存在 し

たという。

葬送  稲の墓地は布が池の西側、現市民病

院の東側に存在する。

稲地区では土葬は昭和38年 ごろまで行わ

れていた。土葬の際は穴を水が湧 くほどの

深さまで掘つた。その穴に棺をいれるが、

獣よけのために竹の上を括つて巻いた「マ

ングロ」とよばれるものを作つていたとい

う。

葬送の際の、墓道は出発点は各家であつ

たが、多くの場合は勝満寺、教学寺の前を

通つて、墓場までいったという。

地蔵  稲地区には、道の角にたくさんの地

蔵が祀られている。それぞれの地蔵に特に

由来はなく、開墾や、川の工事などのとき

に引き上げられたものであるという。

・十一精蔵

図7 稲の墓道

写真9 地蔵 1

写真10 地蔵 2

と

｀

受 熱 饉嬢

写真11 地蔵 3
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第 2節 萱野地区

1.地区の概要

概要  箕面市のほぼ中央に位置する

萱野地区は、中世の萱野独Iを 淵源とし

た萱野十ヶ村の内の芝村として近世を

経て、明治22年以降は大字芝となった。

現在の萱野への名称変更は昭和60年 に

おこなわれている。地区内には西国街

道が横貫し、その周辺部と国道171号

線の北側に古 くからの集落が展開して

いる。また、萱野は赤穂浪士の萱野三

平の出身地であり、街道沿いの旧家が

萱野三平記念館として保存されている。

萱野でも箕面市の他の地区と同様、

高度経済成長期以降に開発の手が加え

られ、地区の景観は大きく変わつてき

ている。民俗行事の視点からこの開発

を眺めてみると、萱野の人々にとって

のヤマであった街道沿いの千里丘陵地

の大規模な開発では、後で触れるメン

ギヨやマンドロといつた行事が消失、

変貌の道を辿つている。これは、単に

それらの行事の消失や変貌を意味して

いるのではなく、行事やそれが行われ

る場所に人々が込めた意味や共通のイ

メージの消失や変貌である点に注意 し

なくてはならない。

なお、萱野地区は前記の、街道沿い

と国道171号線の北側とでは年中行事

が若干異なる。その違いについて報告

書中では、「街道沿い」と「北地区」で

それぞれを書き分けている。また、そ

うした違いを明記 していない場合は差

異が認められなかつたことを示してい

る。

写真12 萱野三平邸

磐 _    4

写真13 萱野三平の墓

自治会  北地区は1つの自治会でまとまつている。

街道沿いは現在6つ の組に分かれているが、以前はニシガイチ、ヒガシガイチ、ミナミ

ガイチというカイチ (垣内)単位に分かれていたという。
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クラプ  地区では何か集まりごとがある時はここに集まる。北地区では昔からトンド場

の北側にあり、街道沿いでは以前は萱野三平邸の西側にあったが、今は善福寺の西側に移

動している。

水不J 萱野地区は農業用水のほとんどを周辺の池でまかなっている。普段は北地区が新

池と当対池、街道沿いが曲り池と木戸池 (埋め立てにより消失)の水を使う。水が不足し

たときには北地区が自島の五藤池や薩摩池、街道沿いが同じく自島の奥池の水を借 りるこ

とになっている。

寺社  地区には現在3つの寺院があり、いずれも浄土真宗 (本願寺派)で ある。このうち

北地区は正願寺、街道沿いは善福寺と浄円寺が地区の檀那寺となっている。

2.年 中行事

(1)正 月の準備

北地区では20日 を過ぎた頃から少しずつ買い揃えていく。コトハジメという言葉は聞か

れない。

街道沿いでは27日 頃から少しずつ始める。昔は忙しかつたので、押し迫つてからでない

と準備には取 り掛かれなかつた。

門松  北地区では昔は材料を山へ取 りに行つた。松は男右女左 (オ ンミギメンヒダリ)

といつて門の右に雄松=黒松を、左に雌松=赤松に飾る。松は半紙を巻いて水引でくくる。

街道沿いでは多くの家で鏡餅しか飾らないという。

注連飾 り 北地区では作る人は家々によってまちまちである。藁は餅藁を使い、12月

に入つたら藁の青いあいだに作つておくという家もあれば、20日 頃に作るという家もある。

飾るのは30日 か大晦日が多い。御幣・橙 。ユズリ葉・ウラジロを付ける。

鏡餅  餅は28日 か30日 に掲いた。29日 は苦餅といつて鴇かない。家族総出で餅つきをす

る家が多い。鏡餅は仏様 (仏壇)・ 玄関 。床の間・ヘッツイサン (竃)な どに供える。ヘ

ッツイサンには清荒神の荒神さんが祭られている。一番大きなものは、檀那寺へお供えす

る。

大掃除  昔は8月 の盆までに一斉に大掃除があつた。年末は30日 に煤払いなどの台所の

掃除をした。

大晦 日の晩  年越しそばを食べる。鰯を食べるという家もあつた。

(2)正 月行事
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図8 萱野旧字名

北地区では正月の三日間は福が出ていつてしまうので玄関を開けてはいけないと言われ

た。昔の家は縁側に戸袋があつてそこは絶対に開けてはいけなかつた。また妊婦さんがい

る家では、年が明けて最初の訪間者と同じ性別の子供が産まれると言われた。

街道沿いでは正月の間は福が逃げるので需で掃いてはいけないと言う。

若水  昔は初水といつて元日の朝に自宅の井戸に水を汲みにいった。誰が汲みに行くか

は特に決まつていなかつたようだが、その日の雑煮を家の主人が作る家では主人が汲んで

いた。汲んできた水は雑煮作 りのほか、仏壇の花の水替えに使つた。

雑煮  北地区では雑煮は3日間とも味付けは白味噌で具は薄楊げ 。大根 。人参・子芋 。三

つ葉の5品は必ず入れ、これに豆腐と餅を入れて7品 とする家もある。具は物事が丸く収ま

るようにとすべて丸く切つて入れる。雑煮は主に女性が作つたが、男性が作る家もあつた。

その場合も準備は前日の内に女性が済ませていたという。

街道沿いでも元日の雑煮は主人が作る家が多く、その場合も女性が前日に下ごしらえを

しておいた。燃料には「1年 まめに暮らせるように」と大豆のまめ殻を使う。味付けは1日、
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2日 がみそ味で3日 はすましという家と1日 と3日 がみそ味で2日 がすましにする家が確認で

きた。餅は丸餅で、すましの時には焼いて「焼き雑煮」にする。具はみそ味では大根・人

参・牛芳・小芋・油アゲはどこの家庭も入れ、ほかに豆腐を入れる家もある。具は「丸 く

収まるように」とすべて丸く切る。すましには水菜と焼き餅を入れる。

初言旨 北地区では最初にお詣りするのは氏神の為那都比古神社が多い。ある家では、11

時半頃にそばを食べて年が明けて一番にお詣りする。正願寺へは元旦の早朝にお詣りする。

そのほかに墓にお詣りに行く家もある。街道沿いでも為那都比古神社と檀那寺である善福

寺 。浄円寺に詣る。

お年玉  70歳代の人はお小遣いをもらっていた人が多く、80歳代の人は暮れの誓文払い

で正月用に着物や履き物を買つてもらつたという。

ハツシゴ ト 北地区では以前、正月2日 にレイマイリといって御神酒を持つて田に出か

け、田に2・ 3回鍬を入れる習慣があつた。街道沿いではハツシゴトと言い、肥料をまきに

行き、少しだけ畑仕事をした。2日から畑仕事を始めることについては、たまつてくるの

で放つておけなかったという人もいた。お店をしていた家では1月 1日 は店を開けると福が

逃げるといつて戸は閉めたままにしておいたが、2日 日は開けた。この場合もハツシゴト

といつた。

正月七 日  北地区ではナナクサ・七日正月と呼んだ。正月のご馳走づくしの体を休める

ために水菜を入れた粥を食べた。これを七草粥と呼んだ。また、別の家では粥ではなく餅

を入れ、すましの味付けで七草雑煮と呼ばれるものを食べた。七草を揃える必要はなかっ

た。街道沿いでは七日正月とかナナクサガユと呼び、ナナクサガユを食べる。事前に鏡開

きをしている家はナナクサガユに餅を入れる。七草は7種類入れるのではなく、畑で青菜

を採つてきて入れる。

鏡開き 北地区では4日 か5日 にする家が多い。5日 の寒の水に漬けるためとする家もあ

る。どの家も餅があまり固くならないうちにおこなった。鏡開きの後の餅は焼いて食べた

り、味噌汁や雑煮・ぜんざいに入れたりして食べる。御飯の代わりに食べた。また、カキ

モチにもする。以前は乾燥させてカンテキ (七輪)で焼いた。また、カキモチのために鏡

餅とは別にエビ・海苔・黒豆 。大豆などの入つた餅をつき、それを薄く切つて渇かして作

る家もあつた。

街道沿いでは6日 か15日 におこなう家が多い。ナナクサガユや トンドの日の小豆粥に入

れ、雑点・ぜんざい 。焼き餅などにして食べる。なお、寺の鏡開きは6日 頃おこなうとい

う。

ヨウネン講  北地区では以前、14日 はヨウネン講があり、未婚の女性たちの少女会と

青年団がクラブに集まり、「夜明かしヨーネンコウ 明日はトーンド」と言つて夜を明か

した。また、この時「一年中蚊にくわれないように」と言つてこんにゃくを食べた。
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トン ド 北地区では15日 の

トンドは「ぶせん田」の横の

窪地になつているところ (現

在の萱野4丁 目の交差点のあ

たり)で行われた。近所の竹

薮から青竹を取つてきて高 く

組んで、各家が1東ずつ持ち

寄つた藁を合わせて火を付

け、正月飾 りや書き初めなど

を焼いた。書き初めは灰が高

く昇つたら、字が上手になる

といわれた。

また、竹の先を二つに割つ

て、餅を刺 して焼いて食べた。

病気にならないといわれた。

この餅は正月の餅があつても

新 しくついた。餅を食べた後

の竹串は家に持ち帰 り、蛇が

入らないようにという意味を

込めてスナギ (床の下)に入

れた。 トンドの後の灰は持つ

て帰 り、たんぼに撒いた。虫が付かないといわれた。この日には、小豆粥を作つて食べた。

米と一緒に鏡割 りした餅を入れたり、作るときに豆殻を火にくべて炊いたりした。3食と

も小豆粥を食べる家もある。今はクラブに各家が正月飾 りを持ち寄つて野焼きするように

なっている。

街道沿いでは トンド場で正月飾 りや書き初めを焼いた。大きな竹を三角に組んで枝のと

ころに藁を置いて火をつけた。餅を焼いたりもした。残つた灰は特に持ち帰つたりはしな

かった。この日は家で鏡開きした餅を入れた小豆粥を食べた。今は家々で正月飾 りを処分

している。

1月 15日 には両地区とも満20歳の男子は伊勢参 りに出かけ、2月 頃戻つてきた。戻つて

きたときにはみんなでご馳走を作つてねぎらつた。

ヤブイ リ  北地区では姑がいる家の嫁は実家に帰つた。街道沿いでは嫁は2、 3日 実家

に帰つた。また、奉公人のいた家でも彼らに着物とお生産を持たせて2、 3日 実家に帰した。

厄払 い  北地区では1月 19日 に19歳の厄年の人が池田の尊鉢神社で餅まきをした。この

餅はヤクモチという。

(3)春 から夏の行事

寒餅  北地区では寒の水に餅米を漬けておき、2月 4日 頃の寒明けに寒餅をついて一年間

のおやつにした。餅には青海苔 。エビ・黒大豆などを入れた。餅はカキモチ 。あられにし

図9 萱野集落周辺図
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た。ある家では隣近所に配るので、同じ日につくのは避けたという。

街道沿いでも寒の間に寒餅をつき、エビ・海苔・シソ・大豆などを入れてカキモチを作る。

節分  北地区では2月 3日 はトシコシと称し、主婦がホウラクを使つて大豆を煎り、それ

を主人や子供が「鬼は外、福は内」とかけ声をかけて家の外や内に撒いた。戦後もホウラ

クを使つて煎つていた。また豆を年の数だけ食べた。少女達は年が一つ増えると言つて髪

をイイワタ (桃割れ)に結つてもらい一日遊んだ。この日は麦飯と鰯の塩漬けやヘシコ

(サバ・イワシなどに塩をまぶし、ぬか漬けしたもの)を焼いて食べた。また、鬼を払う

といつて、魔除けのためにイワシの頭をヒイラギに刺して玄関や軒先に飾つた。

街道沿いでもこの日をトシコシと称し、主婦がホウラクで大豆を炒り、その豆を子供が

家の中や外に「鬼は外、福は内」とかけ声をかけてまく。また、ヒイラギにイワシの頭を

刺したものを戸口に飾る。また、 トシコシイワシと呼ばれる塩漬けにしたイヮシを焼いて

食べる。

節句 (3月 ) 北地区では雛飾 りは2月 の上旬から中旬に出し、3月 3日 の節旬を過ぎ

ると嫁に行き遅れないようにといって、すぐに片づける。雛人形・菱餅・桃の花を飾つた。

ちらし寿司・巻き寿司・ハマグリのお吸物を食べた。

街道沿いでは雛祭りには七段飾 りの雛人形を飾つたり、掛け軸に紙のお雛様を挿して軸
の前にボンボリや団子を飾つた。雛飾 りは2月 はじめに出して、3月 3日 が過ぎると「嫁に

行くのが遅れる」といつてすぐに片づける。この日は巻き寿司・蓬団子のほか、あん入り

の団子をイバラの葉2枚で挟んで作つた柏餅のような団子や白と蓬の2色の菱餅をつくって

食べた。初節旬には親戚がイチマさん (市松人形)を もつて集まつた。

彼岸  北地区では熱心な人は彼岸の7日 間は毎日お墓にお参 りし、お寺でも毎日オツトメ

があるので、彼岸の香料をあげてお参りする。彼岸には「彼岸団子」と呼ばれるおはぎを

作る。蓬団子は彼岸に関わらず作つた。

街道沿いでは彼岸には昔から各家で墓参 りや墓掃除をしている。彼岸の中日にはお寺でオ

ツドメがあり、その後にオコウという味噌汁のようなものを、持参した御飯にかけて頂く。

家ではボタモチや蓬餅を食べた。

花祭 り 4月 8日 の行事。北地区ではお釈迦様の誕生日ということで、以前はお寺で花を

飾つた盤にお釈迦様の像を置き、それに甘茶をかけた。

街道沿いでは花祭りと称して水仙など自分の家で作つている花をお寺へ持つていつた。

学校へあがるまでの小さな子供がおこない、お釈迦様に甘茶をかけて自分も飲んだ。現在

は子供会がお寺でしている。

メンギ ョ 北地区は4月 15日 をメンギョともいうが「春まつり」の方がなじみ深い。ヤ

サカ山 (現在の箕面山荘のあたり)や一本松 (現在の新船場南橋付近)へ行つた。重箱に

巻き寿司・かまばこ・卵・生節を炊いたものを詰めて持つていき、一日中遊んだ。

街道沿いはちようどツツジが見ごろの4月 15日 にメンギョ山 (現在の市民病院あたり)

や一本松 (新船場南橋の辺り)へでかけた。重箱いつばいに巻き寿司・かまばこ 。たま

ご・ワラビの天ぶら・タケノコなどを入れて持つていき、一日中遊んだ。子供と年寄りの
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行事だつた。雨が降つたらお寺に集まつてお弁当を食べた。

牛の爪切 り 5月頃に博労がやつてきたので、北地区のトンド場に牛をつなぎに行つて

爪を切つてもらつた。

節句 (5月 ) 鯉のぼりを揚げ、柏餅・蓬餅を作つた。一年間の厄除けとして多くの

家で菖蒲湯に入る。風呂に入れた後の菖蒲を頭にくくると頭痛にならないといつた。残つ

た菖蒲は屋根に放 りあげた。

ホネツキモチ  北地区では土用の頃にホネツキモチといつて力餅のようなものを食べ

て元気をつけた。

サナプ リ 北地区では田植えがまだ終わつていなくても、街道沿いで田植えが終わると

サナブリの知らせがくる。サナブリは地区内で一斉におこない、この日は仕事を休んで一

日中遊び、巻き寿司を食べた。五藤池 (白 島・石丸)の水をもらつたときは1日、雨水や

自分の村の池 (当対池・新池・木戸池)か ら水を引いた時は2日 間休んだ。サナブリには

柏餅 (タ ンキリバラで餅を包む)を作る。また、前もつてタコを注文しておき、それを炊

いて食べた。昔は柏餅とタコが大変楽しみだつた。

街道沿いではこの日はハゲとも呼ばれ、田植えの済んだあとに村一斉に休む。生節をほ

ぐして甘辛く味付けしたものを御飯にのせて作つた押し寿司やバラずし、たこ 。ボタモチ

などを食べた。また、豆芝居という芝居が北芝や西宿・箕面に来たので見に行つた。

また、この頃に豆芝居が現在の北芝第2児童遊園に来た。芝居当日はチンドン屋が興行

を触れ回つたので子供たちは後からついていつた。この時期がちようど豆の種をまく時期

と重なるので豆芝居という。

七夕  北地区ではこの日をタナバタと呼び、竹薮で竹を取つてきて子供が飾 りや願い事

を書いた短冊を付けた。タナバタが過ぎると鍋田川に流したり、ごみとして燃やす家が多

いが、笹飾 りを田の鬼門に飾 り、7日 が過ぎると藁などと一緒に燃やし、稲刈りが済むま

で残骸はそのままにしているという家もある。タナバタの夜12時頃には五色の虹が架かり、

その時、流れ星に願い事をするとかなうという。

街道沿いでは、この日をタナバタと呼ぶが特に何をするわけではない。

龍安寺の1護摩焚 き 1 灰を持つて帰り、竹の皮に包んで、それを竹串に挟み田に立

てる。立てる場所は田の中であつたり、隅であつたり家によつて異なる。また、護摩の煙

を頭にかぶつた。かぶると頭痛にならないといつた。当日はかき氷やバナナの叩き売りや

ガマの油売りなどたくさんの出店が出たので楽しみにしていた。

(4)盆 行事

墓掃除  北地区では8月 の第1日 曜日に村中一斉に墓掃除を行う。

街道沿いでは盆に墓掃除をするのは戦後になってからで、音はしていなかつたという。
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墓参 り 北地区では8月 15日 に墓に花を供えに行 く。街道沿いでは盆の期間特に日は決
まつていないが花を供えに行 く。

供物  北地区では13日 に仏壇の前にお供えする。特に棚は設けない。ソーメン・蓮や菊
のハクセンコやご先祖さんの土地から採れたものとして果物を供える。ソーメンは毎日作
る。このときのソーメンのゆで汁を盤に入れて、水を足 して行水すると「あせも」になら
ないといった。また、ぼたもちを15日 の朝にご先祖さんに供える。お供えは16日 の朝にさ
げる。さげたお供えは捨てずに必ず食べるという家が多い。食べられないものは燃やす。
街道沿いではボタモチやスイカ 。マッカ (マ クワ瓜)な どの自分の畑で取れたものを13

日に準備 して14日 に供える。棚などは特に設けない。16日 にさげる。お下が りは食べる。

新仏  初盆 (ハ ッボン)と いうが特に何かをするということはない。

盆踊 り 北地区ではお盆の頃にトンド場・萱野小学校・滝道の弁天さんなどで行われ

た。江州音頭 。伊勢音頭 。鉄砲音頭などに合わせて踊つた。

街道沿いでは戦前は個人の庭で女性や青年団がやっていたときがぁるが、あまり長続き
はしなかった。そのあとはやっていない。

マ ン ドロ  北地区では昔、8月 14,15日 におこなっていた。マンドロとは言わずにタイ
マツと言う。夜になるとマンドリ山である一本松から木戸池まで、青年団は大きい松明を、
年寄 り。子供はふつうの松明を持つて駆け下 りた。一本松は現在の新船場南橋の辺 りにあ
つたらしく、山の神 としてゴングンさんをまつっていたという。「天道さんのおかげ 米
百升いつとこせ―」とかけ声をかけて馬区け下 りていった。一方、女子は浴衣を作つてもら
い、鉦・太鼓を叩きながら提灯を持つて木戸池まで迎えに行つた。

何日も前から少しずつ準備がなされ、当日は午前中に松明を作 り、年後から松明を持つ

て山へ登って準備する。スイカなども持っていき、時間が来るまでそれを食べて待つた。
一本松には松の根の部分を組んでおき、火をつけて燃やす。みんなが走っていった後も、
この火が長 く燃えているように油分の多い松の根の部分を使つたという。人々はタイマツ

を豊作を祈つた行事と捉えている。この日は親戚中が戻つてきてにぎやかだった。タィマ

ツは大阪万博の頃にマンドリ山の開発と共におこなわれなくなった。しかし近年、7月 の

終わりに萱野保育所の駐車場から地区内を八方へ散つて、ライ トピア21へ集まるという形
になって復活 している。

街道沿いでも8月 14,15日 におこなわれる。昔はlo日 前後から準備のためにマンドロの

際の通 り道となるあぜ道の芝を刈つたり、草を抜いた りして走 りやすく整えておき、当日
は昼に「 くすべ」をして護摩焚きのように煙を上げる。 くすべでは竹を四角に組んだ「愛
宕さん」と呼ばれるものを作 り、そこに青葉を入れて灯油をかける。それに竹の先に丸い

ボンボリを刺 したもので火を付ける。このとき男子は「天道さんのおかげ 米一斗五升」
と歌つた。

夜になると、はちまきをした男子が最初に「ダマシ」といって小さめのタイマツを2本

持つて半分 くらいまで降 りて くる。半分まで来るとまた山へ戻つて、今度は本タイマツを

持つて降りて くる。降 りてくるときはタイマツを左右に振 り回しながら走る。青年会は男
子達のあとを追っかけて、火や灰の始末をして火事にならないようにしていた。タイマツ
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は集落内を東西に貫く西国街道の東西

村はずれまで持つて行つたという。70

歳代の人は、タイマツは東のはずれま

で、80歳代の人は西のはずれまで行つ

たと記憶 している。タイマツには竹の

先を割つてコエマツ (松の根つこの油

の多い部分)を 4、 5本刺 してくくる。

ダマシ用のタイマツにはコエマツ2本

を使う。女子はくすべの時は手伝い、

夜は浴衣を着て提灯を持つて見に行つ

た。マンドロは天候に恵まれ、米がよ

く取れるようにとの願いを込めて行わ

れた。今は南山北公園から千里川沿い

に墓地を過ぎた辺 りまで行つている。

地蔵盆  両地区とも8月 23日 におこ

なわれる。北地区では新池の横にある

庚申塚でご詠歌をあげたり、子供がお

菓子をもらつたりする。昔は箕面の北

向き地蔵に夜店がたくさん出たので、

こずかいをもらつてお参 りに行つた。

街道沿いでは箕面の北向き地蔵の出

店を楽しみにしていた。また、鍋田川

のほとりにある地蔵を鍋田地蔵と呼び、

これにお供えをして、おさがりを子供

がもらつた。今は墓地の無縁仏になつ

ている地蔵のところでおこなつている。

(5)秋 か ら冬の行事

月見  北地区では旧暦8月 15日 に萩 。

女郎花 。ススキ・団子・里芋を供えた。

供え物を子供たちがつつきに来るので

番をしたが、盗まれるのは良いことと

されていた。

街道沿いではススキ・萩。団子・小

芋・女郎花・柿を供えた。団子は13個

供えることになつている。大人が番を

している目を盗んで、男子が竹の槍で

写真14 タイマツ (街道沿い)

写真15 タイマツ (街道沿い )

写真16 鍋田地蔵

団子をつつきにきた。「今日、月見やぞ―」と誰かれなしに声が上が り、学校から帰ると

みんなでクラブに集まつて竹を削つて準備 した。団子を取られると運が悪 くなるが、取つ

た子供は運がよくなるといつた。
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彼岸  春の彼岸と内容は、ほぼ同じである。

秋祭 り lo月 14日 は為那都比古神社で秋祭 りが青年団を中心としておこなわれる。14

日の本宮を中心に前日を宵宮、翌日を後宴という。祭の期間中は辻々に小さい提灯が付け

られ、本宮ではお参 りすると甘酒をくれた。また、お参 りすると抽選券を氏子総代からも

らつてする「 くじ」があった。どの家でも飼つていた鶏を男性がしめて、女性がネギ。こ

んにゃく。豆腐などと一緒にすき焼きを作つた。昔は、牛や豚の肉を食べることはまずな

く、鶏も年に数回食べられるご馳走だつた。ほかにも生節の押 し寿しや巻き寿し・赤飯を

作つて食べた。祭のあと、15日 には村中で運動会をした。

亥の子  北地区では11月 中旬に亥の子に使う道具の準備には青年団が作つたという1メ

ー トルくらいの大きいイノコヅチ (木 を芯にして、そこに籾干しした藁の束を結わえたも

の)の伝承と子供がつくつたイノコ (藁 を束ねてひもで巻いたもの)の伝承が聞かれた。

当日は子供たちが家をまわり、かけ声を掛けてイノコヅチで地面を叩き、少々のお金をも

らったりした。かけ声は「亥の子 亥の子 亥の子の晩に 重箱ひろて 開けてみれば

中にボタモチ」であつたと言い、「中からボタモチ」の部分を「ほこほこまんじゅう」や

「イノヤンのキンタマ」とする歌詞も聞かれた。終わつた後の道具は捨てるという人と燃

やして灰を田にまくという人がいた。亥の子の日にはぼたもちを作るが、この餅に特別な

呼び名はない。亥の子は豊作のお礼や厄災除けのために行われていたという。

街道沿いでは11月 の初旬と中頃にあった。当日は日が暮れてから子供たちが家々を端か

ら順に、イノコと呼ばれる藁製の棒で地面を叩いてまわつた。その際、「イノコ、イノコ、

イノコの晩に重箱ひろて、開けてみればジンベエさんのキンタマ」、新婚夫婦の家では続

けて「 1つ祝いましよ、ここの庭に水をうって舟を浮かせて船頭さんをやとて」と歌つた。

これを2回繰 り返 し歌うとたくさんおひね りをくれた。おひね りは後でクラブで年長者が

等分に分配した。イノコは子供が竹を芯にして藁の束をきつ く結わえて作る。イノコはぼ

ろぼろになつているので捨ててしまう。この日には、ボタモチを作つたが、あんは小豆で

はなくササゲを使つた。また、亥の子を境にコタツを出したという家が多かった。亥の子

は豊作のお礼のためにおこなつたという人が多かつたが、中には穀物を食い荒らす猪よけ

のための行事と考える人もいた。

誓文払い 池田の誓文払いの大売り出しに足袋やシャツなどを買いに行つた。

冬至  1年間風邪をひかないといって柚湯に入る。この日はかばちやを食べる家が多い。

風邪をひかないようにとか、中風にならないようにという意味があつたという。

オ ヒチヤ (お七夜 ) 北地区では12月 20日 前後からの7日 間、親鸞上人の命日に因ん

で連日、お寺でおつとめがある。最終日は年後7時頃からお寺にあつまり、夜を明かして

朝6時頃に太鼓が鳴るのと同時に持参した御飯にオコウをかけて食べた。オコウは味噌汁

に豆腐や野菜がたくさん入つたもので、とても美味しかつたという。

3.そ の他の民俗
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(1)講

伊勢講  北地区では青年団が伊勢講から帰つてくる時には木戸池の辺 りまで村中で迎え

に行き、その後はお寺の庭にゴザを敷いて、ごちそうを囲んで歓迎 した。街道沿いでも昔

はカイチごとに伊勢講があつた。

キ ョウシン講  街道沿いにある講で、現在も存続している。固定された22軒で行われ

るため二十二人講ともいう。善福寺、浄円寺いずれの檀家からも参加 している。春と秋に

持ち回りで当番の家に集まつて法座を催す。また、葬式の際などは親戚縁者と同様の役割

を果たす。京都の大谷に毎月2人がお参 りに行つている。この順番は12月 に鏡をして来年

のお参 り順を決めている。

報恩講  親鸞上人の忌日に行う法会。北地区ではお寺でおこなう報恩講は9月 におこな

われ、各家を廻る報恩講は10月 から2月 に

かけておこなわれる。街道沿いでは11月 頃

に2日 間にわたってお寺で報恩講がおこな

われる。善福寺と浄円寺は報恩講の時期を

ずらし、檀家に関わりなく両方のお寺の報

恩講を勤める人もいる。また、以前は正月

明けに青年会以上の男女が着物を着てお寺

でおこなったお勤めは今は3月 に移つた。

(2)人 の一生

調査の中で、北地区在住の大正14年生まれの女性から出産、結婚、死に関する話を聞く

ことができたので、その内容を以下に記した。

出産

・妊娠中には、「妊婦がびつくりする」「生まれてくる赤ん坊の顔に痣が出来る」といつて

火事の時には外に出てはいけないとされた。また、葬式にも出てはいけないといわれた。

・妊娠5カ 月日の成の日に中山寺にお詣 りして晒しの腹帯とお守 り、ろうそくをもらい安

産祈願をする。ろうそくは神棚に供え、それが消えるまでに生まれるといわれている。

・宮まいり :生まれて33日 目に為那都比古神社へお詣 りに行 く。
。お礼参 り :さ らの晒しを中山寺に返す。

・ケがつく (産気づく)と萱野にいた産婆さんを夫が呼びにいった。最初の子供のときは

実家で産んだ。出産は床に筵を敷いて、寝産でおこなった。

・出産の時、夫はヘッツイさん (竃 )で八升鍋に湯を沸かして産湯の用意をする。

・丑年の朝に生まれると苦労し、夜に生まれると楽をすると言つた。これは牛が朝から1

日働かないといけないが、夜だと畑仕事から帰つてきて後は寝るだけだからだという。

・後産はすぐに主人が布に包んで墓に埋めに行 く。深 く埋める。

・生まれた直後の子供は、お腹の中に黒い便があり、これを出さないと子供が死んでしま

うといって「ゴコ」と呼ばれる黒い番茶を飲ませた。ゴコは、産婆さんが持つてくるが、

写真17 報恩講 (善福寺 )
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ないときは濃い番茶を綿にすわせて口に含ませた。
・最初の乳は黄色で子供が飲むとお腹をこわすといって、飲ませずに霊などにためておい

た。ためた乳を捨てるときは人が踏んだらいかんといって、壁にかけた。その間、子供に
は番茶を飲ませていた。

・産まれた子には「土用のノノコ」といって土用の頃までノノコ (ち ゃんちゃんこ)を着
せておいた。着せておかないと病気をするといった。女の子は赤色、男の子は黄色のノノ
コを着せた。

・七日タチビ :出産後、 7日 日に赤飯とお椀に高野豆腐・あげ・椎茸を炊いたもの入れて
親戚・近所に配つた。

・出産を終えた女性は35日 経つまで仕事をしたらいけないといって家で静養した。
・初めての子供のことを「ウイノコ (初の子 )」 と呼ぶ。
・子供の名前は七日タチビが過ぎたら、夫がつけた。
・初節句 :3月 3日、5月 5日 ともに実家から雛人形や兜が贈られる。3月 3日 はちらし寿司、
蛤の吸物を、5月 5日 には柏餅を作つた。雛人形は古 くなったら「雛流し」で有名な和歌山
県の淡島神社に持つていく。

・百日の一粒食い :家でおこなう食い初めの儀式で、為那都比古神社で用意してきたお
膳 。お椀 。お箸を子供の前に並べ、一粒の米を国の中に入れてやる。
・七五三は11月 15日 に男児が5歳、女児が3歳で為那都比古神社でおこなった。その際、
子供には産着を着せてやる。

・十三参 りはウイノコの時だけした。為那都比古神社で神主が御幣を振つて祝詞をあげて

くれた。

・厄年は男が42歳、女が19歳 と33歳で大厄 (ダイヤク)は 42歳 と33歳。厄除けに門戸厄
神へ行き、お札をもらつてきた。2人 目からは近いので尊鉢さんに行つた。厄除けがすむ
と、家で親戚を呼んで厄除けの祝いをした。お膳に鯛を据えてお祝いした。女性の33歳の

大厄で子供が産まれると、座布団を敷いた箕の中に入れてそれを辻に置いてお く。子供は

前もつて頼んであった家の人が拾つて、返しにくる。こうすることで、産後の肥立ちが悪

くならず、「女の人が負ける (死ぬ)」 ことがないという。

結婚  萱野では、お見合結婚が多かつた。昔は、村の青年団と少女会で素人芝居という

催 しを農閑期にしていたが、これが男女の出会いの場となっていた。
・ トックリコカシ :結婚することが正式に認知される儀式。嫁の家に本人同志と両家の親
が集まり、お酒を飲む。これ以降、嫁の家に婚約者が遊びに来るようになる。反対に嫁は

決 して婿の家に遊びに行 くことはなかった。
。結納は英斗袋にわずかなお金を入れて贈る。(戦後直後のことなので貧しかつた、何も

なかった。)

。仲人は嫁の母方の祖母が1人でした。
。結婚式の日取 りは トックリコカシの後に大安の日を選んで決めた。この女性の場合は昭

和22年の2月 か3月 にトックリコカシをして、その年の10月 に結婚式をした。
・結婚式 :家を出るとき仲人のおばあさんが迎えに来た。晩の7時か8時頃で日が暮れてい

た。嫁入 り行列は5、 6人ですべて兄弟だつた。途中、長持歌を歌つていったように思う。

留め袖、頭に角隠しをつけて行つた。嫁入 りの4、 5日 前に嫁入 り道具を男の兄弟が嫁ぎ先
に運んでお く。婿方の家に入ると、仏壇にお詣 りする。そのあと、仏前に両家が向かい合
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う形で座が設けられ宴会になる。仏壇の手前から仲人、新郎新婦、続いて両家の父、母が

座 り、その後は年の順に座つた。友人は2人ほど呼んだ。嫁は嫁ぎ先の父親の杯に酒をつ

ぎ飲んでもらつた。次の日に主人の姉に付き添われて、紅自の鰻頭を親戚、おじさん、お

ばさんに配つて挨拶に回つた。

・ソウブツ :夫から妻に、結婚してから最初の盆に ドウの着物、正月に袷の着物を贈つた。

・結婚 して初めての正月は3日 から1月 いつばいを実家で過ごした。

・ヤブイリ (1月 16日、8月 16)は 15日 間実家に帰つた。

・離婚者は男性はバツイチ、女性はデモ ドリムスメと呼ばれた。また、嫁に行かない女性

をイカズゴケと呼んだ。

人の死

・死の予兆 :家の中が線香臭くなる。

・死が確認されると僧侶を呼んで枕経をしてもらう。遺体を北枕にして刀を置 く。ご飯を

すぐ炊き、生前に使つていた茶碗に山盛 りによそつて箸をさして枕元に置 く。善光寺さん

へ旅に行 くといつて納棺の際にこのご飯を一緒に納める。神棚は紙で覆つて隠した。家族

は夜通 し起きている。

・死の知らせは主人が1人で行 く。

・葬式は同行がすべてを仕切る。

・座棺の棺桶を興に乗せて墓地まで行つた。この際、興の前後4人づつで担 ぐが担ぎ手は

故人と血のつなが りのある人。このうち血の濃い人が前後2人づつ担 ぐことになつている。

・葬列は先頭に提灯持ちが左右に1人ずつ (孫 )、 位牌持ち (長男)、 次いで身内、棺をの

せた興、故人の妻、子供、僧侶と続 く。この際の服装は黒い喪服を着た。着物は「死が続

くから」といつて袷は着なかつた。野辺送 りとは言わず、単に「墓へ送つていく」と言う。

・死者には背中に「南無阿弥陀仏」と書かれた白い帷子を着せる。棺にはタバコ、お酒な

ど故人が生前好んだもののほか、枕飯のご飯を入れる。棺の蓋に釘を打つのは一番血の濃

い者がする。蓋は簡単に外れないように、荒縄で十字にくくつた。

・出棺のときには、個人の茶碗を割 り、塩を撒 く。墓から帰つてきたらその塩を踏む。

・シカの花を半紙で作 り、これを墓の迎え地蔵に供える。迎え地蔵にはこのほかに「いな

か鰻頭」も供える。年寄 りがなくなった場合には食べると長生きするといつてもらいに行

った。墓の六地蔵に6束の線香を供える。墓で3回 こけたら死ぬといった。

・墓穴掘 りは一番血の濃い人がする。妻がする場合もある。

・湯灌に使つた湯は下肥を入れるコエカゴに入れて墓地まで持つていき、墓の水を溜めて

あるドツボに捨てる。火葬の時に棺の下に敷 く筵は ドツボの水につけて濡らしたものを使

う。

・松の木を燃料にして火葬する。火葬の間は一番血の濃い人 (兄弟、妻)が火が消えてい

ないか見に行 く。

・死者の家族は四十九日 過ぎまで神社へ行つてはいけない。49日 間 (忌中)は四つ足は

食べてはいけない。臭いものは食べてはいけないとされ、だしを取るにもかつお節や雑魚

を使わずに昆布でとつた。
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第 3節 坊島地区

地区の概要

概要  坊島は、萱野山の南斜面に広がる萱野郷 1lヵ 村の中の東坊島と西坊島が一つにな

つた地区である。

坊島は、豊島郡に属し近世初頭は一村であつたが、寛文年間頃、東坊島と西坊島に分か

れた。現在は、坊島一村に戻つている。村内には浄土宗浄国寺と曹洞宗太春寺 (現如意谷 )

がある。大半が浄国寺の檀家および信徒である。

垣内は、現在7組に分かれている。北條垣内 (キタンジョガイチ )、 南條垣内 (ミ ナンジ

ヨガイチ )、 東條垣内 (ヒ ガンジョガイチ )、 西條垣内 (ニ シンジョガイチ )、 土居垣内

(ド イガイチ )、 巽垣内 (タ ツミガイチ )、 垣内垣内 (カ キンジョガイチ)で ある。なお現

在は西條垣内は、北と南に分かれている。

天保2(1831)年当時の東坊島村では、天保2年の「摂津国豊島郡東坊島村差出明細帳」

(池永家文書)に よると米のほか麦 。大豆・粟・蕎麦 。大根・綿・柿・棗・桃などが作 ら

れていたことがわかる。

同文書によると、当村では、作物の栽培時期として次のように栽培日を定めている。

早稲は、3月 の八十八夜頃に苗代に種籾を蒔き、5月 中旬以前に植付ける。刈取 りは彼岸

前後であつた。中稲晩稲の刈取 りは秋土用 (立冬の前18日 間)10日 前後であつた。

畑作では、麦は冬土用 (立春の前18日 間)に種蒔きし、五月節前後 (二十四節気の中の

「せ種」前後)に刈取つた。以下、大豆は五月節前後に植付、十月節後 (二十四節気の中

の「立冬」後)に収穫 した。粟は春土用 (立夏の前18日 間)前後に植付、夏土用 (立秋の

図10 坊島旧字名
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前18日 間)が明けて15、 6日 頃に収穫 した。蕎麦は、夏土用明け14、 5日 頃に蒔き、十月

節後に収穫 した。畑1反 に付、種は大豆・小豆は2升麦は4升から5升を蒔いた。

綿は、八十八夜前後に植付け8月 頃までに追々採 り入れた。大根は夏土用の明けより18

日後に種を蒔き冬至に採 り入れた。

天保2年 当時、肥料として干鰯が、田は1反 につき20貫 目、畑は1反につき40貫 目使用さ

れ、その他にも種粕 。白粕が使われた。

年中行事

(1)正月の準備

大掃除は箕面町時代には町から日時の指示があり、それに基づいて行つていた。

家によつて区々であるが、おおよそ12月 25日 頃から始める。家によっては、20日 以降

の大安の日を選び注連飾 りを作る家もある。材料は、山から採つてきた。餅つきは、29日

は音に通 じ、「苦餅」だと云い、掲 くのを避け、30日 に撮いた。31日 に仏壇、神棚などを

掃除したり、煮染めなどの正月料理を作 り正月準備をした。

29日 には為那都比古神社へ氏子総代など役員が注連縄を作 りに行 く。本殿、鳥居と御興

の注連縄を作る。

鏡餅は床の間、仏壇、神棚、井戸、蔵などに飾る。床の間は、一番大きな鏡餅で、二段

重ねにして昆布を敷き、干し柿と蜜柑ものせる。その他の所は小餅の鏡餅を供える。台所

に祀る三宝荒神への鏡餅は三段重ねにする。

日頃使つている包丁などの道具を元日だけ休ませると云い、これらの道具をこの日には

使わなかつた。また、元旦には風呂に入つてはいけないと云われた。

大晦 日 大晦日は、質素にするという意味で、メザシと蕎麦だけを食べるという家もあ

つた。

また、正月用に作 り、重箱に詰めた残 りの煮染めなどを大晦日に食べるといういう家が

ｉｌ
ｉｌ
Ｈ
川
封
聯
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あると同時に、それらの正月料理の残 りでも正月が来るまで食べてはならないとする家が

あつた。

門松 と注連縄  山から採つてきた松・竹・梅の3本を水弓|で東ねて、門の所に立てた。

門松には右に雄松、左に雌松を使つた。

出入口や窓には、7・ 5。 3本単位で藁をない、輪を作 り、そこに裏白・雌松 。しま笹を

付けたものを掛ける。

写真20 注連縄 1 写真21 注連縄 2

(2)正 月行事

正月 元日早々に、仏壇と神棚、荒神さんに御神酒と灯明を灯して正月が始まる。これ

は家長の役日であつた。

若水  ハッミズ (初水)と も云い、誰が汲むかは決まつていない家が多いが、中には、

主婦、家長、男性 (長男)力 行`う家もある。

汲んだ若水は、仏壇と神棚 (普段からお伊勢さんを座敷に祀 り、台所には三宝荒神を祀
つている)、 蔵などに供える。供え終わつた若水を雑煮の中に入れる家もある。

家によっては、若水で家族みんなが顔を洗うところもあつた。

雑煮  女性がするところが大半であるが、主人が元旦だけ作る所も多い。ある家では、

元旦は、女性を体ませる為にと云い、男性が台所に立ち、竃を焚く手伝いをする家もある

事などから推すと、本来当地域では、一家の主人が雑煮を作つていたと考えられる。

味噌仕立てで、丸餅を入れるのは共通するが、味噌は各家によって白味噌であつたり赤

味噌と白味噌を混ぜたりと区々である。具は、大根・人参 。牛芳 。焼豆腐・竹輪・油揚

，

と
▼
継
肇
守
藍
・
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げ・土芋 (里芋)等 を入れ、家によってはその上に添えたり、とろろ昆布を入れる家もあ

る。そして、「丸 くおさまるように」や「角が立たないように」と云い、具は全て輪切 り

にする。

雑煮は、元日しか食べない家もあれば、三が日食べる家もある。が、三が日食べる家で

も、元日に味噌雑煮を食べ、2、 3日 目は、すまし雑煮の家や、2日 目は元日の残 りの材料

で雑煮を作 り、三日目にはすまし雑煮の家などがある。いずれにしても、元旦は味噌雑煮

を食すようである。

また、家長と長男には親芋 (そ の他の家族には小芋)を雑煮の中に入れる家もある。

牛を飼つている家では、牛に雑煮を食べさせた。

初詣  正月三が日の間、為那都比古神社に詣る。このとき旧年のお札を持参し、境内の

焚き火にくべた。以前は勝尾寺に詣つていたが現在はあまり詣らない。中山寺や清荒神に

詣る者もいる。

1日 の年前10時に浄国寺で修正会が行われるために、檀家総代などはこれにも出席する。

お年玉  お年玉をもらうときに、新しい服を着せてもらつた。

ハツシゴ ト・レイマイ リ  レイマイリともハツシゴトとも云う。正月2ま たは3日 に、

その年が豊作になるように、田畑で鍬を数鍬打ち、その年の豊作を祈つた。

また、山に行き鎌で木を切つてくることも行う家があつた。

七草  この日のことをナナクサと云い、7日 の朝に七草粥を食べた。以前は田畑から七車

を取つて来ていたが、その折、七種類そろわなければ、白菜、水菜などを入れて代用した。

鏡開き 七日正月の過ぎた後、餅のまだ軟らかいうちに焼き餅やぜんざいにして食べた。

尚、七日正月という言葉だけがあるが、特に行事自体はない。

トン ド 15日 に遅れると嫁にいけないと

云われたりした。

1月 15日 に、坊島公園の精米所 (以前は

空き地であつた)で 、注連縄、門松、書初

め、などを燃やした。燃やした残 り火で、

餅を焼いて食べたが、これを子供が食べる

ことで寿命が長くなると云つたり、風邪を

引かないなどと云つた。

燃や し終わつた灰はそのままにしてお く

ことが多いが、中には持ち帰るものもいた。

ヤブイ リ 1月 16日 に以前は藪入りがあ

つた。嫁の実家に姑も一緒についていく家

もあつた。
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(3)春 から夏の行事

節分 (ト シコシ ) この日のことを年越しと云い、中には鰯の頭を柊に指し、玄関先

に飾る家もあつた。

主婦が焙烙で畦豆 (大豆)を妙つた。豆まきは、玄関を境にして「鬼は外、福は内」と

唱えながら撤く。その後、年の数だけ豆を食べた。

この日には鰯を食べた。近年、切つていない巻きずしを作 り、その年の恵方に向かつて

食べる。

子供は、為那都比古神社に歳の数だけ大豆をお供えとして持つてお参りに行つた。する

と宮司が飴をくれた。

つい最近の行事として太巻き寿司の丸かぶりもするようになつた。

雛祭 り 雛人形は、節分後から飾 りだし、3月 3日 の雛祭りが終わると片づけた。片づけ

るのが遅れると婚期も遅れると云つた。もし片づけが間に合わないときには、人形を横向

きにしておくと良いとされた。

雛祭りでは、あられ、ちらし寿司、吸い物を食べた。白酒を雛壇に供えた。

彼岸  墓参りは毎月行つているが、春秋の彼岸にももちろん行つた。蓬餅やぼた餅を作

つて、仏壇に供えたり、自分たちも食べたりした。墓は、浄国寺と市立病院前の墓地の2

ケ所があり、両墓制の家は、両方の墓に参る。

浄国寺では、京都の本山 (知恩院)ん らヽ僧が来て説法を行う。

写真23 坊島の上取り場跡

称する欅の木があつた。

この時に萱野地区から博労2～3人 に来ても

の爪を切つた。

メンギ ョ 4月 15日 をメンギョウと云

い、女性と子供が巻き寿司や卵焼きなどを

重箱に詰め、薬師堂の上にある坊島の土取

場に行き会食 した。

ヨウカ ビ  花祭 りと称 して、浄国寺にお

いて、子供が昼の2、 3時間程度遊び、甘茶

の接待を受ける。

牛 回 し 家の主人が、牛の鼻に粽をつけ、

坊島受水場の北側に牛回しの場所があり、

牛を連れていった。以前は牛まわしの木と

らい、坊島公園の下の広場 (現精米所)で 牛

端年の節句  鯉のぼりをあげる。蓬を田から採つてきて、蓬餅を作つた。菖蒲を玄関

などに挿したり、屋根に上げる家もあつた。以前は菖蒲湯にも入つた。
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溝浚 え  大宮寺池とふしん池、取池、丸池からの水が流れ易くするために、水利組合が

6月 4日 に水利の溝浚えを行う。

水おろ し  白島が6月 18日 に池から田へ水を下ろしたので、坊島は、これより2日遅れ

の20日 に水下ろしをすることになつていた。これは、白島の池は強かつた (水が豊富)の
で、白島が先に水下ろしをすることによって、坊島の水路に少し水が流れ込んでくること

を見込んで、三日遅れで坊島では水下ろしをした。近辺では石丸が18日、如意谷が20日 に

水下ろしをしていた。

苗代作 り  「八十八夜のあとさき5日 」と云い、八十八夜前後に苗代作 りをした。

この苗代作 りは、先に述べた天保2年頃の苗代作 りの時期とほぼ一致している。

サナプ リ  田植えの後、戦後は実行組合が曜日を決めて、皆にサナブリの時期を伝える。

サナブリでは、女性を休ませると云う者もある。

七夕  この日に瀧安寺の護摩焚きがあつたので、この日を「箕面の護摩」と云つていた。

午前中に田の草取りをして、年後から瀧安寺の護摩焚きを見に行き、護摩木の燃えかすを

持ち帰り、害虫予防になると云い、田の巽の方角の隅に挿した。

七夕の行事は戦後に始まり、竹を藪から各自が採つてきて飾つていた。行事が終わると

銘々が竹を燃やして片づけていた。

(4)盆 行事

盆の期間は、8月 13日から8月 15日 までである。8月 7日 のことは、七日盆と云い、萱野

11カ 村の盆と呼んでいる。

13日 に現市立病院前の墓に参つた後、盆の準備をする。

構は、8月 10日 までに各自が山 (土取場)か ら採つてきて、井戸水につけて置いたもの

を供える。

先祖に供える水は、盆の期間中、先祖が喉を乾かさないようにと云い、朝昼晩と取 り替

える。
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写真24 施餓鬼供養 1(浄国寺 )
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写真25 施餓鬼供養 2(浄国寺 )
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写真26 施餓鬼供養 3(浄国寺 )

僧侶は、 14日 頃までに浄国寺から各家に拝

みにやってくる。その一日遅れで曹洞宗の太

春寺からもやって来て拝んでもらう家もあ

る。これは、現在は如意谷自治会に属 してい

る太春寺が、もと坊島の北條垣内 (キタンジ

ヨカイチ)だ ったためであると云われている。

施餓鬼  8月 5日 に浄国寺において行われ

る。

先祖迎 え  仏壇に迎え団子を供える。

供物  13日 に茄子、胡瓜、 トマ ト、芋、果

物、ほおずきなどを蓮の葉を引いた上に置き

供える。

新仏  前年の盆以降に出た死者を盆に祀る

ことをシンボトケ (新仏 )、 ハツボン (初盆)

と云う。ハツボンの家では、12日 から、仏壇

とは分けて、仏壇の前に茄子、胡瓜、 トマト

等の夏野菜や西瓜、ナンバ (ト ウモロコシ)、

ホオズキ、素麺などを蓮の葉の上に置いて、

糖等も供える。盆灯籠も飾る。仏壇には、新

仏が上がるためと称して、小さな7段の梯子

をオガラで作 り付ける。

13日 にハッボンの家の親戚や近所の者が浄

国寺からハツボンの戒名を書いてもらった塔

婆 (長さ30cm程の剥板)を貰いに行く。塔

婆は茄子を半分に切つて割 り箸を立てて、そ

れに塔婆を挟んで立てる。15日 までその塔婆
を村人各家でお祀 りし、15日夜に塔婆に半紙に包んだお金を縛 り付け、晩ハツボンの家ヘ

お参 りに行 く。このとき「何もできませんでしたけど」等と挨拶 し、祀つてもらった家で

は、「長いことご馳走さんでした」などとお礼を述べる。

ハツボンの家では、16日 に塔婆を浄国寺へ、親戚などが一緒に持つてきてくれたお金を

付けて返却 しに行き、浄国寺で供養をしてもらう。この習慣は小野原でも見られる。この

行事は平成11年から檀家総代会の決定により中止された。

先祖送 り  当対池の堤に供え物を持つて行き、蝋燭と線香を一緒に供えて流した。現在

は、水の汚染につながるとして、各家の田で燃やしている。

真言宗の家での間き取りでは、早くあの世に戻つてもらうためだと称して、この日のお

供えを「足のはやいもの」(腐 りやすい物)と して大角豆で赤飯や南瓜を炊いたものを供
える。

写真27 ハツボンの塔婆
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盆踊 り

る。

坊島公園が造られて以来、マンドロの行われる8月 15日 を除いた前後に行われ

踊 りの曲は、炭坑節、ジヨウロリ音頭 (浄瑠璃音頭 )、 河内音頭である。

地蔵盆  8月 24日 に坊島5丁 目にある場所

で地蔵盆を行う。メイショウ会が、御詠歌

を揚げた。寛政6年の「東坊嶋村諸色附込

帳」(池永家文書)に は、地蔵堂として浄

国寺支配の一間半四方の地蔵堂がみえる。

マ ン ドロ  8月 14、 15、 24日 に小学2、

3年生から6年生までの男子30人程度が中心

となり行なう。昼食用の西瓜、マッカ (真

桑瓜)と各自が作つてきた松明を持つて坊

島の愛宕山に登る。

まず始めに、年前10時頃と午後3時頃に

クスベを行う。

クスベ (燻べ)と いうのは、生の松葉を

燻して煙を立てて、お堂に煙を入れること

である。次に愛宕山への階段の所に並び大

きな声で「マンドロ灯せ、マンドロ灯せ」

と叫ぶ。

クスベのために早い子供で午前7時 くら

いに愛宕山にやってきている者もいた。遅

れるといじめられるので、みんな早 く来た。

夕方まで待機 して晩に松明に火をつけて

山から降りて くる。その時、「マンドロ灯

せ」と皆で言い合いながら降りる。
写真29 大宮寺池

松明は、自分たちでも作ることが出来、

その松明の大きさを競つた。松明を持つて ・

順番に並ぶが、一番大きい松明を先頭にして、下級生を真ん中にして並んだ。並ぶ順番は

青年会の者が決めてくれた。たいがい青年会の者にかわいがってもらつている者が先頭に

たつた。

愛宕山から松明を持つて、大宮寺池の所まで下 りてくると、そこにまだ参加できない子

供達が、親に小さな松明を作つてもらい、マンドロの火を着けてもらうために待つていた。

そして、みんなで村まで戻つてきて、坊島のお地蔵さんのところで松明を燃やしきった。

(5)秋 か ら冬の行事

月見 (旧暦 8月 15日 ) 縁側に、月が食べるようにと、月見団子と子芋 (里芋 )、

サツマイモを供える。その横に一緒にススキと萩などを花瓶に挿して置く。団子は普通12

個、閏年には13個供える。供え物を子供が長い竹の先に釘を付けた竿で突いて盗んだ。こ
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のときは家に入つてきても怒られなかつた。

彼岸  おはぎ、彼岸団子を用意して墓参 りした。

浄国寺に本山から僧が来て説教するのは春の彼岸に同じ。

秋祭 り lo月 14日 に三平祭と云われる祭りが為那都比古神社である。氏子総代計13名

(各村から一名ずつ氏子総代が選ばれるが、坊島だけは2名が選ばれる。これは坊島が東西

に分かれていたときの名残である)が、提灯をつけにくる。以前は大変賑やかで、素人の

田舎芝居や青年団の相撲大会等もあり夜店が多くでて楽しかつた。学校から、先生を先頭

に一列に並んで為那都比古神社まで歩いてお参りに行つた。お参りの後、紅白饉頭をもら

つて解散した。この日の夜には家で飼つていた鶏ですき焼きをした。

子供が家に帰つてくると、家々からすき焼きの臭いがしたという。子供達は赤飯とすき

焼きを食べた後、小遣いをもらって為那都比古神社へ行くと、田舎芝居があつてそれを見

物したり、出店で買い物したりした。翌日の15日は学校の運動会であつた。

亥の子  戦前ぐらいまであった。子供たちが藁を湿らせて堅く束ねて縄縄を巻き、鬼の

金棒状のものを作る。それを持つて家々を回り、玄関口で、地面をたたく。この藁の作 り

物は、各家に子供が持ち帰り、燃やした。風呂炊きのときに燃やしたと記憶するものもい

る。各家ではボタモチを主婦が作つた。

亥の子では、次のような唱え言を言いながら各家を回つた。

「亥の子の晩に重箱拾ろて開けてみれば、ホコホコマンジュウ、さあ祝いましょ、ポッ

ベンポン、ポッペンポン、も一つおまけたけだポッペンポン」と唱えるが、商売人の家で

は、上記の歌の後に「商売繁盛めでたいな」と付け加えるとお礼が多く貰えた。この歌を

門口で唱え終わると、家の者が出てきてお菓子やお金をくれた。この亥の子の唱え言は、

村人にとって恥ずかしい歌だという認識があつたようである。

亥の子の日に、大根畑に入ると大根が割れると言われていたことを記憶する人もいる。

誓文払 い  池田市の誓文市に行き、正月用の品物を買いに行く人が多かった。池田まで

は徒歩で行つた。

冬至  南瓜を食べると長寿になると云い、食した。

3.そ の他の民俗

伊勢請  現在分かつているだけで、伊勢講として株喜講 (かぶきこう)。 中子講 (なか

ごこう)。 東大講 (ひがしのおおこう)・ 西大講 (に しのおおこう)んミあった。20歳 にな

つた者が伊勢神宮へ参詣し、講員のお札を受け取つてきた。20歳になると伊勢神宮まで参

らせることで一人前として認められた。20歳 になって伊勢に参ることになった家では、お

祝いに職を立てた。伊勢参詣後、参詣者が戻つてくる時は、国鉄茨木駅まで講員が迎えに

行つた。迎えに行つた者は、村に戻つてくると「ごくろうさま」と云い酒を振る舞われた。

2月 の第1日 曜日に伊勢講がある。現在は株喜講 (カ ブキコウ)、 中坊講、東大講がこの
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日に講の集会を行う。当屋の家で、天照皇太神の掛け軸、鏡餅を準備する。鏡餅は講員の

数だけ作 り、講が終わると分ける。現在は小餅を講員の数用意し、それを配つている。各

講には伊勢講田があつた。区画整理の折、売却される以前は、この田から上がるお金で講

をまかなつた。

この日の講では、鶏のすき焼きや魚の造 り、茶碗蒸 しなどが食事として出されたが現在

では幕の内弁当になつている。

墓地  墓地は箕面市立病院前にあり、坊島

と芝との共同になつている。お墓と呼んで

いる。赤穂義士萱野三平の墓もここにある。

この坊島、芝の共同墓地は、元は市民病院

の所にあったが、病院建設に伴い、現在地

に1979年 に移設された。現在の墓地の敷地

面積は2830m2で ぁり、その内、芝地区が

655m2、 坊島が1322m2を 占めている。移設

以前は、小高い山になつてお り、山腹に各

家の墓が建つていた。段になつた斜面の高

低差による家格などの区別はなかつたよう

である。火葬場は、墓地内の六地蔵横にあ

り、芝との共同であつた。死者が出たとき

には、焼き場を予約するために、夜中でも

焼き場に予定の日時を書いた紙を貼 りにい

つた。もし同日に複数の死者が出た場合、

予定の紙の順に火葬するので、後の者は次

の日まで待たねばならなかつた。墓地左側

を坊島、右側を芝が使用し、坊島と芝の墓

地数比は2:1であつた。この比率は、現在

も同じである。お墓は、元々の坊島の村人

でないと設けることが出来ない決まりにな

つている。天保2年の「摂津国豊嶋郡東坊鳴

村差出明細帳」にもこの墓地のことが記さ

れているので、少なくとも天保年間まで遡

つても、ここの墓が存在したことが分かる。

垣内ごとに葬式を手伝う「同行」があり、

その人々で火葬をはじめとする葬式全般を

手伝つた。

同行は、墓までの道を掃除をし、辻々に

竹を立て線香を立てた。墓では同行が坐棺

を火葬し、その場で番をし、棺がバンと弾

けると一端村へ戻つた。その後、同行は夜

12時にもう一度、きちんと焼けているかど

うか火葬の様子を見に行つた。同行も、近

写真30 浄国寺のダントウサン

屯

写真31 現在の村墓 1

募
F
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年葬式の簡略化や葬儀屋に依頼

するようになったために解散 し

た。

坊島から墓までの道をハカミ

チと云い、葬送時、棺の担ぎ手

は、当対池 (と たいけ)の横辺

りまでは、担 ぐ肩を変えてはい

けなかった。

その他にも墓地は、浄国寺に

もあり、こちらの墓のことをダ

ントウサンと云う。ダントサン

は、同寺の檀家のみが墓を設け

ている。

また当対池の西側の一帯は昔、
モ トバカあるいは、フルバカと

呼ばれる雑木林だつた。

年齢階梯的組織  男子は青年

団があり、15、 16歳から35歳 ま

での人が加入した。女子は、結

婚する前までの人が処女会に加

入した。結婚後は婦人会に入つ

た。

図11 坊島集落周辺
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第 4節 如意谷地区

1.地区の概要

概要 如意谷地区は箕面市の中央部に位置している。旧萱野村を形成した村の1つで、

の北西端にあたる。集落の北側を府道箕面池田線が東西に貫いている。

地区の北部からは3世紀末の

銅鐸が出土してお り、早 くか

ら開けていた地域である。ま

た東部には鎌倉時代から室町

時代にかけての住居遺跡があ

る。『勝尾寺文書』の文永元年

七月二日、法橋経朝注進状に

「如意谷左衛門入道宗内」と見

えるのが如意谷の初見である。

江戸時代ははじめは幕府領

で、その後寛永11年 (1634)

から千洞領、天和元年 (1681)

からは再び幕府領、元禄7年

(1694)に は武蔵忍藩領となつ

た。文政6年 (1823)にはまた

幕府領となり、翌年一橋家領

となり明治をむかえた。

図12 タロ意谷の寺社

自治会 (垣内・組 ) 東垣内・北垣内・南垣内の3つに分かれている。

写真33 善如竜王神社 写真34 タロ意輪観音堂

寺社  地区の北部に善如竜王神社、北東部に真言宗宝珠院、如意輪観音堂がある。東部

に曹洞宗太春寺があるが、もとは東坊島の飛地であり、地区の寺という意識は薄い。また

『大阪府全志』によると曹洞宗集雲寺が字奥垣内に明治維新まであつたようである。
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宗派  慶応四年の「三宗宗門人別御改帳」(タロ意谷地区共有文書)に よると

真 言 宗 宝 珠 院  2軒、 男6人 。 女3人・ 計9人

浄 土 宗 浄 国 寺  4軒、 男8人・ 女8人・ 計16人

一向宗東多田村光遍寺  21軒、男40人 。女42人・計82人

合    計    27軒 、勇54人・ 女53人・計107人

とあるが、現在は川西市東多田の浄土真宗大谷派光遍寺18軒、坊島の浄国寺2,3軒、芝の

善福寺3軒、宝珠院1軒である。

生業  農業。昔は酒米を作つていたようで、昭和17年の「酒米勘定帳」(タロ意谷地区共

有文書)ねミ残されている。米の他に昔はみかん作 りが盛んだった。

年中行事

(1)正月の準備

図13 如意谷旧字名

具体的に何日から始めると

いうことはなく、20日 以降に

始めるところが多い。

餅 つ き  12月 28、 30日 に

行う家が多いが、決まっては

いない。29日 は苦の餅といつ

て避ける。が、逆に苦をつく

のでよいとする家もある。

今でも餅米を蒸す際にはヘ

ッツイさん (か まど)を使う

という家もある。

鏡餅  鏡鉾は床の間、仏壇、

神棚、荒神さん (三段重ね)に ウラジロ、昆布、みかんを添えて供える。つるし柿を添え

る家もある。このほか小餅を下駄箱、自動車、農具、裁縫台、勉強机にも供える家もある。

また床の間に山の神を祀 り小判型の鏡餅を供えるという家、竜王神社にも供えるという

家もある。

問松 ・注連飾 り  ほとんどの家が注連縄、門松を飾らない。松竹梅を仏壇に供えると

いう家が多い。昔は材料は山で取つてきた。また松竹梅を水引でくくつて玄関の両側に置

くという家もある。最近では注連縄、門松をするところが出てきている。

大掃除 (煤払 い )31日 に行うという家、餅つきが終わつてからという家などがある。

しないという家もあつた。

道ヽ
′麟
ケ
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大晦 日の晩  そばを食べる家が多い。

(2)正 月行事

若水  1日の朝早く井戸で水を汲み、神仏に供えた。しない家の方が多い。

雑煮  丸餅、自家製の味噌で作る。具に慈姑、大根、人参、蓮根、小芋などを入れる。

神仏に3元日は毎日供える。昔はまめに暮らせるように豆の枝、殻を燃やして雑煮を炊い

たという。主婦が作る。昔は旧正月には男が雑煮を作つた。

初言旨 竜王神社、観音さんに参る。為那都比古神社には昔は行かなかった。

お年玉  現在はお金だが、音は下駄や足袋、前掛けを買つて貰つた。何も貰えない家も

あつた。

ハツシゴ ト・シゴ トハジメ  最初に山に入るときお供え (餅 )を した。日にちは決

まつていない。昭和30年頃まで行われていた。

フクアカシ  4日。お粥の中にお餅を入れて食べる。これで正月が終わるといつた。

寒の入 り 5日。揚げを甘辛く煮て食べた。

正月七 日  この日を七日正月といつて、七草粥を食べる。七草全部入れなくても良い。

これといつて何もしないという家もある。

鏡開き 昔は15日 に下げて、焼いて食べたり、ぜんざいに入れたりした。最近は早いと

ころで3日 、遅いところでも7日 には下げて、水に浸けてしばらく置き、蒸し直して食べる

ところが多い。

トン ド (ヨ ウネン講 ) 14日の夜、ヨウネン講といつて寝ないで一晩過ごした。こ

の夜は友達同士で集まつて、縄などを作つて過ごし、コンニヤクを食べた。縄は商売人が

買いに来た。

15日、お地蔵さんの前に各家から一束の藁とお飾 りを持ち寄つて竹を立て掛けて作つた

トンドで燃やした。書き初めを燃やして、高いところに上がるといいといつた。終わつた

後の火を家に持つて帰り、小豆粥を炊いて神仏に供え、その後食べた。灰は家の四方にま

くと火事が起きないといつたり、畑にまくと野菜がよく育つといつたりした。20年ほど前

になくなつた。今は各自がお宮さん (為那都比古)に持つていつて燃やす。

ヤブイ リ  嫁や奉公人はこの日実家に帰つた。奉公人 (丹波から来ていた)が帰るの

に布を織つて着物を作 り、それを着て帰らせるの大変だつた。嫁は生産を持たせてもらい

実家に帰つた。実家へは1～5日 間帰つた。
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観音 さん  1月 18日 は観音さんのお祭りだった。昔は賑やかでたくさん店が出た。箕面
や小野原あたりからも来ている人がいた。

(3)春 か ら夏の行事

トシコシ (節分 ) 2月 3日 。この日をトシコシという。昔はホウラクで豆を煎つた。
豆は神仏に供える。豆まきは家の各所で「鬼は外、福は内」と言つて行う。年の数豆を食
べる。また戸口にヒイラギと鰯の頭を飾つた。何もしない家もある。最近は巻き寿司を食
べるようになった。

寒施行 (初午 ) 2月最初の年の日にお稲荷さんを祀 り、家の中で護摩を焚いて、キ

ツネが来てのりうつる。イナリセンギョとも言つて、拝み屋のような人 (十三からお代理
さん (お稲荷様の代理)が来られたという人と村内にいたお婆さんだったという人がいた)

が指定する場所に指定数のイナリ寿司を置いてまわった。この人はとても足が速くついて
いくのが大変だつたようである。

宝殊院でも二の年や三の年といって稲荷をお祀 りしていた。本堂の中の横の方に小さい

社を置いて、そこにいなり寿司を供えた。

節句 (3月 ) 3月 3日 。雛飾 りは早目 (節分頃から)に出し、明くる日に片付ける。
この日はハマグリのおつゆとちらし寿司をして食べた。

彼岸  墓参 りに行く。よもぎ餅やおはぎを供える。

メンギ ョ 4月 15日。弁当を持つて北側の山 (今はこの山は団地になっている。)に行
つた。弁当はお重にいっばい巻き寿司が入つていた。この日は学校が半日で終わつた。今
は行われていない。

龍王神社本祭  平成12年

(2000)は4月 9日 に行つた。4

月と10月 にお祭 りをする。今

は日曜日にすることにしてい

る。4月 が本祭。当番は約20年

に一度まわってくる。本祭に

は神主が来る。昔は宝珠院が

来た。神事をし、御神酒を飲

む程度。山から下ろしてきて

から盛んになった。

節句 (5月 )

5月 5日 。鯉のぼりを上げる。

昔は菖蒲と蓬を括つて尾根に
図14 タロ意谷集落周辺
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のせたり、菖蒲湯に入つたりした。

牛 まわ し 5月 5日 。牛の角にちまきを巻いて「牛まわし」といつた松の大木を牛を牽

いて3回 まわつた。麦を炊いて麦とヌカを混ぜ、牛にご馳走した。この松の木は30年ほど

前に落雷に遭い、その後しばらくして枯れた。今その切 り株に祠を置いている。ここに生

える草木は切つてはいけないといわれているが、昔この木の枝を持つて帰 り薪にした人が

いた。その人は夜中に木かえせえ木かえせえといわれる夢を見た。今なおここの草木は採

らないと云う。

牛は30年ほど前まで飼つていた。数軒で共有することもあつた。

サナプ リ 田植え後、村全体が終わるとサナブリといつて休んだ。

半夏生  ハグッショ、ハゲといって半日仕事を休んだ。田に入るとはげるので入つては

いけないといつた。

溝 さらえ  5月 最後の日曜か6月 最初の日曜に田んぼを持つているものはみんなで溝さ

らえをした。道掃除の日もあつた。

七夕  7月 7日 。瀧安寺の大護摩に行く。灰を持つて帰り、家の四隅にまくと、火事がい

かないと言つた。

土用  上用の入りに餅をついた。土用餅といつて神棚と仏壇に供えた。

(4)盆 行事

墓掃除  8月 6日。墓掃除をし、お花を供える。7日 は家の仏壇を磨く。この日ギフ提灯

を出す。

先祖迎 え  13日 、新粉団子をこしらえてお餅をついてお墓へお迎えに行きお供えする

が、すぐ下げて帰つた。夏痩せしないよう

に他家のを貰うと良いといつた。帰宅後す

ぐお水、お茶を供える。ソンジヨさん迎え

ともいう。

供 え物  ハスの葉の代わりにイモの葉を

広げ、スイカ、18豆、りし、とうもろこし、

ブドウ、マクワウリ、ナス、キュウリ、 ト

マト、ソーメン、お花、まんじゅう等を供

える。8月 15日 に小豆御飯、南瓜の煮たも

のを供えると足が早くなるといつて先祖が

早く帰れると言つた。
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先祖送 り 15日の夕方。供えていたもの (餅、果

物、鰻頭)を川に流した。今は川が汚れるので禁上に

なった。

新仏  初盆という。特別に祀るということはない。

マン ドロ  14、 15、 24日 。マンドーローといった。

男の子は昼、たいまつと西瓜と麦藁 (一束)を持つて

村内の愛宕山まで登り、掃除をして集めた木の枝や葉

をくすべて、大きな煙を上げていた。大きいほど良い

とされる。夜たいまつに火をつけ「マンドロとぼせ、

けやせもやせ」といって走つて下りた。下から見える

ところは走つて、竜王さんで一回休憩し、池まで下り

て、たいまつは池に投げ入れた。青年団が監視しなが

ら下りてくる。昭和30年代後半火事騒ぎがあつてや

めた。

観音さんの庫裏に子供の世話をするのが好きな人がいた。この日はその人がおでんを作
つてくれるので、子供たちはそれを楽しみにしていた。

盆踊 り 8月 18日観音さんのところでしていた。伊勢音頭、河内音頭を踊つた。

地蔵盆  東垣内・北垣内 。南垣内の3地区の当番制で女性だけで行つている。8月 23日朝

当番の垣内がお地蔵さんの前掛けを新しいものに変え、花を供える。14時頃に集会所に集

まり、般若心経と御詠歌をあげる。昔は24日 にお地蔵さんの前で夕方からしていた。子供
にお下がりを分けていた。

(5)秋 から冬の行事

八朔盆  ギフ提灯をかたずける。盆踊 りをした。

月見  旧8月 15日夜。子芋を炊き、鉢に13個 (15個 の家もあった)盛って、採つてきた

ススキと萩と共に月の見えるところに供える。子供が竹の先に針金をつけて、隠れて盗み

に来た。芋名月と呼ぶこともあつた。

彼岸  墓参 りをする。おはぎ、奈良茶飯 (大豆を焙烙でいつて塩味にし米を炊く)を作

つて供えた。

秋祭 り lo月 14日。氏神は為那都比古神社だがお参りに行く程度。如意谷の入口の両側

に提灯を上げる。10/13朝 に出し10/15朝 に片付ける。東垣内 。北垣内 。南垣内の3地区

の当番制。

写真36 お盆のお供え
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亥の子  最初の亥の日。夕方男女一緒に4～5人で行つた。ワラの渋を取 り芯 (直径5～

6cm)をオの紐 (麻紐)ま たはしゆろの紐で固く巻き、直径lcm位の木の棒を40cm長 さ

位を中に入れる。持つ所は穂の部分で柔かい。大人に作つてもらつた。ボタモチ (キナコ、

アンコ)の大きなものを1コ ずつ作つた。戸長さんの家からその近所を回つたりしたが、

特に順番はなかつた。おかき、アラレを貫つて皆で分ける。

この日を境にして初めて姫撻を入れると火事が起こらないと言つた。また大根畑に入る

と大根が割れると言つた。

誓文払い  12月 1日 ～5日 。池田の誓文払いに毎年連れて行つてもらい、色々と買つて

もらつた。楽しみにしていた。

冬至  南瓜を食べ、柏子風呂に入る。

その他の民俗

(1)講

愛宕講 ・行者講 ・伊勢講  1月 15日 に同時に行う。当番が掛け軸 (愛宕、行者、伊

勢)を管理している。25軒が持ち回りで、2軒が当番になる。集会所で行う。以前はすき

やきをだつたが、今は御神酒とつきだしだけ。

昔は3つの講がそれぞれ別の日にあって、経済的に大変だつたので一緒にすることにし

た。愛宕山への代参は昭和30年頃までは行つていたが今は行つていない。

愛宕の常夜燈が会館の側に立てられている。

大峰山参りは戦前までは若い男は皆行つていたようである。文政七年の「行者講記録」

(如意谷地区共有文書)には如意谷村講中として23人が名を連ねている。

庚 申講  その年最初庚申の日に行う。当家 (2軒)は事前に四天王寺の横の庚申堂に札

をもらつておく。当日、当家の家で庚申の軸を掛けてお

まいりして、その後会食。

サイマツ リ  いつかはわからないが冬にトウヤの家

に集まつてすきやきを食べたという。お札を伊勢の猿田

彦神社にもらいに行つた。4軒 ぐらいで1つの組を構成し

ていたらしく村に何組かあつたようである。

ホンコサ ン (報恩講 ) 12月 14日 に報恩講があり、

多田の光遍寺の院主が14、 15日 と泊りがけで来た。泊

まる家は決まつていて、それらの家には上のお風呂、上

のお便所があり、院主専用であつた。当家の家で女性だ

けが集まり正信偶をあげる。昔は男も行つていたが、い

つの頃からか行かなくなつた。

47

写真37



寺のホンコサンには世話人さんの2軒がおまいりに行く。

オコウサン 2月 24日 。当家の家に女性が集まり、正信偶をあげる。

雨乞い 早魃の時、竜王神社でした。昔竜王神社は山の上にあつた。

葬式  音は野辺の送りをして墓で火葬にしていた。遺体を興にのせて4人で担いだ。この

4人 と喪主は白装束を身に着けた。喪主の自装束は1違う形をしていた。道中には竹を立て

てその上に大根を薄切りにしたものを置き、さらにその上にロウソクを立てて、火を灯し

た。
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第 5節 白島地区

地区の概観

概要  白島は、旧萱野郷十力村の内の1つ

で、北摂山地の萱野山南麓台地、千里川  
＼
|_

(旧・唐子川)最上流域に位置し、集落内で

新御堂筋線と箕面池田線が交わつているが、

現在、新御堂筋を止々呂見まで繋ぐ開通エ

事が進められている。また、白島の名所と

して有名なのが、『摂津名所図会』(慶長10

年)に も見られる「医王岩」(写真・医王岩 )

であり、全長10m以上の巨大岩が、西北部

の山中にひっそりと答え立つ。

字名の初見は『勝尾寺如法経奉加帳』(応

永年間)の「マ白嶋」であるが、他に、「城島

村」 (『摂津国絵図』)、 「はな村」(『摂津一国

高御改帳』・元和初年)な どが見える。ま

た、現在は「はくしま」と読むが、地元の

人々は古くからの呼称である「はくのしま」

の読みを用いている。

北部には北方の勝尾寺に連なる山地が広

がり、その裾野には五藤池 。新薩摩池・薩

摩池をはじめとする溜池が十余 り存在する。

写真38 医王岩

これらの溜池は白島だけでなく、その周辺集落の灌漑用水としての役割や川の氾濫を防

ぐ役割を果たしてきたが、大雨の際に決壊 し付近の家屋を浸水させたり、早魃による池の

渇水で周辺集落との水利争論に拍車をかけたりすることも度々あつた。

戦前、白島の村域 (現・ 白島1～3丁 目に坊島5丁 目及び、石丸1～2丁 目の一部を含む )

の9割以上が耕作地として利用され、家屋 (約80軒 )は現在の白島2丁目辺 りに集中してい

た。水回りの良い耕作地で作 られた野菜は、箕面周辺の村々に売 りに出されることもあつ

たが、地元では手に入れることのできない魚介類は坊島からやつてくる行商人などを通 じ

て得ていた。戦後は、農業を離れる家が増加 したため、耕地面積は全体の五割を占めるに

とどまり、その背後で宅地化が進められて、現在、世帯数は300世帯以上を数える。

垣 内  「OO垣内のOOさ ん」というように呼称として用いているだけであり、実際に

垣内単位での行われる行事などはない。

・奥垣内 (オ クンジヨ)・ …白島北方面。集落の中で少し飛び出していた。

・南垣内・・・・・・・・・・・・ 白島南方面。自治会館辺 り。

・西垣内・・・・・・・・・・・・常照寺の裏辺 り

。東垣内 (ヒ ガシオ)・ ・・・白島東方面。

・中垣内・・・・・・・・・・・・ 白島中央。

49



||・ it i■
・ _   1  .

li lガ
●

Iド
ⅢⅢ

Ⅲ‐4● |

一十
一・
．
．
　
．
尾

ヽ
ｒ
．‐‐

．，マ球一・　・～　ャ‐（一

一μ
学
う
■
衣

「′デ
・

げヽ
ｉエヤ一〓ｒ′一〕イ生

γ
、

山

　

ネ
　

　

　

エド

中

図15 白島旧字名

組  地区ごとの集まりで浄土宗・浄土真宗が混在 している。戦中・後から「隣組」と呼

ばれるようになった。葬式の主流となる作業は ドウギョウが行うことが多いが、最近は隣

組が葬式の作業を手伝うことも増えてきた。4月 頃に京都の愛宕さんへ行 く「愛宕参 り」
は組ごとにいける者が代参者となつて、行 くことになつている。

水不u 以前は、白島所有の池の水を利用する者から灌漑費用 (1回単位)を とっていたが、

白島と石丸で水利組合を組織 してからは、入会金さえ支払えば、度々の灌漑費用をとらな

くなった。また、テントウダといって湧き水を利用して灌漑 している田は、水利組合には

入つていないこともある。水利組合は、両地区が共同で利用する五藤池・薩摩池・打越池

の管理を基調としているが、組合員同士の結束が強 く、水利とは関係のないことでも互い

に助け合うという決まりが設けられている。

水利組合の作業は、1月 下旬に行われる五藤池と薩摩池の上手の草焼きから始まる。2カ

月後の三月中旬に五藤池から打越池へ送 り水が実施されてから、6月 の初めに灌漑用水の

水出しが始まるまでは、組合員による草刈や溝浚えが入念になされている。特に夏場は溜
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池周辺の車がすぐに伸びるので、組合員だけでは手が足 りずシルバー人材センターに依頼

して革を刈つてもらつている。その他、池などの補修や整備は随時行つている。

また、以前は、池の貯水に優先順位があり、五藤池・薩摩池を満たした後、新薩摩池

(東西坊島・芝の立会)に水を通していたそうだ。

寺社  白島の檀家は、浄土宗阿弥陀

寺 (約50軒)と浄土真宗本願寺派常

照寺 (約 25軒 )に 7:3の割合で分け

られ、阿弥陀寺、常照寺ともに集落

のほぼ中心部に位置する。開基以来、

檀家と寺の繋がりは深 く、寺の行事

は檀家総代が中心となつて準備など

を取 り仕切つている。戦時中 (昭和

19～ 20年 )、 両寺は、大阪市からの

疎開学童への宿として利用されたが、

常照寺は箕面市最初の託児所を昭和4

年に、保育園を昭和23年に設立し、

阿弥陀寺の前住職は子供への教育普
写真39 水神社

及を周辺の人々に訴えかけるなど教育面でも熱心に活動された。

また、如意谷との境には医王山薬師寺があり、この寺の辺 りに、為那都比古神社の神宮

寺である大宮寺 (医王山持宝院)があつたといわれる。しかし、大宮寺は明治の廃仏棄釈

により廃絶され、その跡には持宝院銘の層塔と「大宮寺池」が残されているのみである。

旧萱野十力村の氏神は為那都比古神社であり、白島もまたその氏子圏に入 り、神事の準

備等に関しては中心的な役割を担つていた。当社は元来、為那都比古神と為那都比売神に

分かれてお り、比古神は現在地に、比売神は大婦天王社として、小字上居の山中 (現・薬

師寺付近)に鎮座 していた。そのため、以前は「1年に1度の逢瀬の日」として大祭の宵宮

(10月 13日 )に大婦天王社から為那都比古神社へ太鼓御興を出していたが、明治40年頃合

祀された。なお、為那都比古神社は現在、石丸地区にある白島の飛地である。

そして、東北部には白姫大明神と水神社がある。当社は自島・石丸に氏子を持ち、雨乞

いの神として祀られ、小ぢんまりとした神社であるが、地元の人々だけでなく、水に関わ

る全国の商売人の信仰を集めている。

その他、『摂津国豊島郡白嶋村差出明細票』(文政7年 )に は「具満寺」と「神明神社」の

名が見えるが、明治の頃には廃絶され、それ以降は地籍図等で小字名としてこれらの名が

確認できた。しかし、現在その正確な場所を知る人はいない。なお、神明神社跡の辺 りに

は小祠があつたが、道路の拡張工事にともない自島石丸共同墓地に移された。

2.年 中行事

(1)正月の準備

正月準備の幕開けは「餅つき」からと認識している人がほとんどであり、この日に関し

て、特に呼称はない。
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図16 白島集落周辺

門松  材料となる松 。竹 。梅などを近 くの山や家の庭から調達するのは25日 前後である

が、作 られるのは「餅つき」の行われる頃であり、30日 か31日 に飾 られる。

雄松 (オ ンマツ)・ 竹 。梅、雌松 (メ ンマツ)・ 竹・梅を夫々束ねたもの一組として表

門の左右に分けて飾る。雌松を飾らない家もあるが、雄松は必ず飾られるようだ。その他、

松竹梅に加えて熊笹 。南天・葉牡丹を飾る家や、小さく切つた松竹梅を神棚・仏壇に供え

る家もある。

注連縄  各家の門口や玄関口などに飾られる注連縄は、門松などと同じ日に作 られるこ

とが多いが、作る際の作法としては、左方向に縄をなうことと、手にツバをつけてはなら

ないということである。最後に、橙・稲穂・ウラジロ・御幣などを付けて出来上がる。以

前は主人が作つていた家が主流だつたが、現在は購入しているという家が目立つ。

なお、為那都比古神社や水神社の注連縄は夫々の氏子総代らによって毎年年末に丸一日

かけて作 られている。

鏡餅  餅つきは、早い家では28日 に行われるが、30日 に行う家が多く、家の主人が中心

となつて家族だけで行う。29日 は「苦の餅」といい、また31日 は「気ぜわしい」といって忌み、
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意識的に避けている。他に「仏滅」を避ける家もある。

こうして作 られた鏡餅は、大きく2段重ねにしたものの下に半紙とウラジロを敷き、餅

の最上部に昆布・干し柿 。橙を順にのせたものを床の間に、小さく2段重ねにしたものを

神棚・仏壇に飾る。竃 (ヘ ッツイさん)に飾るのはサンポウコウジンさんに供えるためと

され、小さい3段重ねの鏡餅を飾るところが主流で、竃の上に特別に棚 (南向き)を設け

ている家もあつた。

他に、農具の置かれた納屋・井戸 (ミ ズさん)に も飾られ、氏神である為那都比古神社

や、山で仕事をするものは山の神のためにコシヌカ山などにも供えに行 く。また、真宗は

檀那寺である常照寺に世話方が2升5合のもち米で作つた特大の鏡餅を持つて行 くならわし

もある。

大掃除  早い家では25日 頃から始められるが、31日 に行われることが多い。子供の頃は

「煤払い」と言つて、笹を物干し竿にくくりつけたものなどで天丼や庇を掃除させられた

ことを記憶している。

大晦 日の晩  普段どおりの夕食、又はお煮しめの半端ものを食べた後、22時頃に年越

しそばを食べるという家が多い。

(2)正 月行事

初言旨 「宵参 り」といつて、元日に入つてすぐに為那都比古神社に参る家もあり、浄土

宗・真宗共に初詣の時間帯は間わないが、まず一番に氏神である為那都比古神社へ参るこ

とが多い。その後に、浄土宗であれば阿弥陀寺、真宗であれば常照寺、というようにまず

地元の寺社に参つてから、2日 以降各地の名高い寺社に参る。特に、常照寺では元日の朝7

時からオツトメ (修正会)があるので、檀家は必ず元日に参る。

若水  特別に意識して汲む家はほとんどないが、汲んでいる家は、家の井戸から汲んで

来て神仏に供える。他に、水道から一番に出た水を若水と意識してとつておく家もあり、

書初めに使うのに利用する。また、「若水」とはあまり呼ばず、「初水 (ハ ツミズ)」 と呼

ぶ家があつた。

雑煮  元日は、白味噌仕立てで丸餅、アゲ、豆腐、牛秀、人参、大根、小芋などを入れ

るが、縁起をかついで昆布だしにしたり、「家族円満」という意味を込めて野菜はなるベ

く丸く切るという家もある。正月用に小さい大根なども栽培されていた。また、雑煮を炊

くときは「マメに暮らせるように」と、燃料に豆殻の木をつかつた。2日 は焼き雑煮で、す

まし汁に焼いた餅、水菜をいれる。

子供の頃に、家の主人が「女性の日頃の苦労を労うため」といつて元日に台所に立って

いたことを記憶している人もいたが、この地域の男衆は「神さん参 り」が忙しいので元日

も嫁に台所を任せていたという。真宗の家では、元日早朝のオツトメが終わつたらすぐに

食べられるように、早めに用意しておくことが多い。
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ハ ツシゴ ト ー般の家庭では特に行われていないが、山と関わ りのある仕事を行う人は、

10日前後にコシヌカ山の頂上へ酒と塩を持って上がり、山の神に1年の無事を祈 りながら

撒 くという。9日 は「音を招 く」といつて、決して山に入つてはならないという禁忌がある。

また、1月 3日前後田に出て鍬入れのようなことをしている人を見かけたという人もいる。

お年玉  正月に貰つたり、あげたりしたものはお金が主流のようだが、子供の頃 (昭和

初期)に親から貰うのはお金であったが、石丸に住む親戚などからは正月の遊び道具 (羽

子板、凧など)や下駄をもらつたという人もいた。

正月七 日  「七草粥」と呼び、春の七草もしくは三つ葉、大根、人参などの野菜を入れ

た粥を炊いて食べる家と、「七草雑煮」といって、餅と7種類の野菜を入れた白味噌もしく

はすまし汁の雑煮を作る家がある。

鏡 開 き  日にちは特に決めていないが、大抵の家では正月三カ日が済んだら下げる。開

いた餅はカビが生えないように水に浸けて水餅にしたり、ぜんざいや雑煮にしたりして食

べる。

また、1年のうちで大量に餅をつくのは年末 ぐらいなので、正月用の餅とは別にカキモ

チ用の餅も作つておき、縁側に干しておいたという家もあつた。

ヨウネ ン講  1月 14日 、宿となる家に集まつてコンニャクを食べ、寝ずに夜明かしや博

打などをしていた。集まることは戦後 しばらくして行われなくなったが、現在でもこの日

にコンニヤクを食べる家がある。

トン ド 1月 15日 の昼間に行う。近年は、為那都比古神社で回収 して行つているが、昭

和初期には、いろいろなところに トンド場があつたので、家によって様々である。

公共の トンド場としては、現 。白島2丁目の箕面池田線の辺 りや、現・ 自治会館などが

利用されていたが、そこに4本の長い竹を組んで正月飾 りや書初めを燃やした。火の管理

は青年団がしていたようだ。しかし、 トンド場が近 くにない家は、川辺 (現・千里川)で

焼いたり、家の庭や田畑で焼いた。また、この作業は家の男性が中心となって行つたので、

女性の中にはどのように行つていたのか見たことがないという人もいた。

トンドが終わると、持つて帰つた灰を家の畑に徹いたり、帰つてから食べる小豆粥をそ

の火で炊 くという家も見られる。

ヤブイ リ 1月 16日 頃、嫁に手生産を持たせて、子供がいれば一緒に実家へ帰らせてい

た。聞いたことはあるが、嫁の実家が遠いのでしていなかったという家も多い。15日頃か

ら農作業を再開するので、正月三カ日が明けたら帰 り、15日 までに戻つてくるという家も

あつた。

(3)春から夏の行事

節分 2月 3日 、家族全員で「福は内、鬼は外」と言つて、家の中と外に豆を撒く家が多

54



く、この日を「 トシコシ」と呼ぶ。また、このとき、家の主人が柿の木に向かつて「なるか

ならぬか ならぬなら 切るぞ」と言いながら豆を撒いたという家もあつた。

大豆は主婦が焙烙で妙 り、撤 く前に一合枡に入れて神棚に供えておき、年の数だけ豆を

食べる。この日の夕食には、焼き鰯を食し、食べた後の鰯の頭をヒイラギにさして魔除と

して玄関口や裏口に飾つてお く。

「年を越 してから結婚するのはゲンが悪い」といつて、トシコシ前に嫁入 りが多いそうだ。

寒施行  寒施行もしくは、「カンギヨウ」という言葉を聞いたことがある。

2月初旬の夜、勝尾寺から僧侶が1人で山を下つて村までやつてきたが、その際、僧侶が

家々を回るので、村で米を集めて寄付 していたことを覚えている。これは戦後まで続いた。

また、昔は妙見講 (「妙見さん」)と いう講が、「寒施行」といつて大寒のうちに講員を集

め、家に祀つてあるお稲荷さんに油揚げで包んだおむすびを供えていたが、お稲荷さんに

参つた人に油揚げのおむすびを配つていたのを記憶 している人も多い。

節句 (3月 ) 雛人形は、3月 3日 までに出して、4月 3日 までに片付けるという家が多

い。各家、初孫のときは親戚を呼び、蓬と色紅で色をつけた餅 (緑・紅・ 白)を重ねた菱

餅とご馳走を作つてもてなす。

彼岸  墓参 りに行き、蓬団子やオハギを作つて、仏前に供える。

阿弥陀寺では、年後からオツトメがある。当日は檀家の奥さん5,6名が、毎年当番制で

午前中から手伝いに行き、五目飯や少しばかりのおかずを折 りに詰めたものを用意する。

この折 り詰めはオツトメに来た檀家全員に配られ、みんなで一緒に食べたり、持ち帰つた

りする。また、吉水講も行われる。

阿弥陀寺の檀家は、白島・西宿 。今宮合わせて約150軒あるが、寺の行事は、檀家総代

(白 島・西宿 。今宮から1名 ずつ出されるので計3名 )と世話方衆 (白 島6名 。西宿2名 。今

宮7名 。男性のみ)が中心となつて準備などを進めている。世話方衆は満80歳で定年とな

るが、音は死ぬまで務めていたようだ。

花祭 り 4月 8日 を「花祭 り」といつ

て、阿弥陀寺へお供えに行き、甘茶の

接待を受けた。この日には「花がよく

咲く」と言われていた。

メンギ ョ 20年程前までは行われて

いた。4月 15日 に、五藤池まで家族み

んなで巻き寿司などを入れたお弁当を

持つて出かけた。子供たちは池の回り

で兵隊ごつこをしたり、走 り回つたり

して遊び、この日は白島の人で五藤池

の回りは埋め尽 くされていた。

メンギヨは「免業」、「無縁経」が訛つ

たものという人もいる。

キilllil

静 i
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牛回 し 5月の初旬、牛に粽の葉 (五藤池の周囲でとれたもの)を食べさせながら、庚

申塚 (現・白姫大明神前)(写真・龍神さんのお祭り参道の庚申さん)へ連れて行き、塚

を1周 させてから近くの大きな松の木に牛をつないで爪を切つてやる。博労も来ており、

昭和10年頃まで行つていた。牛を飼うことは40年程前まで続いたが、1軒に1頭いる家も

あれば、2軒で1頭 を飼い、月交替で順番に利用していたという家もあつた。

牛馬の健康を庚申塚の前で祈るということを聞いたことはあるが、見たことのない人が

多い。

節句 (5月 ) 5月 5日 、長男が生まれたときに嫁の実家から送られた武者人形と鯉の

ぼりを飾 り、蓬餅や粽を作る。初節供のときは嫁の実家の両親を招いて、かしわ (鶏 )料
理で振舞つた。また、初節供に大きい餅を作つて、男児をその上に座らせ嫁の両親に持つ

て帰つてもらうという家もあつた。

菖蒲は束にして家の軒下に吊るしておき、その菖蒲をお風呂にいれて入つた。

ヨウカ ビ 5月 8日 のことをそのように呼ぶ。特に何もしない。

サナプ リ  「サナブリ」もしくは「アキヤスミ」といい、田植え終了後に1日 休んだ。

この日は、各家がご馳走を作 り、みんなで集まつて博打などをしてハメをはずすこともあ

つた。また、苗を3つ束ねたものをサンボウさんの前に供えたという家もある。田植え時

に人を雇つた家では、その給料を払う日でもあった。

現在でも回覧版がこの日を知らせてくれる。

ハゲショウ ハグショウとは言わなかったが、夏至3日 前を「ハングシ」と言つて、一

番田植えに適した日であるといわれていた。

七夕 7月 7日 を「七夕」と呼ぶが、七夕行事は特に行つていない。どちらかと言えば子

供の頃は瀧安寺の護摩焚きのほうが楽しみだつたので、「護摩の日」と呼んでいた人が多

いようだ。

瀧安寺の護摩焚 き  7月 7日 を「護摩の日」と呼ぶ。三化瞑虫除けのおまじないとして灰

を持つて帰つて、そのまま家の田に撒いたり、灰を竹の皮に包み、それを棒に挟んで田に

立てたりした。箕面市外からも農業をする人が灰を求めてたくさんやつてきた。

(4)盆 行事

墓掃除  8月 7日 を「七日盆」と呼び、この日に墓掃除を行つていたが、現在は老人クラ

ブの人がおこなつている。

施餓鬼  8月 1日 に浄土宗阿弥陀寺で「施餓鬼会」が行われる。

世話方が準備や片付けを全て取り仕切 り、北向きに祭壇へ向かつて施餓鬼棚が設けられる。

年前中から新仏の遺族と吉水講が参列して、経や御詠歌を上げる。
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先祖迎 え  8月 13日 の朝10時頃に

墓へお迎えに行き、帰つてから仏壇

にオヒカリさんをあげる家が多く、

また、13日 の夕方に家の前で提灯を

灯して迎えたという家もある。

棚経  浄土宗は、墓参 りをおこなっ

た後に、阿弥陀寺の住職が棚経を上

げに檀家を回る。

真宗は、常照寺の住職が日を割 り

当てて (12日 ・西 ドウギヨウ、13

日・中ドウギヨウ、14日 ・東 ドウギ

ヨウ)経を上げに家々を回る。

供 え物  浄土宗は、箸を立てた御飯を3膳 と素麺

などを祭壇に置き、おかずと御飯をのせた小さな

膳も供えられている。お茶は冷めきる前に取 り替

える家が多く、花生けには、糖や季節の花が生け

られる。

また、以下のように日ごとに献立を変えている

家もある。

・13日  お迎え団子

(こ ぶし程の大きさの餅5個 )

メイとアゲを炊いたもの

。14日  素麺を炊いたもの

。15日  小豆御飯のおにぎり

シンコ団子

真宗は、日常のオキユウジ (供物)で あるオッ

パン (御飯)とお水を毎日供える他に餅も供え、

花 (マ キ 。レング・オミナエシなど)を できるだ

け豪華に生ける。また、盆の期間の食事などは普

段とそれほど変わらないが、精進ものにすること

を意識 している。

浄土宗・真宗共に、大きい蓮の葉か里芋の葉の

上に、スイカを中心としてホオズキ、夏野菜、果

物などを置いたものが、盆の間供えられるが、浄

土宗の家の方が少し多めにお供えをしているよう

だ。

新仏  浄土宗は、「新仏」といい、去年の盆以降亡

写真41 施餓鬼棚

写真42 浄土宗の檀家の盆棚
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写真43 真宗の檀家の供物



くなった身内のために仏壇の横に新 しく棚 (ア ラタナ)を設ける。アラタナには、輪切 り
にした大根に塔婆を突き刺 して立て、棚の前にはオガラで作つた20c m程の長さの梯子を
かける。また、横には提灯を立ててお く。

真宗もまた、「アラタナさん」と言つて、満中陰といわれる49日 の間、仏壇の横に簡単
な棚を設け、先祖とは別にして祀る。

先祖送 り 現在は夕方4時頃から花や線香を持つて墓地に送りに行つているが、戦後ま
では夕方、唐子川 (現・千里川)の川べりに供物と蝋燭を置いて、蓮の葉の上にシンコ団
子や小豆御飯のおにぎりなどをのせたもの (シ ンコのフネ)を流して送った。その後、衛

写真44 新棚と供物

生面の問題から廃止された。

また、真宗のある家では夕方、玄関

口に供物を置くことで先祖送 りとして

いる。

盆踊 り 現在は、8月 19日 の夜6時か

ら9時に萱野東小学校で行われている

が、戦後は青年団主催で、田や白島自

治会館の広場を利用して行つていた。

日にちは定かでないが、周囲の村が始

めれば始めるといった様子であつた。

その日は櫓を組んで、江州音頭・炭鉱

節 。河内音頭などを夕方から深夜3時

頃まで老若男女問わず踊 り続けた。

地蔵盆  現在は、8月 23日 に浄土宗

阿弥陀寺で行われてお り、昼間は子供

会、夜8時からは吉水講による御詠歌

という構成になっている。阿弥陀寺で

の地蔵盆は20年程前から始められたそ

うだ。

真宗は、地蔵盆を行つていないが、

阿弥陀寺や個人が所有する地蔵にお供

えを持つていくこともある。

最近まで家で所有する地蔵を祀つて

いた家も、少子化が進むにつれて個人

の地蔵盆を行わなくなったが、以前は、

23日 か24日 に、家もちのお地蔵さん

や祠の前にも筵が敷かれて、近所の子

供たちが集まり、年輩の女性5,6名 が

御詠歌をあげているという光景が見ら

れた。また、戦後 しばらくは青年団で

箕面の北向き地蔵や坊島地蔵に参 りに
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行 くこともあつたそうだ。

マ ン ドロ  昭和45年頃にマンドロで山火事が起こるまでは8月 14・ 15。 24日 の夜に行

われ、小学3年生から6年生の男の子が愛宕山から松明を灯して阿弥陀寺の近 くの広場まで

下 りて行つた。松明は、竹の割 り木を束ね、全長約2mも あるものを自分で作 り、大きく

て立派であるほど周 りに自慢できた。

次に以前行われていたマンドロの過程を記す。

<マ ンドロの過程>
・13日・・・・・・・・・麦藁をもらいに村中を回る。麦藁のない家はお金をくれた。
・14日 。・・<午前中> マンドロで通る山道の草刈をするが、そのときに集まった木

の枝や草などをはらったものと前日の麦藁の台車にのせるなど

して山に持つて上がる。急傾斜の上、3日 間分の麦藁を運ぶの

で、運ぶときに藁や葉が台車からたくさんこぼれ落ちたという。

この日ばかりは特別に親から丸一個もらえたという自家製の

スイカを摺鉢池につけておき、みんなで1時間程泳いだ。その

後、スイカを山に持つて上がって、食べるが、食べ終わつたス

イカの殻は松明の火の粉で火傷 しないように、本番の時にかぶ

るなどした。

<昼> マンドロ山の愛宕さんの灯篭の火をもらい、愛宕さんのお社

の前で午前中に刈 り取つた本の枝や草などを焚 く。また、他

の村も同様に行つていたので、他の村に負けないくらいたく

さんの煙が出るようにくすべた。

<夕方> 今度は麦藁だけを焚 く。他村の目を欺 くために、「グマシ」

といつて麦藁を束にしたものを持つて、山頂と中腹を走つて

往復し、中腹で一斉に消すという行為を2,3回繰 り返 した。

年後6時頃には青年団が山に上がってくる。

写真46    <晩 > いよいよ本番。麦藁で大火を焚き、松明に火を灯 して、愛宕

マンドロの松明     さんの広場にある石の上に一列に並ぶ。その後、松明を持つ

て山を下るが、麦真を運んだときの順路と反対側の道を通る。

この時に、「マーンドーロー 火―と―も―せ― け―や―せ

― も―や―せ―」 と大声で唱えながら下 りる。声が小さい

と青年団に叱られるので大声を張 り上げた。熱 くなったら鎌

などで青年団が燃えカスを落としてくれたそうだ。

どんどん山を下つていき、摺鉢池の近 くでは「とつくりころ

がせ すりばちお くれ」と唱える。うまく長い間燃やすことが

できると村の人たちにも自慢することができた。

最後は阿弥陀寺の横の広場で松明を全て燃やす。

※15日、24日 も同様に行われる。

その後、山火事で中断されてから10年間途絶えたが、現在は形を変えて14日 に行われて

いる。
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写真47 マンドロ風景

順路は、五藤池付近から白島公園までで

あり、保護者同伴で20名前後の子供たちと

消防団の誘導によって行われている。また、

ダマシの代わ りに花火を数回打ち上げてい

る。以前は男の子のみが参加できる行事だ

つたので、女の子は眺めているだけであっ

たが、現在の形になってからは女の子も参

加できるようになった。

また、特筆すべきことに、マンドロは先

祖の「迎え送 り火」に充てられることが多

いが、自島においてはマンドロを「害虫を

追い払う行事」と認識している人が多いよ

うだ。

(5)秋 か ら冬の行事

月見  お月見は9月 15日 に行われ、各家縁先には、花瓶にいけたススキや萩と共に、月

見団子と里芋がうずたかく盛られる。

戦前は、夕方になると、男の子2～4名ずつ (小学3～6年生)がグループを組んで、各家
の軒先に供えられた団子や里芋を突きに出かけた。隠れて家の人が番をしている中、忍び
足で近づき、垣根からそのすきを見て長い竹の竿の先に釘を取 り付けてあるものなどで突
いて取る。

突いた方は縁起が良く、突かれた方は縁起が悪いとされ、水をかけられたという人や、
盗まれるのは縁起がいいこととされ、怒られなかったという人もお り、様々であった。子
供たちは盗んだ量が多ければ多いほど縁起が良いとみなしていたので親に叱られることは
なかった。しかしながら、戦後は道徳教育上、団子を盗みに行 くことは悪行とみなされた
ため廃れていったようだ。

彼岸  中日の前後に墓参 りに出かけ、各家ではオハギが作られる。

阿弥陀寺のオツトメ (彼岸法要)が中日にある。この日に出される料理は、毎年当番制
で檀家の女性 (4,5名 )が用意し、畑でとれた物を各自が持ち寄つて作る簡単な精進料理

である。また、餅20個 (丸餅。中身は何も入つていない白餅。直径約10c m、 2升で20個

作る。昔は自家製であつたが、現在はもち米を専門店に持つていき作つてもらう)をオツ

トメのときに白島の檀家総代が寺に必ず供える決まりとなっている。

寺のオツトメとは別に、戦前には一心講が行われていた。「イッシンンコウハン」と呼
ばれる世話役が各村に2,3名お り、農家の大きな家が当番制で務めていたようだ。一心講
は、春と秋の彼岸前後に行われ、各村のイッシンコウハンの家で数珠 くりを行つていた。

イッシンコウハンが先導して、1週間のうちに7カ村以上 (白 島・坊島・平尾など)を回り、
この時期は各村で出店が並ぶほど盛大であった

秋祭 り lo月 14日 に為那都比古神社で行われている。戦前は、小学校も休みになり、5,

6年生が学校の先生の引率で参拝に行き、翌日は小学校の運動会と決まつていた。戦中か
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ら戦後 までは「相撲大会」が青年団主催で行われていた。境内には土俵も設置されていた

らしい。相撲大会がなくなった後は4年間ほど「演芸大会」が行われた。初年は青年団に

よる素人芝居が行われ、大変評判が良かつたので、本職の役者を招いてするようになった。

初めのうちはよく儲かつたらしい。今は祭の娯楽も「福引」になつてしまつた。

昔は11月 に入つてから稲刈 りを行つたので、10月 は祭の準備に専念することができた。

現在は10月 に稲刈 りを行うので、祭にまで手が回らなくなつたようだ。戦後 しばらくは白

島青年団が中心となり、祭の準備が行われていたが、青年団がなくなつてからは、氏子総

代が旧萱野十力村 (坊島は東西に分かれる)か ら1名 ずつ出され計11名 。更に旧萱野十カ

村を南北に分けて責任役を北萱野 (別称 :北垣内)か ら1名、南萱野 (南垣内、芝のあた

り)か ら1名 ずつ選出し、計13名 が中心となつて祭の準備が進められている。

各家は言うまでもなく、祭が近づくと各村の中心地には鳥居 (木製)に御神燈 (5つ )

を取 り付けた「鳥居提灯」が建てられた。祭の当日には赤飯が作られ、嫁入 りした娘など

もこの日には帰つてくるので、家の鶏を使い、夕飯にすき焼きなどのご馳走をして楽しん

だ。

御興は、合祀されてからも出ていたらしいが、喧嘩があつてからは取 りやめになつたそ

うで、御輿が出たのを記憶 している人はいない。太鼓御興も一緒に出ていたらしいが、現

在は白島から為那都比古神社の辺 りに、「太鼓道」という名の道が残つているのみである。

亥 の子  11月 最初の亥の日に行われた。亥の子に使用する道具 (「 イノコ」)は、細い木

を芯にして藁を束ねて縄で巻いたものを各自が作つた。また、棒の先には藁を輪にしたも

のが持ち手として付けられている。

当日は夕方に集まり、5,6名 (小学3～6年生)がグループを組んで、新婚の家や子供の

誕生 した家、区長さん (現在の自治会長にあたる人)を中心に回つた。めでたい家や景気

の良い家でなければ良いがもらえないからである。

イノコを打つときに唱える言葉は、

「亥の子 亥の子 亥の子の晩に 花嫁さんもろた― ひとつ祝いましよう

ポッベンポーン !」

「亥の子 亥の子 亥の子の晩に 大雨降つて 船を浮かべて 船頭さんのせて

OOさ んが舵をとる !」

など、家の状況によっていろいろ変えたらしいが、必ずめでたい言葉を言わなければな

らなかつたようだ。

姫撻仕度や、農作業に使用した走叩きはこの頃に行われた。

十夜  11月 の中旬に阿弥陀寺でオツトメが行われており、この日には小豆御飯 (ま たは、

五目御飯)とのつぺい (野菜の煮物)を食する。

誓文払い  女性は12月 1日 に、池田で行われている誓文市に出かけて衣類などを買つて

いたようだ。

冬至  各家では中風に効くということで、南瓜の煮たものを食べた。また、風邪の予防

のため、風呂に柚を浮かべて入る。

κ
υ



3.そ の他の民俗

(1)講

庚 申講  農業の神を敬い、牛の無病息災を願う日と認識している。毎月、庚申の日に当

番の家に集まっていたが、現在は1月 だけになった。当日は、当番の家で夕方から夜中ま
で農業の話をして過ごす。当番家の床の間には掛け軸が祀られ、その前にお神酒が供えら
れる。四天王寺の庚申堂に参 り、三猿の御札を購入して、母屋に貼つている家もあった。
・行者講・・・・年に1度「行者参 り」といって大峰山に登る。行者参 りは以前、青年団
で行くことが多かった。(そ の際、洞川で一泊したそうだが、遊郭などもあって賑わつて
いたようだ)

当番家の床の間には役行者の掛け軸が祀られ、お経が上げられる。なお、お経は口頭伝
承であつたが、最近書物に残された。

愛宕 (講 ) 講という認識は特にないようであるが、毎日当番制でマンドロ山にある

愛宕さんの灯篭の火を付けに上がる。愛宕 (京都)参 りといって年に1度参つている。白
島で農業を営んでいた人は皆この役目を担い、盆に行われるマンドロが愛宕さんの行事の

中で一番盛大なものと認識されている。

伊勢講  以前は年に2度オツトメをしていたが、現在は11月 20日前後 (アキヤスミ)の 1

日だけ行われている。5,6軒ずつでグループを組み (合計4組 )、 各組が別れて当番制で宿
を提供するが、当番になった家は、床の間に伊勢講の掛け軸をかけ、その前に鏡餅と鯛を

供えて、おひかりを上げ、その後、皆で飲食を共にする。

昔は、講員の人が代参者のために積み立てをおこなっていた。青年団が伊勢講員の代わ

りに代参に行つていたという時期もあり、代参に行かない団員も今宮まで行つてノボリを

立て、送り迎えをするために、団長の家に1週間泊まつて代参者の帰 りを待ち続けた。帰

宅後、各青年団員は自分の組の伊勢講へ帰宅の報告に上がり、その証拠として伊勢音頭を

踊らなければならなかつたそうだ。

なお、以前は組ごとに伊勢講の田畑を所有し (『摂津国豊島郡白嶋村差出明細票』 。文

政7年より)、 こうした「伊勢講田」を貸出することで講の資金を得ていた。

観音講  女性のみ。浄土・浄土真宗関係なく、入ることができる。

吉水講  浄土宗の女性のみ。施餓鬼会や地蔵盆のときに御詠歌をあげる。

一心講  白島は「西組一心講」に入つていたが、西組一心講は春・秋の彼岸に大きな行

事を行つていた。また、自島だけの一心講は毎月1度、夜に集まり、数珠繰 りを行つてい

た。戦後しばらくはあつたが、世話をする人が亡くなつたので白島ではなくなった。

尼講  「ゴジュウ」を受けて戒名を貰つた女性が、老後になると入れる講。彼岸の後に1
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日集まるが、重要な役割としては、葬式の「野辺送り」の際、自装束を着て御詠歌を詠う

ということである。

水神講  大正13年の大早魃を起源とする。世

話役が自島・石丸合わせて9名 。毎年元旦 (元

旦祭)と 8月 21日 (水神祭)に水神社で祭 りを

する。元旦には注連縄を新しく作 り変え、8月

21日 の大祭では、護摩焚きをした後、参詣し

た人におにぎりを配つていた。

薬師講  薬師寺の講。毎月8日 に集まる。講

員は、萱野十力村のうち8カ村で、合わせて10

軒。

太鼓念仏講  太鼓念仏講は、 ドウギョウを

同じくする者で組織されている。本来、本家9

軒で構成されていたが、最近、10軒 となつた。

写真48 青冒ネ申さんのお祭り

現在は経の内容や打ち方を全て書物にまとめているが、昔は完全に口頭伝承であつたた

め、太鼓念仏講の起源などを知ることはできない。ただ、太鼓念仏講がもつ最も古い資料

で「万延元年庚申七月」と記された撞木が残つているため、少なくとも万延元年 (1860)に
は発足されていたようだ。

念仏を唱える際に使われる道具は、太鼓 (2丁 )と鉦 (8丁 )で、「導師」と呼ばれる者

の先導により、「ツンツラツンツンー・」などと唱える声に合わせて太鼓と鉦を打つ。(太

鼓念仏講の譜面 )

写真49 撞木 (高延元庚申七月 )
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太鼓念仏

(上の句 )

(下の旬 )

導師 至心帰命阿弥陀佛 南無阿弥ダンガ

南無阿弥ダンガ 南無阿弥ダンガ ヒッッンツン

ツンツラツン ツンツラツン ツーン ツーン

ヒ ッツ ン ツンツン  ヒ ッッンツ ン

ツンツラ ツン  ツンツラ ツン  ツー ン  ツー ン

ヒ ツツン  ツンツン  ヒ ッッ ンツン

ツ ンツラ ッン  ツンツラ ッ ン  ツー ン  ツー ン  ヒ

ツン ッ ッン ッ ツッッッツツ

ツン ッ ツン ッ ー ッ ニ ッ 三 ツ  ッン ッ ー ッ ニ ッ 三 ツ

ツン ッ ー ッ ッ ン ッ ー ッ  ッン ッ ー ッ  ッッ ン ッ

ツツン ッ ヒ ッッ ンツン  ツッン  ツン  ヒッ

ヒツン  ツンツン  ツツン  ツン  ツンツン  ツツッッッッ

ツツツツツツツ

ツン ッ ツン ッ ー ッ ニ ッ 三 ツ  ッン ッ ー ッ ニ ッ 三 ツ

ツン ッ ー ッ  ッン ッ ー ッ  ッン ッ

ツル ン ツル ン  ツンツン  ツル ン  ツル ン  ツ ンツン

ツツ ン ツ ン ツンツン

ツツツツツツ  ッッ ッッツツツ

ツン ッ ツン ッ ー ツ ニ ッ 三 ッ  ッン ッ ー ッ ニ ッ 三 ツ

ツン ッ ー ツ  ッン ッ ー ッ  ッ ン ッ ツ ンツ ン ツンツ

七 ツン  ツ ン ッ ツ ンツン ツンヤ  ツ ンツ ン ツンツ ン

ツツツツツツツ  ッッッッッッッ ッッッッッッッ

ツン  ツツン  ツン  ツツッッッツツ  ッン

導師 阿弥陀佛

南無阿弥陀佛

南無阿弥陀佛

南無阿弥陀佛

南無阿弥陀佛

南無阿弥陀佛

導師 十方三世の諸佛はなあ

功徳のいわれを尋ぬれば 唯この弥陀の名号は
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六字の中に納まれる

七重宝樹に咲 く花は

時に変わらぬ色なれど

導師 阿弥陀佛

南無阿弥陀佛

南無阿弥陀佛

南無阿弥陀佛

散れども更に着きせられ

春とも秋とも言いがたし

南無阿弥陀佛

南無阿弥陀佛

導師 唐木先祖のお地蔵はなあ

西の川原で大悟 して 安楽国

導師 西を遥かに眺むればなあ

四方に雲がたなびきて 安楽国

念仏一会

一同 願似此功徳平等施一切同菱菩提心

往生安楽国

毎月1軒、講員の先祖の命日に順番で家をまわつて奉納 している。また、講員の家族が

亡 くなったときは、その通夜の席でも奉納することになつている。

最大の行事は、盆の期間中 (平成12年度は8月 14日 )に行われる奉納であり、肩に和袈

裟をかけ、朝8時に自島石丸共同墓地に集合する。まず、墓地内の会所にある西向き阿弥

陀坐像前で念仏を唱え、その後、夫々の講員の家10軒を、道な りで順番に回つていく。席

順は、導師が仏壇の正面、その後ろに鉦が座 り、最後尾に太鼓が立つということになつて

いる。導師は熟練の者が務めるが、その他の楽器は誰が何をしても良いことになつている。

夫々の家で約30分間体みなく念仏と、それに続いて「 日用勤行」が唱えられ、最後の10軒

目を回り終えるとちようど昼飯時となる。輪番制で1名 ずつ当番 (「ヤ ド」)を務め、当番

にあたつた者は終了後、家に招いて茶菓子などを出すが、以前は「泥鮎にゅうめん」を当

番が昼に振舞い、酒宴を開いたという。現在、講の積立金などはない。なお、太鼓念仏は

大阪府の無形民俗文化財に指定されている。

神 明講  戦前は16軒あつたが、現在は約8軒に減少した。年に1度・2月 16日 に当番家

(輪番制)の床の間に天照大神の掛け軸をかけておひか りを上げ、講員を集めて共食をす

る。供え物は伊勢講と似ている。現在も講所有の田畑があ り、以前は積み立てをして旅行

に行つていた。
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妙 見講  現在は存在 しないが、ある家の先代が組織 していた講で、屋敷内に祠を設けて

月に1度講員を集めていた。「寒施行」が最も大きな行事であり、太鼓をたたき、油揚げの

おむすびを参拝者に配布していた。

ドウギ ョウ  ドウギョゥは浄土宗と浄土真宗で分かれている。式の全作業は ドウギョ

ウ単位で手伝つていたので、「 ドウギョウは大切にしなければならない」といわれている。

特に、浄土宗では「ゼン送 り」と呼ばれる野辺送 りの際に、尼講が経を唱えて見送 りをし

ているが、五仏 (僧 を五人呼ぶこと)以上のときに勤める「警固引き」が持つ竹の作成、

村中に知 らせる「寄せの鐘」を打つこと、火葬の準備や火の管理などもドウギョウが行つ

ていた。なお、「警固引き」などの役を務める者は祥を着用 していた。戦前、遺体は白島

石丸共同墓地で焼いてお り、火葬場ができたので戦後は火葬場で焼 くようになっていたが、

それ以後も墓地で焼 く家が多かった。

暮 ら しの中の池   白島で今でも語 り継がれている出来事として、大正13年の大早魃が

ある。千束シバを焚 くなどの雨乞いは最近までよく行われていたが、その年の早魃は近畿

地方全体の池を渇水に追い込むほど長期に渡るものであった。そのため、人々の力だけで

は手に負えず、四国から祈祷師を招いて、村人総出で雨乞いを行い、翌日の8月 21日 に雨

を降らせたという。以来、毎年8月 21日 前後には水神社で水神祭が行われることになって

いる。また、集落内に点在する竹薮は、洪水に備えたものであ り、昭和10年頃にも大雨に

より五藤池が決壊 し、家や住民が流されるなど大きな被害を起こしたこともあつた。

自島の人々が特に池を重要視 していたことは、他の地域ではメンギョを山で行つていた

のに対し、自島は五藤池のほとりで行つていたことからもわかる。

※ 池の由来

五藤池 (五島池)・ 薩摩池・新薩摩池の順に作 られた。五藤池は豊臣秀吉の時代に、新

田開発に伴い作 られたといわれてお り、名称の中に含まれる「籐」は、籐吉郎の一字をと

つていると伝えられている。薩摩池は、萱野郷が薩摩・島津氏の知行地であった頃に作ら

れたといわれているので、薩摩池と名付けられた。

新薩摩池の原型である奥薩摩池と中薩摩池は、文政年間、印藤佐衛門氏の所有する池で

あり、佐衛門は現 。永寿園周辺一帯にあった自分の田に弓1水 していたが、死後、2つ の池

は1つ にされて新薩摩池が誕生し、東西坊島と芝の溜池となった。天保12年の記録 (『 自島

石丸共有文書』)に は既に新薩摩池の名が見える。
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第 6節 西宿地区

1.地区の概観

概要  西宿地区は、旧萱野郷十力村のう

ちの一つであり、国道171号線の南側を東

西に走る旧西国街道と、それに交差する

北の自島地区へ通 じる道を中心に古 くか

らの家が立ち並ぶ。ムラができたごく初

期の頃は、街道沿いに3～4軒あるだけだ

つたという。西国街道沿いには、元禄時

代には既にあったという北向き地蔵や、

「宿屋」「お茶屋」などと呼ばれた家があ

り、参勤交代の大名の供をする侍たちが

休んだ家であつた。大名の宿であつた茨

木市の椿の本陣の西にあるので、「西宿

(に しじゅく)」 といったという。

江戸時代、宿屋で休んだ侍が馬をつな

いだといわれる場所は、かつてカスガと

呼ばれ、常会や青年団主催の紙芝居など

が行われた、地区の中心的な場所であり、

地区の会館も以前はそこにあった。現在

は児童遊園となつてお り、サイマツと愛

宕の祠がある。西国街道と交差 して北の

自島地区へ通じる道は、西国街道より南

に伸びて集落を抜け、そこから墓道と呼

ばれて田畑の間を進み、ヤマの斜画の墓

へと続 く。斜面のすぐ下のあたりの田を

「ハカノシタ」と呼んだ。

現在の船場は、昭和47年の開発までは、

多くの日畑や池があり、マンドロやメン

ギョをした西宿地区のムラヤマであつた。

萱野地区のヤマとの境界はあいまいで、

ミナミヤマや天神山、マンドロヤマなど

と呼ばれていた。北の勝尾寺のある山は、

ムラヤマと呼びシキビ等をとりにいって

はいるものの、正式な西宿地区のヤマで

はない。

自治会 (垣内・組 ) 垣内という言葉は通用しない。

本家のことを「オクンジヨ」ということもあつたらしい。

行われたが、昔から殆ど数に異動はないという。

写真51 西宿遠景

図17 西宿旧字名

ただ、西宿地区の北部にある

村株は19株であり、分家なども
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地区内は171号線以北の地域は白島地区へ通 じる道で東西に分かれ、171号線以南の地

域は西国街道によって南北に区分されて、合計4組の隣組がある。回覧版を回したり、葬

式の手伝いをしたり、1年ずつ当番で地蔵盆と秋祭 りの提灯を立てる。当番は、8月 の地蔵
盆が済んでから、次の組に交代する。

西宿地区の自治会には西宿地区に住む住民全てが入つているが、実際に活動に携わって
いる人は家を地区内に持っている人だけである。「西宿」といった場合は二十数軒の家だ
けをさし、西宿の会館は自治会の持ち物ではなく、これらの昔から住んでいる人たちのも
のであるという。

水利 171号線以北の田は白島地区の五藤池の灌漑領域にある。白島地区から流れてきた
水は、西宿地区を潤した後、萱野地区へと流れていく。171号線以南は西宿地区内にある

竹狭間池と、今宮地区から流れてくる「シンケ (新池)」

と「31名の個人池 (沼田池)」 で灌漑をしている。田の

持ち主は、池ごとにある水利組合にそれぞれ属するた

め、自分の田が二つの池から水を引いているような場

合、一人で二つの水利組合に属することになる。木戸

ケ池は、西宿地区の中にあるが、萱野地区の田の灌漑

をしている。

かつてミナミヤマが存在した頃はヤマに多くの池が

あり、ヤマの田畑を潤していた。

寺社  宗派は浄土宗が多く、ついで浄土真宗が多い。

浄土宗の檀那寺は阿弥陀寺が殆どだが、浄国寺の檀家

もある。村の中には寺がない。為那都比古神社に統合

される前までは、竹狭間池の付近にこの地区の神社が

あつた。『角川日本地名大辞典』によると春日神社とい

つたらしいが、昭和初期には最早その名を呼ばれなく

なっていた。

図18 西宿集落周辺

2.年 中行事

(1)正 月の準備

12月 20日 を過ぎた頃から正月の準備を意識し始めるが、特に改まつた呼び名はない。実

際に作業を始めるのは大体25日 を過ぎてからが多い。

F日松  今は、殆どの家ではたてられていないが、船場の開発前のヤマがある頃は、小さ

な松や竹や梅をそこでとってきて、紙で巻き、水引でくくつたりして門口につけた。門口

にヤマでとってきたさら上を盛り、その上に松を立てる家もあつた。現在ある家では、門

松の代わりに、嫁が近所の竹狭間池の竹林で青竹を切り、シュロの縄で縛つて門柱に捲い

ている。
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注連飾 り 31日 に玄関に一つだけ飾る家が多いが、自動車にもつけるという家もある。

今は、地域のコミュニ>ィ センターで作つて配つたものか、買つてきたものが主流である。

地区の総代が、為那都比古神社に奉納 しに行 く。

ウラジロなどの山草は、北のムラヤマにとりにいく。注連縄作 りは、家の主人の仕事で

あるとする家と、嫁の仕事であるという家がある。

ある家では、本来は嫁の仕事であるが、嫁に渡さずに自分が今でも音同様に作つている

といい、それによると、11月 の稲刈 りが終わつてすぐにモチワラで5～ 6個つくり、自分の

家用に一つだけ残 して、近所や嫁の実家、息子の養子先に配つている。嫁の実家へは、農

家にとって大事な労働力たる嫁を育てて くれた事を感謝 して、自分の家の分と同じくらい

の大きさのものを12月 20日 頃までに作つて持たせている。12月 25日頃、ウラジロと榊を

とりに勝尾寺の手前のムラヤマまで、仲のよいもの同士で山歩きをする。坊島や他の地区

からもそのあたリヘ採 りにくる。自分は山の神におむすびを一つ供えてから採るが、供え

ない人もいるという。

鏡餅  餅つきは、29日 は「苦がつ く」といつて忌み、28日 か30日 につ く。機械を導入 し

てからは、嫁だけの仕事となっている家が多いが、それ以前は、嫁の仕事という家と、家

の主人の仕事という家がある。浄土宗、浄上真宗とも檀那寺と為那都比古神社、もしくは

檀那寺のみに大きな二段の鏡餅を持つていく家が多い。近年では餅の代わ りに米やお金を

持つていく家もある。ある家では、直径25cmほ どの盆に一杯の大きさの鏡餅を作つて載

せ、ウラジロと橙をつけて持つていく。

多 くの家では、三方に三段重ねの鏡餅を載せ床の間、もしくは神棚や台所に飾る。荒神

さん (ヘ ッツイサン)・ 三宝荒神に供えるという意識が強い。蜜柑、昆布、串柿、ウラジ

ロ等をつけ、ある家では「供え物は端数がよい」といつて、これら四つの飾 りと餅とで合

計五つのお供え物からなる鏡餅を供える。

ある家では、二段重ねの鏡餅を三方に載せて2ケ所ある床の間に飾 り、それとは別に三

段重ねの鏡餅をヘッツイサン (荒神 )に供える。仏壇と神棚、井戸にも鏡餅が飾 られる。

トイレに飾るという家や、かつて蔵に飾つていたという家もある。神棚と仏壇には小餅を

2個供えるだけの家もあれば、小さな二段重ねの餅の上に蜜柑を載せて飾る家もある。ま

た、仏壇に一番大きい鏡餅を供えるという家もある。

ある家では、墓とかつて家の敷地内に祀つていた祠に、児童遊園に場所を移 した現在も

30日 に供え、他のところへは31日 に供えるという。

大掃 除  年末を意識 し始めた頃から家の内外を片付け始める。多 くの家では、年末に丸

一日をかけた大掛か りな掃除は行わない。29日 頃から始める、という家もあれば、31日 に

竹需ですす払いをしていた、という家もある。「 1ま きだしごとはよくない」といつて、1月

1日 に需で掃除をしたりお金を使う事を控えていた、という家もある。

昭和30年代頃までは、8月 のお盆前に十力村同じ日に虫干しをし、市の人が見回 りに来

ていた。

大晦 日の晩  年越 しそばと称 してそばを食べるが、あまり強いこだわ りはなく、うど

んと両方用意しているという家や、とにか く麺類を食べる、という家が多かった。昔から

年越 しそばを食べていたという家もあつた。その他に特に決まつて食べるものはなく、お
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煮しめの残 りを食べる家がある程度である。

(2)正 月行事

若水  1月 1日 、その年初めて井戸から汲む水のことで、昭和の初期頃までは「若水」と

して意識されたらしい。井戸がある時期は、若水を雑煮や神仏に供えるのに使つていた。

ある家では、「初水 (ハ ツミズ)」 ともいつて、「若水をよそに先に汲まれるのはよくな
い」といって、嫁が早起 きして汲まねばならなかった。また、その家では「水の思はおく
れない」といい、水を汲む前は普段から手を合わせて拝んでいた。

雑煮  多くの家では、1月 1～ 3日 の三カ日同じ味付けの雑煮を食べるが、元旦だけ食べ

る家や、三カ日同じ雑煮を一番雑煮、二番雑煮、三番雑煮といつて食べる家、フクアカシ

といつて3日 目をすまし汁で食べる家、1日 と3日 に味噌味の雑煮を、2日 にすましの雑煮を

食べるという家もある。元日に神仏に供える家もある。

餅は丸餅で、音はどこも自家製の味噌で味付けをしていたが、近年では白味噌を買つて

きて使う家が多い。具については、「丸く切るのがよい」「餅を入れて7種類になるように

している」と意識している家もあつた。クワイもしくは小芋、牛芳、人参、大根、あげ、
豆腐か竹輪をいれる家が殆どである。豆腐は焼き豆腐を入れる家もあり、牛芳の代わりに

ネギを入れるという家や、クワイ、小芋、牛芳、人参、と餅で作る、という家もあつた。

また、3日 目にすまし汁で食べるといった家では、餅、揚げ、水菜で雑煮が作られる。

殆どの家では、昔から雑煮作 りは嫁の仕事として認識されていたが、古 くは一家の主が

作つていたという家もある。

燃料には特にこだわっていなかったが、ある家ではウラジロとは別の日に北のムラヤマ

で取つてきた柴で火を焚いた。また、豆殻の木はよく燃えるので、普段から焚きつけると

きに使つていたという家もあった。

初言旨 浄土宗では、1日 に檀那寺と為那都比古神社に参る。浄土真宗の家は檀那寺へは行

かず、神社だけに参る。為那都比古神社へ宵参 りをする家もある。大体の家では、朝、先

に神社へ参つてから寺へ参るが、寺で早朝の修正会のオツトメを済ませてから神社へ参る

という家もあつた。その後、墓へ行 く家や会館へ行 くという家もあった。昔は会館でなく

区長の家に新年の挨拶にいっていた。また、中山の清荒神に2日 に行 くという家や、8日 ま

で (子どもが学校の休みのうち)に参る家もあった。

お年玉  もらつた覚えがないという人もいたが、もらつた記憶のある人はお金でもらっ

ていた。ボールや玩具など物でもらう事もあつた。昔は金銭的にゆとりのある家以外では

行われていなかったらしい。

ハツシゴ ト オレイマイリといって、嫁が1日 に各田を少し鍬で掘つてごまめを2～3匹

ずつ埋めていたという家や、ハツシゴトといって、家の主人が2日 に鍬で形だけ耕してい

た家があつた。昭和初期までは個人的にある程度行われていたらしい。
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フクアカ シ  言葉自体聞いたことのない家もあつたが、1月 3日 に食べるすましのお雑

煮のことをフクアカシという家と、1月 4日 に行う鏡開きのことをいう家、1月 4日 に餅と菜

をいれた粥を食べることをいう家がそれぞれ1軒ずつあつた。

正月七 日  多くの家では、1月 7日 のことをナナクサといって水菜と粥と餅を入れて作

る七草粥を食べる。ある家では、セリ、ハコベ、ホトケノザ、スズナ (カ ブラ)、 スズシ

ロ、餅をいれて「ナナイロ (7種類)の具」で食べる。神仏に供える家もある。

鏡開き  3日に下げる家、4日 に下げる家、15日 に下げる家とあり、時期はまちまちであ

る。

開いた後の始末は、切つて餅箱に入れて保存する、寒の水につけて水餅にする、焼 く、

干す、おかきやあられにして食べるなど色々である。

「寒の水に餅をつけるとカビが生えにくい」という言い伝えを聞いている人もいた。鏡

餅とは別に、三カ日の間におかきを作るという家もあつた。

トン ド  トンドという言葉自体は殆ど使用されないが、注連縄など正月の飾 り物は1月

15日 に外す。多くの家では、個人で畑等で燃やしていた。今は塩で清めてからゴミとして

出している家もある。また、青年団主催で毎年同じ田を借 りて、正月に使つた飾 りものや

箸や書初めを燃やしていたという家もあつた。ある家では、「稲の厄除けになる」といつ

て終わつた後の灰を持つて竹にはさみ、自分の田に刺していた。また、「無病息災になる」

といつて餅をその火で焼いて食べることもあつた。

1月 15日 の朝には餅の入つた小豆粥を作 り、神仏に供えたり、食べたりする家が多い。

この小豆粥を食べる事で、正月をしめくくるという意識がある。

ヤブイ リ 1月 16日 から数日間嫁が子を連れて里帰 りをする。土産に菓子などを持たせ

る。今でもしている家もあるらしい。ある家では、仏壇に供えていたお菓子等を姑が下げ

てきて、「 ミアカシ」といつて生産にもたせてくれた。

(3)春 か ら夏の行事

節分  2月 3日 のことをトシコシと呼び、音は畑でとれた豆を炒つて、「鬼は外、福は内」

の掛け声とともに皆で豆撤きをした。豆は焙烙で嫁が炒るか、網で妙つた。豆は豆撒きに

使うほか、神仏に供えたり、数え年の数だけ食べた。多くの家では鰯を焼いて食べ、その

後の鰯の頭をヒイラギに刺して玄関と勝手口に差した。鰯を食べるだけで飾らない家もあ

る。そのほか、昔からの慣わしとして、麦御飯を食べる家や、神社の張 り紙に書いてある

その年の恵方を向いて細まきの寿司を黙つて食べる家もある。

ある家では、「保存がよくなる」というてこの頃、寒の水に餅をつけて干していた。

寒施行  稲荷行事の一つで、昭和10年頃から40年頃まで、村の信心家が、個人でお金を

出して祈祷師を呼んでカンセンギヨを大寒の日に行つていた。最近は祈祷師を出来る人が

いないので行つていない。祈祷師に神が乗 り移ると、50～ 60歳 くらいの年配の人が元気に
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走 り回 り、村の内外の地蔵や祠の前で立ち止まって、そこに餅と油揚げを置 くように言う。
場所によって数は決まってお り、どんな祈祷師が来ても告げる内容は変わらず、毎年同じ
場所に同じ数だけ供えていた。お供えした餅を食べると厄除けになるといい、子どもが祈
祷師の後をついて走つたが、神が憑いているときの祈祷師は足が速 く、幅2mほどの川を
飛び越えたりして、11～12歳の男の子がついていくのがやっとであった。祈祷師を呼んで
いた家では、近所の子どもに甘酒とぜんざいの接待をしてお り、子どもの祭 りのような日
であつた。

また、神が憑いているとき間にしゃべった事を祈祷師は覚えていないらしい。竹狭間池
の西側に、伏見の稲荷神社に名前がある「豆八大神 (マ メハチダユウ)」 とぃう神がいる
事を祈祷師に教えてもらってから、数年前に身内で不幸が出るまで毎月伏見に信心家がお
参 りにいっていた。

節句 (3月 ) 3月 3日 の雛祭 りには、ちらし寿司などの混ぜごはんや、蓬団子 (あん
こをつける)、 菱餅 (紅 白)、 白酒 (年によってある時とない時があるが、甘酒で作る)が
用意される。

雛飾 りは、2月 中旬～3月 3日 まで出している家と、2月 中旬～3月末まで出している家が
あり、あまり遅くまで出していると縁が遠くなるといい、4月 になる前にはしまう。飾 り
は、人形の方が一般的だが、昔は掛け軸を出して飾つていた家もある。ある家では、毎年
掛け軸の布を架け替えていた。これはある程度金銭的にゆとりのある家での行事らしい。

彼岸  3月 21日、墓参 りをする。浄土宗の家では檀那寺の彼岸法要のオツトメヘいく。

金一封を用意する家もある。多くの家では、蓬団子やあんこのついた彼岸団子やオハギを
用意する。それを仏壇に供える家もある。また、うどんやそばを用意する家やちらし寿司
を用意する家もある。

釈迦の誕生日  4月 8日 に、子供を対象とした行事として、阿弥陀寺の甘茶接待がある。

メンギ ョ 4月 14日 か15日 の為那都比古神社の春祭 りに行つたという家と、4月 18日 に

行つたという家があった。学校が半日休みになり、巻き寿司などのごちそうをお重につめ
て子供同士や家族連れで現在船場になっているヤマの畑へ遊びに行つた。上筆をとったり、
青竹を曲げてそりですべったりして遊んだ。餅で呼ばれたりもした。

牛回 し 大正から昭和初期頃までは、5月 中旬に行われていたらしい。船場の開発前、

ヤマの畑へ行く道が三股に分かれているところに大きな松が生えていて南向きの地蔵があ
つたが、そこへ大人の男性が牛を連れて行き、爪を切 り、「ワラグツ」や「ゾウリ」と呼
ばれる藁で編んだ履物を履かせる。これの鼻緒には、左縄が使われた。行事がなくなった

後の牛の爪切りは家でされていたらしい。行事そのものがなくなった後も、その場所の名
をさすのに「牛回し」という言葉が使われていた。

節句 (5月 ) 多くの家では、5月 5日 に菖蒲湯に入り、粽や団子 (蓬 と白、あんこつ

き)、 ちらし寿司を用意し、嫁の実家から貰つた鯉のぼりをたてる。婿入 りした家では、
婿の実家から鯉のぼりを持つてきていた。五月人形の掛け軸を飾つたり、4月 中旬～5月 い
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っぱい、五月人形を飾る家もあった。人形は、あまり遅 くまで出していると縁が遠 くなる

といつて5月 中にしまつた。またある家では、菖蒲を屋根の上にあげていた。

サナプ リ 6月 下旬、田植えが終わつた後の休みをいう。サナブリというよりもアキヤ

スミという方が一般的である。伊勢講をしていた家もあり、家で骨休めをするという家や、

オハギを作つて食べるという家もあつた。昔はボタモチを作 り、田植えを手伝つてもらっ

た家に御礼として配つていたらしい。親戚など近い関係の家の場合はボタモチでよく、お

金を払つてきてもらっている家には、サナブリのときに渡しに行つていたという。

ハゲシヨウ  特にする事はないが、遅くとも、この日までに田植えが済んでいないと

いけなかったらしい。

瀧安寺の護摩焚 き  7月 7日 、お参りに行つた家では、灰を持ち帰 り、紙や笹の葉に包

んで竹に挟み、田に突き刺す。

(4)盆 行事

墓掃除  七日盆といって昔は8月 7日 にしていたが、現在は8月 の第一日曜日に墓地委員

会の世話でする。早朝に行われる。

施餓鬼  浄土宗の家では、新仏が出たとき、檀那寺で行われるものに参加する。8月 1日

に阿弥陀寺で、8月 5日 に浄国寺で行われる。

先祖迎 え  多くの家は8月 13日 の昼過ぎか

ら夕方に墓へ迎えに行 くが、朝に行 く場合も

ある。1人か2人で迎えに行 く家もあれば、先

祖霊の「数が多いから」といって家族で列な

つてお墓へ迎えに行 く家もある。先祖霊をお

ぶつて帰つてくるという家や、連れて帰ると

き振 り返ると霊が帰つてしまうので、前を向

いて家へ帰るという家があつた。もし振 り返

つてしまつた場合は、もう一度お墓まで戻ら

ないといけない。ある家では、お墓で火をつ

けた線香の煙にのって帰るという。迎えに行

く前に、門口でオガラで迎え火を焚いたり、
写真52 施餓鬼供養 (浄国寺 )

提灯をつけたりする家もある。迎え火は、毎年焚く家と新仏が出た年のみ焚 く家がある。

棚行  棚行という言葉は聞かれないが、14日 に檀那寺の住職が各家を回り、仏壇の前に

設けられた棚の前で経をあげる。多くの家では、先祖霊が家にいる間は墓へは行かないが、

ある家では、経をあげてもらつた後、墓参 りをする。
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供 え物  多くの家では、仏壇の前に机をおいて白い布をかけて棚を設け、その上に供え

物を載せる。机は毎年同じものが用いられる。白い布をかけない家や、仏壇の一番手前の

部分にも白い紙を敷く家もある。

写真53 無縁仏のお供え

ある家では、8月 10日 にシキビをとりに

ムラヤマヘ行 く。浄土真宗のある家では、

普段は一つしか供えない仏花を盆と法事の

ときだけは二つ供える。また、盆のときに

限らず、「仏の花は盗んでもたてるものだ」

といわれた事のある人もいた。

主な供え物は、「海のもの山のもの」「新

しくとれたもの」といって野菜や果物、お

菓子などであり、それらの下には蓮の葉か、

代用として小芋の葉を敷 く。盆の上に蓮の

葉を敷いてから供物を供える家もある。大

体は、スイカやメロンやブドウや茄子、ジ

ユウハチササゲ、モモ、リンゴ、 ミカン、

バナナやサッマイモ、南瓜や トマ ト等で、

ある家では、盆に間に合うようにサッマイ

モを早めに植えるという。ワカメやアラメ、

昆布を供える家もある。食べ物ではないが、

提灯としてホオズキもいっしょに供えられ

る。

「餅は仏の一番のご馳走で、私の食べた

いものに何でも変わることが出来る」とい

つて、餅をついて供える家が多い。また盆の先祖霊を迎えている期間には、オチャトウは

1日 に何度あげてもよい。

先祖霊をもてなすため、三度の食事が供えられ、「ご先祖さんの数だけ」(位牌の数だけ)

食事を供え、オガラの箸をつける。大体の家では、普段使いの小皿などの中から毎年決ま
つた器を用いているが、ある家では、仏事に使う専用の器が揃つてお り、それに御飯や団

子や煮物等を入れて供える。無縁仏のための食事を仏壇の中の見えにくいところに供える

家もある。献立は家によって異なり、「肉や魚は霊が嫌がる」といって精進料理を作る家

もあれば、特に拘らずに家族と同じ物を供える家もある。ただ、先祖を送る15日 には「足

のはやいもの」を意識して腐 りやすい物を供える。毎年決まつた献立を用意する家を3軒、

具体例として次にあげる。

【A家】

13日  ―シンコの団子

15日 ター小豆御飯

【B家 】

13日 ―餅5個

ター迎え団子と小芋
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14日朝―菜のおひたし

昼―素麺

ターアラメ

15日朝→椎茸と高野豆腐とオクラの煮物

昼―シンコのひねつたもの

ター南瓜と赤飯

おやつ (10時 と3時)一蒸かしたサツマイモ

【C家】

13日 ター南瓜

14日 朝―アラメ

昼―素麺

ター高野豆腐と椎茸の煮物

15日朝―基と揚げの煮物

昼―里芋と揚げとシンコのひねったもの

ターかやく御飯や小豆御飯、カイワレ

新仏  殆どの家では、アラタナというが、

アラボンという家もあつた。浄土宗の場合、

親類中に新しく仏が出た時は、先祖霊の棚と

同じくらいの大きさの棚を並べて築き、先祖

霊同様に供物を捧げてもてなす。オガラで梯

子を作 り、床から棚にたてかける。オガラの

梯子を作るのは、嫁の仕事であるらしい。ま

た、ある家では、アラタナには簾を敷 く。30

cm程の卒塔婆を寺で貰つてきて、オガラの

棒に貼 り付けオガラの先端を茄子の台に突き

刺し、棚に飾る。茄子は丸のままか、輪切 り
写真54 新棚 (ア ラタナ )

にしたものを用いる。卒塔婆は、中山寺に貰いに行 くという家や、本来なら檀那寺で貰う

ところを、家にたくさんあるため自分で書いている、という家があつた。また住職に拝ん

でもらう順番も、先祖霊の後という家と、アラタナは客なので先祖霊より先にお経を上げ

てもらうという家があつた。

先祖送 り  多くの家では、15日 の夕方に送るが、14日 の夕方に送る家もある。今は墓

へ送つていき、弁当や花も墓へ持つていくが、昭和40年代頃までは千里川や芋川で流 して

いた。蝋燭と線香を持つていき,供物を桟俵に入れて流していた。

「足が速 くなるように」といって、シンコや南瓜などを弁当にして入れ、生産にする。

単に「シンコにのつて帰る」と言う家が多かつたが、「シンコを馬にする」と表現する家

もあった。

ある家では、玄関を出たところで、箸に使つたオガラなどを燃やし送 り火をたく。

ヤブイリ 8月 16日 は正月のときと同様、嫁が呈帰りした。
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写真55 地蔵盆の寄 り合い

盆踊 り お盆と地蔵盆の間で都合のよい日

に、祠を祀つてある児童遊園で行われた。そ

の他、区長の家の庭や、神社跡でもしていた。

曲目は、河内音頭や炭坑節などで、吉水講が

できてからは黒谷和讃等も詠われるようにな

つた。

地蔵盆  23日 、24日 の2日 間にわたって行

われる。

23日 朝6時から地区の女性が水子地蔵の供

養をする。この世話は毎年浄土宗と浄土真宗

が交代で当番する。夜に阿弥陀寺で御詠歌を

あげる。24日 、隣組のうち、当番に当たつて

いる組が、児童遊園と北向き地蔵の所に提灯

を立て、児童遊園にある愛宕の祠に新 しい札

を納める。夜になると提灯に火をいれ、男性

が集まつて莫産を敷いた上でお神酒とつまみ

を飲み食いする。同じ遊園にあるサイマッタ

ンも愛宕の祠と同様に祀る。

北向き地蔵では、念仏講の人々が、夜お参

りにきた子供に数珠繰 りをさせ、おさが りを

渡す。子供たちが帰つた後、御詠歌をあげる。

個人の家で祀られている地蔵に飾られる提灯

には子供の名が入つてお り、お参 りにきた子

供たちにおさがりを渡す。念仏講の人たちが、

北向き地蔵の後に御詠歌をあげにくる。

マ ン ド回  昭和35年位前まで青年団が主

催で、10歳前後の男子中心の行事として24

日の晩に行われていたが、 ミナミヤマがなく

なつて途絶えた。藁と竹で道具を作 り、火を

つけてから山へあがるか、もしくは山の上で

火をつけた。村へ戻つてくるのにかかった時

間は5分程度であつた。

(5)秋 か ら冬の行事

写真56 地蔵盆の数珠繰 り

写真57 地蔵盆の御詠歌をあげる

月見  旧暦の十五夜のときに行うが、できないときは新暦の十五夜にしていたという家、

十三夜にしていたという家があつた。大抵の家では団子と小芋 (里芋)と ススキを13個 ず

つ供える。12個 ずつという家もある。ある家では団子を箕の上で飾る。萩や女郎花、桔梗

等の花も飾る。三百十日、二百八日が無事すぎるようにと、豊作を祈つて供えていたらし

い。

礁
詳
一

76



昔、団子つきといつて、子供が団子を盗んで回つた。大人は咎めだてをしてはいけなか

つた。

彼岸  9月 23日 に、春と同じで、彼岸団子 (蓬 と白、あんこつき)を用意して、墓参り

を行う。浄土宗は檀那寺の彼岸法要のオツトメに行く。

十夜  阿弥陀寺でオツトメがあるが、特に何もしない。

写真58 秋祭りの提灯

秋祭 り lo月 14日 、為那都比古神社の秋

祭 りに、個人的にお参 りにいく。当番の組が

西国街道と白島地区への道に12個 の御神灯の

提灯をたてる。かつては鳥居のような大きな

提灯を辻にたてていたが、現在はたてられて

いない。また、親戚と訪ねあいをした。昔は、

神楽を囃す人々が回つてきて、天狗に扮装し

た人が家に入つてきて泣いている子がいない

か聞いて回つたらしい。

亥の子  昭和10年代までは、11月 の初め

の亥の子の日、子供たちが藁で縄を捲いて亥

の子のツチを作つて家々を回つていた。 それ程大きな行事という認識はなかつた。

ある家では、亥の子の日にオハギを作 り、竹の箕に一升枡の中皿を入れ、オハギを供え

て縁側に飾つていた。月に2回亥の子の日があるときは12個、3回のときは13個供える。

小豆の餡がないときは、詰めると同じような色になるので、ソラマメで代用していた。大

根畑の立ち入 り禁止をいわれていた家もある。

誓文払 い  12月 1日 に池田まで行つていたという家もあつたが、行く人の数は少なかつ

た。

ある家では、12月 1日 の早朝に嫁が為那都比古神社へ参 り家族の健康を祈願するという。

この道中に誰かと会つても口を利いてはならない。

冬至  「中風に効く」といつて柏湯に入る家や、南瓜を食べる家がある。

3.その他の民俗

(1)講

昔はそれぞれ講田や講の畑があつたが、開発で土地がなくなり、収入源を絶たれたため、

当番にあたったときの負担が増え、休んでいる講が多い。また隠居の家は講に入らない。

念仏講  浄土宗のオツトメで、現在12軒入つている。昭和20年代初期までは男性中心の
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講で、年長の男性が導師を勤め、三十三番の御詠唱をうたってぃた。その後女性中心の吉
水講に変わり、今にいたる。一粒直径約lcm、 長さ4～5mの数珠の入つた黒塗 りの箱を各
家でlヶ 月ずつ預か り、順番にまわしていく。月に三度、まわってきた家の仏壇の前に夜
集まり、念仏と御詠歌をあげる。子供は姑が面倒をみていて くれるが、連れて行つてもよ
い。昭和30年代は大体20人位集まっていた。同世代の女性同士で茶飲み話が出来、解放感
があつた。講費を積み立ててお り、これで本山の講費や阿弥陀寺の行事のときのお金にあ
てる。数珠も女性の講に代わつた時は壊れていたが、講のお金で直して数珠繰 りをするよ
うになった。女性による念仏講の開始と前後して、月に1度阿弥陀寺から住職がやってき
てオツトメをしてくれるようになった。会館で掛け軸を飾 り、念仏や御詠歌を習い、お説
教をしてもらう。

ツキナミ 浄土真宗のオツトメ。月一回当番の人の家に集まり経をあげる。大体は主婦
が出るが、出られない場合は男性が出て行く。

行者講  平成11年まであった。月に一度7のつく日に、その月の当番の家に集まり、掛
け軸をかけて行者の作つた和讃を唱える。男の人の講で、12軒入っていた。大峰山に登る。
行者講田がわずかに1カ所だけ残つているが、荒地になっている。西宿で残つている唯一
の講田である。

愛宕講  今も行われており、順番で各家に当番が回つてくる。毎年近所同±4家より1人

ずつ男性が代表で出て、その4人が京都の愛宕神社までいってお札を頂いてきて、地蔵盆
の日に祠に納める。戦前は地区の人々の分もお札をもらつてきて配つていた。

伊勢講  平成10年まであったが、現在は休み中である。村の中にオンゴとコウゴの2組
があり、オンゴの方が人数が少し多く、12軒あつた。オンゴは春と秋のアキヤスミに飲み
食いをしていたが、コウゴは秋だけであった。代参者が伊勢のお参りから帰つて来てくる
のを迎えに行き、当番の家が鶏をつぶすなどしてもてなす。昔はすきやきと白御飯、漬物
と丁稚羊羹と蜜柑で済ましていたが、近年贅沢になってお膳をとったりするようになって、
トウヤの負担が増えた。

春 日講 春日大社の札をもらつてきていた。

サイマツ講  百姓の神で、サイマッタンと呼ばれる。村の中の家を転々とした後、現在
の児童遊園の中に祠を祀られる。ご神体は丸い石で、祠の向きは南向きである。神仏は南
向きが一番よいとされているので、南向きに安置しているのだという。年に1度秋の伊勢
講の後に提灯と幕を立て、秋刀魚や鰯等の尾頭付きの魚を供える。この世話は廻 り番で
あたった。

庚 申請  年に一度あった。 トウヤでコンニャクを炊いて出した。春日講とともに最も古
い講であるという。
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ネハン講  年に一度、寒い時分に男の人たちが寄り合つて

クを食べながら話をしたという。

一心講 柳田の一心講があつたらしい。

(2)地蔵

地蔵は、人々の心の拠 り所として、宗派を

超えて祀られている。村の中には5カ所に祀

られている。

封ヒ向き地蔵  西国街道の今宮寄りの場所に

位置する「村のお地蔵さん」で、こんもりと

茂る小さな木立の陰に地蔵を安置した祠があ

り、元禄時代には既にあったといわれる。夜

泣きを直してくれるというご利益もあるらし

い。今宮からお参 りにくる事もあつた。かつ

て、この祠の傍にあった桜の木の下で待が死

んだ事がある、という言い伝えもある。

個人の家の地蔵  為那都比古神社に統合

される前の村の神社跡に放置されていたもの

をひきとつて庭で祀つてある。まだ1体地中

に埋まつているが、祈祷師によると、「この

お地蔵さんはまだ地面の中にいたいといつて

いる」とのこと。

ハカノシタの地蔵  あちこちから集めて

きた地蔵で、全部で5体あり、芋川のほとり

に祀つてあるが、村の地蔵という意識は薄い。

地蔵盆のときも特別に祀らない。

水子地蔵  昭和50年代に地区の人々の浄財

でたてた。

木戸ケ池の地蔵

のため行方不明。

平成12年現在、工事中

(3)祠 ・塚など

現在の児童遊園には、愛宕の祠とサイマツ

トウヤで用意されたコンニャ

写真59 司し向き地蔵

写真60 庭内の地蔵さん
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写真64 児童遊園の祠

(左 :愛宕神社 右 :サ イマツの祠 )

写真65 昔の墓跡

の祠が祀られ、竜神の祠が、地蔵を祀つてある家の庭で祀られている。北向き地蔵の近 く

には背面に昭和2年3月 建立と彫 られた庚申塚が、西宿3丁 目の公園には、かつて墓のあっ

た場所である事を示す石碑が建てられている。

(4)墓

元々昔からあった墓が船場の開発計画予定地の範囲に入つたため、昭和50年、現在の位

置に移転した。地図上ではほぼ北から南への移動で、ヤマの中腹から集落寄 りに下 りてき

たため、ムラとの方位関係は変わらず、その結果、かつての墓道や「ハカノシタ」という
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場所の呼び名がそのまま用いられている。元々は土葬であつたが、移転してからは、火葬

に替わつた。移転の際には、墓石だけではなく、それまでの墓地を掘 り返して骨を集め、

新たな墓地へと移した。上葬の頃は、死者を乗せた興が4人がかりで担がれて、墓道をと

おり墓に運ばれ埋葬されていた。

(5)狐 に化かされる話

戦後に西国街道を走つていた乗合バスが道路からlmほ ど下の畑にまつすぐス トンと落

ちた。祈祷師さんに見てもらつたところ、この場所についている狐がはめたものだと言う

のでお祓いをしてもらつた。他にも、 トラックが川にまつすぐ落ちたりした。道から外れ

かけたとき、運転手がハンドルをきつて元に戻そうとしても直らなかつたという。「コン

コンさんはいたずらが好きだから」と言われていた。

また、かつて船場のヤマに畑があつた頃、野良仕事を終えた人がムラヘ帰ろうと歩いて

いたところが反対方向へどんどん歩いていつてしまつた。ムラヘ帰り着いた後、昼飯の残

りのおにぎりを持つていたため、それを欲しがつた狐にだまされたのだといわれたという。

このような場合は、握り飯を狐にあげればすぐにもとの道に戻れるものだという。

(6)生 業

多くは農業で生計をたてていたが、宿を営む家や、造り酒屋もあつた。桑畑を持ち養蚕

を行う家や、藍染めを行つていた家もある。

(7)そ の他の音の話

・かつては村全体でアマヨロコビをしていたという。

・かつては、自治会長の家で村の太鼓を預かつていた。祭りや盆踊りのときに出してき

ていたという。

・年に1度、秋頃に「伊勢の神楽」といつて神楽回しが来ていた。4～5人できて獅子舞

などの芸を見せてお金をとつていた。
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第 7節 石丸地区

1.地区の概要

概要  石丸は、旧萱野郷十力村の一つである。北部は北方の勝尾寺に連なる山地である。
南部はその山地の南麓斜面にあたり、集落をなす。地名は、元暦元年 (1184)九月日の

「摂津国垂水西牧萱野独I百姓等解」(春 日大社文書)に、「石丸名」とみえるのが初見であ
る。また、年代は降るが、慶長10年 (1605)の『摂津国絵図』にも村名がみえる。

寺社  旧集落の全18戸 のうち、13

戸が浄土真宗を信仰する。次いで4

戸が浄土宗を信仰する。浄土真宗の

うちでは、善福寺 (萱野地区)を檀

那寺とする家が10戸、残 りの3戸は

浄円寺 (萱野地区)。 帝釈寺 (粟生

外院地区)のいずれかの檀家である。

浄土宗では、4戸 すべて浄国寺 (坊

島地区)の檀家である。

石丸の内部には白島の飛び地が存

在 し、為那都比古神社の所在地がこ

れにあたる。為那都比古神社は真砂

谷池の南東に鎮座 し、祭神は為那都

比古神および為那都比売神である。

かつて、旧萱野郷では十力村の中に

15社が混在 していた。石丸の神社は

三王神社で、今でも跡地に石碑があ

る。明治40年 (19o7)に 、これら近

隣の諸社を合祀 し、現在の為那都比

古神社となった。
写真66 三王神社の石碑

2.年 中行事

(1)正 月の準備

門松 ・注連飾 り  12月 28日 ごろより、飾り物の準備を行う。飾 り物は門松と注連縄を

用意する。門松は松竹梅をあしらう。注連縄は、かつては近所の住人が集まり、皆で製作
したが、近年では売られているものを購入して済ませることが多い。石丸では浄土真宗寺
院を檀那寺に持つ家が多いため、飾 り物は簡素に済ませる事が多い。中にはまったく門松
や注連縄を飾らない家もみられる。
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鏡餅  餅つきは、12

月28日 から30日 の間に

行う。このうち、29日

イよ「九」という数字が

「音をつく」に通 じるこ

とから縁起が悪いとし

て避ける。したがつて、

実際には28日 あるいは

30日 のいずれかに餅つ

きを行うが、各家庭に

よつて異なる。

餅つきを終えた後、

鏡餅を作る。鏡餅の飾

り付けは12月 30日 に行

われる。鏡餅の飾 り付

けを31日 に行うことは、

一夜飾 りになるので験

が悪いといつて避ける。

鏡餅にはウラジロ 。干

し柿を添える。鏡餅は、

床の間・蔵・井戸・台

所の三宝荒神・仏壇・

神棚に飾る。かつては、

山や川へ行き、山の神

と川の神にも鏡餅を供

える家もみられた。 図19 石丸旧字名

大晦 日の晩  大晦日には、夕食に蕎麦と麦飯を食した。正月の雑煮をたくさん食すると

験がよいとされるため、大晦日の夕食は軽く済ませる家もある。

(2)正 月行事

若水  水道の普及に伴つて、井戸を備える家が減少したため、現在では正月に若水を汲

む行事はみられない。かつては1月 1日 の朝に家の主人が若水を汲み、その水を使つて雑煮

を作つた。家によっては1月 1日 ではなく2日 に若水を汲み、書初めに用いた。

雑煮  1月 1日 の朝には白味噌の雑煮を食する。餅は丸餅を用い、具は大根 。人参・牛

秀・油揚げ・焼き豆腐などを入れる。

2日 にはすまし汁の雑煮を食する。3日 以降の雑煮は、家によって実に多様である。味噌

味の雑煮を食すると決まつている家や、特に味付けを指定しない家もあり、中には3日 以

降には雑煮は食しない家もある。

雑煮を作る際には豆の木を燃料として用いた。「一年マメに働くように」との願望を込
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図20 石丸集落周辺

餅を加え、すまし汁で味を調え、焼き雑煮に

められている。

初詣  1月 1日 に為那都比古神社・水神白姫

大明神へ参詣する。その後、檀那寺へ行き、

住職に新年の挨拶と旧年中のお礼を述べる。

お年玉  お年玉は各家によって実にさまざ

まな形態がみられた。ある家では、家族から

はお年玉をもらわず、1月 16日 の薮入 りの日

に実家に帰つてきた人間からもらつた。商家

では、主人が使用人にお年玉を渡すというこ

とが行われた。

ハツシゴ ト 1月 2日 の朝、田へ行き、米と

塩を田の四隅に撒いて田の神を拝んだ。この

時、家によっては御神酒を供える場合もみら

れた。

正月七 日  1月 7日 には七草粥を食する。前

日に七草を集めるが、七草すべてを入手する

ことは困難であるので、実際にはナズナを摘

んでくる程度である。このため、七草粥には

水菜 。大根などありあわせの具を加える。焼

したてる場合もある。

鏡開き 鏡開きは、昔は早くとも1月 5日 に行い、他に7日 に行う家、15日 に行う家もみ

られた。5日・7日 に鏡開きを行う家は、七草粥に焼餅を入れた。15日 に鏡開きを行う家は、

餅を切り分けておかきにした。

現在では、1月 3日 に鏡開きを行う家が多い。鏡餅が硬くなってしまうのを嫌うためであ

る。ただし、このような場合でも、鏡餅を一つだけ残しておき、15日 にあらためて鏡開き

を行うという家もある。

トン ド 1月 14日 に門松・注連縄などの飾 り物をはずす。それらの飾 り物を15日 に近所

の山や為那都比古神社へ持ち寄り、焼いた。現在では飾 り物の量が少なくなつたため、各

家庭で個々に焼くことが多くなっている。

トンドの火で、鏡開きした餅を焼いて食した。飾 り物を焼いたあと、 トンドの火を各家

に持ち帰り、その火をかまどに移した。15日 には、その火で小豆粥を作つて食した。

ヤブイ リ 昭和55年 (1980)頃 までは広くみられたが、現在は少なくなつている。家

によってはヤブイリで帰つてきた者からお年玉をもらうという風習があつた。
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(3)春 から夏の行事

節分  2月 の節分の日をトシコシと呼ぶ家が多くみられる。節分の日には焙烙で大豆を炒

り、少量の豆を神棚に供えた後、豆まきを行つた。豆まきの際には「オニハソト、フクハ

ウチ」と掛け声をかける。豆まきの後、歳の数よリー粒多い量の豆を食する。

節分の日の夕食には、麦飯とイワシを食した。イワシの頭を玄関や裏口など戸口に飾る

家もみられるが、浄土真宗寺院の檀家が多いため、飾 り付けを重要視しない場合が多い。

中には、イワシは頭から尾にいたるまですべて食するので、飾るべきイワシの頭など残ら

ない、という家もある。

節句 (3月 ) 雛祭りには、雛人形を飾る。2月 20日 頃から飾 り、雛祭 り当日のうち

に片付ける。旧暦の雛祭りにあわせ、4月 3日 まで雛人形を飾る家もある。雛人形を、雛祭

り当日に片付けるのは、片づけが遅れると縁談が遅れるといわれるためである。

雛祭 りの日には、ちらし寿司・ヨモギ餅・白酒を食する。なお、石丸ではちらし寿司の

ことをバラ寿司と称することが多い。

彼岸 (春 ) 彼岸の日には墓参 り

を行う。また、おはぎを食する。人

によっては、ヨモギ餅などもち米を

使つて作 られたものを食する。

メンギ ョ 4月 15日 に野遊びに出

かけた。この行事をメンギヨと呼ぶ

が、石丸では、メンギヨという言葉

は無縁経という言葉が転訛したもの

であると伝えている。

メンギヨの時には、重箱に弁当を

入れて、近所の山や池の堤などへ行

つた。弁当には巻き寿司などを入れ

ていた。現在では形を変え、れんげ

祭が行われている。

写真67 れんげ祭

節句 (5月 ) 5月 5日 の端年の節旬には鯉のばりをたてる。また、菖蒲湯に入る。菖

蒲湯に入る際には頭に菖蒲の葉を巻いたりした。他に、菖蒲を束ね、屋根の上に投げ上げ

るということも行われた。

サナプ リ 田植えが終わつた後、2日 ほど休日をとつた。この日には、餅をついたりお

はぎを作るなどした。家によっては、この休日を利用して墓掃除を行う。

瀧安寺の護摩焚 き  7月 7日 に、瀧安寺の大護摩法要が行われる。大護摩法要が終了し

たあとの灰を紙に包んだ。それを竹棒の先にはさんで持つて帰 り、田に撒いた。または竹

r..翼督甲マ
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棒にはさんだまま田に立てた。こうすることによって稲に虫がつかず、豊作になるといい
つたえられているためである。

(4)盆 行事

墓掃除  盆行事の準備として墓掃除を行うが、特別な宗教的行事は伴わない。日時も特

定されない。家によっては、田植え終了後のサナブリのときに、体日を利用して墓掃除を

行う。

墓参 り 8月 13日 に墓参りを行う。浄土真宗寺院の檀家であるため、それぞれ自分の気

がすむように墓参りを行えばよいとする家が多い。

供 え物  浄土真宗寺院の檀家では特に定まつた供物・行事はみられない。浄土宗寺院の

檀家では、連の葉の上にスイカ・豆・サッマイモ等夏に収穫される野菜類を載せて供物と

する。

先祖送 り 浄土真宗寺院の檀家では特に定まつた行事はみられない。浄土宗寺院の檀家

では、15日 の夜、千里川に供物を流すという行事が平成元年頃まで行われた。

マン ドロ 8月 14日・15日・24日 の夕刻、まだ日が沈まないうちに、少年たちが愛宕サ

ンヘ集合する。あらかじめ竹や木で作つた松明を準備しておき、日が落ちるころから松明

に火を灯す。各々が手に松明を持ち、列を作つて山を下つた。マンドロに参加しない大人

たちが、松明が列をなして山を下つてくる様を見て楽しんだ。

(5)秋 から冬の行事

月見 (旧暦 8月 15日 ) 月見は中秋の名月、すなわち旧暦の8月 15日 に行われる。

ススキと萩を縁側に飾り、団子と小芋を供える。家によっては餅・おはぎを供える場合も

ある。この日には子供たちが各家をまわり、竹竿を使つて縁側に供えた団子・小芋を取つ

た。各家では、子供たちに供え物を取られるほうが縁起がよいとして歓迎した。

彼岸 彼岸の中日に、浄土真宗寺院において報恩講が行われる。檀家の者が集まつて住

職の講話を聞く。彼岸にはおはぎを食した。

秋祭 り lo月 14日 に、為那都比古神社の祭りが行われる。かつては神輿・芝居小屋・草

相撲・夜店などがでておりにぎわった。家によっては、屋敷の門を新築する際に、神輿が

中に入ることが可能な大きさにした。ところが、ある年の祭りの時に神輿をめぐって喧嘩

があり、以降、神興は中止されたという。

亥の子  昭和17年 (1942)頃 まで、11月 最初の亥の日に亥の子行事が行われていた。

子供たちが家々をまわり、藁を束ねたもので地面を叩いて歌を歌つた。亥の子の日にはお
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はぎを作つた。

冬至 冬至の日に南瓜を食すると、

にはゆず湯に入る。

中風に効果があるといわれている。また、冬至の日

その他の民俗

(1)講

愛宕講  かつては3月 24日 に行われていたが、現在ではなるべく当日に近い日曜日を選

んで行う。石丸の旧集落の全18軒が参加する。愛宕講に際して、当番の家が2軒、 くじ引

きによって選出される。これらの2軒のうち、1軒は京都の愛宕神社への代参の役目を果た

す。他の1軒は宿の当番と呼ばれる役目を務める。宿の当番の家は講員に集まつてもらい、

御馳走をふるまうことになつている。

伊勢講  2月 11日 に行われる。石丸の中でそれぞれ7～8戸からなる二つの組に分かれて

講を形成する。

薬師講  1月 8日 に初薬師がある。講

員は白島にある薬師寺へ参詣する。参

詣の際には米を持つていつて供える。

水神講  大正13年 (1924)、 近畿一

円に干ばつが起こつた。この時、四国

から祈祷師を招き、雨乞いを行つたと

ころ、見事に雨が降つた。そこで水神

社を創建し、以降、水神サンを祀るよ

うになつた。講は8月 21日 と元旦に行

われる。石丸では旧集落の全18戸 が参

加する。8月 21日 には、お金と酒、餅

を用意 して水神社へ参詣する。

報恩講  彼岸の中日に行われる。朝

8時30分に講員が宿 (毎年1件ずつ持

ち回り)に集合 し、帳面を見てその年

の順番を決める。9時に住職が2人来る。

1人が午前中に3件、年後に3件まわる。

各家に行 くと、住職は縁側から講員は

玄関からあがり、全員で40分位読経 し、

お茶が出る。1件に1時間位かかる。住

職は宿で昼食を取 り、講員は各家で食

べる。午後3時頃、宿に全員が揃うと、

写真68 薬師堂
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約1時間読経する。仏壇の蝋燭は、最初は赤色、

と白飯に変える。その後、講話を聞く。終了後、

員は別室で待機 し、最後に挨拶をして解散する。

仏飯も赤飯である。中ごろで、白い蝋燭

住職に夕食や酒などを出す。その間、講
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第 8節 今宮地区

1.地区の概要

概要 今宮地区は、西国街道が村内を東西に貫く、街道沿いに集落が発達した地区であ
る。

白島の浄土宗阿弥陀寺の檀家の家が多い。

豊島郡に属 し、旧萱野郷11カ 村の一つである。今宮の地名は、建治2(1276)年 11月

16日 の「萱野今宮銭米上日記」 (『勝尾寺文書』)を初見とする。また時代を下つて慶長10

(1605)年の「摂津国絵図」にも今宮村の名が見える。村内には天満天神社があつた。境

内は、東西40間南北20間である。為那都比古神社は萱野郷白島村の飛地にある為、神宮寺

である持宝院の僧が社僧を勤め

ていた (『植村家文書』)。 天満天

神社は、明治40年為那都比古神

社に合祀されている。

2.年 中行事

(1)正 月行事

正月の準備  正月の準備は、

12月 28日 から30曰 くらいまでに

始める。

その内、注連飾 りは27か ら30

曰くらいに作る。10月 頃餅米を

刈 り取つた後、稲を干して保存

しておき、この藁で作る。煤払

いは30日 頃に行う。

大晦日の夕食は、正月のおせ

ち料理の重箱に入 りきらなかっ
図21 今宮旧字名
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写真70 天満天神社跡
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た余りや年越しそばを食べる。

鏡餅  餅つきは28か 30日 に家の主人が鴇いて、30か 31日 に鏡餅として飾る。

鏡餅は、床の間と蔵、納屋、三宝荒神に飾る。

若水  調査した家では、若水を汲むことはなかった。

雑煮 母親や主婦が作る。正月ニケ日とも白味噌仕立ての丸餅雑煮の家が多いが、中に

は二日目をすましにするところもある。具は、丸餅の他に、大根、人参、ゴボウを輪切り
にして入れる。

初言旨 初詣は、為那都比古神社と白島の阿弥陀寺 (浄土宗)に行く。

ハツシゴ ト 豊作になるようにと、正月4か 5日 に田で鍬を2、 3回打つ所作をハツシゴ

トと云う。

七草  正月7日 をナナクサと云い、七草粥を作つて食べる。材料は春の七草が揃わなくと

も大根の葉などあり合わせのもので作る。

鏡開 き  1月 3日 に鏡開きをする家もあるが、おおむね14か 15日 に行う。

開いた餅は水につける「水餅」や薄く切つて「寒餅」にして保存して、あられにして食
べたり、カビが付く前に雑煮にして食べる。

トン ド 為那都比古神社で竹を組んで門松や注連縄を焼いている家もあれば、各自の庭

で焼いている家も多い。

ヤブイリ 大方の家の嫁は1月 16日 に実家に帰つた。大阪に奉公に行つているものもこ

の日に里に帰ることができた。

寒施行  「狐つき」「台の人」とも云つた。大寒の頃、

近在の「村岡のおばあちゃん」が寒施行のためにやって

来た。このおばあちゃんに狐が付いて田の畦道を歩いて

廻る。そのとき後ろを子供達が一緒に付いて廻 りおいな

りさん (い なり寿司)やおにぎりを「ここに一つ、こっ

ちに二つ」などと「村岡のおばあちゃん」に言われるま

まに、その場所に置いていつた。寒施行も「村岡のおば

あちゃん」が亡くなってからは、跡を継いでやる者も無

く、行事も亡くなつた。「村岡のおばあちゃん」が何処

の人で何処から来るのか誰も知らなかった。

写真72 )H横の供え場所
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(2)春 から夏の行事

節分 (ト シコシ ) 母親や祖母が焙烙で大豆を炒る。その豆を父親や主人が家の外や

内に「鬼は外、福は内」と言いながら撒いた。その後、年の数だけ豆を拾つて食べた。残

つた豆は荒神さんや仏壇に供えた。

その他、柊と鰯を戸口や納屋など全ての入り口に飾つた。

この日には鰯を食べることになつている。

雛祭り 人形を飾つたぐらいで他に行事はなかった。

彼岸 墓参りをした。

メンギョ 4月 15日 を、メンギヨウと云い、休み日であつた。村の南にある山へ重箱に

ごちそうを詰めて持つて行つて食べた。この日は学校も休みになり村の子供全員で行つて

食べた。昭和30年頃までやつていた。

写真74 牛回しの木

牛回 し 飼い主が自治会館横の「牛回しの木」に牛を連れていった。

「今宮村々定ならびに萱野郷極」(『植村家文書』)に は、「五月節ちまき牛之計」とあり、

これも牛回しと関連があるものと思われる。

端年の節句  特に行事はなかつた。

サナプリ  田植え後、日を決めて、回覧板で知らせて村中が農作業を休み、寄り集まつ

て簡単な宴会をした。

捩
甕
露

写真73 メンギョ山の風景
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写真75 手植え風景

(3)盆 行事

半夏生  この日をハゲと云い、餡が入つ

た米粉で作つた団子を茨の葉で包んで蒸 し

て食べた。

七夕  7月 7日 は七夕とも云つたが、瀧安

寺で護摩供養があつたので、護摩供養とも

云つていた。護摩供養の灰を持ち帰 り、田

んぼに供えて虫送 りとした。

この日に女性は、髪の油がとれると云い、

髪を洗つていた。またこの日、仏具の掃除

もした。これは、七日盆の名残と考えられ

る。

盆の期間は13日 から15日 までである。供え物の準備などは8月 13日以前に畑から取つて

きたり、足 りないものは買つたりして用意する。

施餓鬼  施餓鬼供養は阿弥陀寺 (白 島)でやつている。

先祖迎 え  主婦が13日 の早朝、家から墓地まで歩いて「お迎え」にいって、家の門で

線香をたくさん焚いて迎え入れた。

供物  仏壇の前に小さな組立式の棚を置いて、食事とお茶を日に三度取 り替えて供える。

その他、家で取れた野菜や季節の果物、素麺などを供えた。

新仏 新仏の霊をアラタナ (新棚)と 云い、棚には、小さな梯子を掛けてアラタナが上

れるようにする。

新盆は14日 にお寺に行き、戒名を書いてもらつた塔婆をいくつかもらつてきて、親戚や

故人の友人の家に持つていき供養してもらつた。

一一・◆
．・．．一・輸

ｉ

一癬

ｉ

写真76 愛岩神社のお祭り 1
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先祖送 り 先祖送りと称して、盆のお供えは、今は

家の前や墓で焼くが、昔は川に流した。

盆踊 り 愛宕神社の広場で8月 24、 5日 にやった。

江州音頭で踊つていた。今宮は人数が少ないので、

小野原や自島など近在に踊りに行つていた。

マン ドロ  8月 13、 14、 15日 に愛宕神社の広場で行

つた。男の子が中心となり、青年団が後見に付いてい

た。女の子は松明を持たず、男子の後ろを付いて回つ

た。

昼には火を付けずに松明や藁を燻して煙だけを出

し、夜は麦藁を河原で燃やし松明に火を付けた。その

ときに「火の用心、火の用心、マンドロ灯せ」とかけ

声をかけた。

(4)秋 か ら冬の行事
図22 今宮集落周辺

月見 (十 日暦 8月 15日 ) この日を芋名月と云つた。米粉の団子と子芋をゆでた団

子を三宝にのせて供えた。

男の子が「団子突き」をして供えた団子を盗んだ。女の子はその後ろを付いて回り、取

つた団子を分けてもらつた。

彼岸  おはぎを作 り、墓参りに行つた。

秋祭 り 為那都比古神社の祭りがあつた。各村から年番制の世話方が出て支度などした。

山車、御輿、太鼓は出なかつた。事故や喧嘩があり早くから無くなつていた。

素人芝居や相撲大会があつた。

亥の子  11月 の一回目の亥の日に行つた。木の棒を芯にして藁を撤いて、道具を作つた。

各家を回りながら「いのこ、いのこ、いのこの晩に、重箱拾ろたらご馳走いつばい 。。・」

と唱えた。この日には母親が、ボタモチを作つてくれた。

この日から姫撻を出し、冬支度をした。

誓文払 い  池田の誓文市に買い出しに行つた。池田の他にも石橋や箕面の誓文市に行く

こともあつた。

冬至  南瓜の炊いたものを三宝さんと仏さんに供えたり、食べた。

柚の皮や蜜柑の皮の干したものを小袋に入れ、風呂に入れた。

3.そ の他の民俗
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(1)講

講 伊勢講・庚申講があつたが、参加者が2、 3人になったので近年廃止された。

伊勢講は明治の頃までは、旗を先頭に歩いて伊勢参 りをしていた (旗は『箕面市史』第

2巻457頁参照 )。 伊勢講は、 13、 4軒づつ2つ に分かれている。2月 11日 に例会があつた。

昔は講員の数も多かつたので年貢も多く上がり、一週間ぐらいかけて伊勢参 りに行つたが、

それでも費用は余つたほどだつたと云う。伊勢参 りに行かなかった者は、講員の家に集ま

り、宴会をした。

寛政5(1793)年 2月 の「伊勢参宮願」(『植村家文書』)には、2月 28日 に伊勢へ出発し、

3月 7日 頃に帰村する旨の記述が見られ、伊勢参宮が年頭に近 く、 しかも農繁期に先だつ時

期に行われたことが伺える。

以前は柳谷講もあり、春と秋の彼岸に畑 (池田市)か ら平尾 (箕面市)辺 りを廻 り寄付

を集めて、柳谷観音へ持つていつた。その他、青年会を中心に構成する行者講があり、年

に2、 3回大峰山へ登つた。薬師講もあつたが講員は少なかった。但 し、天明2(1782)年
の「郷社祭礼費用算用定」 (『植村家文書』)に は、祭礼に参加する人員の中に、持宝院な

どと共に「薬師講拾五人」として薬師講の名が見え、当時は郷社の祭礼に薬師講が深 く関

わっていたことが伺える。このことは為那都比古神社の神宮寺であつた医王山持宝院との

密接な関係があつたからであろう。

(2)青 年会 ・処女会

青年会 ・処女会  女子は、だいたい小学校を卒業するくらいから「処女会」に加入し、

結婚すると婦人会に移つた。青年会ほど行事や役はなかつた。

男子は15、 6歳で必ず青年会に加入しなければならなかった。年長になると消防団に入

るが、人数が多く定員を超える場合は、準団員となつて、順番待ちをして正団員となつた。

(3)結 婚

結婚  だいたい近く小野原や萱野・白島から嫁を迎えていた。遠方から嫁入りする場合

は、能勢や亀岡辺りから働きに来ていた者が、そのまま村にいて結婚した。

(4)道 標

道標  今宮西交差点の南にあるA氏宅の庭隅に

置いてある石は、もともとは道標の台座の石であ

った。この上に勝尾寺徳本上人筆と伝わる石碑・

道標 ?(四面に観音像が刻まれていたという)が、

建つていたが昭和 14、 5年 に盗まれたと言われて

いる。

今宮は西国街道と池田・箕面道及び大阪道の分

岐点であり、庚申塚から大阪方面への道標が郷蔵
写真78 道標の基礎
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横・沼田池・村墓と点在している。
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第 9節 外院地区

1.地区の概要

概要  外院地区は勝尾寺山地の南麓斜面から国道171号線まで南北に細長 く広がる地域
であり、北西部は箕川の流域となつている。近年中央部を横断する山麓線の開通に伴つて
地域が発展 した。古代以来豊嶋郡に属 し、近世以降は稲・芝 。西宿・ 白島・坊島・如意
谷・石丸 。今宮ら萱野郷11か村の一つとされている。

「外院」という地名は勝尾寺別院の帝釈寺 (粟生外院)に 由来するとされてお り、寛元
元年 (1243年 )の『沙弥心空筆勝尾寺古流記』などにみえる。ここにみられる外院庄の庄
域は島下郡と豊嶋郡の2郡にわたって設定されたため、それぞれの郡を「粟生東外院」「西
外院庄」と称するようになった。これらはそれぞれ現在の粟生外院地区と外院地区にあた
り、今でも外院地区住民は粟生外院地区のことを「東外院」(ヒ ガシゲイン)と呼ぶなど、
近代まで続いた行政上の境界認識は生活の中に根付いている。

自治会 (垣内・組 ) 天保12年 (1841年 )の『宗門人別改帳』(藤井家文書)に 家
数27と あるが、これが旧来の集落部分で、現在もこの27軒は3つのカイチ (垣内)も しく
はクミ (組)で構成されている地域として、南部の新興住宅地域とは異なる地縁的結合を
みせている。

3つの垣内は上垣内 (カ ミガイテ)

9軒、中垣内 (ナカガイチ)8軒、下

垣内 (シ モガイチ)も しくは南垣内

(ミ ナミガイチ)9軒 となっている。

この垣内が現在も行事などの役割分

担の単位となっている。当初は5、 6

軒の村だったのが隠居や分業などで

家数が増えたと言われている。

寺院 (願生寺 ) 地区の檀那寺

は浄土宗願生寺である。応永元年

(1394年 )正誉覚山の開創と伝えら

れ、過去帳の最古の年代である元禄

元年 (1688年 )か ら数えて現住は第

33世にあたる。正確な年代は未詳で

あるが永代帳には少なくとも江戸末

期もしくは明治初期からの記述があ

り、明治26年 (1893年 )落雷で焼失

した際に一部修築された。

浄土宗寺院の住職は一般的に檀家

に1ま「オオッサン」と呼ばれること

が多い。箕面市は比較的浄土宗寺院図23 外院旧字名
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が多いが、これは勝尾

寺境内の三階堂との関

係が想起されている。

三階堂は法然が流罪を

許されて京都に入るま

での4年間居住 していた

ところである。ここで

も願生寺と同じように

御忌法要が行われてい

る。

檀家総代 (世話役 )

は各垣内 (上 。中・下

〔南〕)か らそれぞれ1軒

の計3軒が務める。大抵

は居住歴が長い家や年長者のいる家から順に、集会で選出される。任期は4年であるが実

際は当人が亡くなるまで留任することが多い。

境内には水子地蔵と稲荷が、檀徒墓の入 り口には庚申塔とミタラシサン・水神さんが祀

られている。水神については当初作られた古い祠がガンシヨウジヤマの麓に今も残つてい

る。昔はここの井戸からよく水が出ていたため、隣接する粟生外院地区の地主が作つたも

のとされている。

写真79 檀徒墓入国の祠 写真80 ガンショウジ山の祠

寺院 (観音堂 ) 観音堂の管理は地区の観音講がおこなつているが、天保3年 (1832

年)の記録には「観音明王寺」とあり、江戸末期には寺院があつたようである。現在は3

体の観音書薩像が安置されている。地蔵のない外院地区では、この観音堂が村堂として地

蔵に似た性格を持つているようである。

神社  外院地区の鎮守としては神明神社が願生寺の裏手に鎮座していた。天保3年

(1832年 )の記録には「当村氏神蔵王権現牛頭天王戎三郎」とある。明治3年 (1870年 )

『外院村鎮座社地取調帳』には「神明宮社」と明記されており、牛頭天王 (素轟鳴尊 )、 戎

三郎 (蛭児尊)、 左王権現 (別雷尊)力漸巳られていたことがわかる。勧請は承和5年 (838

図24 外院集落周辺
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年)と されているが正確な由緒は不明で、明治40年に為那都比古神社に合祀された。外院
地区の人々はすべてこの神明神社の氏子となっていたが、萱野11カ村では「惣社素壷鳴命」

「惣社天満天神宮」(為那都比古神社)の氏子となっている。

また各家では平素からカミサングナ (神棚)には伊勢皇太神宮・伏見稲荷 。中山さん
(満願寺)・ 為那都比古神社 (氏神)。 清荒神・成田山 (車の神様)・ 淡島神社 (女性の
神様)な ど先祖代々祀つている神様を引き継いで、それぞれの神社でもらってきたお札や
縁起物などを置いている。

台所には30cm四方の棚の上に小社を置いて荒神さんを祀る。勝尾寺にも荒神が祀つて
ありお参 りするがお札はないので、清荒神でお払いしてもらうことが多い。

図25 溜池と用水

水不J・ 入会  外院地区には河川がないため、用水

は池がかりとなっている。用水溜池は文化14年

(1817年 )か ら文政8年 (1825年 )にかけて萱野郷11

か村で築造された八カ池の一つであるウツギタニイ

ケ (奥の池)と ジンドリイケ (ヨ ウガシタ池)を利

用した。入会山は萱野郷11か村立会の萱野山である。

2.年 中行事

(1)正 月の準備

各家ごとに28～ 30日 頃から、飾 り物の作成、餅つ

き、大掃除を始める。準備を開始する日はとくに呼

称 しない。

大掃除は28～ 29日 頃で不定。ススハライと呼ぶこ

ともある。年末は忙 しいため神棚は25日 ごろに掃除

していた。

正月飾 りの作成時期は各家によって異なる。10日

頃から始める家もあるが、大抵は男性が普段の仕事

が休みになる29～ 30日 頃から作 り始める。

注連縄  裏白を山に採 りに行き、幣は半紙で作る。藁はもち米の新米のものがよいとさ

れてお り、刈入れ時に別に保存しておき、青味のあるきれいなものを選んだ。作るときに
1ま「つば (唾液)をつけてはいけない」と言われ、洗面器にはった水で手を湿らして「七
五三」(7・ 5。 3本単位)で左向きに三つ編みで絢つた。

玄関には裏白・みかん 。本炭・昆布などを付けた最も豪華な帯飾 りを飾つた。神棚にも

帯飾 りを飾 り、裏口 。窓など家中の入 り口には直径約20cmの 団扇形の輪飾 りを飾つた。
トラクター・コンバインなどの大型農耕機具にも飾つていた。

神社の注連縄は29日 に集まって作る。31日 の夕方か、「一夜飾 りはよくない」として30
日に飾る。現在でも毎年12月 10日 頃、萱野東小のコミニュティーセンターで注連縄講習が

行なわれている。外すのは1月 14日 の昼で、 トンドで集めて燃やすため15日 の朝に門外に

出す。
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門松  山で採つてきた松 。竹・梅の根元を半紙で巻き、上から紅自の水引きをかけた。

竹は「まつすぐ伸びるように」という意味があるとされており、松竹梅のほかには「難を

逃れる」の意から南天の木も使用していた。大きさは大体高さ50～ 60C mで 、年々簡素化

され現在は門の両脇だけであるが、昔は蔵にも飾つていた。

鏡餅  餅つきは28日 か30日 に行われる。29日 は「クノモチ」といつて忌避されたが、最

近は「苦を餅が持つていく」「フクモチ」として吉と見なすむきもある。30年前からは機

械だが、それ以前は男性が撞いて女性は水とりをしていた。ここでは鏡餅用・雑煮用の小

餅・かきもち (あ られ)の 3種類を準備する。

鏡餅は、まず床の間に串に刺した千柿・昆布 。蜜柑・裏白などをつけた最も大きなもの

を飾つた。干柿は「仲睦まじく」と真中に6つ、両側にそれぞれ2つづつ刺す。蔵の入り口

にも二段重ねのものを飾つていた。蔵は米や嫁入り道具を収めることから、家に「徳 (得 )」

が入る場所とされていた。神棚や仏壇、三宝荒神には小さめのものを供える。そのほか牛

も財産であることから牛小屋や井戸にも供えていた。現在も「道具の神様」として大型農

耕機具に供えているところもある。また、宮当番や檀家総代の家は寺社にも供える。

大晦 日の晩  夕食は通常どおりで、その後年越しそばを食べてから願生寺に除夜の鐘

を撞きに行つた。家によって差異があり、うどんの家もある。具は板蒲鉾・卵・ トロロ昆

布などに最近はてんぶらを入れることもある。

(2)正 月行事

若水・ハツミズ

もある。

女性が自宅の井戸から汲んでくる。神棚に供えたのち飲んでいた家

雑煮  三が日とも白味噌もしくは合わせ味噌の家と、1・ 3日 が自味噌で2日 は焼き雑煮

(焼餅を入れた吸い物)にする家とがあつた。元日の早朝、初詣に行く前に支度をするの

が女性の仕事であつた。

具は焼き豆腐・小芋・ゴンボ (牛秀)・ 油揚げ 。大根 。人参などにかつおぶしをまぶし

た。具を角切りにするのはよくないとされていたため輪切 りにされ、直径約6cm程度の小

さい丸餅も切らずに用いた。焼き雑煮の具は主に水菜と油揚げであつた。

初言旨 初詣は元日の早朝に地区で集まつて区長 (自治会長)に挨拶し、為那都比古神社、

願生寺の順に参詣した。寺では元日の朝に修正会 (シ ュシヨウエ)がある。檀家が集まり

住職と世話方が年始の挨拶をする。

大体三が日のうちにヤワタハチマン (石清水八幡宮)・ 伏見稲荷神社・生駒の聖天さん

(宝山寺)・ 城南宮・香里園の成田山 (寝屋川市・成田不動尊明王院)、 そのほか年毎に異

なる恵方 (アケホ)の神様と知恩院に参詣することもあつた。最近は三が日にこだわらず

小正月頃までに三社参 り (門戸厄神・勝尾寺 。中山寺)な どをしている。

お年玉  子供に普段より若干多めの金銭が与えられ、オ トシダマと呼称されていた。
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ハツシゴ ト 2日 に「ノエの神さまに礼に行く」などと言つて、家長が田の決まった場

所に一鍬入れ1・ 2株おこした後に願い事をした。

また3日 に「田に礼に行く」として、洗い米を紙に包んで田に置き、鍬を立てて柏手を

して拝んでいたところもある。その時は作業着ではなく、着物を着ていつた。

4日 を「ハツシゴト」と呼んで軽作業を行なっていたところもある。その際とくに作法

はなかった。

七草  正月7日 を「ナナクサ」「ナノカショウガッ」と呼んで七草粥を食していた。七草

が全部揃わないこともあつたので、餅のほか白菜や水菜などを入れていた。七草粥は正月

の餅による胃もたれに効くと言われていた。

鏡開 き  大抵の家庭では15日 の トンドで行なっていたが、3日 以降に随時下げる家や七

草粥に用いる家、10日 にぜんざいを炊く家や小豆がゆにいれる家もあつた。神棚の餅は25

日にさげる家もあつた。かびが生えないように水に浸していたという。

トン ド 14日 に青年団が藁や芝で上台となる櫓を作る。その晩はヨウネン講と称して酒

盛 りをした。14日 の日没後から火をおこすこともあつたが、大抵は15日の早朝に小豆御飯

を作つて、取り外して門外に置いておいた正月飾 りに供え、飾 り物を集めて小豆御飯と一

緒に火にくべられた。書初めは、高く燃え上がれば字が上手になると言われていた。鏡餅

をトンドの火で焼くと「福が来る」と言われていた。焼いた印に焦げ目をつける程度にあ

ぶ り、家で再ぴ火に通して「おかがみをいただく」と言つて食した。 トンドは牛の爪切な

どが行われていたウシノヨウジョウバで行われていたが、辻々で各家もしくは2・ 3軒単位

で燃やすこともあつた。

薮入 り 16日は嫁や奉公に出ていた丁稚などが里帰 りをした。農作業を開始する時期と

重なつていたため、大事な労働力である嫁が里帰 りすることが家庭内の不和を引き起こす

こともあつたという。

正二 月の世話畑  小正月を過ぎたあたりから農作業を本格的に始める。12月 は比較的

雨が多いため、1月 から2月 にかけて、田畑に生えている下草を枯らして中耕 (田畑の土を

柔らかく)した。このことを「正二月の世話畑」と呼んでいた。

(3)春 から夏の行事

節分  2月 3日 の節分には、女性が焙烙で大豆を炒つてまず神仏に供えた。それから男性

が中心となつて「オニハソトフクハウチ」もしくは「フクハウチオニハソト」の掛け声に

合わせて座敷を閉めて撒き、最後に玄関から外に撤いた。撒いた後は食べていたが、年の

数ほど拾う家と年の数にはこだわらない家とがあつた。

この日を「 トシコシ」と呼んでおり、この日に年をとると言われていた。魔除けとして、

柊に鰯の頭を刺して玄関・蔵・門などに飾 り、夕食には焼いた鰯を食べた。また豆を包ん

で賽銭一銭とともに為那都比古神社へ夕方持つていくと、ジヨウセンアメ (赤い筋が入つ
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たねじり飴)を くれた。

初午  初午という名称は知られているが、とくに行事はなかつた。ただし「初午までに

玉ねぎを植えたらよく採れる」という言い伝えがあつた。

シモクサヤキ  2月の風のない日に村中で下草を焼いて、ウンカなどの害虫を退治した。

この時期は「霜が下 りないと草が枯れない」と言われていた。

雛祭 り ,月 3日 の雛祭 りには段飾 りの人形が飾られた。人形は早めに片付けるのが良い

とされてお り、雛人形を淡島神社へ持つていつて流し雛にしたり、神社で焼いたりしても

らうこともあつた。

各家では甘酒 (白 酒)やちらし寿司、ひし餅 (ゆ ぐい餅 。白餅・ヨモギ餅 )、 まんじゆう、

果物を三宝に載せ雛人形に供えてから食した。ご馳走としてビスケツトが出されたことも

あつた。

大抵の家庭では トウジメ (田畑仕事に出ているため家が留守)なので、雛飾 りがあつた

り年寄りがいたり、多少金銭的に余裕のある家庭に子供が集まつて来ていた。

彼岸  彼岸は「オヒガンサン」と呼び、各家では墓参 りをするほか牡丹餅・草団子など

作つた。中日に願生寺で先祖供養が行われ、各家から重箱に米一升と2000円程度の金銭を

持参する。婦人会は詠歌を唱える。住職による法話や簡単な食事の接待があり喜ばれてい

た。婦人会が本堂と願生寺境内の水子地蔵に詠歌を唱える。8～ 10年に一度は勝尾寺に参

詣して詠歌をあげることもあつた。

アイシ  3月 から4月 にかけて、再び田畑の下草を鎌で刈つて、中耕 (上を柔らかくする)

して基寄せ (上 を寄せて畝を作る)する。これを「アイシ」と呼んだ。

アマチヤ  4月 8日 は願生寺で、甘茶の接待があつた。子供たちは楽しみにしており、

何回も並んでもらつていたという。

メンギ ヨ・ハナマツ リ・ハルマツ リ   4月 15日 に煮物や寿司を重箱に詰めて、村

中でガンシヨウジヤマヘ出かけた。この日をメンギヨあるいはハナマツリ、ハルマツリな

どと呼んでいた。上垣内では観音さんの桜の下に集まつた。大人も参加していたが、行事

の中心は子供であつた。

牛回 し 自家の牛をウシノヨウジヨウバヘ連れて行つた。角には菖蒲ではなく赤いはち

まきをつけた。牛は豊かな生活を表すもので、牛の背中には意匠を凝らした布をつけて当

日の日付を織り込んだりしていた。牛は爪を切 り、馬はカネ (蹄鉄)を削つた。この日は

バクロ (牛の仲買人)が来ていた。

ギ ョキ (御忌 ) 4月 24日 に願生寺で法然上人の追善供養をする。これは浄土宗では

最も大きな行事で、本山の知恩院でも盛大な御忌法要が行われる。上人の忌日は1月 25日
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だが、大正 ぐらいから寒中であるため4月 となった。各家から米一升と2000円 を持つてい

き、お経と詠歌があげられるほか、法話や茶菓の接待があった。

モ ミアライ  4月末から5月初旬にかけて、籾の選別を行つた。古 くはアカ (銅 )の籠

に籾を入れて用水などで洗い、浮いた悪い籾を落としていた。籾の選別を行つた後、日当

たりのよいところに籾を置いて、少し発芽させてから苗代をはった。時代が下つてからは

塩水で悪い籾を浮かして選別する塩水選を行なうようになつた。その際の塩水の濃度は卵

の浮き沈みで確認 した。

端年 の節句  5月 5日 は端年の節旬で、こいのぼりやかぶとを飾つた。こいのぼりは雛

祭 りと同様に遅くまで出しておくのは良くないとされてぃる。子供が菖蒲を鉢巻にして、

紙で折つたかぶとと一緒にかぶって遊んでいた。菖蒲を屋根に放 り上げたり、風呂に入れ

たりしていた。蓬団子 。ちまきを食べていた。

ハゲ ・ハゲショウ  7月 1日 は農作業を休んで、妙見山のお祭 りへ朝暗いうちから出か

けていつた。妙見山の奥の谷では相撲も行われていた。帰路が遅くなるため、あらかじめ

勝尾寺から高山辺りの山中に提灯を預けたり置いておいたりした。各家ではハナミダンゴ

(セ イロで花形に蒸して餡を包んだもの)を年寄りが作つていた。

サナ プ リ 7月初旬にタウエヤスミ、サナブリなどと称して村中で農作業を休んだ日が

あつた。これは区長が決定 。伝達した。青年団は団服を来て梅田などへ活動写真や漫才小

屋などに遊びに出かけた。伏見稲荷や石清水八幡宮などにお参 りしたお札 (「五穀豊穣」)

を竹の皮にはさんで日の一つに竿で立てたりしていた。稲の刈り入れ後の休みもサナブリ

もしくはアキヤスミと呼ばれていた。

タナパタサ ン・瀧安寺の護摩焚 き  7月 7日 をタナバタサンと呼んでいた。七夕飾

り自体は小さな子供のいる家で行われていた程度で、聖天さんの護摩 (瀧安寺の護摩)に
仕事を休んでお参 りすることが中心だつた。護摩の灰は虫除けとして持ち帰り、紙に包ん

で竹の先を三股に割いて挟んで田に刺していた。

為那都比古神社の草取 り  7月 15日 は萱野郷11か村から一人づつが境内の草取 りを

行なう。これは8月 15日 の慰霊祭の準備作業である。

大掃 除  7月 から8月 にかけて、日にちは決まっていなかったが全市一斉に大掃除が行わ

れた。掃除が済むと検印シールが貼られたという。

(4)盆 行事

施餓鬼  8月 7日 13時より願生寺で先祖供養が行われる。本堂に南面して縦2m横 lmの

施餓鬼壇が設けられ、壇には提灯・野菜・花・果物・餅・シキビを供え、檀信徒のすべて

の位牌を中心部に置く。
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餓鬼供養については、本堂の外にも2m四方の櫓を建てる。四本柱の上に2m四方の板を

張 り、米・野菜・果物に位牌を一つ置 く。柱には笹を結び、偶文を書いた色紙をつける。

各家は2000～3000円程度の金銭と重箱に入れて風呂敷掛けした米一升と供物を寺に持

つていく。初盆の家はまた別に供物と布施を持つていく。

供養は最初に新仏のある家 。その親類の家 。その他の檀徒の順に名前を呼ばれたら塔婆

を受け取 り、半紙に包んだ賽銭と共に壇に供えて焼香する。まず古い永代 (先祖)供養が

あり、一旦衆中 (法会を執 り行う僧侶たち)が退場 し、その間にアマ講 (婦人会)に よつ

て詠歌があげられる。その後新仏の供養が行われる。いずれの場合も信徒よりも檀家が優

先される。

当番は世話方3人が務め、当日の朝から櫓を建てたり幕を張る。昔は当番のアマ講 (婦

人会)が寺に集まつて精進料理の昼食を作つてみんなで食べていた。

仏迎 え  8月 10日 の朝、願生寺本堂に集まり、先祖の名を書いた塔婆をもらつて持ち帰

る。初盆のときの塔婆は戒名が書かれてある。本堂では各自もらつた塔婆を乗せた盆を前

に置いて円座する。盆には塔婆のほかに、じゃがいもを半分に切つたものに線香と蝋燭を

立てたものを置く。これらは法会が終わつた後、寺に隣接する檀徒墓に供える。檀徒墓に

は前日に花を供えておく。

供物  飾 り物としては現在で提灯を立てるが、これはとくに新仏のある家がすることが

多い。床の間の掛け軸は、観音像や南無阿弥陀仏の名号、西国三十三カ所、四国八十八カ

所などの描かれた仏事用のものに替えられる。仏迎えでもらつてきた塔婆は13日 に仏壇に

祀る。

供物は各家で採れたスイカ・茄子・ぶどうなど旬の野菜類を、連の葉に載せて仏壇に供

え、毎日替える。盆の期間中の食事は一般的に魚肉が避けられ、山や畑のものが供えられ

る。

写真81 願生寺での仏迎え
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〕

オチツキモチ (餡餅 :先祖が旅から帰つてくるのを労う力餅 )

茄子やかいわれの和え物

茄子の胡麻和え、漬物

そうめん、処の汁物

新粉団子、ひじき、筑前煮

南京 (足が速い=腐 りやすいことから、先祖の霊が早 く帰ることを願う。)

オクリダンゴ、馬方の野菜 (茄子などに棒を刺 して馬などの「足の速い」動

物に模 したという)、 赤飯など

棚経  8月 14日 に寺の僧侶が村内の各家を廻つて、仏壇、無縁仏の供養棚、新仏にお経

を唱える。昔は各家を回る順番が決まつていたが、最近は「今年は上垣内から」というよ

うに垣内ごとに毎年かわつている。新依があるときはとくにその名を呼んで唱えてもらう。

各家では寺に布施を渡す。

先祖送 り 飾 り物や供物は14日 の夕方に片付けて、15日の年後に南京 (かばちゃ)を

食べたあと、供物や塔婆を菰に載せて、川の砂洲のところに置き、雨が降れば自然に流れ

るようにした。昔は「達者で長生きできる」として置いてあるものを拾い食いしていたが、

野菜や果物に比して御飯は「餓鬼がついている」と捨てられることが多かつた。最近では

塔婆を寺に返すときに、供物も一緒に寺の塵芥場へ捨てている。

新仏  前年または前々年に不幸があつた家の盆をシンボトケと呼ぶ。自家や近親にシン

ボ トケがあるときはアラタナという小さな棚を座敷の真中に設ける。棚には高さ40c m位
の7段の梯子を直径2～3cmの麻幹で作つて架ける。先祖の霊はこの梯子を上ってくると

言われた。供物は20C m四方の朱塗りの膳に載せる。

無縁仏の供養  無縁仏は「三界無縁さん」「ムエンサン」「ガキ」と呼んで各家で供養

する。縁側に棚を設けて仏壇やアラタナと同じように、蓮か里芋の葉を敷いた上に花、線

か.イ  一ヽ―…ギ 十     筆

写真83 新仏のアラタナ

〔 例

13日 昼

夜

14日 朝

昼

夜

15日 朝

昼

写真84 無縁仏の供養
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香、蝋燭、なす 。きゅうり。トマ ト・十八豆などの野菜、ごちそうとされたほおずきなど

を載せて供える。塔婆は茄子かジヤガイモを二つに切つたものに麻幹で作つた箸を二本足

のようにさす。シキビで水をかけ「サンパラ、サンパラ」と言いながら塔婆や供物に軽 く

水をかけて供養する。

墓参り お墓へは参るが、花を替えるなどとくにいつもと変らない。

盆星雨り 大正の初め頃までは8月 17日 に観音堂で盆踊 りがあり、河内音頭や炭鉱節など

踊つていた。若者が方々から集まつて自然と揉め事が多く発生するようになったため行な

われなくなつた。

マ ン ドロ・マ ン トラ  8月 14・ 15・ 24

日の三日間にそれぞれ上垣内 。中垣内・南垣

内と垣内ごとに行なう。13日 の朝、当番の

垣内が参道の整備 (ミ チツクリ)を してお く。

昭和30年ごろまでは、夕方から垣内の人数

分 (1軒につき2本)の松明を持つてアタゴ

ハラまで登 り、松明に火を点して「マントラ

～、マントラ～」と唱えながら下山した。

15歳～成人までの青年団を筆頭に小学校3

年 ぐらいまでの男子が行事の担い手であつ

た。女性や子供は浴衣姿に団扇を持つて見物

していたが、下山して松明を一箇所に集めて

燃やす火で一緒に花火をした。明治2年

(1869年 )『外院村田畑名寄帳』に「愛宕田」

の記載が見られるように、昔は愛宕山信仰の

一環として、村全体で行事を楽しんだ。

また、田の虫を山へ誘い込むという言い伝

えもあつた。箕面の山中から煙が出る様は壮

観で何処の村 (のマンドロ)が良 く燃えてい

るか口々に言いあうこともあつて、よく燃え

るようにしていた。現在もダイ トボシの灯篭

まで蝋燭を持つてあがり、燈篭に点火してお

神酒を頂 く。

(5)秋 か ら冬の行事

ミタラシサ ン  9月 8日 はミタラシサン

(水神さん)の供養が行われる。祠の前に莫

産を敷き、海山の幸・酒・里芋などを供え、

お経があげられた。以前は雨乞いも行われて

いた。2・ 3軒が毎年交代で当番を勤めて、

図26 マン ドロの道順

‐ノ
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十一４

茶菓などを用意した。半紙に少額の金銭を包

んで持つていき、ミタラシサンの祠のほかに

も願生寺の本堂、境内のミズコサン (水子地

蔵 )、 ヤクシサン (薬師如来)も供養 した。

オツキサ ン・ツキ ミ  ー五夜 (旧暦8月

15日 )に 小芋、月見団子、萩、薄などを供

えて月見をした。昭和15年 ぐらいまで、子

供が長い棒でお供えの団子を突いて盗む慣わ

しがあつた。

彼岸  墓参 りをして、晩に寺に集まる。セ

イロで蒸 して中に餡を入れた花見団子をいばらの葉で包んで供えたり食 したりしていた。

法要の内容自体は春秋の彼岸は同じであるが、法話の内容は春と秋で変えている。

秋祭 り lo月 14日 は為那都比古神社の秋祭りで、萱野11か村 (稲・芝・萱野・西宿・

今宮・白島・坊島・如意谷・外院・石丸)全体で参加する。戦前までは「 ミチツクリ」が

あり、11か村からそれぞれ一人づつ人夫を出して、歩きやすいように参道を整備した。

「モチマツリ」「ゼンザイマツリ」の別称に見られるように各家ではもちや赤飯を作つた。

親戚が集まって、椰や鯖寿司などのご馳走をすることもあった。戦前までは神興と太鼓が

出ていたが、けんかや揉め事が生じたため廃止された。

ジユウヤマイリ  lo月 24日 の夜、願生寺で法要が行われる。お経や詠歌があげられ、

住職が法話を話す。世話役 (檀家総代)の伝達によって希望者が参加するが、女性が多い。

亥の子  11月 第3回 目の亥の日に夕方から行なう。使用する藁製の道具はイノコと呼ん

でいる。幼少時は親に作つてもらい、小学5。 6年からは自分で作る。年寄 りが留守番など

で暇があれば家で牡丹餅を作る。各家を回る順番は決まっていないが各垣内の家を回り、

玄関口にしゃがんでイノコをぶつけて「 ♪いのこいのこいのこの晩に重箱あけておっさん

とおばはんとぼたもちいおうてたべなはれ♪」などと囃した。一軒あたり3～5銭程度もら

い、年長の子が等分に分けた。金銭をくれない家には行かなかったという。使用したイノ

コは普通に捨てていた。この日を境にしてこたつを出した。

センモンパライ  12月 中旬になると、池田まで歩いて出かけて正月用品を購入してい

た。

冬至  かぼちゃを食べると「長生きする」と言われ、柚子湯に入ると「体が温まる」と

言われていた。

3.その他の民俗

鼻
滅
二

ヾ
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(1)i講

伊勢講  垣内や ドウギヨウとは異なる3つの講があり、それぞれのヤ ド (当 番宅)に集

まり、掛け軸と三宝を飾つて飲食を共にした。文政13年 (1830年 )な らびに明治2年

(1869年 )『外院村田畑名寄帳』に「伊勢講田」の記載が見られる。当時はその収益で講を

経営していたことが窺える。

ヤ ドの家では二升餅や酒の準備をして、「天照皇太神」の掛け軸を床の間に飾 りその前

に三宝を3つ置 く。向かつて左右の三宝にはスルメ・昆布・野菜、中央には洗米 (白米を

洗つたもの)。 お神酒を置 く。食事の中心は、明治までは芋の煮物など田畑で採れたもの、

大正以降はスキヤキなどであつたが、寿司、弁当と年々簡素化され、平成12年 (2000年 )

からは伊勢神宮へ日帰 りで参詣するだけで、ヤ ドに集まることはなくなった。

かつては1・ 3・ 9月 の11日 に集まつていたが、終戦後は1月 だけとなった。さらに20～

30年前に、年始は忙しく観音講の行事とも重なることから2月 11日 になり、ヤ ドの家は前

年に掛け軸や三宝など道具一式を入れた箱を引き継いだ。また講同士で比較や揉め事が生

じたため、現在は垣内単位の講となっている。

観音講  1・ 8月 17日 に観音堂に村中で集まる。観音は安産の神様とされ、モッソウ (味

なし握飯)を その年に出産予定の女性に授けた。賽銭も500円程度を女性の名前で供える。

冬はイナリセンギヨウと一括される意から、アカゴハン (小豆ごはん)を 5合 (現在は1

升)炊いて握飯を作 り、重箱にバランの葉を敷いて入れ、為那都比古神社の周辺、山中、

寺内の稲荷さん 。ゴンジユウロウサン (願生寺境内)な ど狐狸の出そうな所に置いた。

27軒がヤ ド (当 番)を持ち回りする。ヤ ドは1軒だが、垣内全体が朝から集まつて供物

の作成や掃除などの準備をする。観音堂の正面に飾る幕と提灯、控帳 (会計帳)もヤ ドの

家が管理していたが、現在は幕と提灯は自治会館で管理 している。控帳は行事のあとに当

番の男性が収支を計算したのち、箱に入れて翌年のヤ ドに渡す。

供物はモッソウと直径約3cmの塩味のコモチ (子持ちの意か)を女性がこしらえ、お

飾 りを男性がこしらえた。コモチは各家に配られた。お飾 りは高野豆腐・お くら 。椎茸・

南京・湯葉 。ズイキ、冬は大根や人参など旬の野菜を串に刺 して、観音像の前に供える。

平成12年 (2000年 )か らは準備が大変なためパンになつた。

ヨウネン講

覇1警
F

昭和初期頃まで、青年会が トシコシ (2月 2日 )の晩に集まつた。当時は

写真88 観音堂の供物
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ご馳走とされた鰊を塩に漬けてやわらかくし、

火にあぶって飲食した。豆は国で挽いて豆御飯
にした。「 トシコシの神様」として為那都比古神

社へ参ることもあった。

六斎念仏講  8月 14日 の昼、マンドロ行事の

前に男性が鉦や太鼓をたたきながらお経を唱え

て地区の家を一軒一軒回り、子供たちがそれに

付いてまわった。家々では新粉 (団子)と 10銭

ずつ包んでくれたので、その金で当日の夜にヤ

ドで飲んだ。ヤ ドは1年交代で、鉦と太鼓の入つ

た箱を保管 した。

近世中期、享保年間に始まったと考えられ、

戦前まで続いていたが、現在分かっているのは8

軒の家だけであり、8軒は ドウギョゥ (→後述)

の1組 と一致する。

ジユウヤ講  ドウギョゥの成員がお盆と10月

10日 (ジ ュウヤ)にヤ ドに集まった。現在では

盆には集まらずジュウヤのみに集まってお り、1

つの組は廃止された。

ヤ ドの家の仏壇に向かつてお経をあげるほか、椰のすき焼き 。松茸ごはん 。果物などを
作つて飲食 していたが、徐々に簡略化され今は茶菓程度となっている。会計帳などが入つ

た箱はヤ ドの家が順番に保管 している。

(2)葬 送儀礼

葬式の際の互助組織をドウギョウと呼び、垣内とは異なる構成となっている。 ドウギョ

ウの成員は毎月交代のヤ ドに集まってお経を唱えた。このときに導師を務めるのは読経の

上手な在俗の者で、「アリガタヤ」と呼ばれていた。集まる日は毎月定まっていなかった
が雨天の翌日など畑仕事を休めるような日を選んでヤ ドの家が伝達 して行なっていた。

葬式には地区外の親戚は干渉してはいけなかった。そのため、葬式を手伝うのは死者の

出た家の地区内の親戚=地下の親戚であった。この地下の親戚が必ず二人一組で ドウギョ

ウの成員に手伝いを頼みに行き、つまり地下の親戚以外では、死者の家と同じ垣内の ドウ

ギヨウからは男女二人、他の垣内の ドウギョウからは男性1人が葬式を手伝つた。したが
つて地下の親戚がいない場合は葬式を執 り行うことが困難であつた。

葬式に関する食事の準備は死者が出た家が準備 し、 ドウギョウは関与しなかった。村に

食料品店があつた他の地区では食べ物の準備もドウギョウがしていた。地区に食料品店が

ない場合は池田まで買い物に出かけることもあった。

ドウギヨウの仕事は「旗持ち」、「提灯もち」、「棺桶かつぎ」などがあり、棺桶は4人で

粟生霊園まで担いでいった。ただし墓地で僧侶に傘で日除けをする「傘もち」は ドウギョ

ウ以外の者がしていた。また ドウギョウが仕事をするのは通夜と告別式だけであつた。通

写真27 垣内と ドウギョウ
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夜の朝から火葬のときに敷 く芝・割木・濡れ筵等の準備や、ハカミチの草取 りをした。墓

地では墓穴を掘 り遺体を埋葬する役目も務めた。遺体がきちんと燃えているか夜中に確認

しにいくのは恐ろしかつたという。

一般に火葬には困難が伴うため、土葬されることも多かつた。遺体は粟生霊園に埋葬さ

れ、願生寺の檀徒墓は詣 り墓的な性格を持つていたようである。粟生霊園までのハカミチ

は隣接する粟生外院地区と同じ行程となつている。通夜で詠歌があげられることもあつた。

告別式は墓地で行われ、子供には菓子が配られた。

(3)農 業

アサ ノマシゴ ト  年寄りがいる家では、年寄りがアサノマ (朝食までの時間)に、田

に下肥を撒くなどの軽作業を行つていた。これらをアサノマシゴトと呼んでいた。

アメノヒシゴ ト  30～ 40年前までは藁は田に積んで屋根型にして20把 =1束にして保

管していた。そして冬季から、雨天時などにはアメノヒシゴトとして藁から縄を作つてお

く。10月 に入ると早稲の刈り入れが始まるので、9月 中から少しずつ俵編みを始める。俵

編みは非常に時間と労力のかかる作業であつたという。

タ ドン  8・ 9月 の農作業の合間にタドンを作つていた。タドンはへつついさん (か まど)

に残つた炭 (空消 。カラケシ)を たたき、糊を入れて練つて団子状にして、姫撻などに使

用した。昭和に入つてからは豆炭が出回つたが、当初は豆炭が高価であつたため、依然と

してタドンを用いることが多かつた。
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第 3章 旧豊川地区の詳細

第 1節 粟生外院地区

地区の概要

概要  粟生外院地区は箕面市の西北部に位置し、北を箕面山、南を国道171号線に挟ま

れた箕川流域の地域である。戦前までは、けし畑が一面に広がっていたという。また、冬

季に山から吹き付ける風は冷たく、「キタヤマオロシ」と呼ばれてる。

粟生村は粟生外院・粟生新家・粟生間谷・茨木市粟生岩坂からなる大村で島下郡西端に

位置する。村名は康治元年 (1142年 )12月 24日 の「佐伯子犬丸譲状」に「島下郡中条粟
生村」と見える。享保6年 (1721年 )ま では粟生・新家 。外院・岩坂の小村4か村で、文

政10年 (1827)村内は山之口・中村・岩坂・外院 。川合・新家の6株に分かれていたが、

行政的には江戸時代を通 じて粟生村1村 として扱われている。

「外院」という地名は勝尾寺別院の帝釈寺 (粟生外院)に 由来するとされてお り、寛元

元年 (1243年 )の『沙弥心空筆勝尾寺古流記』などにみえる。ここにみられる外院庄の庄

域は島下郡と豊嶋郡の2郡 にわたって設定されたため、郡の違いを「粟生東外院」「西外院

庄」と称するようになった。これらはそれぞれ現在の粟生外院地区と外院地区にあたり、

ア

・自子
二

図28 粟生外院旧字名
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地域の人は粟生外院を「ゲイ」、

隣接する外院が北方に位置するた

め「キタゲ」と呼んでいる。

自治会 (垣内 ・組 ) 帝釈

寺付近に3つの垣内 (組 )があり、

この地域が古 くからの集落となっ

ている。それぞれ「ヒッガッショ

ウ」(東組 )「ニシンジヨ」(西組 )

「ナガガイチ」(中組)と呼ばれ、

現在も行事の役割分担や講などの

単位となつて村落生活と結びつい

ている。

また現在からさかのぼつて先々

代あたりの人物の名前が屋号とな

つている。昔は牛の尻に各家の焼

き判を押すなどして識別の指標と

なっていたが、現在はあくまでも

地域内の通称であり、また公然と

使用することには若干の抵抗感が

みられるようになつている。

水利  粟生外院地区は高台であ

るため、用水の確保は重要であつ

た。溜池も多 く、大きなものでは

集落付近に今も残る新池や、公園

となっている皿池があり、数箇所

の樋から周辺の耕地に導水 してい

た。ただし箕川に隣接するヨウジ

ンイケだけは決して水を抜かなか

つたという。山麓部ではスナ ドメ

(明 〔銘〕楽奥池 )、 ナカイケ (大

畑中池 )、 シタノイケ (大畑下池 )、

オクンド (奥土池)があり、現在

の外院の里住宅内にはタツ池、稲

葉池、国道171号線付近には蓮池

があつた。

これらの溜池や箕川から樋や水

路をめぐらして田地に導水してい

たが、さらにオクンド (奥土池 )

は冬季 (10月 ～3月 )の間隣接の

外院地区内の箕川上流部から導水

図30 溜池と用水

図31 新池



していた。これによって粟生外院地区は外院地区に水年貢あるいは溝年貢と称 して、現在
でも毎年12月 20日 頃5000～6000円程度の米を支払つている。

寺社 (帝釈寺 ) 真言宗宝生山帝釈寺は

地域の檀那寺として地域の人々の生活と密接

に結びついている。年間の諸行事のほかに毎

月20日 の「お逮夜」(タ イヤ)に は檀家が持

仏前に集まり、観音経を中心とした法要が行

われる。これは弘法大師の命日3月 21日 に因

んだもので、各家からは重箱に米一升または

同程度の金銭を持参する。また当番1軒は茶

菓の準備として自宅から茶葉を持ってくる。

また寺が中心となって婦人会が詠歌の練習

を行つている。高野山金剛流の詠歌を、地蔵

盆・春秋の彼岸・葬式・初七日の際などに、
数種の中からいくつかをあげる。右手で支木をもちカネ (金剛鉦)を 叩き、左手ではレイ

(金剛鈴)を鳴らして調子をとる。正座 して帯状の簡素な袈裟をかぶ り、手首に数珠をか
けておく。

地蔵は池の移転で現在の場所に移つたとされるが、このとき地区中に腸チフスが蔓延 し
たことから畏怖され、地蔵盆以外では無闇に触れないようにしている。寺が院内諸尊にお
参 りする「おついたち」と地蔵盆にはお経があげられる。地蔵とされている石造仏のいく
つかは観音菩薩や弥勒菩薩であるとも言われている。

寺社 (五字神社 ) 正確な創建イま不明

であるが、棟札によると当初は帝釈寺境内に

鎮守として祀られてお り、安永6年 (1777年 )

に現在地に遷宮された。本殿は昭和50年

(1975年 )に再建され、阪神大震災後に部分

改築された。また平成12年 (2000年 )10月
からは、境内全域に及ぶ改築が行われている。

祭神は知恵の神とされる八意思兼命 (や ごこ

ろおもいかねのみこと)、 三宝荒神、愛宕権

現である。

神社の管理は自治会が行つている。宮当番

は毎月3軒が月の上 。中・下旬を1軒づつ受
け持ち、月末に集まつて掃除する。1と 6のつく日 (1・ 6・ 11・ 16・ 21・ 26日 )に海、山、
里の幸とごはん、お神酒、水を供える。

当初は素壷鳴尊神社が粟生6か村全体の鎮守であった。宮単位で粟生6か村という時は粟
生外院 。中村・奥 。河合・山の口・ハックイ (岩坂)で新家は含まれなかった。粟生外院
は最も遠方であったため、宮山の山地を売却 した際に分担金をもらつて氏子から脱退 した。
稲荷の小祠は普段から「ゴンジュロウが姑とつてしまう」と忌避されてお り、葬式の際

も通らなかった。帝釈寺の境内にも小祠があるが、これは昭和44年 (1969年 )宿坊建築

写真89 地蔵
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の際に建てたものであ

る。寺では「おついたち」

にこれらの稲荷祠にも経

を唱える。

また各家では、平素か

らカミサングナ (神棚 )

にはアタゴサン (愛宕権

現)・ オイセサン (伊勢 )

を祀るほか、アワシマサ

ン (淡島神社)・ ヤハタ

サン (石清水八幡宮)・

伏見稲荷神社など「よろ

ずの神様」にお参 りした

際のお札を貼つているほ

か、札だけを箱に入れて

いることもある。その他サンボンサン

いる。

2.年中行事

(1)正月の準備

正月のことは「ネンシ」と呼ぶが、準備をはじめる日やその呼称は特に定まっていない。

各家によって農作業の合間や悪天候の日などを中心に、20日 以降主に30日・31日 ごろか

ら始める。具体的には大掃除をしたり、注連縄用のウラジロやシキビ・榊を山へ採 りに行

く。

注連縄  主として輪飾 りだが、玄関には40～50cmの大きな帯飾 りをつける家もある。

多くの家では戸主にあたる男性が作る。女性が作るときは、「注連縄が枕れるため念入 り

に手洗いをしなくてはならない」という言い伝えもある。材料の藁は、秋の刈入れ時に注

連縄用として別に保存しておいたものを、7・ 5・ 3本単位で絢い、「先祖代々すみやかに」

の意から橙 (ダイダイ)・ 炭・ウラジロを付ける。

飾る場所は、玄関に一番大きいものを飾 り、井戸・便所・納屋そして家中の入 り国と鬼

門にあたる場所に、早い家では28日 頃から飾る。取 り外 しは1月 14日 で、朝外して玄関先

に置いておいたものを子供たちが持つていき、その日の夜の トンドで燃やした。

門松  主に門だけに飾る。40～ 60C mの松・竹・梅の枝をそろえて帯状の紙で包み、そ

の上に水引をかけるという簡素なものであつた。

鏡餅  餅鴇きは28日 か30日 。29日 には「クノモチ (苦の餅 )」 として忌避された。スル

メはつけないことが多く、「よろこぶ」の意から昆布、ほかには橙 (ダイダイ)を つけた。

床の間や大黒柱に二段重ねの一番大きいものを飾る家が多い。そのほか神棚 。仏壇、昔

図32 粟生外院集落周辺

・コウジンサンと呼ばれる三宝荒神を台所に祀つて
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は蔵や箪笥などにも飾つた。また、三宝荒神 (か まど)・ 井戸には小ぶ りの三段重ねのも

のを飾つた。

年越 しの食事  大抵の家で年越しそばを食べるが、うどんの家もある。具には葱や油

揚げのほか正月料理の余りものをいれることもある。

除夜の鐘撞 き  帝釈寺の鐘撞堂に大豆 (ア ドマメ・アゼマメ)を 108粒置き、鐘を一

度撞く毎に豆を一粒本堂に供えながら、夜通しかけて除夜の鐘をついていたという話があ

る。大正以前に行われていたようである。

(2)正 月行事

若水  若水を神仏に供える家が若干あつた。ハツミズ (初水)と いう呼称も残つている。

雑煮  多くの家庭では、元日と3日 が自味噌仕立てで、2日 が澄まし汁の焼き雑煮である。

ただし三が日とも白味噌の家や三日目にはほとんど雑煮をしない家もある。以前は合わせ

味噌を用いていたところもあるが、いずれにしても自家用味噌の仕込みは12月 中に終わら

せていた。

餅は丸餅で、具は大根 。人参・小芋 。牛芳・油揚げなど。長いものは縁起が悪いとされ、

だし昆布と油揚げ以外の具はすべて丸く切つて入れる。また豆腐は葬式のときに食するも

のとして忌避されることが多かった。調理用の薪としてとくに大豆の枝を使う家もあった。

40～50年前までは、元旦の早朝には五字神社本殿・アタゴサン (五字神社境内の愛宕

社)。 ウシマツサン (五字神社境内の牛頭天王碑)。 地蔵・帝釈寺本堂・帝釈寺釣鐘堂の

順に雑煮を供えた後、食していたという。五字神社の供え台に全種類の具を少量づつ供え

たという話もある。

初言旨 着物で正装して、まず氏神の五字神社、次いで帝釈寺に参拝した。また男性だけ

が帝釈寺に集まつて会合を開き、地区の一年の方針を決めた。石清水八幡宮には縁日にあ

わせた17日 に行くこともあつた。伏見稲荷神社にも大体15日 ごろまでに、京都に野菜の種

苗を買いに行くついでに参詣したりしていた。

寺社以外には、2日 に親戚の家に行くほかはとくに年始まわりをするという風習はあま

りなかった。

お年玉  昔は正月に金品の贈答をする風習はあまりなかった。子供がせいぜい生、2銭程

度もらうことはあつたが、とくに「お年玉」と呼ばれることはなかった。

ハツシゴ ト・ヤマイキ・ハチ ビ  1月 2日 に「田へまいる」「ハツシゴト」として田

に入つた。60～70年前までは雑煮を、30年前頃では洗い米を田へ持つていき「田の神さ

ん」に供えたという。

4日 には山で小さい鏡餅を焼き、紙の幣・柿・みかん 。昆布などをつけて供えた。これ

を「ヤマイキ」という。
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また8日 (あ るいは6日 )は「ハチビ」「ヤマノカミがあれる」などといって、共有地の

一角へ正月の餅を持つて行つて焼いた。餅は半紙で作つた幣や葉の上に載せて供えたあと

食べた。

七草  1月 7日 は「ナノカショウガツ」「ナナクサ」と呼び、七草粥を食べた。

鏡開 き 早い家では7日 頃から鏡開きが行われた。これを「お鏡を下げる」という。開

いた餅は15日の トンドで焼いて食するところが多いが、七草や トンドにこだわらずに11日

ごろまでに済ます家もある。

また、鏡餅が割れたら日照りがおこるというように、「年占」(農作物の豊凶を占うこと)

がされることもあつた。

ナイショシバ  1月 10日 から14日 の トンドの前に、檀家が総出で帝釈寺用の薪を採つ

た。薪採 りは12月 から3月 にかけて新芽が出る前の期間に行われていたが、このときに限

つて村共有地と私有地に関わらずどこの山でも自由に立ち入ることができた。

トン ド 1月 14日 の夜に皿池の堤へ鏡餅・注連縄・供花を持つていつた。子供が書初め

を燃やすこともあつた。青年団が火の管理をし、残 り火を持ち帰つて15日 の朝に小豆粥を

作る家もあつた。また灰を田に撒くことが多かつた。

薮入 り 1月 16日 は嫁が生家へ里帰 りをする。この日に加えて正月2日 に里帰りをする家

もある。

ツナ ウチ  1月 16日、村の男衆 (男性 )

が集まつて帝釈寺の注連縄を作つた。材料

の藁は、原則として家ごとに稲束6把 を奉納

した。注連縄は、以前は境内にあった松の

大木に掛けていたが、現在は本堂の軒下に

年間を通 して掛けている。稲穂のような形

で、12本の榊を (閏年には13本 )処々に挿

す。また五字神社の注連縄も同時に作つた。

注連縄の作成が終わり奉納したあとにお神

酒を飲んだ。このときの肴はこんにゃくと

決まつてお り、現在はおでんになっている。

骨正月  1月 20日 に、蔵に供えて硬 くなっている鏡餅を割つて丸餅にし、自味噌雑煮を

作ていた家がある。正月の雑煮は魚でだしをとることをしないが、この日は鮭の頭でだし

をとる。

カキモチ  大寒の頃に「カンノモチ」「カンモチ」(おかき。あられなど)を作つていた。

寒の入り後、寒の期間に「寒の水」に二、三日浸けてから餅を掲くと餅が腐らず長生きでき

写真91 帝釈寺の注連縄
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ると言われていた。

(3)春 か ら夏の行事

節分  2月 3日 の節分では、焙烙で妙めた大豆を「フクハウチオニハソト」の掛け声でま
いて、年の数ほど食べた。この日を「 トシコシ」と呼び、鰯の頭を柊の切り枝に刺して、
裏口・便所 。鬼門に飾つた。また日持ちさせるため塩干しにして赤くなった辛い鰯を食べ

た。昔は大豆を畦でよく作つていたという。

カンギ ョ・イナ リセ ンギ ョ  1月 か2月 に「オガミヤ」と呼ばれる女性がタロ意谷から
やつて来て、座敷で護摩を焚いた。女性が来る家は地区で1,2軒。その女性の指示で「ゴ
ンジュロウ」「ゴロミヤ」と呼ばれる稲荷の小祠や、狐やマメダ (豆狸)の出そうな「キ
ツネアナ」(狐穴)に酒・稲荷寿司 。赤飯などを供えに回つた。手伝いの女性に狐狸が憑
いて急に踊 りだしたことがあったという。

雛祭 り 人形は段飾 り。余暇のある日曜などに適宜出され、早めに仕舞わないと縁談が

遅くなると言われていた。この日の食事は各家によって異なるが、巻き寿司やひな団子
(よ もぎ団子)を作つたり、自宅で取れたもち米でひし餅を作つた家もあった。

彼岸  墓参 りをするほか、牡丹餅を作る家が多い。団子を作る家もあった。春秋とも彼

岸の入り。中日・彼岸明けには帝釈寺の持仏前で先祖供養の法会があり、檀家が参加する。
また春の彼岸のみ大般若経の転読が行われる。

アマチ ャ  4月 8日 は帝釈寺で甘茶の接待がある。昔は盛大に行つていた。一月遅れの5

月8日 頃につつじの花を山で切つてきて、高いところや竹の先端に結んで立てて飾る家も
あつた。

メンギ ョ・ハナミ  4月 18日、村中でムカイヤマ (向山)に登った。莫産を敷いて弁

当を食べたが、子供が遊ぶのが行事の中心で、新池で泳ぐこともあった。

トリアゲヤス ミ  田植え仕事は基本的に週に一日休みを取つていたが、メンギョのあ

とから田植えまでは休みがない。このことを「 トリアゲヤスミ」と呼んだ。

牛回 し 牛の角に菖蒲をつけてウシマツサンのぐるりを牛を牽いて三周した。50年前ぐ

らいまでは牛は農業生活においては最も重要なものであったため、田植えの前に牛が怪我
をしないように、作業の安全を祈つて行われたという。

端年の節句  5月 5日 には40～50年前まではのぼりを揚げていた。のぼりは5～ 10mの
長方形の旗で源義経など武者の絵が多く描かれ、旗の下側に干支の人形3～4個ぶら下げた

ものなどがあった。こいのぼりを揚げるところもある。現在は具足を飾る程度になつてい

るが、飾 りは比較的長い間座敷に出していた。
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草餅・柏餅を食べるほか、よもぎと菖蒲を結びつけたものを屋根の上に載せた。菖蒲は

よく畑で作つてお り、端年の節旬に限らず5～ 6月 頃はちまきにしたり、五右衛門風呂に入

れていた。風呂に入れた際は独特の臭いがしたという。

サナプ リ  田植えが終わつたあと、農作業を村中一斉に休む日があつた。「五月休み」

とも呼ぶ。家によつては押し寿司などのご馳走を作つた。またサナブリ以降一週間程経つ

て雨が降つたときにも「アマヨロコビ」といって休むことがあつた。いずれのときも休み

は区長が決定して伝達した。青年団や消防団は遊びに出かけることもあつた。

ハゲ・ハゲショウ  7月初旬に仕事を休む日をこう呼んだ。「ハゲショウまでに梅干に

紫蘇の葉を入れないときれいな色がつかない」という言い伝えもあつた。

七夕・瀧安寺の大護摩  7月 7日 は農作業を休んで、瀧安寺の護摩に参加する。護摩

の灰は持ち帰つて田に撤くと害虫除けになり豊作になると言われていた。とくに水を張る

田の取水口から撒くと効果があるとされていた。竹竿の先端を割つたところに竹の皮に灰

をつつんで田に立てることもあつた。七夕飾 りは家庭ではなく、子供が学校で行なつてい

た。

夏祭 り 7月 15日 は粟生地区全体の夏祭りであつた。素喪鳴尊神社の式典に役員が参加

したほかはとくに行事はなく、農作業が体みになつた。

大掃除  7月末から盆までの期間に、畳をあげるなどの大々的な掃除が行われていた。

地区ごとに日程が決められ、自治会長や駐在所からも見回りが来ていた。

雨乞い 粟生外院は高台で池がかりであるため干害に弱く、雨が少ないときは盆の前後

あたりに帝釈寺と勝尾寺で雨乞いが行われた。忍頂寺 (茨木)の雨乞いに参加することも

あつた。

井戸替  8月 中に各家ごとで井戸の掃除を行つた。

(4)盆 行事

ホ トケムカエ  8月 2日 朝5時から、帝釈

寺境内のダントバカ (檀徒墓)で先祖の霊

が迎えられる。以前はもつと早朝から待つ

者がいたため時間が定められたという。各

家で線香・蝋燭・供物を墓前に供え、来た

順番に院主に読経してもらい、本堂にお布

施を供えたあと供物を持つて帰る。供物は

自家で採れた野菜や果物、故人の好物など

で、以前はそのまま墓前に置いておいた。

士触
絲

麟
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花は前日に供えてお く。檀徒の先祖迎えが終わつた後、境内の地蔵と無縁仏を寺で供養す

る。塔婆は13日 に渡されて、仏壇に飾る。

ナノカボン

れる。

ココノカビ

8月 7日 を「ナノカボン」と呼び、盆の支度を始めた。主に墓掃除が行わ

8月 9日 について、「ココノカビ」という呼称のみが残つている。

写真93 供物

供物  各家で供養する対象は先祖 (仏

壇)・ 新仏 (アラタナ)・ 三界万霊である。

三界万霊はあらゆる霊をさすものであるが、

とくに無縁仏が意図されている。

仏壇には仏花・仏木として菊・シキビな

どが飾られる。供物はじゃがいも 。さつま

いも 。なす・オクラ・西瓜・南京 。メロ

ン・もも 。ぶどう 。みかん 。バナナなど自

家用の野菜が中心で、とくに十八豆を盆用

に作つているところもある。肉類はなく、

そうめん・干菓子のほかに珍味のものがあ

れば、それらを蓮の葉に載せる。40～50年前までは蓮池に蓮の葉をとりにいくのが子供の

仕事であつた。蓮の葉は帝釈寺からもらうこともあるが、ないときは里芋の葉を代用する。

供物は食事に合わせて三食替えられる。

13日 夜から供える。ありあわせのものでもよく、厳密に決まつてはいないが、先祖の

霊が落ち着 くようにとオチツキモチが作られ餡が入れられることもある。

14日  昼にそうめんを供える。昔は自蒸 し (新粉)な どもしていた。

15日  赤御飯 (小豆ごはん)を炊 く。以前は夜食として14日 の晩に炊いた。

小豆御飯や南京は足が早い (腐 りやすい)た め、先祖を送るのに適 していたとさ

れる。そのほか先祖が帰るための弁当になるようなも

のを作つた。

床の間にも餓鬼供養のための供物が置かれる。掛け

軸は通常のものは外され、主に西国八十八所の朱印な

どが描かれた仏事用のものに替えられる。また現在で

も8月 は盆月として縁談などのめでたい話をしない。

新仏  前年の盆以降に近親者に不幸があつた場合は、

「アラタナサン」「シンボ トケ」と呼び、仏壇の横や床

の間に高さ30～50cm程度の棚を別に設けて供物を載せ

る。供物は同じであるが、アラタナバシラと呼ばれる

回り灯篭を仏壇の横に立てるほか、棚の上に菰を敷 く。

また、浄土宗や真言宗の家では、座敷から棚に先祖

の霊が上っていくための7段もしくは9段の梯子を麻幹

で作つて棚に架ける。またシンボ トケがある場合には
写真94 新仏の供養
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16日の施餓鬼会の日に親類が集まることもある。

墓参 り 8月 13日、墓で掃除や供花を取 り替えたあと、寺に塔婆をもらいにいく。この

とき重箱に米一升か同程度の金銭を寺に持つていく。この日は改めて先祖の霊を丁重に迎

える日とされている。

棚経  8月 14日 に寺の僧侶がムラの各家々を廻り仏壇に経を唱える。

詠歌 8月 14日 夕方頃から各家で詠歌を詠う。西国三十三番詠歌のほか通夜のときなどと

同じく「コジキエイカ」を詠う。長さは小一時間。最近では高野山金剛峯寺で販売されて

いるカセットテープを買つてきて練習したり、それを流したりしている。

先祖送 り 15日 の年前中から先祖を送る儀式として供物を川に流す。供物は浅めの箱

に蓮の葉を敷き、線香・蝋燭・塔婆を立てて、5～6年前までカワラバシから流していた。

現在は下流にあたる新興住宅地から苦情が出たため塔婆は寺へ持つていき、そのほかの供

物は捨てている。

盆踊 り (ネ ンプツオ ドリ ) 盆期間の上日もしくは地蔵盆頃に、30～ 40年前まで

帝釈寺の境内で盆踊 りが行われていたことがある。境内には提灯を飾 り付け、豊作になり

そうな年ほど盛大であつたという。各村から青年団中心の踊り手達が揃いの浴衣で他村に

踊りに出かけて先祖の霊を慰めた。そのため村ごとに開催日をずらしていた。遠方から河

内音頭の音頭取りが来たこともあつた。炭鉱節や江州音頭に合わせて太鼓をたたき唄いな

がら踊る。地蔵盆が荒天などであつた場合は、八朔盆の9月 1日 まで延期することもあつた。

施餓鬼会  村の檀家は8月 16日、村外の信徒は17日 に帝釈寺に集まり、先祖供養を通じ

て無縁の霊も含めた三界万霊を供養する。14日の棚経も各家における施餓鬼供養のような

ものと考えられている。世話役は檀家総代3軒の夫婦6人で務める。各家は重箱に米一升か

写真95 米一升入りの重箱
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写真97 供物と朱塗 りの膳

同程度の金銭を寺に持参する。

施餓鬼壇は、本堂の内陣に対面する形で

設ける。壇上には中心に餓鬼供養ならびに

先祖供養の塔婆を立て、その周 りに野菜や

果物、仏花・仏木などを供える。手前には

中心に餓鬼飯と水、左右に焼香鉢を置 く。

壇のまわ りには白赤黄青黒ののぼりを付け

る。これは五色結界と呼ばれているもので

厄除けの意味があり、寺の須爾壇には平素

から施されている。

本尊に向かって左側に新仏のある家が座

る。読経の後、新仏のある家から呼ばれて、

施餓鬼壇の手前で塔婆 。供物・色紙で作つた幣を載せた20c m四方の朱塗 りの膳を受け取
る。壇に塔婆と膳を供え焼香 した後、シキビの葉で塔婆に水をかけ、餓鬼飯を壇全体にふ
りかける。新仏のある家はこれらの作法のあと一旦本堂から出る。その後檀家が垣内ごと
に呼ばれる。垣内の順番は一年交代になっている。

餓鬼飯は白米 。人参 。きゅうり。なす 。かぼちゃを5mm四方に細かく刻んだものに水
を入れている。供養が終わると塔婆と幣を寺の檀徒墓に供えて帰る。

地蔵盆  23日早朝から1年交代の当番が地蔵の横に>ン トを架け、夜から子供の名前の

入つた提灯を飾 り付けてお く。

24日 の昼にアマ講 (婦人会)が帝釈寺の境内から地蔵の方を向いて座 り、詠歌をあげる。
この詠歌の以前は地蔵の横のテントで行つていた。詠歌のあと各家から出された供物のお
菓子を子供に配るために小分けにする作業を行う。

夕方頃から地蔵に人々が集まり、帝釈寺の僧侶がお経をあげる。子供たちはお菓子をも
らい、自分の名の入った提灯を持って帰る。各家でそうめんや小豆ごはんを作ることもあ
る。

地蔵流 し  盆の後半は地蔵中心の祭 りとなる。宗派の別なく粟生5か村全体でバスで海
へ行き、小舟を出して地蔵の札を流した。これは生きとし生けるもの全ての霊を供養する

もので、墓地法要と同時期に帝釈寺の先住職が始めた。

写真98 地蔵盆
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墓地法要  8月末の日曜に、粟生5か村の寺 (本成寺・法泉寺・善福寺・勝尾寺・願生

寺・法蔵寺 。帝釈寺)の僧侶が粟生霊園に集まつて阿弥陀仏・六地蔵 。無縁仏・迎え地蔵

を供養する。各家で桶に供え物をすることがあつた。帝釈寺の先住職が発起人となって粟

生霊園ができた昭和49年 ごろから始まつたもので、帝釈寺が集会所 (し ゆえしよ)と なつ

ている。

八朔盆  9月 1日 を八朔盆と呼ぶことがあつた。日蓮宗の家では妙見参 りをしていた。

(5)秋 から冬の行事

月見  9月 15日、萩の花を飾 り団子・里芋・棗などを供える。「ダンゴツキ」と言つて子

供が庭先から長い竹で団子を盗む慣わしがあつた。子供が団子と里芋を間違えることも多

かったという。

彼岸  各家では墓参 りをし、おはぎを作る。

彼岸の入 りと中日と明けには寺の持仏前の

座敷に集まって先祖供養の法会が営まれる。

中日の夜には「念珠 くり」が行われる。

夜に檀徒が寺の持仏前の座敷に集まりお経

と詠歌を唱えたあと、円座 して直径5メ ー ト

ルほどの大きな数珠を経にあわせて繰る。

各家で重箱に入れた一升分の自米か1000円

程度の金銭を持参する。法会のあとは供物

のお下が りを頂 くというかたちで茶菓を囲

む。
写真100 彼岸の念珠 くり

秋祭 り 秋祭 りは10月 15日、現在はそれに最も近い日曜日に行なわれる。昔は粟生6ケ

村 (新家・外院・中村・河合・奥・山ノロ)の鎮守であつた宮山の素表鳴尊神社のお祭 り

に参加 していた。粟生外院は6か村のなかで最も遠方であつたため、素表鳴尊神社の山地

を売却 して株を分けた際に配当分をもらつて宮座から脱退 したという。

太鼓には6か村から1人づつ計6人が乗つていたが、五字神社だけの祭 りになつてからは4

人乗 りの太鼓が粟生外院地区内を回つていた。行程は神社を出発、寺の前で一旦休上し、

また神社に帰つてくるというもので、乗 り手は小学校5,6年生までの長男であつた。子供

が少なくなり、乗 り手もかき手 (担 ぎ手)も いなくなつたため15年前 ぐらいから途絶えて

しまい、現在は式典のみである。

この日の式典は平素は閉じられている本殿内で行われる。各家の戸主全員が朝から本殿

に揃つて神主が来るのを待つ。神主は小野原の春日神社に常住で、近隣の地域を回つて来

る。神主は伊勢神宮からの幣吊料1000円 を奉納 し、地区で受け取る。式典のあとはお神酒

が下げられて、茶菓とともに振舞われる。

当番は3軒づつ家の並び順に出され、前日から提灯やお神酒・茶菓の準備をする。提灯

は前日に鳥居 。参道・境内に立てる。現在は参道には立てないが、火の守 (提灯の番)は

2日 間に振 り分けている。家では餅をつき、「ゼンザイマツリ」と呼びぜんざいを作るとこ
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ろが多いが、赤飯を炊 く家もある。

亥の子  11月 最初の亥の日に、子供が「イノコ」と呼ばれる藁細工を持つて村内の家々

を順番に回つた。小学校5、 6年生を先頭に、夕方から「イノコ」を各家の玄関先の地面に

ぶつけて「 ♪亥の子亥の子亥の子の晩に重箱開けて (ひ ろうて)開けてみればジュウベエ

サン (ゴ ンベンサン)の きんたま～おつさんとおばさんとでいわいまひょか～まけとけ―

まけとけ― トントコ トンの トンもひとつおまけにトントコ トンの トン♪」などと囃した。

これには収穫を祝う意味があつたと言われている。子供たちは各家から500円程度の金銭

をもらつて、最後に等分 した。

家々を回る順番は厳密には決まつていなかったが、最後は当時村で一番の地主であった

家に決まつてお り、毎年その家で「イノコ」を解体 して捨てて帰つたという。

「イノコ」は新米の藁で大小二つ作つていた。これは地面にぶつけているうちに痛んで

くるのと、大きさによって異なる音が出るためである。また、子供の体の大きさに合わせ

て作ることもあつた。子供が幼少のころはその親が作つていた。近年は芯にプラスチック

の棒を入れたりした。

各家では牡丹餅を作る。12～ 13年前から子供が少なくなつたため、行われなくなつた。

お神楽  11月 から12月 の間に、伊勢から皿回しなどの芸道の一団が荷車を牽いてやつて

きた。神楽舞が各家の仏壇とかまどの前で踊 り、子供の頭を噛んだりしていた。11月 頃に

地区から伊勢神宮へ初穂がだされ、年末までにお札が地区へ送られてきた。各家ではその

札を正月に神棚に供えた。神楽舞の荷車はその当時地区で最大の地主であったり檀家総代

である家の前に置かれた。これは亥の子で最後に回る家であつたり、薬の行商が来る家で

あつたりした。

セ ンモ ン  12月初頭の商店街での大売出しを「センモン」「センモンイチ」呼んでいた。

近郊では池田の「センモンバライ」が大規模だつたため、そちらへ赴いて衣類や食料など

正月の準備をすることが多かつた。平素から物入 りの時は池田に行 くのがこの近辺のなら

いであつた。

冬至  冬至の日にはナンキン (かばちや)を食べる。冬至用のかぼちや (ト ウジナンキ

ンと呼ぶこともある)を夏から別に保存しておくことが多い。その他食事を神仏に供える

ところもある。風呂には体を温めるために柚子にこだわらず薬草のようなものを入れるこ

ともあつた。

3.そ の他の民俗

(1)講

40年 ぐらい前までは、庚申講・行者講 。一心講・愛宕講・ショウジョウ (握狸力)講な

ど、様々な講があつた。現在の婦大会も以前はアマ講と呼ばれていた。
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庚 申講  庚申の夜にクミ (垣内)ご とにヤ

ド (当番宅)に集まり飲食 した。ヤ ドには

掛け軸が飾られ、各家では芋やこんにゃく

の煮物を作つた。特に初庚申と終庚申は重

視されていた。しかし、クミ毎に若子の飲

食物の差異があると、他のクミとの比較か

ら金銭的な負担が増えたりもめごとが生じ

たため、廃止された。

四天王寺の庚申堂に参詣して、夜の法会

に参加し、夜を徹 して踊 りに興 じるなどし

た。かつては帝釈寺にも庚申堂があり、現

在は庚申塔が祀られている。庚申で祀 られ

る青面金剛は帝釈天の使いとされている。

柴又・帝釈天でも、板本尊が本堂再建の際

発見された日に因んで庚申の日が縁日とな

つている。

伊勢講  1月 11日 (現在はそれに最も近い

日曜日)に三つのクミ (垣内)単位でその

年のヤ ド (当番宅)に昼頃から集まり、伊

勢講田からの収益で飲食した。その際ヤ ド

には掛け軸を飾 りその前にかき 。みかん 。

昆布・洗い米の供え物をする。現在は地区

全体で公民館に集まつている。

愛宕講  地区の愛宕さんは五字神社の中に

祀つてある。「伊勢は七度、熊野は三度、愛

宕さんには月参 り」と言われるように、三

つのクミ (垣内)か ら2人づつ計6人の当番

が毎月愛宕山に参詣してお札を持ち帰 り地

区中に配つていた。その後桜と紅葉の見物

を兼ねて春と秋年二回の参詣となつた。そ

の後さらに春の参詣のみとなり、30年ほど

前からは参詣もされなくなつた。現在は地

蔵盆の場に愛宕信仰が残つている。

ヤナギダ講  春先、農作業が本格的に始

まる前に、日の神様である柳谷観音を祀つ

た超地域的な大規模な集まりがあつた。当

番の家は地区単位で、近隣の地域からも集

まつてきたらしい。これは地区単位自の講

でなく、各自で参加 (購入)していた。

写真101 庚申塚

写真102 庚申請の掛軸

森

虫
入
神

妻
費
欠
帯

▲
≧

一

キ
一璃

‐

一

１

‥

―

こ

」

世

‥

Ｉ

●

Ｉ

Ｉ

ヽ

‐

，

１

１

卜

ｒ

ｉ

，

１

１

甘

１

‥

１

‥

Ｉ

Ｉ

ｒ

●

〓

〓

‥

１

１

１

再

百

「

】

対

123

写真103 伊勢講の掛軸



念仏講  現在の皿池公園が地区の念仏講田であつたとされる。その田からの収益で春の

彼岸の頃にクミ (垣内)単位ではなく地区全体で寺に集まり、煮物を作つたりして交流を

深めた。

写真104 行者講の掛軸

行者講  不定期であつたが大体夏場 (5～ 9月 )に、

男子が15歳になると願掛けに大峰山に参詣した。出

発前には瀧安寺で行を行い体を浄めた。毎年村の宿

舎も決まつていた。その際に用いるほら貝・旗・掛

け軸・数珠などの道具や台帳は公民館に保管されて

いる。女子は男子の留守中は精進料理を食べ、帰つ

てきた男子の股をくぐるという作法を行う。男子は

五字神社へ参詣 したあと解散 した。

金昆羅講  古 くは天保9年 (1838年 )か ら昭和3

年 (1928年 )ま で参詣帳にその記載が認められる。

基本的に毎年11月 9日 に村から二人が金毘羅山に代

参 していたが、明治34年 (1901年 )ん らヽ代参者は4

人になっている。毎月9日 に金銭出納の記載がある

ことから月参 りを行つていた可能性もある。

頼母子講  弘化4年 (1847年 )の「借用帳」には村人がそれぞれある程度の金銭を村か

ら借 り入れている様子が記されている。とくに代参講の記載はなく、金銭の貸借のみの頼

母子講のようなものがあったと思われる。

(2)葬 送儀礼

葬式の際の互助組織を ドウギョウと呼んでいる。この成員はクミ (垣内)と 同じで、つ

まり村には3つ の ドウギョウがある。 ドウギョウはミチツクリ (墓道の草取 り)、 火葬用の

薪の準備などをした。またヒトナノカ (初七日)の時に西国三十三ケ所の詠歌をあげる。

この状態を観音講と呼ぶこともあつた。

葬列では先頭には白い梓を着て、三角布を頭に被 り白い樵を着た人が、半分に割つた青

竹をひきずり、曲がり角で地面を突いた。喪主も撫を着用し、提灯2丁、燈篭2丁それぞれ

を持つ係 りを子供が務め、手伝つてくれた子供には「ハカクヨウ」と言つてお菓子を配つ

た。

40年 ぐらい前までは座棺という棺桶を使用していた。これは輿のようなものの上に棺桶

を載せて4人で担 ぐもので、棺桶はきれいな布で包んで、火葬するときにはハカノタニ

(墓の谷)の池で濡らした筵で覆つた。棺桶を担 ぐときは前後の人間が左右互い違いの肩

で担 ぐが、これは「ソウシキガタ」「ソウレンガタ」と呼ばれて平素は不吉であると忌避

されていた。

終戦直後までは、ハカノタニ辺 りに墓番が住んでいたという。火葬場も霊園の中にあっ

た。現在、墓地の管理は粟生霊園墓地委員会 (粟生5か村各村から2人)がおこなつている。

毎月1日 の朝に清掃があり、役員会は春と秋に開かれている。
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(3)その他

言い伝え 農作業に関して、仕事にならないで往復しただけのときも一日の労働時間を

8時間とすると三分 (8時間の3分の一=2時間4・5分)ほど日当がもら―えた。これを「出戻

り三分」と言つた。またむやみに山で火を焚いたりして働かない者を「山へ行く奴は棒食

わせ (飯を食わすな)」 などと戒めることがあった。

食物につぃて1よ 昔から沢蟹くぜんまい、どんぐりを忌避することが多かつたという。

また、へっつい (かまど)では不浄物は焚かないとされていた。

七五三よりも十三参りが強く意識されており、嵐山法輪寺へ参詣することが多かつた。
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第 2節 粟生新家地区

1.地区の概要

概要  現在の粟生新家は1丁 目から5丁 目まであるが、旧村落は現在の1丁 目になる。2丁

目から5丁 目にかけては、近年開発が進むまでは山、田、畑などがひろが り自然の多いと

ころであつたという。現在はその多くが住宅になつてお り、わずかにその面影がのこつて

いるばかりである。そして、西国街道と併走するように171号線が走つている。戦時中に

は、時には多くの戦車が往き来 し、また、滑走路としても利用される予定で電柱などもす

べて取 り払われていたという。粟生新家南側には、箕川が流れている。この箕川は、灌漑

用においてだけではなく、粟生新家の人にとって重要な川であつた。また、1丁 目は西国

街道沿いに位置し、昔の面影を現在でも多く残している。習慣においても、同様である。

この粟生新家1丁 目は現在粟生新家の自治会のもとに4つの組に分かれている。

粟生新家の属する粟生村は、『勝尾寺文書』に康治元年 (1142)12月 の文書が残されて

いることからも、古 くから開かれた地であった。平安中期には国衛と摂関家の支配を受け

るようになり、平安末期には藤原氏一門の氏神奈良春日社に寄進された (「後白河院庁下

文」『春日大社文書』)。 その後、江戸時代には、粟生村は文政10年 (1827)|こ 山之口 。中

村・岩坂・外院・河合・新家の6つ に分かれた (『池上家文書』)。 しかし、行政的には以前

のまま粟生村として扱われていたという。そのためか、現在でも粟生村に属するという意

識が強い。近世には、粟生新家内は西之池 。北畑 。向山・墓ノ谷・尼ノ谷・郷ノ久保など

の字に分かれていた。

また、粟生新家1丁 目には勝尾寺の一の鳥居がある。この鳥居には以前「勝王寺」と額

に書かれていた。西国街道を通る大名行列が、鳥居を通るときに馬から下 りなくてはなら

なかった。そのために、「勝尾寺」に変えたという話が伝わつているが、確かではない。
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図33 粟生新家旧字名
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自治会  全戸粟生新家の自治会に属する。

寺社  粟生新家はかつては33戸で り、その後36戸 に

なつた。そのうち浄土宗と浄土真宗が半分半分であつ

たという。現在も旧集落は主にこのふたつの宗派に別

れている。浄土真宗は稲の本願寺派勝満寺、浄土宗は

粟生間谷の法泉寺であり、粟生新家内には寺院はない。

神社は、春日神社がある。以前より宮司さんがいな

いため、行事の際には小野原の宮司さんにお願いして

いる。この春日神社は1995年に立て直され、愛宕講の

社も同敷地内に祀 られるようになつた。また、この神

社には元来は鳥居の南側にあつたと伝えられる常夜燈

がある。道路整備に際し、春日神社内に移動したとい

う。「金比羅権現」の銘記がある。また、この常夜燈

は1つだけであり、小野原のものと対になつていると

も伝えられているが、確かではない。

写真105 春日神社の常夜燈

年中行事

(1)正月の準備

正月の準備は、新家地区ではどの戸でも30、 31日 ごろから行われる。31日 の年前中に

は、粟生新家の旧集落 (西国街道沿いの集落)の皆で新家の春日神社の掃除をすることが

決まつている。各戸の年末の掃除、正月の準備はその間をぬって行われる。

餅つき 12月 30日 に行われる。29日 は数字の9が付くため「苦」がつくとされ、避けら

れた。餅つきは家族総出で行われ、ついた餅は丸められた。

門松  門松は、ミヤモリの役目として神社と自治会館の問口に、山から松をひいてきて

松竹梅とともに飾つた。普通の家でも、戦前は門松をかざつたが、戦後は飾らなくなつた。

新家地区には門松を飾る習慣は現在ではないという。

注連飾 り 注連飾 りは、新家のお年寄りの上手な人たちが作つてくれ、その人たちにお

願いするのが慣例になつている。材料はそれぞれの家の藁、主に餅藁が用いられた。

正月飾 りは、15日前後にはずすのが慣例であつた。

鏡餅  鏡餅を作るために、大きさの違う丸餅を作 り、それを二段重ねにした。その二段

の鏡餅にミカン (多 くは槙殻)・ 柿・昆布・裏白を飾る。この鏡餅は家 。蔵などに飾る。

大晦日の夕食  深夜に年越しそばを食べる。
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(2)正 月の行事

若水  昔から丼戸はどの家にもあり、若水を汲んで神仏に供えていたが、現在は行われ

ていない。

雑煮  かつては家の主人がつくる家もあつたが、現在はほとんどその家の主婦がつくる

ことが多い。味付けは味噌味で、丸餅を使う。多くは元日の朝食べる。

具には大根・慈姑・牛秀・里芋・焼き豆腐・油揚げなどが入れられる。慈姑には、芽が

でるといつて特に縁起が良いといわれ、大根や人参などは、角切 りにするとよくないと言

われ、輪切りにする。里芋は小芋が連なってできることから、子供がたくさんできるよう

にという願いからいれるようにしていた。

初言旨 元日に粟生新家の春日神社に詣でる。

仕事始め・礼 まい り  正月2日 、3日位に「お礼にいく」といい、各戸の戸主が洗米

をもち、自分の田圃へ出掛けていき、田の一カ所に鍬で三カブ起こし、その上に洗米を供

える。家によっては田にまくこともあつたという。

ふ くあか し 正月4日 に鏡餅を下げて切 り餅にし、その餅や水菜などを入れた雑炊を食

べた。

七草  正月7日 の日を「七日正月」といい、七草粥を食べた。薄い塩味で、以前はきちん

と七草をそろえて食べていたが、最近では水菜などで代用し、実際に七草をたべることは

あまりない。

鏡開 き 撞いた餅が固くなってしまうので、3日 にはひらいてしまう。開いた餅はあら

れにすることもあつた。

トン ド  トンドは、正月15日 に行われた。現在は埋め立てられ、 トヨタのお店になって

いる宮ノ池の堤防の所で行われた。櫓を組むことはなかったが、正月飾 りを燃やした。そ

の火で餅を焼き、食べるのが子供にとっては楽しみであつたという。また、焼いた餅を食
べると健康になると言われていた。 トンドの灰を持つて帰る人もあつたが、具体的な使用

方法は定かではない。

また、この日を小正月と呼び、あづき粥を食べた。

ヤブイ リ 16日 には嫁入りした人達は一週間程度実家に帰つたという。このときに送

物として羽織や袴、帯などを嫁ぎ先からみやげ物としてもらつて帰つた。

8月 の盆明けにも (8月 16日 )に も同様にヤブイリがあった。

(3)春 から夏の行事
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節分 (ト シコシ ) この日を「 トシコシ」と呼び、「鬼は外、福は内」の声に合わせ

畦豆をまく。豆は竃であらかじめ炒つておき、豆まきが終われば、年の数に1足 した数を

食べた。この日には、柊と鰯の頭を家の角に飾り、鰯を食べた。家によっては、麦ご飯を

食べたという。近年になつて、まき寿しも食べるようになった。

雛祭 り 2月の初旬に飾 り、3月 3日 当日には片づける。片づけが遅れると、娘の婚期が

遅れると言い嫌われた。7段、または9段の雛人形を飾る。

この日には、バラ寿司を食べる習慣があつた。

彼岸  まず、墓参 りに行 く。各戸で墓に参る。墓に花を供え、特にきまつたものはないが

供え物をする。よもぎだんご、おはぎを作つて食べることもあつたという。

メンギ ョウ  4月 の18日 前後の日曜日に山へ「メンギヨ」「メンギヨウ」といつて、山

(通称「すべ りんこ山」)へ出掛ける。山といつても、新家の墓の向かいにある小高い山で、

どちらかというと花見をするといつたものである。この行事の中心は子供であり、親は付

き添つて行くというものであつた。大人は仕事を休み、おはぎ、おすしを作 り食べた。ま

た、メンギヨの前になると「明日はメンギヨ (メ ンギヨウ)ですから、仕事を休んでくだ

さい」などと組々で触れてまわつたという。

端年の節句  5月 の5日 にはこいのぼりを飾り、鍾適さんののぼりを立てたりもした。

よもぎ餅、ちまきを作 り食べた。菖蒲湯にも入る。また、よもぎを乾燥させ5日 に風呂

に入れた家もあつた。また、菖蒲を屋根にのせ、清めた。

清掃除 5月 の初旬に溝掃除をした。

サナプ リ・半夏生  田植えが終わつた後の体みの日を「サナブリ」と呼んだ。6月 の

初旬の農作業のお休みのことを指し、「サナブリ」「半夏生」は同じ時期にあつたため、特

にその違いは意識されていなかつたようである。家によつてはこの日には宴会が行われ、

鶏を料理して食べた。このときにも、メンギヨ同様仕事を体むよう触れて回られた。

七夕  7月 7日 を「タナバタ」といい、前もつて井戸を掃除するのが習慣となつていた。

タナバタの笹飾りは昔は箕川に流していたが、禁止されてからは燃やすようになつた。

墓掃除をする家もあつた。また、この頃畳をあげるなどの大掃除をすることもあつた。

瀧安寺の護摩焚 き  瀧安寺の護摩焚きには参加する。これは新家の家が皆参加すると

いうのではなく、各戸で自由に参加している。護摩焚きに参加する家は、大護摩の灰を持

つて帰つたという。

その他  田植えの後、田の害虫を払うために、水面に石油をまいたという。農薬が一般

的になるまで続けられていた。
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(4)盆 行事

盆の期間は各戸、宗派にようて違うが、大きくとらえて12日 ～16日である。

墓掃除  墓掃除は、年に4回 (盆・春秋彼岸前・正月前)婦人会の人達が掃除をしてく

れているが、お盆近くになると、各戸で改めて掃除をするという。また、墓参 りの時に行

う家もある。

墓掃除の時に、稲刈 りにむけて田への道をつくるための草取 りも行い、これを「道つく

り」といった。

施餓鬼  浄土宗の新仏の家のみ、お寺で拝んでもらう。

墓参 り 13日の朝、お墓へ迎えに行く。このときにはお線香を焚き、お供え物をする。

迎え火は焚かない。

供物  浄土宗では仏壇にすいか、なすび、 トマ ト、葡萄、ピーマンなどと故人の好きだ

つたものを供える。仏壇に棚になる引き出しがついており、その引き出しの上に供える。

家によっては、茄子を半分に切つて、線香を立てた。そうめんの束を二等分に切 り、赤塗

りのお盆にピラミッド状にのせたり、アラタナの家ではおがらではしごを作つた。

浄土真宗では、仏壇に故人の好きだつたものなどを供え、おまいりをした。

新仏  「アラタナ」「新仏」「ハツボン」などと呼ばれ、浄土宗では14日 の日に寺のお坊

さんが家々を回る。そのほか、14日 の夜にはアラタナの家にお参りに来ることもあつたと

↓ヽう。

浄土真宗のお宅では、14日の昼間に坊さんが参つてこられ正信偶をあげ、また夜になる

と同行の人がやつてきて正信掲をあげ、その後お茶の接待を受ける。

先祖送 り 15日 の朝、お墓へ送りに行く。このときにも、お線香を焚き、13日 に供え

た供え物は持つて帰 り、箕川に流した。丁度、台風の頃なので、流さなくとも台風により

川の水量が増えて、川の水がさらつていってくれたものであった。盆のお供えは15日 の朝

10時ごろまでに片付けるのが慣例であるという。

盆踊 り 昭和30年代には、新家の自治会館の前で行われていた。その後、小野原の盆踊

りと一緒に小野原の小学校でおこなっていた。

地蔵盆 (愛宕講 ) 8月 の23日 、24日 に行われる。新家地区内に二つの愛宕講があり、

それぞれで行われていたが、その内の一つが休むことになり、しばらくは一つの講だけが

活動していた。その後粟生新家の自治会館で行うようになつた時に二つの講をまとめ、現

在愛宕講はひとつになつている。その後新家の家のほとんどが現在の愛宕講に参加するよ

うになつた。

以前は愛宕講の当番 (一年交代)の家を「宿 (ヤ ド)」 といい、この宿の家がもともと
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愛宕講の社を預かつていて (当 番の家が社を

一年間保管する)、 愛宕講の日になると玄関

に社を出し、飾 り付けたという。この飾 り付

けは「飾 り番」とよばれる三軒の家が行い、

提灯などを道筋に飾つた。その後、各戸で行

うのでは負担が大きいとして、自治会館で行

われるようになつた。さらに、95年に新家

の春日神社が建て直されたのを機会に神社内

に愛宕講の社を移 し、現在は神社内でお祭 り

をしている。愛宕講には粟生新家の人たちは

皆お参 りし、こどもはお菓子をもらつた。二

つ講があつたときには、子どもは二つの講の

写真106 愛宕講の社

両方にお参 りした。24日 にはお供えの果物 (西瓜など)を皆でわけ食べた。「宿」の交代

は、この24日 の行事が終わつた後、帳面の記入とともに交代 した。

現在、愛宕講の準備は当日の夕方からはじめる。御神酒に洗米、塩、餅、西瓜、果物な

どをお供えする。準備が終わり日が暮れると、新家の人たちがお参 りにやつてくる。以前

は宿で宴会を行つていたが、現在は神社内で多少の飲食ができるようにしている。また、

お参 りにきた子どもたちにはお菓子が配られている。かつては、23、 24日 の両日行われて

いたが、現在は23日 だけ行われている。

愛宕講の当番は、新家の旧村落を順番にまわつてくる。その年に不幸があつた家などは、

次の年にまわすなど協力して順にまわつてくるようにしている。この愛宕講の費用は宿が

全部負担するか、講員で分担した。

現在でも変わらず、愛宕講の当番の家は4月 に愛宕山に登 りお札をもらつてくる。その

お札を当日愛宕講の社の中に供える。

マ ン ドロ  8月 23日 、24日 に行われていた。

すべ りんこ山で櫓を組み、松明に火をつけ降

りてきたという。櫓には24日 に火を入れた

という。このマンドロは男の子のみが参加し、

戦前までは行われていたが、その後自然消滅

したという。

大 日講  8月 28日 に新家地区の公園内にあ

るお地蔵さんのところで行われる。かつては、

現在の位置に公園はなく、里道沿いにお地蔵

さんがあつたため道の端で行われていた。現

在は以前ほどは大きくお祭 りすることはなく

なりつつあるという。こちらも愛宕講と同様

に、大日講の当番があるという。三軒ずつ当

番が回つてきて、この当番は粟生新家の旧の

村落を愛宕講の当番と反対回りに回つて来る

という。

含
棄
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(5)秋 か ら冬の行事

月見  十五夜に月見をする。このときには、だんご・里芋 。すすき。はぎを供える。里

芋を供えることから、「芋名月」とも呼んだ。また、供えた団子などは、子供が竹などを

もつて、盗みに来たという。供え物をした家は子供が持つて行き易いところにそなえるよ

うにしていた。

彼岸  墓参 りをする。墓掃除は前述のように婦大会の人達が定期的にしてくれている。

彼岸の時には各戸ですることもある。

写真108 往,神楽の獅子舞

秋祭 り 以前は10月 15日 に決まっていた

が、現在は新家の春日神社には神主さんが

おらず、小野原の春日神社の神主さんにき

ていただくため、小野原のお祭 りの行われ

る10月 中頃の日曜日に行われるようになつ

た。

新家地区の「 ミヤモリ」とよばれる人達

が準備をし、前日の日没からお宮に詰めて

いる。秋祭 りには、餅・野菜・するめなど

が供えられる。供えるものには海のものと

山のものを供えるという決まりがある。

昔は、太鼓も御興もあつたのだが、なくなってしまつた。新家が所有していた太鼓は8

人でたたく大きなものであったが、天理教の人が譲 り受けたという。御興はあったことが

わかつているが、その後どうなったのかはわからないという。

また、このお祭 りの次の日に御神楽が行われた。獅子舞をかぶった青年会の人たちが1

件1件まわって、玄関からヘッツイさんのところまで行き御幣をもつてお祓いをする。青

年会が戦後無 くなったため、その後 しばらく消防団の人たちがやつていたが現在は行われ

ていない。

亥の子  行われる日は決まつていたが、詳細は不明。

亥の子に参加できたのは、原則的に男の子だけであつたようだが、時代が下るに従い、

女の子も参加するようになった。藁を固く縛つた棒を作 り、それをもつていろんな家をま

わり玄関の前の地面をたたいた。家々をまわる順番は決まっておらず、亥の子の歌、

♪いのこ いのこ 亥の子のばんに～

と歌いながらまわつた。この時に、おはぎをつくり、やってきた子供達に配つた。また、

子供に配るように菓子の用意もした。家によっては現金であったこともあつたという。

現在は行われていない。

ヤマアキ  11月 3日 は「ヤマアキ」といい、この日から誰でも山に入つても良いという

日があつた。

山に入り、松茸を探したという。
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七五三  11月の大安の日に、新家の春日神社に参るのが基本であつた。ただし、春日神

社には神主さんがいないため、現在では小野原の春日神社へ参ることも少なくない。

七五三のうち、男の子も女の子も一回づつお祝いをした。男の子は五才、女の子は三才

で祝うことが多かつたという。

冬至  冬至の日には、カボチャを食べた。

お風呂には身体があたたまるとしてゆずを浮かべる。以前は風呂を沸かす時には、ナス

の木を燃やす風習があつた。

3.そ の他の民俗行事

伊勢講  以前は村内に三つあり、もつとも大きいもので15軒ほどからなっていた。各講

が、年明けから1月 11日 の伊勢講の日までに伊勢神宮に代表者が代参する。11日 に自分の

講の人にお札を配る。また、11日 当日には宿となる家の床の間に御札をかけ、御神酒と洗

米、塩、するめなどを供える。講員は皆宿へ集まり、床の間にお参 りして席につく。宿の

主人がお供えをさげて、講員に分ける。その後、宿の主人は鶏を料理したり、はものすき

焼きなどをつくり講員を接待した。この時使われる野菜などは、豆腐以外はすべて自家製

であつた。11日の講は、11時頃はじまり、15時過ぎまでお喋りをするなどして宿で過ご

した。

観音講  浄上のお宅で毎月17日 におつとめをするもの。粟生新家には以前22件あつたが、

現在は18件であり、この18件のお宅で持ち回りで行われる。通常の月は19時半ごろから1

時間ほどかけて行われる。年に1度12月 の14日 は昼間行われる。現在は1月 と8月 はお正月

と盆があるので行われていない。掛け軸がある。

愛宕講  8月、地蔵盆に同じ。

大日講 8月、大日講に同じ。

行者講 (大峰 山 )

戦前まで続けられていた。

宗教宗派などは関係なく、

皆が集まつておつとめを

した。このおつとめも個

人の家の持ち回りで毎月

行われていた。毎年8月 に

は大峰山へ出掛けていつ

たという。

また、「ハツギヨウ」と

いい、家に新 しい人がで

きると戒めを込めて行う
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図35 粟生新家集落周辺

行事があつたという。

葬送  新家の墓地には旧の村落からの

家の墓だけがある。現在は火葬後、墓

地に埋葬されているが、以前は土葬で

あつた。一時、土葬でも火葬でも決ま

りのない時期もあつた。火葬に変わつ

てからは、凡そ夕方5時 くらいから焼き

始め、夜中12時過ぎに見に行 く。焼け

残 りのないように、なるべ く夜遅 くに

見に行つたという。

亡くなつた人は列を組んで、墓場ま

で運んだ。この列は血の濃いものから

並び、村のものが皆参加 した。墓道も決められていた。地図参照。

ミヤモ リ 粟生新家の春日神社の当番ということで「 ミヤモリ」と呼ばれる当番がある。

この「 ミヤモリ」の習慣は長 く続いてお り、粟生新家の旧の村落、1丁 目の方たちが続け

ている。

毎年三軒が当番にあたり、六斎日には神社の掃除をし、正月の神社・秋祭 りはミヤモリの

しきりで行う。また、それ以外の愛宕講の時なども神社の掃除はミヤモリの仕事と決まつ

ている。
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第 3節 粟生間谷地区

1.地区の概要

概要  粟生間谷地区は箕面市の北東部に位置し、茨木市と接 している。山中を南流して

いる勝尾寺川が南東に流れを変える辺 りから平野が開け、勝尾寺川と支流の裏川の周辺に

集落が形成されている。北は勝尾寺山、南は向山、西は明楽山の三方を山に囲まれた地区

である。地区の北部に西国観音霊場二十二番札所勝尾寺があり、間谷地区を通る参詣者は

多い。

粟生村の初見は康治元年 (1142)の「佐伯小犬丸譲状」(勝尾寺文書、箕面市史史料編

1)で「摂津国島下郡中条粟生村」と見える。

江戸時代は数回の変遷を経て慶安2年 (1649)以降は高槻藩領。粟生新家、粟生外院、

茨木市粟生岩坂と共に一村を形成 していた。

明治22年現茨木市の西部の村々と共に豊川村を形成した。昭和31年箕面市への編入とと

もに4地区を合わせて大字「粟生間谷」となつた。なお川合のうち3軒は水利の関係などか

ら茨木市に編入された。

「農業集落カー ド」によると1970年の総戸数は川合22軒、山之口77軒、中村25軒、奥

36軒であつた。近年の大規模な開発により村の景観は大きく変容している。

図36 粟生間谷旧字名
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自治会 (垣内 ・組 ) 粟生間谷地区は川合、山ノロ、中村、奥の4つ の地区に分かれ

ていて、それぞれが独立した自治会組織によって村の行事の運営をしている。

またそれぞれの地区はさらにいくつかの垣内 (か いち)に分かれている。

奥…………東、中、西

山ノロ……白駒井 (は つくい)、 山之口※、釜屋 (か まや )、 垂井 (た るい )、 引成 (ひ

きなり)、 辻ケ市

中村………前、東、西

川合………庄田 (し ようだ )、 小積 (こ つみ )

※山ノロは地区名、垣内名の両者が存在する。混乱を避けるため、この報告書では垣内

の方を山之口と表記することとする。

山ノロは他の地区と比べて垣内の独立性が強い。辻ケ市、自駒井には垣内単位の講が存

在し、引成には日蓮宗の家が多い。山ノロは幾つかの垣内が集合 し1つの地区となつたと

考えられる。

垂井と引成はその中心の家の屋号でもある。

社寺

奥…………須蓋鳴尊神社、楠木神社、真言宗勝尾寺、同宗善福寺、浄土宗法蔵寺、(真

言宗菩提寺 )、 (浄土宗清竜寺 )、 (真言宗長徳寺 )

山ノロ……五字神社、浄上宗法泉寺、日蓮宗本成寺、 (浄土宗安楽寺)

中村………天満宮

川合………春日神社、(黄葉宗徳大寺 )

※ ()は廃社寺

図37 奥の寺社と トンド場
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図38 中村の寺社と トンド場

図39 山ノ国の寺社とトンド場 図40 )H合の寺社と トンド場

宗派  浄土宗法泉寺の檀家が九割以上、浄土宗法蔵寺2軒、日蓮宗本成寺11軒、粟生岩

坂の浄土真宗栄久寺2軒。

弘化二 (1845)年の「宗旨御改帳」(池上家文書)に よると粟生村全体 (粟生外院、粟

生新家、茨木市粟生岩坂を含む)で真言宗宝珠院26軒、浄土宗法泉寺 126軒、同宗法蔵寺

3軒、法華宗本成寺11軒、浄土真宗教行寺 (高槻市富田町)34軒、同宗勝満寺 (萱野)13

軒となつている。

生業  農業。酒米や枇杷が盛んだつた。「村誌」(明治14年 )に よると、米を2180石生産

し、内6割 を灘伊丹大阪清酒の配米としたとある。「おまち」という品種の米を多 く作つて

いた。また李、枇杷を天満の市に、西瓜を池田の市に、真瓜を池田、茨木の市に出荷 して

いた。このほか裸麦、小麦、綬米、大豆、蚕豆、菜種、綿、大根を作つていたようである。

また戦時中から戦後にかけて芥子も多く作られていた。昭和30年代イチゴが盛んになつた

が、連作が出来ないので9年 ぐらいで衰えた。寒天造 りをする家もあつた。
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写真110 本成寺の堀写真109 善福寺の境内           写真110 本成寺の堀

昭和40年頃まで炭焼きが盛んで、釜屋の地名はそこからきていると言われている。山に

入ると窯跡を今でも見ることが出来る。

水不」 地区の田畑には勝尾寺川、裏川と幾つかの溜め池から用水路を経て水が弓|かれて

いる。用水路ごとに水利組合が存在 し、組合の話し合いによって管理、運営がなされてい

る。

康治元年 (1142)の佐伯子犬丸譲状 (勝尾寺文書、箕面市史史料編1)に は一井溝の名

が、嘉禎元年 (1235)の僧明甕田地売券 (同文書)に は今井溝の名が見える。これらの水

路は今もなお使われてお り、今井溝では毎年5月 3日 に溝さらえが行われている。他の水路

も同時期に、それぞれの水利組合によって溝さらえが行われる。

2.年 中行事

(1)正 月の準備

具体的に何日から始めるということはなく、20日以降に始めるところが多い。

餅つき  12月 30日 に行う家が多いが、決まつてはいない。28日 は荒神さんの日だから

火を使つてはいけないと言つて避ける。また29日 は苦の餅といつて避ける。が、逆に苦を
つくのでよいとする家もある。今でも餅米を蒸す際にはヘッツイさん (か まど)を使うと

いう家もある。

門松 ・注連飾 り  ほとんどの家で注連縄はしなかった。門松は材料を山で取つてきて、

玄関の両側にオン松、メン松をたてていた。竹梅を添える家もあつた。31日 は一夜飾 りで

良くないといってそれ以前に飾る。最近では門松をする家は少なくなり、逆に注連縄が増

えてきている。

神社の注連縄は12月 最後の日曜日に当番に当たつている組が作る。

鏡餅  鏡餅は床の間、仏壇、神棚、荒神さん (三段重ね)に串柿、昆布、みかんをのせ
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て女性が供える。蔵、井戸、下駄箱、荷車、農具 (脱穀機など)、 裁縫台、勉強机、自動

車にも供えるという家も多い。

大掃除 (煤払 い ) 20日頃、竹の先に笹の葉を付けて天丼の煤や蜘蛛の巣を取つた。

大晦 日の晩  そばを食べる家が多い。つごもりそばともいう。またおせち料理の余り

の煮染めを食べる家もある。

中風のまじないに南瓜を食べるという家もあつた。

(2)正 月行事

若水  行われていない。

雑煮  丸餅、自味噌 (昔は自家製の味噌)で作る。具に慈姑、大根、人参、蓮根、小芋、

豆腐、揚げなどを丸く切つて入れる。主婦が作る。神仏には1～3日 までは毎日主婦が供え

る。また牛も家族同様なので雑煮を与えた。

雑点箸、丸箸、柳箸などと呼ばれる丸い箸を使つて食べる。箸の袋に名前を書き、3が

日はこの箸を使う。箸は15日 まで置いておき、 トンドの時に一緒に燃やす。

具は7種の野菜と決まつている家もある。子芋、大根、人参、ゴボウ、揚げ、焼き豆腐、

昆布。(ナ |1合、白駒井など)

初言旨 各地区の氏神にお参 りし、お寺に年始の挨拶に行く。氏神にお参 りをしてから雑

煮を祝い、その後お寺に挨拶に行くという家もあれば、氏神とお寺に行つた後に雑煮を祝

うという家もある。昔は午前3時頃から正装をしてお寺へ参つた。

お年玉  現在はお金だが、音は下駄や足袋、前掛けを買つて貰つた。何も貰えない家も

あつた。

ハツシゴ ト 2日 、家の主人が豊年になるように田圃に酒をたらした。田の神まつりと

云つた。5日 には山に行き餅を焼き蜜柑、昆布、御幣を付けて、木にくくりつけて、その

年の山での安全を祈願した。山の神まつりと云つた。(釜屋)

2日 、シゴトシゾメといつて山に男の人が行つた。(奥 )

3日、山の入り口の広場で、紙で作つた御幣を木につけ、山の神を拝んでから仕事を始

めた。(白 駒井)

最初に山に入るとき、焼いた餅を持つて山の入口に供えた。(ナ H合 )

フクアカシ  4日、味噌汁に鏡餅を切つたものを入れて食べる。(奥 )

正月七 日  7日、この日を七日正月といつて、七草粥を食べる。七草全部入れなくても

良い。これといつて何もしないという家もあつた。

七草という名前の草を入れるという家もある。(中村)
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鏡開 き 昔は15日 に下げて、焼いて食べたり、ぜんざいに入れたりした。最近は早いと

ころで3日 には下げて、水に浸けてしばらく置いてから食べる。3日 の夜切つてしまうとい

う家もあった。

写真111 山ノ国の トンド

トン ド 14日 の晩か15日 の朝にトンドを

燃やした。 トンドは竹を組んで三角錐状のも

のをつくり、そこに藁を掛けた。ダマシをた

くさん作つて他の垣内といつまで トンドを燃

やさずおいておけるかを競つた。中村では

11日 の伊勢講の時に子供が集まり、講で酒

を飲み気の大きくなっている大人に竹を貫え

るように頼んだという。

またこの火を持つて帰つて、小豆粥を炊い

た。燃やした竹は便所に入れると魔除けにな

るといった。各地区の トンド場は次の通 りで

ある。

奥………………双葉産業の駐車場辺 り

山ノロ

白駒井………垣内のなかの辻

山之口………法泉寺の裏手

釜屋…………法泉寺の裏手

垂井 。引成…太成金属の辺 りからのち、JAス イミングスクールの前辺 りに移つた。

辻ケ市………現在の山之口橋の側の田圃

中村

西……………豊川北小会館の下の田圃

東……………五字神社の南東

川合……………地区西部の共有の田圃

どの地区も現在は行われていない。山ノロでは一時期復活 し、個人の田を借 り、垣内毎

に トンドを作 り賑わつたが、田が荒れるということとダイオキシンが発生するということ

で中止された。

ヤブイリ 嫁や奉公人はこの日実家に帰つた。姑は嫁に土産を持たせて実家に帰らせた。

実家へは1～5日 間帰つていた。

荒神さん  1月 28日 は勝尾寺の荒神さんの日。尼講の人が粕汁やかやく御飯の接待をし

た。現在はお神酒だけ。また竹を切つてきて杖の接待をするということもあつた。

(3)春 から夏の行事

トシコシ (節分 ) 2月 3日 。この日をトシコシという。昔はホウラクで豆を煎つた。
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豆は神仏に供え、家の各所で「鬼は外、福は内」と言つて豆まきを行つていた。年の数豆

を食べ、鰯を食べた。また戸口にヒイラギと鰯の頭を飾つた。昔は母屋、便所、蔵の入口

など入口という入回全てに飾つた。何もしない家もある。最近は巻き寿司を食べるように

なつた。

節句 (3月 ) 3月 3日 。雛飾 り (人形のものと掛け軸のものがあつた)は早目 (節分

頃から)に 出し、終わるとすぐに片付ける。早く片付けると縁が早いといつた。この日は

ハマグリのおつゆとちらし寿司をして食べた。

イチマさん (市松人形)を もらつたという人もいた。

彼岸  お寺で彼岸の法要があり、そこで塔婆をもらつてからお墓に行く。よもぎ餅やお

はぎを供える。

彼岸団子 (よ もぎを摘んできて作る。)を供える。(奥 )

メンギ ョ 4月 18日、お重に巻き寿司を入れて、善福寺の庭に行つた。(奥 )

法泉寺の裏に巻き寿司を持つて出かけた。(釜屋)

垣内で相談して日を決めた。子供だけがコウデン山 (現東山住宅)に行つて御馳走を食

べた。(白駒井)

現在東山住宅になつている山に行き、御馳走を食べた。(中村)

昭和33年頃までしていた。場所は川合の池の周辺で山ツツジがたくさんあつた。筵を敷

いて周囲に折つたツツジを挿して花の中で巻き寿司を食べた。春日神社の桜の本の下です

ることもあつた。(チ |1合 )

溝さらえ  5月 3日 に溝さらえをする。(奥など)

米を集めて運営に充てていた。これを井出米という。

節句 (5月 ) 5月 5日 。鯉のぼりを上げる。昔は菖蒲と蓬をくくつて尾根に上げたり、

菖蒲湯に入つたりした。頭痛 (あ たまいた)が起こらないといつた。

疱着にかからないように道の辻に赤飯を供えた。(釜屋 )

ヨウカビ  5月 8日 。庭に竹を立て上の方

を十字にし、その先にツツジの花をつけた。

サナプ リ 田植え後、村全体が終わると

サナブリといつて休んだ。苗を神棚に供える

という家もある。また、この日田植えを手伝

ってもらつた家に賃金を支払つた。

半夏生  ハグショウという。田に入ると禿

げるとか、枯れるとかいつて、入るのを避け

た。
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七夕  7月 7日 。瀧安寺の大護摩に行つた。水口にまいたり、竹の皮に包んで竹に挿し田
圃に立てたりすると虫がつかないといった。

土用  上用の内は上をいじってはいけないといった。

その他  田植え前に牛の爪切りがあった。言い継ぎが回つて知らせた。

写真113 法蔵寺施餓鬼供養 写真114 本成寺施餓鬼供養

(4)盆 行事

施餓鬼  法泉寺では8月 2日 、法蔵寺は15

日、本成寺は14日 、善福寺は17日 。各寺で

施餓鬼供養が行われる。各寺の檀家や信者は

塔婆をもらつて帰る。

墓掃除  お盆前の都合のよい日に行う。ま

た法泉寺では月ごとに決まった地区の人が掃

除をする。

ココノカ ビ  8月 9日 、中山寺で回向して

もらう。アラタナのある家がお参 りする。

(奥 )

毎年行くという家もある。

先祖迎 え  12日 にダントバに迎えに行く。この時は仏花を供える。13日 の朝粟生霊園

に迎えに行く。14日 に坊さんが各家を回る。15日 には各家から寺に礼に行く。(奥 )

法泉寺では各地区によってダントバでの先祖迎えの時間が決まっている。

ダ

写真115 善福寺施餓鬼供養
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写真116 お盆のお迎え (法泉寺 ) 写真117 お盆のお迎え (本成寺 )

棚経  各寺の住職が檀家を回り、仏壇・盆棚の前でお経をあげる。善福寺、法蔵寺は奥

地区の檀家ではない家も回る。

供 え物  ハスの葉 (無い場合は代わりにイモの葉)を広げ、スイカ、十八豆、ホウヅキ、

桃、とうもろこし、ブドウ、マクワウリ、ナス、キュウリ、 トマト、ハクセンコウ、ソー

メン、お花、まんじゅう等を供え、箸としてオガラも供える。オガラで身体の悪いところ

を摘むとご先祖さまが持つて帰つてくれるといつた。8月 15日 に小豆御飯、南瓜の煮たも

のを供えると足が早くなるといつて先祖が早く帰れると言つた。供え物は日によって決ま

つている家が多い。数例次にあげておく。

中村

13日 昼

14日 朝

晩

奥

13日 晩

夜食

14日 朝

昼

晩

15日 朝

昼

お生産

引成

12日 晩

13日 朝

昼

晩

落ちつきメイ

乾物 (高野豆腐、千瓢、処 )

南瓜、豆

本膳、ご飯、おひら、煮染め、漬け物、おつゆ、

無縁さんにお茶湯

サツマイモ

ぜんざい、大根のおひたし

素麺

ご飯、茄子の胡麻和え

赤飯、味噌汁 (具 に牛芳、土芋 )

まぜずし

おしんこ (米粉を練つて作つた団子を細長 くし、

落ち着き団子 (お しんこ)

ご飯、おかず

素麺

ご飯、おかず

おつば、

ひねったもの)
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14日 朝

昼

晩

15日朝

昼

晩

自駒井

13日 昼

晩

14日 朝

昼

晩

15日朝

昼

白駒井

13日 朝

昼から晩

夜食

14日朝

昼

晩

15日 朝

昼

辻ヶ市

13日 昼

14日 朝

昼

15日 朝

昼

赤飯、メイ

お芋

ばら寿司

ご飯

素麺

醤油ご飯

醤油ご飯をおにぎりにして船に乗せて川で送つた。

あんころ餅 (落ち着き餅という)

メイ

南瓜

素麺

乾物 (高野豆腐、千瓢、ゆばなど)

赤飯、茄子の和え物、大根の間引き

おしんこ

アンコロ餅

本膳

お芋

御飯、おかずとしてメイ (海藻 )、 南瓜

素麺

御飯、人参、高野豆腐、ジャガイモ、豆

赤飯、カイワレ

本膳

おはぎ、おむかえだんご

お餅の入つたおつゆ

素麺、南瓜やズイキの和え物

赤飯、メイ

おしんこ、チラシ寿司

写真118 仏壇のお供え
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同じ垣内でも各家によつて供える物や順番が違つている。また数軒が互いに供え物を担

当しや りとりするところもある。

先祖送 り 15日の夕方。供えていたもの (餅、果物、鰻頭)を川に流した。今は川が

汚れるので禁止になつた。

写真119 オガラの梯子 写真120 餓鬼棚

新仏  シンボン、アラタナと言つて、先祖とは別に棚を作 り、オガラではしごを作つた。

無縁仏  道の辻々にお茶と線香を供えた。(釜屋 )

先祖を迎えに行 くと無縁さんがついて くる。家に来ると遠慮をするというので縁側に先

祖とは別に棚を作つて祀る。供物は先祖のものと変わらないが、人数が多いということで

オガラの箸は多めにしておく。(辻 ケ市 )

庭にお茶をかけた。(奥 )

マ ン ドロ  村山に木を取 りに行つた。遠 くて重くて大変だつた。15日 と24日 に墓で行

つた。松明を持ち、マンドロとぼせ、けやせ、もやせ、というかけ声をあげて墓まで行き、

帰つた。(中村 )

迎えマンドロ、送 リマンドロの2回あつた。(山 ノロ)

13日 は長さ約2mの竹の先を割 り火を付けて松明にし、小高い松林の丘まで先祖を迎え

に行つた。昼にはその場所で トンドを作つて燃やした。15日 は同じようにして送つた。

(奥 )

13日 にソンジヨサン迎えといつて、お墓に松明を持って先祖を迎えに行つた。マンドロ

とはいわない。 (ナ H合 )

盆踊 り 現在、どの地区でも行われていない。
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善福寺でしていた。(奥 )

五字神社でしていた。中村、山ノロの境の地蔵の前でしていたこともあった。(山 ノロ)

写真122 地蔵盆 2

地蔵盆

個人持ちの地蔵が多く個々に行う。ある家では家の前の地蔵の祠に提灯を灯し、西瓜な
どお盆と同じ供え物をしている。

(5)秋 から冬の行事

月見  旧8月 15日夜。団子 (米粉で作る)、 ススキ、小芋を縁側に飾つた。子供は盗みに

行つた。取られないように家の中に供えた家もあった。

彼岸  春と同様に墓参りをする。おはぎを供える。

すなもち 9月中に地区の神社やお墓の掃除をする行事。

電
秋祭 り 元は旧暦の9月 9日 に行われてい

たが、新暦の10月 15日 に変わ り、近年15日

に近い日曜日に変わった。須轟鳴尊神社から

太鼓が出て各地区を通 り (昭和50年頃まで

は粟生外院にも行つていた)、 川合まで行き、

そして神社に戻る。近年は担ぎ手が少なくな

り、また太鼓に乗る子供も減つたので、太鼓

が出るのは隔年になった。

昔は長男しか太鼓に乗れなかった。乗 り子

となる子供は地面に下 りてはいけないので太

厳1駆

写真123 太鼓

146



鼓までは大人が肩に乗せて連れていつた。

平成12年は太鼓の出る年だつたが、子供の数が揃わず中止になつた。

亥 の子  11月 の亥の日に男の子が数人集まり行つていた。亥の日が3回 の時は真ん中で、

2回の時はどちらかでした。各家を回り、菓を束ねたもので地面を叩いた。お菓子やおは

ぎを家の人からもらつた。この日から姫撻を出した。

また箕に鎌を入れ、そこにおはぎを供えた。

亥の子歌

亥の子の晩に重箱拾て、開けてみれば重兵衛さんの金玉、ひとつ祝いましょ。

白駒井で小さい子供のいる家の場合

OOち ゃん起きててか、寝ててか。新米わらでいおたろか。ひとつ祝いましよ。

奥

亥の子のぼた餅祝いましょ、一つや二つじや足 りません。

お十夜  浄土宗の寺院で本来十月十日に行われる行事だが、間谷では農繁期ということ

で昔から11月 か12月 に行われている。

冬至  南瓜を食べ、柚子風呂に入る。中風にならないと云う。

旧暦の冬至に善福寺で中風のまじないがある。白南天の箸を長生きのまじないとしても

らつた。

3.そ の他の民俗

(1)講

伊勢講 (奥 ) 1月 の第一日曜に行う。以前は1月 11日 。代参の人は勝尾寺川で水垢離

をしてから出発 した。昔は2組に分かれていたが、今は一つになつた。奥に限らず、伊勢

講ではカシワのすきやきをして食べていたようである。

伊勢講 (山 ノロ ) 白駒井。1月 10日 の夜にオヒマッツアンと称 して、次の日を迎え

ていた。11日 トウヤの家で行う。掛け軸を回している。昔は垣内の勘定書きも回していた。

伊勢講の掛け軸は五つくらいの神様が書いてあつた。今は新調 した。

山之口7軒。1月 11日 にトウヤの家で行う。掛け軸を掛け、鯛、洗い米、お神酒などを供

えて、勤める。

山之口1軒、釜屋1軒、垂井3軒、引成1軒。1月 11日 にしていたが、現在行つていない。

5軒ほどで構成されていた。講田があり、それで運営していた。今でも掛け軸は持ち回り

で祀つている。大正2年から使われていた勘定帳によると、6軒で構成されてお り、4軒が

それぞれの事情で抜け、3軒が新たに入つている。

引成5軒、垂井1軒。

山之口2軒、釜屋3軒、垂井1軒、辻ケ市3軒。1月 11日 に トウヤの家でしていたが、10年

ぐらい前になくなつた。代参の人が伊勢に行つた。
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辻ケ市の内東寄 りの8軒で構成。

伊勢講 (中本寸) 2月 11日、会館で行う。昔はオウ講、マエ講の2つに分かれており、

1月 11日 にトウヤの家で勤めていた。3月、12月 にもしていた。前垣内がマエ講、東西垣

内がオウ講を構成 していた。カシワを料理して食べた。

伊勢講 (サ |1合 ) 今は行われていない。 トウヤの家に集まり、カシワのすきやきを食

べた。

愛宕講 (白駒井 ) 8月 24日 。年前中に愛宕の祠を掃除をする。その後 トウヤの家に

集まり、お供え物の準備をし、お昼前にはお供えする。そして夕方頃またトウヤの家に集

まり皆で食事を食べる。元々はある家が祀つていたが、後に垣内で行うようになつた。現

在は東山住宅の端に移されているが、開発前は山の上にあった。

愛岩講 (サ |1合 ) 8月 23日 の夜、川合地区の太鼓を担いで地区の愛宕神社に行つた。

神社ではおしんこなどを供えた。現在行われていないが、お祀 りはされている。この行事

を「しんこもらい」ともいう。

金比羅講 (山 ノロ ) 2月 11日 に山ノロ会館で行う。もとは10日 で トウヤの家で行つ

ていた辻ケ市6軒、引成1軒、釜屋1軒、山之口3軒、自駒井3軒の計14軒で構成。掛け軸を

かけ、鯛2尾を腹を軸に向け、向かい合わせて供える。

善光寺講 (奥 ) 彼岸の期間中に行う。夜、当番の家に集まり、浄土宗のお勤めをし、

御詠歌をあげる。

観音講 (奥 ) 女性の講。農繁期 (6,7,8,10月 )以外の月に勤める。17日 が観音の命

日なのでそれまでに勤める。夜、当番の家に集まり、浄土宗のお勤めをし、御詠歌をあげ

る。

お彼岸の月は観音講の時に念仏講、一心講、善光寺講の日取 りを決める。

観音講 (山 ノロ ) 女性の講で当家が順番に回つてきた。昭和30年頃まであった。お

彼岸に御詠歌をあげた。野辺送 りの時ゼンノツナを持つた。

観音講 (川合 ) 女性の講。春と秋のお彼岸に12軒で勤めている。当番の家でお勤め

(御詠歌、お経をあげる。導師は講の年輩の人)をする。お茶とおはぎとお菓子をして出

した。現在はお茶とパン2個になった。

一心講 (奥 ) 春秋の彼岸の期間中に行う。柳谷観音を信仰する講。大きな数珠を講

員が持つて円になり、その中に導師が入る。数珠を回しながら念私、御詠歌をあげる。

観音講、善光寺講、一心講のそれぞれの掛け軸は村で不幸があつた場合の葬儀の際にも

使用する。約30年前からお供えはパン2個に統一した。
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一心講 (大講 ) 柳谷観音を信仰する講。垣内、村単位のものではなく信者の講。石

丸や白島の人と一緒に大勢が参つていた。

念仏講 (奥 ) お彼岸に徳本上人の六字名号の掛け軸を掛けて勤める。東、中、西の

組ごとに行われている。中組は法蔵寺の垣内が中組にあたるため法蔵寺の住職が勤める。

徳本は文化年間に活躍した浄土宗の念仏行者で、勝尾寺の松林庵に滞在していた。箕面市

内には徳本の遺品が各所に残されてお り、関谷地区にも六字名号の掛け軸を所有している

家がある。

念仏講 (白駒井 ) かつて半衛門という人が垣内のために田圃を残した。半右衛門を

偲んで位牌を祀つて念仏をあげる。以前は毎月していた。今はお彼岸に勤めている。

念仏講位牌

(表)   性空了連禅定門

西屋元園信士

倶會 半右衛門先祖代々霊位

空山浄性信士

忍審榮月信尼

(裏)性  延享五辰年二月甘二日半右衛門伯父

西 享保九辰年七月十四日半右衛門兄

空 寛延元辰年十一月十日半右衛門事

忍 享保十二未年二月二十日半右衛門母

施主 白駒井念仏講田地所有主中

念仏講 (中本寸) トウヤの家で念仏をあげる。念仏講田があつた。

念仏講 (山 ノロ ) 春秋の彼岸に勤める。辻ケ市以外の山ノロが講員。言い継ぎにま

わつてもらつてお勤めの日を知らせた。昔は念仏講山があつた。

念仏講 (辻ケ市 ) 農繁期以外の毎月勤めている。 トウヤの家に集まり、念仏をあげ

る。昔、後継ぎがなく、垣内に田を寄進した人がいた。この人を偲んで寄進した田を念仏

講田として行われるようになつたという。

勝尾寺の尼講  1月 28日 勝尾寺で荒神さんの縁日があり、粕汁の接待を行つていたが、

現在は御神酒の接待をしている。講員は10人ほど。

法泉寺の尼講  お寺の行事の際、お手伝いをする。

法蔵寺の尼講 (奥 ) 奥の数軒で組織。お寺の行事の際、お手伝いをする。
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善福寺の尼講 (奥 ) 奥の数軒で組織。お寺の行事の際、お手伝いをする。

吉水講  法泉寺で吉水流御詠歌の練習をする講。昭和47年から始まつたもので毎月5、

15、 25日 の夜に法泉寺で行われている (農繁期はなし)。 多いときは約80人いたが現在は
10数人でしている。お寺の行事に御詠歌をあげたり、御詠歌の大会に参加したりしている。

初御講 (日蓮宗 ) 1月 9日 。昔はシバシといって本成寺の1年間の柴を作つた。その

後、新年会のようなことをした。

庚申講  地区内数ケ所に庚申碑が建てられており、庚申信仰が盛んに行われていたこと

を伺わせるが、現在庚申信仰または庚申講について知っている人はいない。

行者講  以前は大峰山に行く講があつたようである。

(2)

ダントパ 寺にある墓地。法泉寺、法蔵寺、本成寺、清竜寺跡にある。それぞれの寺の
音からの檀家の墓。

浄土宗の家の場合はダントバを詣 り墓とし、粟生霊園に遺骨は埋めるという両墓制の習

俗が見られる。清竜寺跡にダントバを持つ家は奥に7軒ほどあ り、元は清竜寺の檀家だつ

たと思われるが、近世末にはすでに法泉寺の檀家になっていたようである。

日蓮宗の場合はダン トバにも遺骨を納めてお り、粟生霊苑には墓を持つていなかった家

もあることから家によって単墓制、両墓制の違いがあつたと思われる。粟生霊苑の改修に

当たつて村の人には1区画与えられたため、最近になって両墓制となった家も見られる。

雨乞 い  早魃の時、勝尾寺の弁財天に鯖を塗 り付けて池に入れると怒つて雨が降ると云

つた。

西国巡ネし 間谷は勝尾寺に参詣する道中に当たるため昔は多くの巡礼者が歩いて通った

ようである。村の人は彼らに対し、米などを接待したり、泊めてあげたりすることもあつ

た。

間谷から勝尾寺へは七曲がりと呼ばれる道を通った。途中に重兵衛の滝があり、その近

くに椿地蔵が祀られている。重兵衛という人が巡礼者の接待をしていたという。

中村の鍛冶屋をしていたという家は西国巡ネしの人から鍛冶屋の技術を学んで始めたとい

われている。

サ ン ドさん  西国三十三度行者のこと。セタを呼ばれる三十三観音の入つた笈を背負

い西国を廻る巡礼者で、間谷でも戦前までは見られたようである。彼らは決まった宿をも

つており、宿帳には箕面市内の幾つかの家も見られる。彼らは間谷で宿となる家に到着す

るとセタを置き、勝尾寺に参詣する。宿に戻るとセタを開けてお勤めをしたようである。

奉公人  村の大きい家にはたくさん奉公人が来ていた。丹波の人が多かつたようである。
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「‐‐　　‐‐‐、　十１１
また研ぎ屋が来ることがあり、泊めることがあつたが、研ぎ屋は「私は軒で・・・」とい

つて必ず軒先で寝たという。

葬式  昔は野辺の送りをして墓で火葬にしていた。遺体を興にのせて4人で担いだ。この

4人と喪主は白装束を身に着けた。

昔は座棺で戦後しばらくは棺の前を観音講の人たちがゼンノツナを持つて歩くことが行

われていたという。(奥 )

俗信 ・狐  カケラ (川合と山ノ回の間の地名)ではよく狐が出るといつた。ある人が通

りかかつた時、帰り道がわからなくなつた。途方にくれ座つて煙草に火を付けた。すると

途端に道が開けたという。

地面に杭を打つとき、槌で地面を叩き神さんに退いてもらつてから杭を打つ。また上用

に上を動かすと腹痛になるといい、上に触らないようにした。

昔話  昔、吉田太右衛門という庄屋が現在の垂井の辺りにいた。ある時村民が高い年貢

に困つているということで藩に直訴をした。太右衛門は傑となったが、村民の暮らしは楽

になつた。太右衛門の徳を偲んで、法泉寺には地蔵と観音が祀られた。地蔵と観音の胎内

はそれぞれ太右衛門と太右衛門の妻になつている。地区内に太右衛門の子孫と名乗る家が

数軒ある。

(3)墓 地

粟生霊園  以前は「粟生の大墓 (おおばか)」 と呼ばれ、現在の霊園より5mほ ど高い位

置にあつた。近くには池があり、火葬の際、遺体に掛ける筵 はそこで湿らせた。

奥、中村、山ノロと粟生外院、外院の墓地。

図41 粟生間谷の墓域
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善福寺歴代住職の墓  無縫塔や五輪塔が13基並んでいる。

清竜寺跡のダン トパ  奥のうち7軒の石塔と清竜寺の歴代住職の石塔が並んでいる。

法蔵寺のダン トパ  奥のうち2軒 と粟生外院の1軒の計3軒の石塔と法蔵寺の歴代住職

の石塔が並んでいる。

法泉寺のダン トパ  法泉寺の昔からの檀家約70軒の石塔と歴代住職の石塔が並んでい

る。

本成寺のダン トパ  本成寺の檀家の石塔と歴代住職の石塔が並んでいる。

川合地区の墓地  粟生霊園の場合と同じく、近くには池があり、火葬の際、遺体に掛

ける筵 はそこで湿らせた。

徳大寺歴代住職の墓  平成九年開発により消滅。石塔は郷土資料館と川合の墓地に

移された。

(4)石造物 、祠など

1.地蔵

中の地蔵と呼ばれている。

2.六字名号碑
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3.六字名号碑、地蔵

名号碑には

嘉永七甲寅年七月建之

南無阿弥陀仏

講中

とあ り、もとは少し南にあった。

4.愛宕神社、不動明王

燈籠 施主奥 若者中 愛宕山

不動 文政七申四月五□

西本芝半左ヱ門

5。 石段寄附記念碑

大正3年に善福寺の石段を寄附した人達が建てたもの。

(表 )

石段寄附

菱 加角庄蔵

起 山本弥三左工門

人 山根□三郎

岩崎典太郎

世 福田典二郎

大久保辰造

話 下村熊吉

石□音吉

人 池上安次郎

岡本仙吉

(裏 )

大正三年五月

6.庚申

享保二丁西天

(イ )青面金剛  講中

三月吉日

講中とあるので、庚申講の存在 していたことがわかる。

7.地蔵

8.地蔵

慈

善

講

尼

講

黒松シゲ

神崎キクエ

山内ヨネ

直島ロシ

岡本ヨシエ

篠崎タイ

服部カジ

泉シナ

岩崎ハル

種池キク

福田サキ

中村アイ

奥株世話方中

153



9.地蔵

箕面粟生第二住宅の地蔵通 りの地蔵。開発前は田圃の畦道の木陰で車に少し埋もれてい

た。特にお祀 りされるようなこともなかった。ところが開発に当たつて木々が伐られ、日

光にさらされることとなつた。ある日奥地区のある人の夢にこの地蔵さんが現れ、暑いか

ら涼しいところに行きたいと訴えた。そこでこの地蔵を勝尾寺に移 した。

その後、団地は完成 した。が、何度か不幸なことが起きた。団地の住人はその原因を探

るうちに、元はそこにお地蔵さんがいたことを突き止めた。そこで勝尾寺に移動していた

地蔵をみてもらうと、元の場所に帰 りたがつているとのことだった。そこで立派な祠を建

てそこにお地蔵さんをお祀 りした。すると不思議と何も起こらなくなったという。

団地の住民による地蔵盆が毎年盛大に行われている。

10.愛宕神社

開発前は山の上にあった。

11.地蔵

寛延三年 (1750)の地蔵。

12.地蔵

13.地蔵

昭和40年頃の川の改修で川に埋まってしまつたが、3度 ぐらい探 した末に見つけられ、

法泉寺の横に祀 られた。

14。 地蔵

15.地蔵、庚申

村内の地蔵7体と庚申碑2つが集められている。

16。「五十五度為二世安楽」の碑

正面       九峯

(カ ンマン)   五十五度為二世安楽也

山上

右          菊治良  □治良  □□□□

吉兵衛  常蔵   □□□□

西鐘掛組 世話人 口右工門 為右工門 □□□□

常治良  栄治良  □□□□

元治良  漢右工門 □□□□

左  聖護院御方五流報恩院直同行

摂州嶋下郡粟生村

大先達権大僧都久世院釜谷田村新□

後  文政八乙酉歳正月吉日
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17.ダ イニッツァン (大 日さん )

ダイニッツアンと呼ばれる五輪塔がある。

18.地 蔵

19.巳 さん

牛の守 り神ともいわれている。

この場所は巳さんがいるということで木を切つてはいけないといい、卵を供えると良い

という。

20。 地蔵

21.地蔵

22.地蔵

23.六字名号碑

南無阿弥陀仏 誓阿

24.行者祠

明治24年建立。

25。 地蔵

26.地蔵

正面に

寛保二壬成八月三日

安誉浄清禅定門

浄誉妙清禅定尼

寛延三庚年十月六日

とある。

27.碑、夜泣き地蔵

夜泣き地蔵は元は少し北側にあったが、開発のため現在地に移転した。夜泣きする子供

を連れて行 くと、夜泣きが止るという。

28.愛宕神社

開発のため平成五年春日神社内に移転。春日神社ももとはここにあったと言われている。

なお地蔵には他にも家の敷地内に祀られているものもあつた。
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第 4節 小野原地区

1.地区の概要

概要  小野原は東を茨木市に接 し、その範囲は箕面市内でも比較的大きい地区である。

古くからの集落は、地区内を東西にはしる西国街道沿いに形成されている。近年、周辺の

田畑が次々と宅地に姿を変えてお り、その流れは小野原東部地区に特に顕著である。今で

も比較的に農村風景を留めている西部地区も今後急速に開発が進み、数年の内にその景観

が大きく変わることは確実である。

写真124 現在も残る農村風景 (小野原西 6丁 目 )

自治会  旧集落部は8つの自治会によ

つて構成されており、西から大西 。若

宮 。宮崎 。岩戸・神楽 。日の出 。日の

丸 。大東と呼ばれている。以前は自治会

ではなく「組 (く み)」 と呼びあつてい

た。組の中には更に東西、南北などに分

かれているところもある。

水利  宝暦9年 (1759)5月 の「小野原

村諸色付込帳」(「笹川家文書」119『箕

面市史』)には8つの池が記されているが、

このうち松出池の上・下、仁鳥池、宮池

図43 」ヽ野原旧字名
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図44 可ヽ野原集落周辺

の水が今も小野原の田畑を潤している。仁鳥池はもともと上・下の2つ に分かれていたが、

明治28年に上池側の上手を下げて、下池側の上手を上げて1つ にした。この工事には小野

原の大人から子供まで働きに出た。現在、松出池、仁鳥池一帯は都市計画用地に該当する

ため近い将来、この二つの池は埋め立てられることになつている。

毎年田植え前には「樋が降 りる」といつて、仁鳥水利組合で決めた日に、これら4つの

池の樋を抜き、田に水入れをして田植えの準備をする。

寺社  前記の「小野原村諸色付込帳」によると、今も氏神として信仰を集める春日神社

には、春日大明神のほか11の末社と個人所有の2社が鎮座 してお り、春日神社御旅所の1社、

個人の屋敷地内にあつた2社を含めて小野原村内には計17の社があつたと記されている。

一方、寺院は浄土宗の正念寺・理照寺・清福寺、そして真言宗の澄泉寺の計4ケ 寺が挙げ

られている。このほか清福寺と澄泉寺には観音堂が付属し、村内に大日堂が1カ所あつた

ことがわかる。

正念寺と理照寺は今も地区の檀那寺として存在 し、その檀家数もほぼ同数である。清福

寺と澄泉寺は、共に明治の廃仏毀釈で廃寺になつたという伝承が残る。付込帳には清福寺

は理照寺末寺、澄泉寺は勝尾寺中法輪院末寺とある。集落の西端にあつたとみられる清福

寺は理照寺の隠居寺で、澄泉寺は理照寺の東方にあつたという。大日堂は大東の御旅所近

辺にあつたといわれるが、今でも小野原東公園から御旅所への上 り坂は「大日坂」と「だ

いにっつあん」呼ぶ人がお り、そこにあつた大日如来の石仏が今は正念寺で秘仏として大

切にまつられている。このほか、日蓮宗の妙見寺があるが、同寺は昭和42年に大阪市内か

ら移転してきたものである。
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2.年 中行事

(1)正 月の準備

多くの家では正月準備を始める日に特別に呼び慣わす習慣は聞かれなかったが、商売を
している家のなかには、12月 15日 ごろにお歳暮を贈る日をコトハジメと呼ぶ家もある。

門松  門松はどこの家でも昔は立てていた。門松は門口に宮池横の児童公園内にある地

層から取つてきた白い砂を敷く。そこに、向かって右に雄松 (オ ンマツ)、 左に雌松 (メ

ンマツ)を立てる。雄松は黒松で葉が固く、雌松は赤松で柔らかい。

注連飾 り 今は既製品を買つてくる家が多くなったが、昔は家の主人が作るのものだっ

た。12月 25日頃からウラジロを北の山に取りに行つた。作るのは30日 頃で、作る際に手
に唾を付けると作 りやすいが、それはやってはいけないので水に手を濡らしながら作つた。
ウラジロとだいだいを付けた。大晦日に飾つた。お宮 (春日神社)には地区の人たちが休
みである日曜日に飾つた。注連飾 りは戸や窓のあるところに全部付けたという家もあれば、
門と玄関に付けていたという家もあつた。玄関の注連飾 りは太い注連縄を横に渡し、そこ
から一年の月の数に因んで12本の藁を垂らしたものを飾つた。注連飾 りは8日 に外すとい
う。

鏡餅  25日 頃から、鏡餅用の餅米洗いを始める。餅は28日 か30日 に掲いた。29日 は

「9=苦」が連想されるので避けられ、28日 は「末広がりの八」で好まれたが、最近はこだ
わらなくなってきている。掲くのは力の強い主人の役目とした家が多い。手水は妻がした。
飾 り方は昆布とウラジロを敷き、その上に餅をのせて上にみかんを置く。出来た鏡餅のう
ち、一番大きいものを床の間に飾る。

神棚には氏神の春日神社の他、天照大神、稲荷、八幡、妙見、愛宕、城南宮などを祀つて
いており、それぞれに小餅を供えた。このほか、蔵、小屋、井戸などにも小餅を供える。
また、多くの家庭で竃 (ヘ ッツイさん)の神様である三宝荒神さんに3段の小餅を供える。
ある家では以前独自に床の間に飾る鏡餅の前に家族の人数分の小さな鏡餅を供えた。多い
ときには17、 8人家族がいたのでそれだけ飾つた。このうち、女性の分は1段日か2段目か

を憶えていないが少し長細い形にした。なぜ人数分の餅を飾るのか、女性の分は形を変え
るのか、いつごろからやり始めたのかは分からないという。

大掃除  昔は竃があったので煤払いをする必要があつた。煤を払うのに竹を切つてきて、

その先に笹の枝を付けて需のようにして媒を払つた。その際、畳が汚れないように筵を敷
いた。

大晦 日の晩  除夜の鐘が鳴る前に年越しそばを食べた。昔はこれを食べると一つ年を

とるとされた。他におせちの余りを食べた。ある家は麦御飯と鰯を食べた。鰯を食べると
一つ年をとると言つた。
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(2)正 月行事

若水  元日の早朝に家の井戸から若い男性や家の主人が若水を汲んで神さんに供えたり、

一番水として雑煮炊きに使つたり、書き初めの墨を磨る際に使つた。家によっては汲みに

行く人は特に決まつておらず、当日早起きした人がこの役目を負つた。女性が行くことも

あつた。汲む際の唱えごとについては間かれなかつた。

雑煮  元日から3日 間作る家が多い。作つた雑煮は家族が食べるほかに、神棚や仏壇に供

える家もある。

元日に限り、家の主人が作るところがあつた。このとき燃料には「まめになるように」

という意味で豆殻の木を使つた。男性が作るのは、豆殻の木は燃えやすくたくさんくべる

必要があり、それだけ力を使うからだという。どこの家も元日はみそ味で丸餅を焼かずに

入れる。昔は自家製味噌を使う家が多かつた。7と いう数にこだわり、具は大根、クワイ

の芽、レンコン、小芋、牛芳、人参、アゲの7種類を入れるという家もあれば、7つの内の

数種類を入れるという家もあつた。具は角が出来ないように丸く切つて入れたり、ネギや

魚のだしを「臭いもの」と言つて入れないようにする。作るときは何事も「物事を大きく」

ということで大きな鍋で炊いたりもする。

2日 、3日 は澄まし汁に水菜と焼いた丸餅で焼き雑点にする家が多い。元日以外は雑煮を

食べない家もある。

初言旨 はじめに氏神の春日神社にお詣りに行く。神社では拝殿の前に火が焚かれ、音は

朝の4時か5時頃に行つた。氏神のほかに清荒神や石切、八幡神社に行く人もいる。

昔は年が明けると、各家の主人が日頃懇意にしている家に新年の挨拶に回つた。それが

太平洋戦争前後の時期に簡略化され、初詣の時に春日神社でお参 りに来た人どうしが挨拶

するように変わつている。

お年玉  母親の里から下駄をもらつたり、紙に包んで少しのお金をもらつたりした。女

の子は人形やぬり絵をもらつた。

ハツシゴ ト  小野原ではオレイマイリといつて、1月 2日 に家の主人が鍬を持つて田ヘ

行き、1枚ごとに稲株を3株起こして昨年の収穫を感謝した。同じ日に、境界の再確認のた

めに山へ行き境界の目印となっている盛 り上の上に1鍬分の芝をのせてくる。

正月七 日  七草粥を食べるが、必ずしも7種類入つていたわけではない。今はしていな

い家が多い。なお、ある家では6日 に風邪の予防に大根とアゲを米に炊き込んで食べた。

鏡開 き 小野原では家ごとに日にちや、やり方が異なる。ある家では、鏡餅の大割 りを

2日 に行い、小割 りを4日 に行う。別の家では一番大きな鏡餅を暇なときに割る。小さい餅

は水餅にした。割つた餅は「オカキ」にして子供のおやつにした。神社やお寺の鏡餅は切

つて氏子や檀家に配る。
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トン ド トンドは15日 の昼頃に行われる。以前はこの日に小豆粥を食べた。小野原の ト

ンド場は少なくとも、2度の移転を経験していることが分かつた。人々が憶えている中で

最も遡られるトンド場は、地区の西のはずれにあった (地図トンド場1)。 ここで トンドが

行われていたのは明治の頃までで、実際にそれを見た人はいないが、ここが「 トンド場」

と呼ばれていたことを知る人はいる。

ここからトンド場は春日神社の一の鳥居横にあった宮田の近くに移動した (地図 トンド場

2)。 昔は新入りの若中 (小学校5、 6年生の男児で長男)が リヤカーを引いて家の前に出し

てある正月飾 りを集落内を東から西へ回収してまわつた。トンド場では太い木を3本立て

て円錐状にし、その周囲に竹や注連飾 りを付けた櫓を作 り火を付けた。櫓の頂には大きな

鏡餅をのせておき、燃えて崩れ落ちてきた時に、みんなが競つてこの餅を取 りに行つた。

この場所は昭和40年頃まで トンド場だつたが、その時分にはすでに櫓を組むことはなく、

正月飾 りは野焼きされていた。現在は宮池横の児童遊園でやつており (地図 トンド場3)、

正月飾 りは各自がトンド当日に持ち寄つて燃やすようになつている。

お 日待 ちさん  1月 15日 の夜に組ごとにお日さんの掛け軸を祀つて朝まで酒を酌み交

わして懇親をはかった。今は自治会館を会場とする場合もあるが、昔は個人の家を順番に

使つていた。

ヤ ブイ リ 1月 16日 はヤブイリと言つて嫁に行つている娘たちが帰つてきた。2、 3日 泊

まつていつた。帰つてくるときは嫁ぎ先からお土産を持たされる。嫁ぎ先へ帰るときは来

たときより立派なものを持つていかせるように気を使つた。また、オ トコシ、オナゴシな

どの奉公人にも暇を与えて里へ帰していた。なお、奉公に出したり、引き受けるのは専ら

小野原村内で行われることが多かつた。

(3)春 か ら夏の行事

節分  2月 3日 をトシコシと呼ぶ。大豆を焙烙に入れて豆の枝の箸で混ぜながら、豆の枝、

葉、殻を燃やして煎つた。男がすると決まつており、煎つた豆は神棚に供え、豆まきをし

た。別の家では豆は撒く以外に神仏に半紙に包んで供え、それを後で家族が年の数だけ食

べた。余つた豆は黄粉にした。また、麦御飯や鰯を食べたり、魔よけのために門口に鰯の

頭にヒイラギを刺したものを飾ることは多くの家でやつていた。

寒施行  15年 くらい前まで2月 最初の年の日に妙見講の講員が行つていた行事。お稲荷

さんの使いが狐だと言うことから、狐の出てくる場所に藁を敷いて赤御飯の握 り飯、細く

切つたアゲを置いておく。狐が乗 り移る (さ がる)女性が小野原にいて、「さがつた」状

態で供える場所を指示してまわつた。太鼓を叩いたりした。お供え物は食べると風邪を引

かないと言われていたので取 りに行つた。この「さがる」女性がいなくなつて、寒施行は

なくなつた。

節句 (3月 ) 人形や掛け軸を飾つた。掛け軸の雛飾りは紙や布で出来た人形が取 り

外せるようになつている。雛飾 りは母方の実家から送られてくるのがしきたりとなってい
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ると2月 の中頃から飾 り、3月 4日 には片づける。早く仕舞わないと嫁にいけないと言われ

た。雛祭 りには、ちらし寿司、甘酒、菱餅などを食べた。

彼岸  彼岸入りの2、 3日 前に墓掃除がおこなわれる。蓬餅を食べる。お寺に昔はお米を

1升 くらい、今は3千円をお供えする。彼岸の最後の日を結縁と呼び、希望した家で一心講

の行員がおつとめをする。

甘茶もらい  「お釈迎さんの誕生日」といつて、その像に甘茶を注ぐという習わしか

ら、この日は檀那寺へ甘茶をもらいに行き、各家の仏様に供え、家の者も頂いた。

メンギ ョ 4月 8日 に上畑 (ジ ヨウバタケ)と呼ばれる南の小高い丘へ家族で出かけた。

上畑には桃の木が植えてあり、このころは桃の花がきれいだつた。重箱に卵、生節、蒲鉾、

巻き寿司などを詰めて、莫産を持つて行つた。昭和の初期まで行つていた。なかには終戦

後もやつている家もあつた。他の家では南にある一本松と呼ばれる場所へ行つていた。

節句 (5月 ) 今は鯉のぼりを立てる。昔は武将などの峨もあつた。毒の雨が降つて

きても屋根でしのぐことができるといつて菖蒲、センダンの枝、蓬など匂いのある物を束

ね、屋根へ放り上げた。この日は粽を食べた。また悪い病気にかからないといつて菖蒲湯

に入つたり、人の頭や田を鋤く牛の角にショウブを巻き付けた。

サナプ リ 田植えが終わつた頃、音なら6月 25日 ごろに2日 間、地区で決めた日に休養

をとつてごちそうを食べた。このとき稲を3把揃えて竃に供えた。

夏越の祓い  音はしていなかつた行事。6月 末に春日神社で茅の輪くぐりがある。

ハゲシヨウ  7月初旬にハゲシヨウといつて仕事を休んだ。この日は一番おいしい時期

にあたるといわれる蛸を食べた。この時期の蛸をムギワラ蛸といつた。

七夕  七夕飾 りを飾るか飾らないかは家によつてまちまちである。

の仕事人が村に来て井戸さらいをしていつた。

瀧安寺の護摩焚 き  護摩焚きの後の灰は虫が付かないといつて、

刺して田の隅に刺しておく。

この日の前後に専門

竹の皮に包んで竹に

夏祭り 7月 11日は春日神社の夏祭りがある。神社へお供えをしてお参りする。

(4)盆 行事

施餓鬼  8月 3日 に理照寺、5日 に正念寺で施餓鬼が行われる。組内 (ク ミウチ)と いわ

れる近隣の浄土宗寺院の僧侶が共同で順番に各地区の寺を回つて行う。小野原ではこの一

年間に亡くなつた人をアラタナと呼び、施餓鬼ではこのアラタナを供養する。
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先祖迎 え  8日は朝から檀家の人たち

が理照寺と正念寺へ盆の期間中に家でお

まつ りする薄い塔婆をもらいに来る。塔

婆をもらいに来ることをお寺では「ソン

ジョさん迎え」と呼ぶ。塔婆には家の先

祖代々のためのものと三界万霊をまつる

もの、アラタナのいる家のために用意さ

れたものの3種類がある。

墓掃除  8日のソンジョさん迎えの後に

行う。竹を切つて、お墓の花さしや線香

立てを新 しく作 り替えた。このころに家

の仏具の掃除をした。そのほかに毎月自

治会が交代で墓掃除を行つている。昔は

墓番がいて掃除などをしていた。

棚経 (タ ナギ ョウ ) 12日 から14日

にかけて僧侶が檀家の家々をお経を上げ

るために回る。この順番は8日 の「ソンジ

ョさん迎え」で寺に塔婆をもらいに行つ

た際に告げられる。

写真125 理照寺施餓鬼法要

供 え物  各家では仏壇などにお供えを
写真126 盆のお供え (左端が三界万霊 )

用意する。11曰 くらいから準備を始める

が、お供えするのは13日 から14日 の夜ま

でである。供え物は先祖代々と三界万霊とアラタナのそれぞれに同じものを用意する。先

祖代々は仏壇の前に台を置き、三界万霊は縁側や窓の近 くなどの外に近いところに同じく

台を置いて供える。アラタナは仏壇の横や床の間に他の2つ とは若干異なる様式で供える。

供え物は蓮の葉を敷いた上にスイカ、桃、マクワ瓜、南瓜、ササゲ (十八豆 )、 ホオズ

キなどを置いた。昔は自分のところで採れた物をお供えしていた。昔はお供えする花は、

みそ萩・女郎花 (おみなえし)は欠かせなかつた。そのほかに、鶏頭・虎の尾などもそな

えた。お寺でもらつて来た塔婆は茄子を半分に切つたものを上台にして、そこにオガラを

刺 し、その先端を縦に割いたところに挟むようにして付ける。昔は供え物に使う連の葉を

循環器病センターの下にあった大きな蓮池から切つてきて、家々に配る人もいた。

お供えはこのほかに盆の期間中時間ごとに決まった供え物を用意することになつてい

る。各家によって少しずつ異なるが一例を挙げた。

(例 )

13日 昼 落ち着きぜんざい、白菜 (だ しの入つたしょうゆのあえもの )、 お茶。

*昔は昼と夜のお供えの間に48回お水をお供えするのが良いとされていたという話もあ

る。
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晩 自ご飯、かばちや、色基、お茶。

夜 水を供える。

14日 朝 なすと餅を入れた味噌汁。お茶。

昼 素麺、椎茸のつゆ、お茶。

3時頃 シンコ (5、 6年前 )、 シンコは耳たぶ くらいの柔らかさにする。今はういろうや羊

羹を供える。

夜 (6時頃) ナスビのシンケ和え (茄子の味噌和え :茄子を湯がく。山椒の実をすりこ

ぎですって、味噌を入れ、それを湯がいた茄子とあえる。)、 自ご飯、お茶。

夜食 (9時半頃) 赤飯、ずいきとゴボウの澄まし汁、お水。赤飯は明日からのホ トケ様

の旅立ちに際してお腹が空かぬようにという意味で供える。

*そのほかにメイ (ヒ ジキのような海藻)を油揚げと炊いたものをお供えする。

(何時と決まつてはいない。)

供え物のうち、食べられないものは15日 の先祖送 りのついでに箕川に流した。今は川が

汚れるということで、小野原児童遊園においておくと町の収集車が取 りに来る。箕川も昔

は水がきれいで蛍がたくさん飛んでいたという。洗濯のすすぎもこの川でしていた。

新仏  小野原では一年以内に亡 くなつた人をアラタナと呼ぶ。アラタナの家には近所や

親戚がお盆の期間、それぞれの家でアラタナをまつるために塔婆をもらいに来る。アラタ

ナのまつ り方は10年ほど前から簡略化されて、現在は他家のアラタナをまつる家はほとん

どない。以前はアラタナの家では8日 に、お寺で10枚から20枚ほどアラタナの塔婆をもら

つておいた。他家のアラタナをまつる家々では自家の先祖や三界万霊と同じようにお供え

を用意 した。供え物を置く台には床からオガラで作つた梯子をかける点が他のお供えの設

えと異なる。実際には2、 3軒、多いときには10軒分ほどのアラタナそれぞれにお供えを準

備 しなくてはいけなかつたので盆の期間中はのんび りできなかつたという。

先祖送 り 昔はアラタナの家は、年前3時頃、その他の家でも4時頃からお墓に送つて

いつた。今は、5時にサイレンが鳴るので、それを合図に送 りに行 く。

家でおまつりしていたアラタナの家のうち、一番「′い安うしている家」のお墓には、提

灯と経木、線香を供えに行つた。他のアラタナのお墓には経木と線香を供えた。こうした

アラタナヘのまつ り方も簡素化 して今は見られない。アラタナの家ではブリキの菓子箱の

ようなものに、砂を入れ、線香立てを作つて墓においておく。

昔は、アラタナをまつつた家がアラタナの家の墓に経木を供えた際には「本年はアラタ

ナさんでオタイ>ヤ (大変で)ございまへん」と言い、それに対してアラタナの家の者は

「よう、おまつ りいただきましてごちそうさんでございました」とお礼を言つた。
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ヤブイリ 8月 16日 に行われる。内容は1月 と変わらない。

盆踊 り 戦前、戦後の一時期に御旅所の広場でやつていた。最近は福社会が小学校のグ

ランドで櫓を組んでやつている。

写真127 地蔵盆 (理照寺境内 )

地蔵盆  小野原にはお寺や道の辻や家の敷

地内などにお地蔵さんがある。こうしたお地

蔵さんを8月 24日 の地蔵盆ではおまつ りす

る。地蔵盆は小野原地区として行うものと、

お地蔵さんの守をする家で行うものとがあ

る。地区としての地蔵盆は理照寺境内に設け

られた屋形の中にまつられている子安地蔵を

もとに行われる。子安地蔵は明治の終わ りく

らいに松出池の脇から移 してきたもので、昭

和55年に現在の覆いをつけて整備 した。

準備は前日に地蔵講の世話方の人達がおこな

う。この時に講員の氏名が書かれた札が用意

される。これは自治会ごとに世話方が持ち帰 り、講員の家に配る。講員は、この札を地蔵

盆当日に持参することで抽選をおこなうことが出来る。また、境内には講員の家で子供が

産まれた時に奉納された提灯が懸けられる。地蔵盆は子供達が主役の行事で、当日は年後

7時頃から9時頃まで多 くの子供達がお地蔵さんを訪れる。子供達は抽選をしたり、金魚す

くいをしたりして楽しむ。またお坊さんが来てお経を唱える。

家としての地蔵盆の中には、家の井戸から見つかつたお地蔵さんをおまつ りする家もあ

った。この家の戦前の地蔵盆では、子供たち30人ほどが長さ約10メ ー トルの大きな数珠を

持つて輪になり、その輪の中央では正念寺の住職が念仏を唱えた。子供達はそれに従つて

数珠を回し「南無阿弥陀仏」を唱和 して数珠 くりをした。その後に地蔵を守している家で、

大きな釜で炊いた豆ご飯を子供たちに分けて食べてもらつた。昭和7、 8年頃からは、その

あと子供たちに童話を話して聞かせたりもしていた。

現在では地蔵盆当日に家の主人が地蔵尊とお寺へお供えをし、おまつ りする形となってい

る。別の家の地蔵盆では親戚、近所が地蔵盆当日にお供え物をする。このお供え物は翌日

に近所に配る。新興住宅地の地蔵盆にもたくさんの子供達が訪れる。同じ日に春日神社の

愛宕社では「愛宕さん」がある。

マン ドロ 近隣の村でやつていたマンドロも小野原では行われていなかつたという。昔

は他の地区で行われていたマンドロを見ていた人もいた。

(5)秋 から冬の行事

相撲  昔は8月 から9月 にかけて地区の強い人が春日神社で行つた。土俵は青年会が作つ

た。優勝すると御幣を頂いた。
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八朔相撲  9月 1日 に能勢の妙見さんでは、相撲の強い人達が集まつて相撲をとつた。

月見  新暦の9月 15日 にお月見をした。この夜は団子、里芋、萩、ススキなどを月に供

えた。この日を芋名月と呼ぶ家もあつた。子供達は長い槍でお供えを突いて取ろうとした。

家では取られないように縁側に置かずに奥に引つ込めていた。

彼岸  春の彼岸と同じ。一心講のオツトメが行われる。

十夜  今でも10月 10日 の夜に、お寺で先祖の供養をする。そこでは甘酒も振る舞われる。

また、おもしろい説教をするお坊さんに来てもらつて楽しい時間を過ごす。

秋祭 り 春日神社の秋祭 りは例年、10月 17日頃に御興と太鼓が出て盛大に行われる。昔

は宵宮で日雇い仲間により、神社の参道や村の中を太鼓がうまく運行できるように予行演

習が行われた。当日は「日の出の太鼓」といつて日の出と共に太鼓が出た。まず新家との

境まで行き、それから御旅所まで行き神社へ戻る。神社では御興に神移しが行われる。そ

の後に行われる祭りの行列では警護役、天狗、神楽、太鼓などの後に御興がついていく。

御旅所に御興を置いておき、年前中に太鼓が村中を3回ほど往復する。音は午後から今の

茨木市との境の道祖元あたりまで太鼓が行つていた。宮入の時に御興が一緒に神社へ向か

う。太鼓は8人乗 りの大きなもので、若中 (約 130人 )に新たに加入した子供達が叩いた。

若中には実際に祭を取り仕切る十人衆 (重任)と、さらに上に名誉職的な五人衆がいた。

祭りの前には今はなくなつてしまつた、お宮の鐘楼の横の大きな木を叩いて稽古をした。

本番では太鼓がス トンと急降下したりするが、そういつた時に8人の調子を合わせるのが

苦労する。

今は、太鼓にタイヤが取り付けられていて移動しやすくなつた。祭りの時には家で飼つ

ていた鶏をつぶしてすき焼きをした。これが一番のごちそうだつた。他に生節も食べた。

祭りの翌日は神社や村内の提灯の片づけをしたりして祭 りの余韻を楽み体養した。

亥の子  11月 の最初の亥の日にやつた。この日には、小学生の男の子が日頃よく遊んで

いる位の仲間で一つの自治会ほどの範囲の家を回る。その年一年間に婚礼のおめでたのあ

つた家の門で、「亥の子、亥の子、亥の子の晩に重箱ひろて、開けてみれば、ジュウベイ

さんの金玉、一つ祝いましよ」と歌い、終わつたら藁鉄砲で地面を叩く。このとき、家の

人は「ごくろうさん」の声だけのところが多かつたが、中にはおやつをくれる家もあつた。

藁鉄砲は親が前もつて作つてくれていた見本を元に、子供達が各家で作る。よい音がする

ように中に竹を入れた。藁鉄砲は終われば各自で適当に処分した。こたつは亥の子の前日

の成の日に入れる。これを「入れ初め」という。こたつの燃料の炭団 (た どん)は唐日で

踏んで、それに糊を混ぜてばた餅のようにして筵の上で干して作つた。

刈 り津内め  10月半ばの稲刈りが終わつた頃に、納屋で箕に稲刈り鎌をきれいに洗つて

箕の中に入れたものにお供えをした。

秋休み  稲の籾すりも終わつた12月 11日頃、村中で2日 間の秋休みがある。このとき上
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国の上に箕を置いたものを納屋に置き、赤飯を炊いて供えた。

誓文払い  12月 になると茨木で誓文払いの大売り出しがあつたので出掛けた。普段か

ら買い物に行く時は茨木まで足を運んだ。

冬至  冬至には昔から特に何もしないという家も少なくはない。風邪を引かないという

ことでカボチャを食べたり、温まるのでこの日には柚湯に入るという家もある。

3.その他の民俗

(1)講

写真128 -心講結願のお勤め

―心講  小野原全体で約170軒の講員

を有 し、毎年4月 頃に長岡京市の楊谷寺

に講参 りをする。春と秋の彼岸には希望

した講員宅でお勤めをする。各彼岸の最

終日を結願といつて、当日のお勤めの家

と期間中におつとめに回つた家、さらに

小野原に42人いる戦没者の供養のための

おつとめをする。また、ほかに希望する

家の供養もおこなう。

調査に訪れた秋の彼岸の結願では、約

150件の供養をした。おつとめは百万遍

念仏、数珠 くり、ご詠歌と進み、その後

に「オコズイさん」という柳谷観音に世

話方が汲みにいった井戸の水が振る舞われる。この水は眼病に効 くとされ、もらつた水を

みな目に付けたり飲んだりする。このあと特別回向がおこなわれておつとめを終える。お

勤めは終始、導師と呼ばれる人が先導する形で進む。いまの導師はお勤めの中の唱和や鉦

を打つ調子などすべてを暗記してお り、その記憶力と技は大変なものである。

愛宕講  昔は2つの自治会で1つの愛宕講を組織し、全部で4つの愛宕講があつた。4月

22日 に2人か4人で京都の愛宕神社にお参 りに行つた。講の掛け金で用意した軸を騒けて拝

んで飲み食いした。講で所有する田があつたが、農地解放でなくなつた。戦後に4つの講

が1つ にまとまり、春日神社の拝殿右側にある社をおまつ りするようになつている。8月 24

日に、この社で愛宕講の行事がある。準備は自治会が順番に行うので、8年に1回当番が回

つてくる。

地蔵講  毎年8月 24日 の地蔵盆全般を取 り仕切る講。講員は小野原全体で160軒あまり。

自治会ごとに2名の世話方がおり、8月 23日 に理照寺境内の子安地蔵で地蔵盆の準備をする。

講の活動は地蔵盆以外にないということだが、普段から地区のあちこちにまつられている

地蔵に水や花をお供えしている講員もいる。
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稲荷講  戦前の一時期に大西にあるお稲荷さんを盛大に奉つてもらおうと稲荷講が作ら

れた。2月 の初年の頃にお稲荷さんにお供え物を供え、後日これを講員に配つた。この時

1こ は「正一位稲荷大明神」と書かれた職を立てた。

長悦講  妙見講とも呼ぶ。12月 下旬に能勢の妙見山にのぼり、お札をもらつてきてそれ

を配つてお金を集め、そのお金を初穂料として妙見さんにお供えする。寒施行と大祈祷

(オオギトウ)を行つていた。大祈祷は4月 に決まつた家で行われ、寒施行と同じく女性が

祈祷を行つた。この女性が祈祷をしなくなつた後は行われなくなった。

荒神講  12月 下旬に講員が勝尾寺にある荒神さんをお祭に行く。

(2)そ の他

市  大正末期くらいまで月に3回、ヒルミセ (昼店)と 呼ばれる市が若宮の街道筋の家に

出ていた。店が出るときはそれをふれ回る人がいた。呉服、食料品などを村外の人が売り

に来ていた。店の出ていた場所の横では普段から散髪屋さんがあつて、時々ここで活動映

画の上映をやつていた。

芝居  大正末期ころまで五月になると西の端の田んぼで巡業の芝居があつた。>ン トや

小屋を作つて舞台を据えていた。当時は大流行で、役者の峨が立って昼頃から東西屋が村

中を口上して回つた。満員御礼が続けば講演は延長された。

葬送  音は人が死ぬと葬式は家でおこなった。葬式に関わる全般のことは、村の自治会

の中にあるドウギヨウ (同行)と呼ばれる互助組織と地下一家 (ジゲイッケ)と呼ばれる

小野原村の中の親戚連中によって行われた。葬式が終わると墓地まで焼きに行つたが、そ

の際は決まつた道を通ることになつていた。この道はハカミチと呼ばれ、正念寺から南に

まっすぐ下つていき、児童公園から墓地へ向かう田んぼの中の一本道に合流するが、この

一本道はむかしはもつと迂回してついていた。大正期に今の児童公園が小山になつていた

が、その上を盛 り上にして、村の人たちが現在のまつすぐな道に付け替えた。

墓までの葬列は座棺の棺桶をのせた興から禅の綱と呼ばれる綱がでており、これを自装束

の女性達が持つて進んだ。鉦をならし、念仏を唱えながら進んでいつた。途中の辻々に辻

線香を焚いた。焼き場は戦後になつて山田の火葬場を参考にして、名古屋から職人を呼ん

で作つた。建て直す前の釈迦堂と合わせて当時で40万 円かかつた。

雨乞い  終戦頃までは、この時期に日照りが続くと地区内の各組より婦人が出て、茨木

市北部の龍王山にある八大竜宮神社まで往復歩いて雨乞いにいつた。また、吹田市との境

界のあたりで小野原中の人が雑木の束を持ち寄つて一斉に燃やした。

米の検査  村の各家より酒米として出す米を村内の各所に集めて検査を受けて1、 2、 3

の等級及び等外の印が押された。酒米の種類は「畿内御町」、それより前は「都穂」であ

った。この辺りでは粟生問谷で良い酒米が採れた。伏見の酒屋がよく買いに来た。多いと
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写真129 集落西部の常夜灯

きには75俵 (30石 )を 出す家もあつた。

常夜灯  集落を東西に通る西国街道の東西の端に、

寛政八年 (1796)の銘を持つ常夜灯が建つ。伝染病

を村の中に入れないために建てられたといわれるも

ので、西にある常夜灯には「金毘羅大権現」、東のも

のには「大神宮」と彫られている。

楠水竜王  大東の御旅所の前にある。ここは、楠

木正成が湊川の戦いに行く際に、ここの井戸の水を

飲んでいったという伝承が残る場所で、今はその脇

に小堂が建てられている。

疑

・

　

・
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第 4章 箕面とバスとの出会い

現在箕面市内を縦横に走つているバスたちも、時代の変化に従いその姿を大きく変えて

きました。そこで、時間を遡つて箕面の原風景の中に昔日の姿を追ってみたい。

明治末期に各地で鉄道が開通 し徐々にではあるが、経済・交通の流通経路に変革が見ら

れるようになってきたが、「鉄路」に比べて「道路」の整備はかなり遅れ、明治期の「道路」

構成は江戸末期とあまり変わらないものであつた。

大阪では東京と比べて自動車の登録台数も少な く、物流経路においても鉄道輸送と荷

車・馬力等による輸送が主流で自動車による輸送率が低 く、さらに地方道を主管する大阪

府の財政状況が逼追してお り、「道路」の新設より既設道路の維持補修が中心となつていた。

しかし、大正 15年に産業基盤の整備のため「十大放射路線事業」が制定され、昭和初期

の金融恐慌への政策として昭和 4年に制定された失業対策事業も加味され、大阪市を中心

とした「放射・環状道路網」の整備が進んでいつた。

時代とともに  (その 1)

「西国街道」は京都から山陽地方への幹線と

して古代から重要視され江戸期には街道として

整備され、箕面においても「瀬川・半町」に大

規模ではないが駅所と本陣が設置され賑わつた

ものの、瀬川 。半町さらに周辺の村は駅所の加

役等の維持負担によって、村の財政を圧迫する

に至っていた。明治になつて駅所は廃止された

が、道路の新設は少なく道路の維持補修や橋の

更新等が事業の中心であつた。

明治 43年に開通した「箕面有馬電気軌道・桜井一牧落間」は一部が「西国街道」と軌

道併用線となつていたが、昭和 4年頃に軌道線を南に移設し解消された。これを契機に箕

●愛欝騨嬰蟹鰹望饗豊

写真 130 黎明期に活躍 したバス

図 45 「北摂乗合自動車株式会社」の「桜井一高槻」間の路線図
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面においても旧道の拡幅を中心とした道路整備が行われるようになっていった。昭和 6年
には旧道に平行 して「府道高槻―伊丹線 (産業道路 現在の 171号線 )」 が箕面でも着工さ

れたが、大阪府の財政悪化により瀬川までの開通にとどまった。その後、昭和 10年に茨木

まで開通し、昭和 12年 に高槻まで全線が開通した。

「北摂乗合自動車株式会社」

「西国街道」を初めてバスが走つたのは、大正 15年 4月 に「北摂乗合自動車株式会社」

が、「箕面有馬電気軌道」の桜井駅前から国鉄高槻前間の営業免許を取得 し開業 したが、運

行路線は幅員 2間 (3.6m)程度の旧道 (西国街道)で あり数箇所に待避所を設置しなけれ

ばならなかつた。高槻 。茨木周辺と違い農村地帯といえる箕面においては営業成績が振る

わず、大正 15年 9月 には「池田能勢妙見自動車株式会社」に営業免許を譲渡した。

「池田能勢妙見自動車株式会社」

「池田能勢妙見自動車株式会社」は路線引継ぎ時に、新車の 6人乗 り「フォー ド」 2輌

図 46 「池田能勢妙見自動車株式会社」の「井戸の辻―高槻」間の路線図

を投入し、運賃は全線 3区で 1区 10銭であった。このころのバスは一日に 3・ 4便程度で、

同じ車両がバス営業の合間や夜間にはタクシーとして営業 していたが、収益力においては

バス営業よリタクシー営業の収入のほうが多かつたようである。さらに、昭和 2年 1月 に

桜井駅前より新家 (井 口堂)を経由して能勢街道を通つて池田町井戸の辻 (池田本町)に

写真 131 西国街道 (今宮付近 ) 写真 132当時のバス(1925年 式T型フォード)
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至る路線延長免許を取得 し、新車の 6人乗 り「フォー ド」 1輌を投入した。しかし、利用

者数の低迷から脱却できず。昭和 2年 3月 に池田本町から国鉄高槻駅前の路線を「阪北自

動車株式会社」に譲渡した。

「阪北自動車株式会社」

「阪北自動車株式会社」は路線引継ぎ時より3輌体制で運行し、池田南新町 2738番に 2

輌収納の営業所と車庫を設置した。さらに、昭和 2年 5月 には「フォー ド」 8人乗 りを 2

輌増車し輸送力を強化 したが、 8月 に牧落踏切で電車との衝突事故を起こし事故処理と補

償交渉が難航 したためか、事業の縮小に追い込まれるに至った。この頃、「大阪―京都」間

の路線工事が完了しつつあつた「新京阪鉄道」(現在の阪急京都線)は鉄道路線の集客力の

補完として「西国街道」沿線のバス会社の買収 。再編成を進めてお り、昭和 4年 7月 に「新

京阪鉄道」の「池田一高槻」間における路線免許出願と同時に、「阪北自動車株式会社」は

「新家―高槻」間を廃上し「池田本町一新家」間は休止として、路線を譲渡した。さらに

写真 133 現在の井戸の辻(池田本町 ) 写真 134 新家バス停跡 (井口堂 )

「阪神急行電鉄株式会社」の系列下に入 り、12月 に既設路線の「新家一十三」を「池田本

町―十三」に変更し、昭和 5年 2月 に池田本町から阪急池田駅まで路線を延長した。この

後、昭和 7年に同じ系列下の「阪神合同バス株式会社」に吸収合併された。この「池田―

図 47 「阪北自動車株式会社」の「池田本町―高槻」間の路線図
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十三」は現在にいたっても阪急バスの主力路線のひとつである。

時代とともに  (その 2)

この時代に鉄道会社が鉄道線に並行するバス路線を買収・再編成を進めた理由は、道路
上を単体で運行できるというバスの特性に着目し、駅間輸送・市内輸送の分野をバス事業
が担当するとともに、開発された沿線住宅地から駅への輸送、工場地帯と駅との通勤輸送、
観光地や寺社巡 り等の遊覧輸送、さらに鉄道線に対する同業他社のバス路線競合を排除 し、
自社の鉄道事業を中心としての発展をめざすためには、中小バス会社の買収 。再編成は地
域内における寡占化を進めるために必要であつたといえる。

「池田―高槻」沿線においても、箕面・萱野 。小野原地域では明治末期までは人口もあ
まり増加 しておらず、明治 43年の「箕面有馬電気軌道」の開通を契機に、明治 44年に桜
井新住宅の開発が開始され、大正 10年には「牧落駅」の設置とともに百楽荘が開発される
など、箕面西部地域でようや く人口の増加がみられるようになった。しかし、これらの開
発地は電鉄会社による大阪への乗客確保に主眼が置かれてお り、開発地は「駅」の至近距
離圏内に限られていたため、あまリバス事業に対しては営業に直接寄与するものではなか
つたといえる。しかも、萱野・小野原地域においては「石橋駅」への駅間輸送効果が見込
まれるが、利用客数は伸び悩んでいる。聞き取 り調査においても、「石橋や箕面 ぐらいは、
高い運賃を払うより歩いていった」という話がでてお り、農村地区においては人的輸送よ
り物流輸送のほうが重要であるため、バスの利用は低調であつたと考えられる。箕面にお
いては、高槻・茨木のように工場地帯もなく、開発住宅地も「駅」周辺であリバスによる

輸送密度は低調なまま、開通から昭和初期まで推移 した。この状況が改善に向かうのは、
皮肉にも戦争が始まり、燃料事情が悪化 していく昭和 10年以降である。

バスの運賃と物価推移

全線運賃 公務員給与(平均 )

ビール

(大 )

銭湯

(大人 )

かけそぼ

大正 6年 20円 83銭 31銭 4銭 4銭

大正 15年 (桜井―高槻 ) 16銭 24円 56銭 39銭 6銭 6銭

昭和 2年 (池田―高槻 ) 30銭 30円 24銭 35銭 6銭 6銭

昭和 6年 (池田―高槻 ) 70銭 35円 45銭 35銭 4銭 10銭

「能勢街道 。府道池田一大阪線」 (十 日産業道路 現在の 176号線 )

大正 15年に制定された「十大放射路線事業」により制定されたが、昭和 4

年に制定された失業対策事業も加味されて、昭和 6年頃に改良事業が行われ、

軌道併用線が解消された。昭和 7年頃から産業道路網整備にともない旧道に

平行 して新道が着工され、昭和 10年に池田まで開通し、昭和 11年からバ

ス運行が開始された。

「西国街道・府道池田―高槻線」 (十 日産業道路 現在の 171号線 )

産業道路網整備にともない昭和 6年に旧道に平行 して新道が着工され、昭和
10年に茨木まで開通し、昭和 12年に高槻まで開通した。伊丹―高槻線と

も別称される。

「府道箕面―豊中線」(現在の府道 43号豊中―亀岡線 )
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箕面を起点として、牧落で「西国街道」と交差し、野畑を経由し豊中に至る。

産業道路網整備にともない昭和 4年に旧道に平行して新道が着工され、昭和

6年に開通した。箕面から牧落と稲の間を通過 し、野畑で旧道と交差 して柴

原を経由して豊中に至る。

「新京阪鉄道」(その 1)

「新京阪鉄道」は昭和 4年 7月 に「阪北自動車株式会

社」から「池田一高槻」間の路線を承継 したが、昭和 5

年 9月 にバス事業を「京阪自動車運輸株式会社」に譲渡

し、昭和 6年 4月 に同社は「京阪自動車株式会社」と合

併 し路線も承継された。「池田一高槻」間の路線は「新京

阪鉄道」に引き継がれたときに、大幅に増便され午前 6

時から年後 9時まで 1時間毎に運行され、料金は「池田

―高槻」間で 1区 10銭・全線 7区 70銭 と事実上の値上

げとなつた。昭和 6年の「満州事変」以降、国内の景気

も回復の兆しを見せ始め、各路線で乗客数も増加 し、昭

和 9年に「池田一枚方(延長線を含む )」 間の料金を 1キ

ロ 4.344銭から3.44銭に、区間変更を 1区 10銭から5

銭と大幅に値下げをした。

写真掲5昭和
10年
頃の女子韓ご翼群碧頂亀冠健野越〈茎題    を

迎えるにいたつた。しかし、この好景気も持続せず、中国大陸での戦況が悪化 し始めた昭

和 13年頃から経営も燃料事情も徐々に悪化 し、昭和 16年 9月 には「池田―桜井」間が「阪

神急行電鉄株式会社」宝塚線と平行しているため、路線統合によって休止となつた。昭和

18年 10月 に政府による統廃合計画により、親会社である「京阪電気鉄道株式会社」と「新

京阪鉄道」が「阪神急行電鉄株式会社」と合併 し「京阪神急行電鉄株式会社」となったの

に従い、「阪神合同バス」(現阪急バス)と 相互に調整しつつ、運行回数の削減・路線の変更

や縮小が相次いで実施され、一部資料が不明で確認できないが、昭和 19年 7月 から終戦ま

で断続的に全線運休せざるを得なくなつたようである。

図 48 「阪北自動車」からの譲渡路線(昭和 12年頃 )
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時代とともに  (その 3)

戦争の長期化にともない燃料事情も悪化 し

始め、昭和 14年より木炭・薪・石炭を中心と

した代用燃料によるバス運行が政府より全国

のバス会社に通達され、急速に代燃車への転

換が進められた。しかし、代燃車はガソリン

車にくらべて出力不足 。維持管理の手間・運

転の熟練化等の問題を抱えてお り、会社や従

業員にとってありがたいものではなかつた。

昭和 15年頃から乗車率の低い路線や観光路
写真 136 当時の代燃車

線が順次休止されて、「国家総動員」体制により軍需工場等を中心とした通勤輸送に切 り替

えられ、日々、軍需工場へのビス トン輸送に従事せざるを得なくなったのである。このよ

うな困難な状況下においても、各企業や従業員は職務に全力をつくし、昭和 20年 8月 15

日においてもバスは走 りつづけていたのである。

「新京阪鉄道」(その 2)

終戦後、すぐに「池田―高槻」間も運行が再開されたものの、昭和 21年 5月 には燃料供

給の悪化から再び運体となり、燃料供給が好転 し始めた昭和 22年 に入つてから営業が再開

されたようである。しかし、「池田一石橋」間は再開されず、「石橋一茨木」間で運行され

ている。昭和 23年 12月 には、車両の増加と運行回数の増便が実施されてお り。ようや く

復興に向けた兆しが伺えるが、やがて「石橋―茨木」線に大きな転機が訪れることになる。

戦時中の国策によって設立された「京阪神急行電鉄株式会社」から旧京阪電鉄ブロック

は、昭和 24年 12月 1日 に京阪 。大津線をもつて「京阪電鉄株式会社」として再発足 した

ため、新京阪線(現阪急京都線 )は「京阪神急行電鉄株式会社」に残された。電鉄系バス路

線は軌道線と密接な補完関係にあるため、新京阪線の残留にともない、淀川右岸における

営業路線を「阪急バス株式会社」に譲渡することとなり、両社間に於いて昭和 25年 7月

31日 に路線譲渡に関する契約が締結され、昭和 26年 6月 1日 をもつて、「阪急バス株式会

社」に譲渡された。

《 譲渡された淀川右岸の路線 》

３

　

４

1 産 業 国道 線 (上  新

(柴  島

2 吹田千里山線 (市

庄一小 畑 橋 間)  2
町一長柄 橋 南詰 間)

場一千 里 山 間)

5。 9km
2. 5km
9.Okm
O.7km
3.5km

11.9km
4. 2km

14.3km
16.4km
2.Okm

計 90.4km
ll.2km

(国 鉄 吹 田駅 前一片  山  間 )

富 田 日赤 線 (日  赤  前一阪 急 富 田駅 間 )

石 緒 約 斉 縞
`肩

    緒一糾 ェ 場 FHRⅢ

r巾  練  緒一 芽 太 童 直 前 FHRⅢ

5

6

茨 木 車 作 線 (三 和

茨 木 余 野 線 (中 河

(泉

以上 昭和 25年 7

桂 山 崎 線 (

銀 行 前一峠

原 南 ロー余

間 )

野  間 )

原―忍 頂 寺 間)

月現在に営業中の路線

桂   一大 山 崎 間)
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8 豊津榎本橋線 (豊     津―榎 木 橋 間 )

9 山 崎 柳 谷 線 (大  山  崎―東 大 寺 間)

10 向 町柳 谷 線 (神 足― 長 岡一 開田― 西陣町間 )

(西  向  町―柳  谷  間)

3.4km
O。 9km
O.5km
4.5km

11 向 町 西 山線 (寺     戸一大原野神社前間)  4.9km
12 長柄 唐 崎 線 (柴  島  町―唐  崎  間) 14.lkm
13 高 槻 枚 方 線 (京  町  角一国鉄 高槻 駅 間)  0,lkm

以上 昭和 25年 7月 現在に休止中の路線   計 39.6km
譲渡路線の合計 130.Okm

※ 譲渡路線の路線名・営業区間名等は「京阪バス 50年史」より転載 した。なお「阪急

バス 30年史」に記載されている譲渡路線名 。営業区間・停留所名と合致 しない部分

があるが、譲渡路線の合計距離は同じである。

「阪急バス株式会社」

昭和 26年 6月 1日 をもつて、淀川右岸におけ

る営業路線を「京阪自動車株式会社」から譲

渡されたことにより、「石橋―茨木」線も運行

が阪急側に引き継がれた。この路線譲渡によ

り「阪急バス」の運行距離は約 40%増 となり、

戦後の復興とともに拡大していく基礎となっ

た。

昭和 27年 8月 に「石橋一牧落」間が、復興政

策の一環として実施された道路舗装により、

写真 137 戦前の阪急バス

通行止めの間は旧街道 (西国街道)に て運行された。この頃から、沿線の宅地化が進むに

つれて、昭和 28年 7月 に「西宿」停留所が設置され、昭和 29年 12月 に「牧落東」停留所

が設置された(現在の「稲」 ?)。 昭和 31年 6月 には「萱野小学校前」停留所が設置される

など、まだ緩慢な増加ではあるが人口の増加とともに乗車客数も増加している。さらに、

高度経済成長期に入ると人口の増加率は急速に上昇し、沿線各地で地方自治体主導の中規

模な(人 口 2000人程度 )、 集合団地の建設が始まり、本格的な通勤客輸送時代の幕開けとな

つた。「石橋一茨木」線も、増車 。増便が繰 り返され大量輸送に対応するべ く、拡充がなさ

れていく。

図 49 「阪急バス」に譲渡時の「石橋一茨木」線(昭和 26年 6月 )
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写真 138 昭和 15年頃のバス

昭和 45年の「万国博覧会」以降、住宅地の大

規模開発が開始され、人口は急速に増加 し、住

宅地と鉄道駅を結ぶ通勤・通学客を中心とした

人的輸送は、もはや増便程度で対処できる状態

ではなく、宅地開発時より開発者側との連携に

よつて新規の路線を設定するなどの抜本的な、

運輸形態の再構築に踏み込まざるを得ない時代

でもあつた。これらの沿線に点在する大規模住

宅地の出現によって、路線網の整備が急がれ単

機能な線的構成から巡回構成などの面的複合線

による、運行路線構造に進化 していくことにな

る。

箕面においても昭和 31年 に市制が施行され、

昭和 48年頃より「石橋―茨木」線の周辺でも大

規模な住宅開発が始まつた。西部地域は電鉄線

に沿つて開発が戦前から行われてお り、西部に

対して比較的に田園などが遅 くまで残つていた

東部に開発が集中して進んだ。主なものとして

は如意谷・粟生間谷・間谷等が電鉄系企業や日

本住宅公団によって建設された。これらの住宅

地と鉄道駅を結ぶ路線は、「石橋―茨木」線を一

部利用するものの、千里中央・北千里の駅と結

ばれている。このように、昭和 50年代以降にお

写真 139 昭和 20頃 のバス

写真 140 昭和 30年頃のバス

いて急速に宅地化が進んだことにともない、現在では「石橋―茨木」線を中心として、多

くの複合線が設定されて地域全体と鉄道駅を面的に結び付けている。ここにおいて、昭和

初期から始まつた鉄道とバスによる補完関係と交通体系の複合化によってもたらされる効

果が実証されたといえるのではないだろうか。

図 50 箕面周辺の主要路線

参考文献  「京阪バス 50年史」「阪急バス 30年史」「阪急バス 50年史」「大阪府史」

写真 130/132/137/138/139/1401ま 「阪急バス30年史」より転載

写真 13'136は 「京阪バス50年史」より転載
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第 5章 参考資料

【粟生村誌】

(箕面市役所保管)

粟生村の村誌である。村誌とは村の地理・歴史・風土をまとめたもので、当史料は明治 8

年 (1875)に 太政官から各府県に出された指示を受けて明治 13年に編集されたものと考え

られる。そのとき調査を指示された項目はおよそ 50項目で、当史料もほぼそれと一致する。

巻末から翌 14年に提出されたものの草稿であることがわかる。

これによると、粟生の名は原野を開拓し粟を作つたことにより「粟生ノ野」と呼ばれる

ようになつたのが始まりらしい。その後、稲作の浸透とともに問谷・岩坂・外院 。新家の

四集落が形成された。なお粟生村は古くよリー村限りで、分村や支村は無いと記されてい

るが、絵図・検地帳などで枝村の存在が問谷内部に 3村、本村間谷に対して岩坂・外院・

新家なども枝村として確認され、本村問谷側の何らかの思惑が背景にあると考えられる。

恐らくは岩坂村の分村運動をはじめとする本村・枝村間の対立関係が影響しているのでは

なかろうか。

粟生村の性格として特筆すべきは勝尾寺についての記述が詳しいことからもわかるよう

に古くからの両者の関係が深さであろう。また産業の項目で米の収穫のうち十分の六も灘、

伊丹、大阪などの清酒用に用いられていることから、そうした流通関係も見逃すわけには

いかない。その他の物産も西瓜・真瓜などが池田や茨木の市場に出されていたり、ビワな

どの果物が大阪天満の市場に出されているなど、流通の発達が窺える。
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驚
え
慕

・域
一一報
一
基

輩
一持
一・手

奉

丼

負

毒

…

肇

竜

与
蕉

肇

章

一
織

れ

Ｊ

】

筆

緯

・砲庁や４ｊ

こ
１
　
よ
「
こ

，ヽ亀ｔ
彬

点
機
・「́覇
式
・や
輯
一離
軽
一一●
一

ネ

対

′
圭

〓

拝
五

義

髯

募

ヽ
逹

を
点

韓
★
姜

畿

魏

≒
守
■
〓
颯

■

一・一一一常
持

事
帯

′
為

ｆ

争

薔ゝ

言

▼

進

Ｌ
茉

議
看
■
一送
軒

４

燕
嘉

―
豊
‐
聴

．■

■

滅

韓

一埒
岬
患
孝
ｉ
心
宝
韓

，
４
裁
丁
ё
こ
と
一
一
手ｔ
一・手
転
ド
４
一転
一一
一
一
＝
機
“

郎
牌
押輪
‥占ず
一艶
鶴
機
織
鐵
麟
紳

ふ
李

騎
奪
章
注
募

奪
業

■建

一
永

壕
奪

議

一
壽
葛
一ｒ
モ
＃
隷

辞

■

・一一
麟

奉
雅
，一蜘
育
導
穂

鷺
準
ゞ

域
一
韓
と
４
驚

熱
継
竜
下・熟
募
寺
挙
奪
篠
患
懲
構筆

・予
■
オ
諄
絲
粧
群
一
ュ
一
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（
五

）
ｌ

②

同
　
廣
田

同
　
金
積

同
　
庄
田

同
西
庄
田

同
下
川
原

同
山
ノ
井

同
西
山
ノ
井

同
大
谷
山

同

　

廣

同
　
尼
谷

同
東
尼
谷

同
　
深
谷

同
　
大
日

本
村
ノ
北
方
ヨ
リ
南
二
連
ル
、
東
西
五
十
二
間
南
北
百
六
十

一
間

本
村
ノ
北
ノ
方
字
廣
田
ヨ
リ
南
二
連
ル
、
東
西
三
百
六
十
間
南
北
百
三
間

本
村
ノ
南
方
字
金
積
ヨ
リ
巽
二
連
ル
、
東
西
六
十
六
間
南
北
百
十
二
間

本
村
ノ
南
方
字
庄
田
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
百
十
九
間
南
北
九
十
二
間

本
村
ノ
西
方
字
西
庄
田
ヨ
リ
乾
二
連
ル
、
東
西
三
百
二
十
間
南
北
六
十

五
間

本
村
ノ
西
方
字
下
川
原
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
百
八
十
五
間
南
北
六
十
五
間

本
村
ノ
西
方
字
山
ノ
井
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
八
十
二
間
南
北
三
十

間本
村
ノ
南
方
字
西
山
ノ
井
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
四
百
六
拾
弐
間
南
北
三
十

二
間

本
村
ノ
南
方
字
大
谷
山
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
六
拾
四
間
南
北
五
拾
六
間

本
村
ノ
南
方
字
廣
ヨ
リ
南
二
連
ル
、
東
西
六
十
間
南
北
百
八
十
九
間

本
村
ノ
南
方
字
尼
谷
ヨ
リ
東
連
ル
、
東
西
百
三
間
南
北
百
八
十
四
間

本
村
ノ
南
方
字
東
尼
谷
ヨ
リ
巽
二
連
ル
、
東
西
十
八
間
南
北
百
弐
拾
八
間

本
村
ノ
南
方
字
深
谷
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
百
三
十
七
間
南
北
十
三
間
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挙
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芸
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連
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轟
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基
常
■・な

専

竜
五

麟
重
ｆ

建
拿

連
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嘉
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（エハ
）
‐
‐
（
）

同
中
筋

同
西
　
田

同
西
　
廣

同
奥
西
田

同
北
西
田

同
大
　
藪

同
堂
ノ
前

同
丸
　
山

同
辻
ヶ
市

同
釜
　
谷

同
山
ノ
ロ

同
庄
ヶ
平

同
笹
　
原

同
土
　
井

本
村
ノ
北
方
字
大
日
ヨ
リ
乾
二
連
ル
、
東
西
百
九
間
南
北
百
四
十
八
間

本
村
ノ
西
方
字
中
筋
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
八
十
間
南
北
百
間

本
村
ノ
西
方
字
西
田
ヨ
リ
南
二
連
ル
、
東
西
八
十
間
南
北
百
五
間

本
村
ノ
西
方
字
西
廣
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
百
七
十
二
間
南
北
四
十
下
誌
同

本
村
ノ
乾
方
字
奥
西
田
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
百
八
間
南
北
六
拾
四
間

本
村
ノ
東
方
字
北
西
田
ヨ
リ
東
二
連
ル
、
東
西
五
十
六
間
南
北
百
八
十
七
間

本
村
ノ
東
方
字
大
藪
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
百
五
間
南
北
百
五
拾
八
間

本
村
ノ
艮
字
堂
ノ
前
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
百
五
拾
間
南
北
九
十
五
間

本
村
ノ
北
方
字
丸
山
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
二
十

一
間
南
北
二
百
二
十

一
間

本
村
ノ
中
央
字
辻
ヶ
市
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
九
十
三
間
南
北
三
百
間

本
村
ノ
西
方
字
釜
谷
ヨ
リ
乾
二
連
ル
、
東
西
五
十
間
南
北
百
五
十
五
間

本
村
ノ
乾
方
字
山
ノ
ロ
ヨ
リ
乾
二
連
ル
、
東
西
百
三
十
間
南
北
四
十
間

本
村
ノ
巽
方
字
庄
ヶ
原
ヨ
リ
巽
二
連
ル
、
東
西
七
十
四
間
南
北
四
十
間

本
村
ノ
西
方
字
笹
原
ヨ
リ
乾
二
連
ル
、
東
西
五
十
間
南
北
七
十
四
間
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喧
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ま
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子
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訟

隷

墓
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■
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義
奪
…
守
農
中窯
韓
一■

，
穏
森
馨

，
第
色
唸

在
覆

ザ

亀

番

Ｅ

聾

，
逮
好
章

壌

肇

要
毒

注
軒
塩

轟

一

籍

京

脊
熟

浄

，≡
礼
霊

鞣

攀
子

義
驚

一・・導
輸
機
雄

議

奉
髯
デ
造
驚
奪
尋
筆
メ
籍

■

鬱
↓
途

ィ
歳

摯
急

籍
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（エハ
）
あ

同
講
　
田

同
城
　
山

同
権
　
現

同
市
ノ
井

同
八
尾
地

同
東
今
井

同
西
今
井

同
善
福
寺
原

同
向
　
山

同
稲
　
葉

同
森
ヶ
久
保

同
後
堂
ノ
前

同
出
　
口

本
村
ノ
北
方
字
土
井
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
三
十
五
間
南
北
百
三
十
間

本
村
ノ
乾
方
字
講
田
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
二
十
四
間
南
北
百
二
十
五
間

本
村

ノ
南
方
字
城
山

ヨ
リ
南

二
連

ル
、
東
西
六
十

一
間
南
北
百
十
八
間

本
村
ノ
西
方
字
権
現
ヨ
リ
南
二
連
ル
、
東
西
百
二
十
七
間
南
北
三
十
九
間

本
村
ノ
北
方
字
市
ノ
井
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
三
百
二
十
七
間
南
北
二
十
九
間

本
村
ノ
北
方
字
八
尾
地
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
九
十

一
間
南
北
九
十
四
間

本
村
ノ
北
方
字
東
今
井
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
百
二
十
五
間
南
北
六
十
間

本
村
ノ
西
方
字
西
今
井
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
三
百
二
十
八
間
南
北
八
十
四
間

本
村
ノ
東
方
字
迎
山
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
五
十
九
間
半
南
北
九
十
八
間

本
村
ノ
巽
方
字
向
山
ヨ
リ
西
南
二
連
ル
、
東
西
八
十
八
間
南
北
百
八
十
間

本
村
ノ
巽
方
字
外
院
川
ョ
リ
西
北
二
連
ル
、
東
西
二
十
五
間
南
北
百
十
間

本
村
ノ
東
方
字
外
院
川
ョ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
七
十
二
間
南
北
百
六
間

本
村
ノ
南
巽
方
字
堂
ノ
前
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
三
十
六
間
南
北
八
十
五
間
半
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導
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導
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議
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崇
建

立
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森
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熱

率
警
ま
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尋
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孝
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す
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静
紳
騨
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事
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・一挙
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（七
）
ｌ
①

同
東
大
畑
ヶ

同
廣
畑
ヶ

同
北
　
浦

同
才
ノ
木

同
岡
畑
ヶ

同
垣
　
内

同
西
稲
葉

同
親
垣
内

同
坊
ヶ
市

同
大
畑
ヶ

同
高
　
岡

同
大
　
倉

同
西
ノ
結

本
村
ノ
西
方
字
東
山
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
三
十
二
間
南
北
百
八
十
間

本
村
ノ
巽
方
字
出
ロ
ヨ
リ
南
巽
二
連
ル
、
東
西
四
十
間
南
北
三
百
十
五
間

本
村
ノ
巽
方
字
廣
畑
ヨ
リ
南
西
二
連
ル
、
東
西
二
十
四
間
南
北
二
十
五
間

本
村
ノ
南
方
字
廣
畑
ヶ
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
三
十
五
間
南
北
百
三
十
間

本
村
ノ
坤
方
字
才
ノ
木
ヨ
リ
西
南
二
連
ル
、
東
西
五
十
三
間
南
北
三
百
五
十
二
間

本
村
ノ
南
方
字
岡
畑
ヶ
ヨ
リ
南
二
連
ル
、
東
西
二
十

一
間
南
北
二
十
五
間

本
村
ノ
坤
方
岡
畑
ヶ
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
三
十
八
間
南
北
三
百
七
十
間

本
村
ノ
西
方
字
西
稲
葉
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
六
十
五
間
南
北
七
十
二
間

本
村
ノ
西
方
字
外
院
川
ョ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
七
十
五
間
南
北
百
二
十
五
間

本
村
ノ
西
方
字
北
山
ヨ
リ
南
二
連
ル
、
東
西
百
五
間
南
北
百
十
五
間

本
村
ノ
東
方
字
廣
田
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
三
十
六
間
南
北
二
百
間

本
村
ノ
南
方
字
高
岡
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
三
十
四
間
南
北
三
百
三
十
間

本
村
ノ
坤
方
字
大
倉
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
三
十
二
間
南
北
百
二
十
間
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監
摯
一孝
轟
減

凛
ィ
韓〔
草
挙
ふ
１
推
・導
群
一患
維
筆絲
無
艤

織
導
ま
〓
争
澪
督
常霊
一・専
碧
腕
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（七
）
ｌ
②

同
庄
　
谷

同
タ
ラ
原

同
日
野
尾

同
小
　
瀧

同
柳
ヶ
谷

同
大
　
一戸

同
国
　
中

同
西
　
山

同
柿
ウ
ジ

同
平
野
田

同
梶
ヶ
谷

同
西
　
谷

同
向
　
井

本
村
ノ
坤
方
字
西
ノ
結
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
三
十
六
間
南
北
百
間

本
村
ノ
西
方
字
庄
谷
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
五
十

一
間
南
北
百
五
十
間

本
村
ノ
西
方
字
タ
ラ
原
ヨ
リ
乾
二
連
ル
、
東
西
三
十

一
間
南
北
百
二
十
間

本
村
ノ
西
方
字
日
野
尾
ヨ
リ
艮
二
連
ル
、
東
西
三
十
四
間
南
北
三
百
間

本
村
ノ
西
方
字
小
瀧
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
七
十
間
南
北
八
十
間

本
村
ノ
北
方
字
柳
ヶ
谷
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
八
十
間
南
北
七
十
間

本
村
ノ
北
方
字
大
戸
ヨ
リ
東
二
連
ル
、
東
西
三
十
七
間
南
北
百
五
十
間

本
村
ノ
西
方
字
口
中
ヨ
リ
南
二
連
ル
、
東
西
四
十
五
間
南
北
八
十
五
間

本
村
ノ
西
方
字
西
山
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
五
十
間
南
北
九
十
八
間

本
村
ノ
西
方
字
柿
ウ
ジ
ョ
リ
巽
二
連
ル
、
東
西
四
十
七
間
南
北
百
二
十
間

本
村
ノ
南
方
字
平
野
田
ヨ
リ
東
二
連
ル
、
東
西
二
十
間
南
北
百
三
十
五
間

本
村
ノ
西
南
方
字
梶
ヶ
谷
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
六
十
五
間
南
北
六
十
間

本
村
ノ
南
方
字
西
谷
ヨ
リ
東
二
連
ル
、
東
西
七
十
間
南
北
三
十
六
間
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（
八

）
ｌ

①

輪
奪
騒
逸
苺

鴇
轄
驚
寺勤

鞠

鬱
銃

鳴

，靴

理

氣

泰

４

卸

え
鍵

鳴

も

ヽ
幕

斡

縄

提

予

恥
静
鞠

み

鞠
継

ま
慕

曇
基
力
慕

瞬
警
逸
基

ム
空

騨

事

鞍

十

打
４
建
一
幕

連

姦

碇

暮
鷲
善

鶏
　

一
　

　

．ｉ

事
学
み
・ｘ互
彗
転
権
■
〓
‘亀

竜ヽ
を
費
二機
驚

，強義
審
五
予
甕
　
　
　
　
　
　
一
・

警羅
悪
奪
ィ募
建
弩
資

鬱
ｔ建

一
鞣
摯
岳〓
甍

宝
鴬
寺
卜青
簿
一　
　
　
　
　
　
一
・

錢
議

や
室
４
塩
継

・́で

鬱
」薙

上
系
鞘
撃
串
、鴬

皇
蔦
寺
驚
，

奉
持
′
捨
本

■
軒
姦
Ｉ

導
守
毛
薄
与ヽ

奉
岳

多

甍
奮
二
糞
★
ヽ
ミ
▼

奪

捨

為

を

与

■
一賛
ヽ
髯

勢

建

寺

塩

撥
手
て

〓
真

篭

ず

毎
守

各

為

　

　

・

峯

挙

謗
Ｌ
垂

籍

生
書

〓
亀

建ヽ

を
棄

拳
と
，基
懇

４々
姦
転

義

一

泰

筆

熊
〓
寺募

鬱
逸

骨

素

篠
亀

生
ま

鬱
苓
妻

裁

尊

咤
肇

息

義

孝
学

毎
奪

狩

抱

駐
丼
犠

荘

Ｒ

泰

毒

誓

撥
軍

義

否

軍

墓

∴

泰

挙

盛
奎

亀

管

基

、
鍵

学
費

守

一負

寄
要奇

警

■

輯

泰

筆

争

奪

一手
歌

基

…

疑

】
亀

一
甕

會

苧
一ず
韓

露

輩

氏

機

募
筆
熟
子守暮
静，争
，４聰
毎駐
一費
警
浮
塩■
帝
聾
多
〓
．荘
輪
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（
八

）
―
ハ
）

同
古
屋
垣
内

同
岩
坂
中
筋

同
　
西
筋

同
　
　
畑

同
　
大
　
木

同
　
郷
久
保

同
　
西
ノ
池

同
　
北
畑
ヶ

同
新
家
向
山

同
　
墓
ノ
谷

同
　
山
ノ
谷

同
新
家
尼
谷

本
村
ノ
東
方
字
向
井
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
三
十
四
間
南
北
七
十
間

本
村
ノ
艮
方
字
古
屋
垣
内
ヨ
リ
乾
二
連
ル
、
東
西
四
十
四
間
南
北
八
十
間

本
村
ノ
西
方
字
中
筋
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
二
十
間
南
北
六
十
間

本
村
ノ
西
方
字
西
筋
ヨ
リ
西
二
連
ル
、
東
西
四
十
間
南
北
六
十
間

本
村
ノ
坤
方
字
向
山
ヨ
リ
南
二
連
ル
、
東
西
二
百
五
十
間
南
北
六
十
三
間

本
村
ノ
南
方
字
大
木
ヨ
リ
坤
二
連
ル
、
東
西
三
百
三
十
八
間
南
北
四
十
八
間

本
村
ノ
西
方
字
郷
久
保
ヨ
リ
乾
二
連
ル
、
東
西
五
十
五
間
南
北
五
十
九
間

本
村
ノ
北
方
字
西
ノ
池
ヨ
リ
東
二
連
ル
、
東
西
百
七
十
八
間
南
北
五
十
六
間

本
村
ノ
北
方
字
北
畑
外
院
川
ョ
リ
東
二
連
、
東
西
百
五
十
間
南
北
四
十
六
間

本
村
ノ
北
方
字
向
山
ヨ
リ
北
二
連
ル
、
東
西
三
百
八
間
南
北
二
十
八
間

本
村
ノ
艮
方
字
墓
ノ
谷
ヨ
リ
東
二
連
ル
、
東
西
四
百
七
十
六
間
南
北
三
十
八
間

本
村
ノ
艮
方
字
山
ノ
谷
ヨ
リ
東
二
連
ル
、
東
西
二
百
七
間
南
北
五
十
六
間
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（八
）
―
止②

I拳

為ヽ

為 塩
,揉

導!

許

ヤ
ｒ

喜

オ
　
離

鍼
「
牝

　

】
沖

Ｔ
■
下
、
■
ｉ

一
丁

一
・ｒ

転

権
一ド
化
　

，比
　
ヤ一
∴

４
一　
と

す

革
ｉ
　
　
一ナｆ
．　
　
ォと
　

一　
■
，

■
　
・・　
　
守
′
、

学ヽ
　
生
　
４

一常
浄

十
　
　

■
一

ヽ
　
　
　
　
´
　
・
学
・毒

　

一
〓
　
　
一
　
　
　

，
■
　

　

、
」

今
　
　
　
　
」
ぃ　
　
上を

一
　
歳

亨
゛
　

一
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五

■

言

士

≡

～
渡

幾

■ オ毒 Ⅲ・
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 芹  予
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11 4甚 猛
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=輩
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=:滓
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=
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（
八

）
ｌ

②

工貝
　
租

　
國
税
　
　
一貝
米
千
五
十
石
壱
斗
七
升

此
金
五
千
七
百
四
十
五
円
九
十
四
銭

雑
種
税
　
金
一一百
二
十
五
銭

府
　
税
　
金
一
円
五
十
銭

賦
　
金
　
無

戸
　
数
　
本
籍
平
民
　
　
二
百
二
十
±
戸

村
社
　
素
妻
鳥
神
社

一戸
　
　
　
　
　
別
社

一
社

一戸
　
　
真
言
宗
三
宇

真
言
宗
東
瓜

一
宇

総

計

二
百
四
士
一戸

人
　
数

寄
留
．
無

・雑
社
　
エハ
座

総
テ
八
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５０２

浄
土
宗
三
宇
　
　
　
法
華
宗

一
宇

総
テ
八
宇

寺 社

八 八

牛
　
馬

男
六
百
エハ
ロ

総
計
千
七
十
日

牡
牛
・
　

十
頭

・馬
　
　
無

女
五
百
六
十
日
　
　
　
　
　
渾
テ
平
民

他
出
寄
留
人
　
無
　
　
　
　
　
　
　
　
総
テ
十
七
口

他
入
寄
留
人
　
男
十
日
女
七
日

牝
牛
　
　
百
五
士

一一頭
　
　
　
総
計
　
百
一ハ
士

一一頭



（九
）
ｌ
①

〉BI

襲

麹

代

為

徹

鶏

逮

器

輪

機
投

輪
ず
織
，
―
ニ
ミ

】
輯

為
扱

群
榛

い
　
亀
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（九
）
ｌ
①

舟山

車
　
入
力
車

二
輌

板

ィJヽ

車

輌

総

計
四
輌

位勝
犀
室
寸
出
　
高
サ
五
十
丈
周
回
凡
百
十
町
本
村
ノ
乾
方

・
ア
リ
、
山
脈
西
ハ
豊
能
郡
止
々
呂
美
山

二
接
シ
、
北
ハ
全
郡
高
山
二
連
り
、
東
ハ
本
村
ノ
字
北
山
二
連
り
、
南
ハ
豊
能
郡
外
院
山
二
連
ル
、

樹
木
生
ス
、
登
路
三
條
ア
リ
、　
一
ハ
本
村
字
粟
生
間
谷
ヨ
リ
上
り
、　
一
ハ
本
村
字
外
院
ヨ
リ
上
り
、　
一
ハ
豊
能
郡
箕
面
山
瀧

越
ヲ
以
上
ル
、
比
山
内
字
ハ
川
裏
二
清
水
谷

一
箇
所
ア
リ
、
出
水
無
之
、
山
ノ
中
央
ニ
ハ
勝
尾
寺
ノ
伽
藍
地
諸
堂

坊
舎
大
門
等
ア
リ
、
　

北
市
四

高
サ
三
十
丈
周
回
凡
七
十
町
本
村
ノ
北
方
ニ
ア
リ
、
山
脈
西
ハ
勝
尾
寺
山
二
連
り
、
北

ハ
泉
原
山
二
連
り
、
東
ハ
佐
録
山
二
連
り
、
南
ハ
本
村
二
属
ス
、
登
路

一
條
ア
リ
、
全
郡

泉
原
村
ヨ
リ
上
ル
、
則
チ
勝
尾
寺
道
ナ
リ
、
　

白
▼
四
　
エハ
丈
周
回
三
十
五
町
本
村
ノ
西
方
ヨ
リ
南
ノ
方
ニ
ア
リ
、

樹
木
生
ス
、
山
内
二
谷
並
二
出
水
無
之
ク
　
　
　
　
　
山
脈
西
ハ
本
村
字
外
院
二
属
シ
、
南
ハ
本
村
字
新
家
二
属
シ
、

東
ハ
清
水
村
二
連
り
、
北
ハ
本
村
ノ
間
谷
二
属
ス
、
登
路
二
條
ア
リ
、　
一
ハ
本
村
字
中
村
ヨ
リ
外
院
二
通
ズ
、　
一

ハ
本
村
字
中
村
ヨ
リ
仝
郡
小
野
原
村
二
通
ズ
、
樹
木
生
ス
、
山
内
二
谷
並
二
出
水
無
之
、

�勝
屋
竺
寸
川

　
一
名
粟
生
川
卜
称
ス
、
深
キ
処
八
尺
浅
き
処
二
尺
此
川
筋
二
架
橋
六
箇
所
ア
リ
、

橋
名
並
二
橋
下
深
浅
ハ
橋
ノ
部
二
記
ス
、
此
川
ノ
廣
キ
処
五
間
狭
キ
処
三
間
長

三
千
三
百
四
十
間
急
流
ニ
シ
テ
水
清
シ
、
舟
筏
不
通
堤
防
ナ
シ
、
此
川
ノ
水
原
ハ
同
郡
泉
原
山
ノ
渓
潤
ヨ
リ

涌
出
シ
、
本
村
ノ
勝
尾
寺
山
及
北
山
ノ
渓
潤
ヲ
経
テ
本
村
二
流
シ
、
夫
ヨ
リ
本
村
ノ
巽
ノ
方
字
川
合
二
至
リ
テ

岩
阪
川
卜
會
合
シ
、
流
未
ハ
同
郡
宿
久
庄
村
清
水
村
道
祖
本
村
郡
村
下
井
中
河
原
村
福
井
村
ヲ
流

シ
福
井
川
ト
ス
、
是
ヲ
手
鞍
川
卜
云
フ
、
夫
ヨ
リ
耳
原
村
上
野
村
五
日
市
村
畑
田
村
田
中
村
茨
木
村

澤
良
亘
村
ヲ
経
テ
、
流
末
ハ
安
威
川
　
　
内
柄
川
　
深
キ
処
四
尺
浅
キ
処
二
尺
架
橋
三
箇
所
ア
リ
、
橋
名
並
二
橋

卜
會
シ
神
蛤
川
二
流
入
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
ノ
深
浅
ハ
橋
ノ
部
二
記
ス
、
此
ノ
川
ノ
廣
キ
処
二
間
狭
キ
虎
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（九
）
ｌ
②

〓
主

Ｉ

Ｉ
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（九
）
ｌ
②

一
間
半
長
七
百
二
十
間
急
流
ニ
シ
テ
水
清
シ
、
舟
筏
不
通
堤
防
ナ
シ
、
此
川
ノ
水
　
　
　
Ｈ外
障
需
川
　
深
キ
虎
三
尺
浅
キ
虎

一
尺

原
ハ
本
村
ノ
北
山
ナ
ル
渓
潤
ヨ
リ
涌
出
シ
本
村
ノ
中
央
ヲ
流
レ
、
木
ハ
勝
尾
寺
川
二
入
ル
、　
　
　
　
　
架
橋
四
箇
所
ア
リ
、
橋
名

並
二
橋
下
ノ
深
浅
ハ
橋
ノ
部
二
記
ス
、
此
川
ノ
廣
キ
処

一
間
半
、
狭
キ
処

一
間
、
長
七
百
二
十
間
急
流
ニ
シ
テ
水
清
シ
、

舟
筏
不
通
堤
防
ナ
シ
、
此
川
ノ
水
原
ハ
豊
能
郡
外
院
村
字
林
通
り
及
ヒ
、
陽
ヶ
下
ノ
山
間
ヨ
リ
涌
出
シ
、
本

村
ノ
外
院
ヲ
流
レ
、
末
ハ
本
村
ノ
新
家
並
二
小
野
原
村
　
　
山石
踊
桁
川
　
深
キ
処
二
尺
浅
キ
処

一
尺
架
橋
四
箇
所
ア

ヲ
流
レ
、
道
祖
所
二
至
リ
テ
勝
尾
寺
川
二
流
入
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
橋
名
並
二
橋
下
ノ
深
浅
ハ
橋
ノ
部
二
記
ス
、

此
川
ノ
廣
キ
処

一
間
半
狭
キ
処

一
間
長
千
三
百
間
急
流
ニ
シ
テ
水
清
シ
、
舟
筏
不
通
、
此
川
ノ
水
原
ハ
本
村
ノ

北
山
先
字
小
瀧
ヨ
リ
涌
出
シ
、
本
村
ノ
東
方
ヲ
流
レ
、
末
ハ
字
川
合
二
至
リ
テ
勝
尾
寺
川
二
會
合
セ
リ
、

奥

谷

橋

橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
四
寸
本
村
ノ
勝
尾
音

通

ス
、
字
奥
含

楽

　

奥

西

田

橋

橋
下

ス
、
勝
尾
寺
川
ノ
上
流
ナ
リ
、
幅
五
尺
、
長
三
間
ニ
シ
テ
石
造
ナ
リ
、　
　
　
　
　
　
　
　
水
流

ノ
深
サ
平
日
四
寸
、
本
村
ヨ
リ
豊
能
郡
外
院
村
二
通
ス
、
勝
尾
寺
　
　
西
轟
理
稿
　
橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
四
寸

川
ノ
中
流
ニ
シ
テ
奥
谷
橋
ノ
下
二
架
ス
、
幅
七
尺
長
五
間
土
造
　
　
　
　
　
　
　
　
本
村
ヨ
リ
豊
能
郡
池
田
村
ニ

通
ズ
、
勝
尾
寺
川
ノ
中
流
ニ
シ
テ
奥
西
田
橋
　
　
★
奏
甲
Ш
括
］

橋
下
水
流
二
深
サ
平
日
四
寸
、
本
村
ヨ
リ
大
阪

ノ
下
三
架
ス
、
幅
七
尺
長
六
間
木
製
造
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
ヒ
小
野
原
村
二
通
ズ
、
勝
尾
寺
川
ノ
中
流
ニ
シ

テ
西
田
橋
ノ
下
二
架
ス
、
幅
六
尺
　
　
岡
隧
挫
稿

橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
四
寸
、
本
村
ノ
中
央
ヨ
リ
農
夫
耕
作

長
五
間
半
ニ
シ
テ
土
製
造
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
通
路
ス
、
勝
尾
寺
川
ノ
中
流
ニ
シ
テ
則
チ
大
谷
山
橋
ノ
下
二
架
ス
、

幅
四
尺
長
五
　
　
順
纏
慢
稿
　
橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
五
寸
、
本
村
ヨ
リ
宿
久
庄
村
及
道
祖
所
村
茨
木
村

へ
通

間
土
製
造
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
、
又
西
國
街
道
三
十
三
ノ
観
世
音
順
礼
ト
シ
、
諸
國
ヨ
リ
勝
尾
寺
へ
参

詣
ノ
人
々
多
分
此
橋
ヲ
渡
り
通
行
ス
、
勝
尾
寺
川
ノ
下
流
ニ
シ
テ
　
　
山
一ノ

ロ
撞
仰　
橋
下
水
流
ノ
深
サ
平

字
川
合
二
架
ス
、
幅
七
尺
長
五
間
ニ
シ
テ
土
製
造
ナ
リ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
二
寸
本
村
ノ
農
夫

田
畑
ノ
耕
作
二
通
路
ト
ス
、
内
川
　
　
十
耳
在
稿
　
橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
二
寸
、
本
村
ノ
農
夫
田
畑
ノ
耕

ノ
上
流
二
架
ス
、
幅
五
尺
長
二
間
石
造
　
　
　
　
　
作
二
多
分
通
路
ト
ス
、
内
川
ノ
中
流
二
架
ス
、
幅
五
尺
長
二
間
石
造

下

土

井

橋

橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
旦

〒

、
本
村
ノ
農
夫
田
畑
ノ
耕
空

夢

分
通
路
ト
ス
、　

　

親

ノ

垣

内

橋

内
川
ノ
下
流
ニ
シ
テ
土
井
橋
ノ
下
二
架
ス
、
幅
六
尺
長
二
間
石
造
、

橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
二
寸
、
本
村
ノ
農
夫
田
畑
ノ
耕
作
二
多
分
通
路
ト
ス
、
　
　
営
一
ノ
一副
橋

　
橋
下
水
流
ノ
深

外
院
川
ノ
中
流
二
架
ス
、
幅
八
尺
長
サ
九
尺
ニ
シ
テ
石
製
造
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
日
二
寸
、
本
村
ノ
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（十
）
ｌ
①

溝

字
外
院
ヨ
リ
勝
尾
寺
二
通
ズ
、
外
院
川
ノ
中
流
ニ
シ
テ
　
　
用
一手堕
精
中　
橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
二
寸
、
本
村
ノ
坤
方
西
國

親
ノ
垣
内
橋
ノ
下
二
架
ス
、
幅
六
尺
長
八
尺
石
造
り
、　
　
　
　
　
　
　
街
道

一
等
道
路
二
架
ス
、
外
院
川
ノ
下
流
ニ

ア
リ
、
幅
九
尺
長

一
間
　
　
手
席
牲
柄
　
橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
二
寸
、
本
村
ノ
南
方
字
新
家
卜
小
野
原
村
ノ
境
界
ナ
ル

半
ニ
シ
テ
石
造
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
國
街
道

一
等
道
路
二
架
ス
、
則
チ
外
院
川
ノ
下
流
ニ
ア
リ
、
幅
九
尺
長

一
間
半
石
造
、

白
ア
也
橋

橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
二
寸
、
本
村
ヨ
リ
宿
久
庄
村
二
通
ズ
、
　

谷
品
理
稿
　
橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
二
寸
、
本
村
ヨ
リ

岩
阪
川
ノ
上
流
二
架
ス
、
幅
五
尺
長

一
丈
石
製
造
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
保
村
二
通
ズ
、
岩
阪
川
ノ
中
流
ニ
シ

テ
向
イ
橋
ノ
下
二
架
ス
、
　

小

合
毎
佃
　
橋
下
水
流
ノ
深
サ
平
日
二
寸
、
本
村
ヨ
リ
佐
保
村
二
通
ズ
、
岩
阪
ノ
中
流
ニ
シ
テ
　
下

幅
五
尺
長

一
丈
石
造
、　
　
　
　
　
　
　
谷
上
橋
ノ
下
二
架
ス
、
幅
五
尺
長
サ
ニ
間
ニ
シ
テ
石
製
造
、

小

倉

橋

橋
下
ノ
水
流
ノ
深
サ
平
目

〒

、
本
村
ヨ
リ
佐
保
ど

通

ズ
、

岩
阪
川
ノ
下
流
ニ
シ
テ
小
倉
橋
ノ
下
二
架
ス
、
幅
五
尺
長
二
間
石
造
、

大

畑

池

溝

大
畑
池
ヨ
リ
起
り
字
親
ノ
垣
内
へ
至
り
四

一入
ル
、
長
一
一百
四
十
五
間
半

　

親

垣

内

溝

字
親
垣
内
ヨ
リ

幅
二
尺
五
寸
田

一
丁
七
反
三
畝
十
歩
ノ
用
水
二
供
ス
モ
ノ
ナ
リ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
起
り
廣
畑

ヶ
尻
ヨ
リ
至
り
田
二
入
ル
、
長
四
百
三
十
六
間
幅
二
尺
　
皿
油
連
偶

皿
池
ヨ
リ
起
り
字
廣
畑
ヶ
尻
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
三

五
寸
田
五
町
六
反
二
畝
三
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
七
十
二
間
幅
二
尺
五
寸
田
三
町
七
反
六
畝
九
歩
ノ
用
水
二
供
ス

稲

葉

池

溝

字
稲
葉
池
ヨ
リ
起
り
又
稲
葉
迎

至

り
四

天

ル
、
長
百
十
七
間
　

　

稲

葉

堰

溝

稲
葉
堰
ヨ

幅
二
尺
五
寸
田
三
町
六
畝
二
十
二
歩
ノ
用
水
二
供
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
起
り
、
字
施

餓
鬼
四

至

り
四

天

ル
、
長
百
五
十
四
間
　

　

森

ヶ
久

保

溝

森
久
保
堰
ヨ
リ
起
り
字
仝
を

至

り
四

天

ル
、
長
五

幅
二
尺
五
寸
田
四
反
二
畝
甘
七
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
間
幅
二
尺
五
寸
田
六
反
三
畝
十
六
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、

曳

ノ
★
毬
再
　
親
ノ
垣
内
ヨ
リ
起
り
あ
ざ
曳
ノ
本
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
百
六
十

一
間
　
今
年
在
蔦
　
勝
尾
寺
ヨ
リ
起
り
字
今

幅
二
尺
五
寸
田
二
町
三
弐
拾
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
六
百

百
二
十
五
間
幅
二
尺
田
九
町

一
反
　

一
ノ
土
こ
再
　
勝
尾
寺
川
ヨ
リ
起
り
字

一
ノ
井
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
七
百
八
十

一
間
　
西
轟
四

一
畝
六
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
二
尺
五
寸
田
六
町
二
反
二
十
八
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、

溝

勝
尾
寺
川
ョ
リ
起
り
字
西
四

至

り
四

買

ル
、
長
八
百
士

一聞

　

平

ノ
井

溝

勝
尾
寺
川
ョ
リ
起
り
字
平
ノ

幅
二
尺
五
寸
田
三
丁
四
反
四
畝
六
歩
ノ
用
水
二
洪
水
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
百
五
十

間
幅
二
尺
五
寸
田
五
丁
五
反
六
畝
　
　
一卜
一刷
一戸
溝

　
勝
尾
寺
川
ヨ
リ
起
り
字
下
前
戸
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
百
四
十
間

二
十
二
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
三
尺
田

一
町
三
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、
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（十
）
ｌ
②

ニ

ツ
垣

内

溝

勝
尾
寺
川
ョ
リ
起
り
〓

ラ

垣
害

至

り
雪

天

ル
、
長
一
百

　

張

津

良

溝

勝
尾
寺
川
ョ
リ
起

二
十
間
幅
二
尺
五
寸
田
九
反
九
畝
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
字
張
ツ
ラ
ニ
至
リ

田
二
入
ル
、
長
四
百
二
十
六
間
幅
二
尺
五
寸
　
　
大
奏
甲
凹
港
】

勝
尾
寺
川
ヨ
リ
起
り
字
大
谷
山
二
至
り
田
二
入
ル
、
長

田
二
町
八
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
ル
モ
ノ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
三
十
八
間
幅
三
尺
田

一
町
六
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、

山

ノ

井

溝

勝
尾
寺
川
ヨ
リ
字
山
ノ
者

至

り
四

天

ル
、
長

　

小

井

出

溝

勝
尾
寺
川
ョ
リ
起
り
字
小
井
出

六
百
八
間
幅
三
反
田

一
町
六
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
至
り
田
二
入
ル
、
長
三
十
六
間
幅

一
頁

田
五
反
歩
ノ

　

真

如

井

溝

勝
尾
寺
川
ョ
リ
起
り
字
真
如
井
導

至

り
四

天

ル
、
　

　

川

森

溝

用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
六
百
二
十
六
間
幅
三
尺
田

一
町
二
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、

勝
尾
寺
川
筋
ヨ
リ
起
り
字
川
森
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
三
百
九
十
六
間
　
　
卜
市
挫
原
港
】

勝
尾
寺
川
ョ
リ
起
り
字

幅
二
尺
田

一
丁
三
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
川
原
二
至
り
田
二
入
ル
、

長
百
三
十
三
間
幅
二
尺
田
　
　
令
一田

遺
中　
内
川
ョ
リ
起
り
字
金
田
井
出
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
八
百
十
九
間

一
反
五
畝
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
幅
三
尺
田

一
丁
五
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

辻

下

溝

内
川
ョ
リ
起
り
字
辻
丁

至

り
四

天

ル
、
長
亘

ハ
十
八
間

　

城

田

溝

内
川
ョ
リ
起
り
字

幅
三
尺
田
十
四
丁
八
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、
　
　
　
　
　
　
　
　
城
田
二
至
り
田
二
入
ル
、

長
百
四
十
八
間
幅
二
尺
五
寸
　
　
平
歳
ユ
田
達
中　
岩
阪
川
ョ
リ
起
り
字
平
野
田
井
出
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
百
六
拾

田

一
反
二
畝
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
六
間
幅
二
尺
田

一
町
六
反
二
畝
二
十
四
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、

寺

田

溝

内
川
ョ
リ
起
り
字
寺
田
井
些

至

り
四

天

ル
、　

　

庄

谷

溝

岩
阪
川
ョ
リ
起
り
字
庄
谷
井
〕

一

長
百
六
十
間
幅
二
尺
五
寸
田
八
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、
　
　
　
　
　
至
り
田
二
入
ル
、
長
四
十
五
間
幅
弐
尺

里

ハ
反
四
堅

ハ
歩

　

西

ヶ
結

溝

岩
阪
川
ョ
リ
起
り
あ
ざ
西
ヶ
結
井
些

至

り
四

天

ル
、
　

寺

田

井

溝

岩
阪

ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
八
十
四
間
幅
二
尺
五
寸
田
四
反
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
川
ョ

リ
起
り
字
寺
田
井
出
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
三
百

一
間
　
　
阿
冨
ユ
蒲
　
岩
阪
川
ョ
リ
字
ア
ソ
井
出
二
至
り
田
ニ

リ
起
り
字
寺
田
井
出
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
三
百

一
間
　
　
阿
冨
己
蔦
　
岩
阪
川
ヨ
リ
字
ア
ソ
井
出
二
至
り
田
ニ

廣

田

溝

岩
阪
川
ョ
リ
起
り
字
廣
田
井
聾

至

り
四

天

ル
、
長
一
言

　

大

木

谷

溝

外
院
川
ヨ
リ
起
リ

六
十
五
間
幅
二
尺
五
寸
田
四
反

一
畝
五
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
大
木
谷
上
出
ニ

至
り
田
二
入
ル
、
長
四
十
三
間
幅
三
尺
田
　
　
大
竿
尖
合
下
色
偶
　
外
院
川
ヨ
リ
起
り
字
大
木
谷
下
出
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
ニ

四
町
五
反
四
畝
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
十
九
間
幅
二
尺
田
四
町
五
反
四
畝
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、
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【

甲独
盈
観
鰤
獅
掌
Ｊ
…熟
諸

蓼
急
平
ま
、導
Ｌ践

打
堀
知
騨
江
こ才
一む
．淋
戦
澪
子軽
．

娑
」（壌

応
ず

一壌
察
基

鞘
与
菊

義 墓

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｔ

ｉ

墓

子

粋

驚

゛
墓

）
と

軽

篭

ｉ
塩
一鵡

乾

轟
】

謗
争
ｉ
塩

犠
持
一
義

守
み
鶏

　

極

尋

ｒ
炒

舞
警

鵞
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（十
こ

ｌ
①

郷

久

保
溝

外
院
川
ヨ
リ
起
り
字
郷
ノ
久
保
井
磐

至

り
四

天

ル
、
長
四
百

　

西

ノ
池

溝

外
院
川
ヨ
リ
起
リ

二
十
間
幅
三
尺
田
四
丁
五
反
四
畝
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
西
ノ
池
溝
二
至

り
田
二
入
ル
、
長
十
二
間
幅
四
尺
　
北
商
赳
再
　
外
院
川
ョ
リ
起
り
字
北
畑
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
百
八
十
八
間
　
抑
孫
選
再

田
四
丁
六
反
三
畝
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
幅
四
尺
田
三
町
五
反
五
畝
七
歩
′
用
水
二
供
ス
、　
　
　
　
　
　
・

起
り
字
迎
イ
山
井
出
二
至
り
田
二
入
ル
、
長
八
十

一
間

幅
三
尺
田

一
丁
八
反
六
畝
歩
ノ
用
水
二
供
ス
、

無れ膀
尾
寺
品
甲
釈
　
官
有
地
二
属
ス
、
本
村
ヨ
リ
乾
ノ
方
ニ
ア
リ
、
東
西
南
北
ト
モ
同
所
ノ
官
林
ナ
リ
、

牧
牛
五
頭
　
牡
牛
十
頭
　
　
総
計
十
五
頭
　
　
但
　
馬
　
ナ
シ
　
　
坪
数
四
捨
町
四
反
六
畝
四
拾
歩

山
　
無

習後
リ
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（十

こ

ｌ
②

浄

デ書

216



（十

こ

ｌ
②

沼

湖

向
山
池

稲
葉
池

大
畑
池

東
大
畑
池

山
ノ
井
池

同
　
池

西
廣
田
池

深
谷
池

川
森
池

寺
田
池

釜
屋
中
池

辻
ヶ
市
大
池

同
中
池

東
西
十
二
間
、
南
北
十
二
間
、
周
回
五
十

一
間
半
、
本
村
ノ
坤
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
甘
八
間
、
南
北
二
十
八
間
、
周
回
百
十
二
間
、
本
村
ノ
坤
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
甘
七
間
、
南
北
甘
八
間
、
周
回
百
十

一
間
、
本
村
ノ
西
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
四
十
六
間
、
南
北
七
十

一
間
、
周
回
二
百
二
十
二
間
、
本
村
ノ
西
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
二
十
五
間
、
南
北
二
十
五
間
、
周
回
八
十
二
間
、
本
村
ノ
巽
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
二
十
二
間
、
南
北
十
七
間
、
周
回
八
十
間
、
本
村
ノ
巽
ノ
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
十
六
間
、
南
北
十
九
間
半
、
周
回
七
十
六
間
、
本
村
ノ
坤
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
三
十
間
、
南
北
二
十
八
間
、
同
回
八
十
二
間
、
本
村
ノ
南
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
十
間
半
、
南
北
三
十
二
間
、
周
回
七
十
間
、
本
村
ノ
東
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
七
間
半
、
南
北
七
間
、
周
回
二
十
間
、
本
村
ノ
東
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
二
十
七
間
、
南
北
三
十
六
間
、
周
回
百
五
十
八
間
、
本
村
ノ
東
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
二
十
間
、
南
北
三
十
七
間
、
周
回
百
十
四
間
、
本
村
ノ
東
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
十
五
間
、
南
北
二
十
六
間
、
周
回
八
十
四
間
。
、
本
村
ノ
東
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、
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（十
二
）
ｌ
①

斡
．

糸

亀
午
患
注

４
費
療
落

・と、
離亀
逸

攣すか
鷲

地
え

孝
▼
　
一准

埼ψ
　

亀

強

ム

逸

羞

ユ
十
れ
費

字義

攀

≡
卜一ミー
嘉

，窯

海
寺〓

議

斑

争

粒

年

ｔ

章

芽漁

葛

警

ュ
幹

象

織

式
ｔ

輪
奉
ｆ

棄
オ

葺

Ｗ
絡

麹

柔
４

一

一

輩

鬱
す
″鳴

義

撼

チ́
●
職

理

く

■
氏
輪

ホ
求
′
ｋ
碁

争鷲

〕
挙

理

空

虫

●

ィ

珠
韓
‡
・軸
崇

入
織
君
郎
長
滝‐
一永
常
″
Ｒ
為
う看
攣
穂
′綸
ホ
予
４

，■

求
ヨ
ｉ
戦
恥
比
手

一基颯
瑠
輝
ｔ
■
韓
輪
４
峯
草
監
菊
≧
基
稔
争
・■

凛

鶴
，・，
騨

乳

芸
躁
議

嘲
か貴

職
本
苧

輩
で
１
ゆ
争

４
４

■

一

女
輩
〓
戦
塩
芝
ユ甚
職
聡
雌
ジ
遊
颯
■
〒
守
寺
ｔｒ
や
挙
為
ぶ
■
■

．一

毬

亀

攀

盈

亀

幹

憩

百
静

祭

等
蒙

亀

奪

鵞

■

竜

皇
噛
穐
一
■
職
為
ゆ
誓
筆
ぶ
費
魏
導
ご
‥
鬱
穂

，
攪
穂
４
■
■

一

税

路

氣

マ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

・■
‐
ｉ
‐‥

■
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（十
二
）
ｌ
①

梶
ヶ
谷
池

田
良
原
池

小
龍
池

大
戸
池

同
中
池

替
地
池

宮
　
池

迎 西
山
池 池

道
筋
新
家
ノ
里
ヨ
リ
北
へ
折
レ

勝
尾
寺

へ
通
ズ
ル
、
支
道
ア
リ
、

東
西
五
十
間
、
南
北
二
十
間
、
周
回
百
八
十
間
、
本
村
ノ
東
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
十
三
間
、
南
北
二
十

一
間
半
、
周
回
八
十
九
間
、
本
村
ノ
艮
方
エ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
甘

一
間
、
南
北
二
十
三
間
、
同
回
八
十
八
間
、
本
村
ノ
艮
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
十
七
間
、
南
北
十
八
間
、
周
回
七
十
間
、
本
村
ノ
艮
方
エ
ア
リ
、
日
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
二
十

一
間
、
南
北
二
十
五
間
、
周
回
七
十
四
間
半
、
本
村
ノ
艮
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
二
十
間
、
南
北
十
六
間
半
、
周
回
六
十
八
間
、
本
村
ノ
坤
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
三
十
二
間
、
南
北
二
十
六
間
、
周
回
四
百
間
、
本
村
ノ
坤
ノ
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
四
十
九
間
半
、
南
北
十
九
間
半
、
周
回
百
弐
拾
四
間
、
本
村
ノ
坤
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、

東
西
十
七
間
、
南
北
十
二
間
、
同
回
六
十
八
間
、
本
村
ノ
坤
方
ニ
ア
リ
、
田
地
ノ
用
水
ト
ス
、
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湖
　
沼
　
無

道

注
運
　
　
”
崎

ハ
下
幽
団
軍
街
軽
運

　

一
等
道
路

二
属
ス
、
本
村
ノ
南
方
仝
郡
小
野
原
村
界
ヨ
リ
豊
島

郡
今
宮
村
界
二
至
ル
、
長
二
百
九
十
二
間
、
幅
三
間
半
並
木
ヲ
ナ
シ
此
街

勝

尾

寺

往

還

本
村
詰

全

丁

婁

墓

碧

金

算

ヨ
リ
乾
方
本
村
ノ
勝
尾
寺
二
至
ル
、
長
四
十
丁



（十
一
５

１
あ
）

餓
残

一鱗

機
鶴
鱒
議
轡
難

鷺
弯
癌
逃

螂報
Ｔ
乳
額
筆
第‥
嶋博
〓
毒
．・４
逮
蠍

1鎮素蕪基壌蕪森裏裏患

璃
ゞ
ｒ
「

鞍

一

，‐〓ゞ

ド‘

I継逮縫幕専狼
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（十
二
）
＝
②

堤

塘

港出

崎

島暗

礁

燈
明
墓
付
燈
明
船

瀧温
泉

冷
泉

公
園

幅
一
間
道
敷
一
間
半
並
木

ナ
シ
、
俗
二
順
遣
道
ト
モ
云
、

道
敷

一
間
半

並
木
ナ
シ
、

掲

示

場

無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

池

田

往

還

本
村
ノ
中
全

ア
リ
、
長
方
全
郡
佐
保
村
界
ヨ
リ
西
方

豊
島
郡
外
院
村
界
二
至
ル
、
長
三
十
五
丁
幅

一
間

道
　
無

鐵

本
村
ノ
中
央
ヨ
リ
艮
方
字
泊
駒
井
戸
長
役
場
ノ
門
前
ニ
ア
リ
、
東
西

一
間
、

南
北

一
間
、
面
積

一
坪
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（十
三
）
ｌ
①

路1競
i神

革

ユ
考
主

を
１
■
寺
】
【
鬱
一再

，
模
穏
要
理
学
機
電
、
Ｆ
（
ｙ
一

ヽ
軋
４
・
建
子

ｋ

裁

縫

島

韓
逮

増
裁

ュ
韓

貢
燃
轟
批
輔
餓
鸞
敬
糾
搬
増

尊

持
幾

糧

熱郎
麟
穏
鶴
蝿
智
駐
唖・静
蝶
議
赫

純
織
昏
線
理
軽

事

・ヽＪ額
凸

岬
醤
壽
繰
域
報
観
線
鶏

転
ｒ
継
莞
離
囃
尋
機
奪
乏
証
壌

・
　

一一
一や
一・・
一
・
．
，
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（十
三
）
ｌ
①

陵

　

墓

光

明

院

天

皇

御

陵

封
土
ノ
高
サ
凡
五
尺
、
境
内
東
西
四
十
五
間
、
南
北
五
十
間
、
本
村
ノ
乾
方

勝
尾
寺
山
内
字
東
谷
エ
ア
リ
、
陵
上
二
七
重
ノ
石
塔
存
ス
、
猶
又
費

筐
印
塔
ア
リ
、
文
字
分
明
ナ
ラ
ス
僅
二
光
明
院
七
七
日
供
養
ノ
字
見
エ
ル
ノ
ミ
、
畏
モ
此
　
天
皇

ハ
後
伏
見
院
天
皇
第
四
ノ
皇
子
御
諄
ハ
豊
仁
卜
申
奉
ル
、
建
武
三
年
十
二
月
二
十
八
日
御
即
位
康

暦
二
年
六
月
二
十
四
日
勝
尾
寺
　
閣
生
成
白
工
平
赤
仰
童
全
　
封
土
ノ
肉
高
低
ナ
シ
、
境
内
東
西
十
六
間
、
南

ニ
テ
崩
聖
壽
六
十
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
二
十
間
、
本
村
ノ
乾
方
勝
尾
寺
ノ
山
頂
ニ

ア
リ
、
墓
二
石
塔
婆
存
ス
、
傍
二
皇
子
ノ
坐
禅
石
ア
リ
、
此
皇
子
ハ
光
仁
天
皇
ノ
御
子
ナ
リ
、
天
平
神
護

元
年
正
月
比
勝
尾
寺
山
二
来
り
終
ヒ
佛
道
修
業
ス
、
天
應
元
年
十
月
四
日
御
入
寂
、
御
年
五
十
八
歳
依

テ
此
地
二
葬
ス
、

義
不

当
誨
　
・鳥
中
対
鞘

・‥．在
　
村
社
社
地
東
西
十
五
間
、
南
北
二
十
三
間
、
面
積
三
百
六
坪
本

村
ノ
北
方
エ
ア
リ
、
祭
神
素
喜
烏
命

一
座
祭
日
九
月
九
日
由
緒
不
詳

社
地
雑
　
表
管
口
＝
和
址
牡
　
雑
社
社
地
東
西
四
十
五
間
、
南
北
六
間
七
分
、
面
積
百
坪
、
本
村
ノ

木
生
ス
、　
　
　
　
　
　
　
巽
方
川
合
ニ
ア
リ
、
祭
神
天
兜
屋
根
命

一
座
祭
日
九
月
九
日
由
緒
不
詳

」悉
齢
回
紬
耳
在
　
雑
社
社
地
東
西
十
四
間
、
南
北
四
十

一
間
、
面
積
三
百
三
十
六
坪
、
本
村
ノ
坤
方
新
家
ニ
ア
リ
、

祭
神
天
兜
屋
根
命

一
座
祭
日
九
月
九
日
由
緒
不
詳
、
社
地
中
二
雑
木
ヲ
生
ズ
、

下
さ
子
油
耳
任
　
雑
社
社
地
東
西
弐
拾

一
間
、
南
北
九
間
、
面
積
百
五
十
六
坪
、
本
村
ノ
西
方
外
院
山
ニ
ア
リ
、

祭
神
八
意
思
兼
命

一
座
祭
日
九
月
九
日
由
緒
不
詳
、
社
地
中
二
雑
木
フ
生
ズ
、

下
落
子
紬
耳
在
　
雑
社
社
地
東
西
十
四
間
、
南
北
八
間
半
、
面
積
百
壱
拾
九
坪
、
本
村
ノ
蘭
方
山
ノ
ロ
ニ
ア
リ
、

祭
社
八
意
思
兼
命

一
座
祭
日
九
月
九
日
由
緒
不
詳
、
社
地
中
二
老
樹
雑
木
ナ
シ
、

芙
釜
桐
抽
耳
在
　
雑
社
社
地
東
西
八
間
半
、
南
北
十
五
間
、
面
積
百

一
坪
、
本
村
ノ
中
央
中
村
ニ
ア
リ
、
祭

神
天
満
菅
原
大
神

一
座
祭
日
九
月
九
日
由
緒
不
詳
、
社
地
中
二
老
樹
松
二
本
、

一藤
盗
伽
地
耳
在
　
雑
社
社
地
東
西
十
七
間
、
南
北
十
六
間
、
面
積
三
百
十
九
坪
、
本
村
ノ
艮
方
岩
阪
エ
ア
リ
、

祭
神
天
穂
日
命

一
座
祭
日
九
月
九
日
由
緒
不
詳
、
社
地
中
二
雑
木
生
ズ
、

別
社
社
地
東
西
十
間
半
、
南
北
十

一
間
、
面
積
百
十
坪
、
本
村
ノ
艮
方
岩
阪
ニ
ア
リ
、
祭

神
倉
稲
魂
命

一
座
祭
日
九
月
九
日
由
緒
不
詳
、
社
地
中
二
雑
木
生
ズ
、

社

稲
荷
ネ申
社
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（十
三
）
ｌ
②

守

Ｆ
■

■
１
１
■
作
‘

・
　
‥
】
ｉ
絲
〓洋
壮
」一一一一
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（十
三
）
ｌ
②

寺

　

應

頂

山

勝

尾

寺

書

提

院

東
西
五
町
、
南
北
四
町
、
面
聾

万
一
一百
四
士

耳

、
古
義
墓

暴

高
野
山
金
剛
峯
寺
釈
迦
文
院
ノ
末
派
ナ
リ
、
本
村
ノ
乾

方
ニ
ア
リ
、
人
皇
四
十
五
代
聖
武
天
皇
ノ
御
宇
神
亀
四
年
春
二
月
四
天
皇
寺
ノ
住
職
タ
ル
栄
堪
ノ
弟
子

善
仲
善
。
ノ
開
基
ナ
リ
、
其
後
天
平
神
護
元
年
正
月
光
仁
天
皇
ノ
御
子
開
成
皇
子
当
山
二

来

り
給
ヒ
テ
、
善
仲
善
。
ノ
ニ
師
ガ
志
ヲ
続
キ
貫
首
卜
成
給
フ
、
此
時
ノ
寺
号
ヲ
爾
勒
寺
ト

云
、
宝
亀
六
年
七
月
伽
藍
建
立
ノ
料
ト
シ
テ
、
水
田
六
十
丁
ヲ
朝
廷
ヨ
リ
寄
付
シ
給
フ
、
則
チ
牟
礼
、
森
功

田
中
、
倍
賀
、
畠
田
、
井
舌
、
藤
井
以
上
七
箇
村
ト
ア
リ
、
人
皇
五
十
六
代
清
和
天
皇
ノ
御
宇
貞
観
年
中

勅
シ
テ
寺
号
ヲ
勝
尾
寺
卜
改
給
ヒ
、
三
箇
ノ
庄
ヲ
寄
附
シ
給
フ
、
則
粟
生
、
高
山
、
止
々
呂
美
ト

ア
リ
、
元
暦
元
年
二
月
四
日
平
民
追
討
ノ
時
兵
火
二
罹
り
諸
堂
焼
失
ス
、
全
四
年
源
頼
朝
梶
原

景
時
二
命
シ
諸
堂
元
ノ
如
ク
再
建
ト
ナ
ル
、
近
古
天
正
年
中
二
至
り
寺
領
ヲ
廃
セ
ラ
レ
大
三
衰
微
ス
、
文
録
三

年
十
二
月
改
テ
豊
臣
殿
下
ヨ
リ
朱
印
状
ヲ
下
ケ
給
フ
、
慶
長
八
年
六
月
豊
臣
秀
頼
ヨ
リ
片
桐
主
膳
正

貞
隆
二
命
シ
諸
堂
修
補
ア
リ
、
慶
長
十
九
年
十
月
九
日
徳
川
秀
忠
ヨ
リ
改
テ
又
朱
印
状
ヲ
給

フ
、
朱
印
高
七
石
ハ
境
内
山
林
ヲ
下
シ
賜
フ
、
明
和
七
年
二
月
七
日
天
火
二
罹
り
諸
堂
焼
失
ス
、
安

永
二
年
正
月
ョ
リ
諸
國
有
儀
ヲ
募
り
再
建
二
及
ブ
、
現
今
ノ
堂
宇
是
ナ
リ
、
首
寺
ハ
西
國
順
礼

所
第
甘
三
番
ノ
霊
場
ナ
リ
、
又
当
寺
ノ
三
階
堂
ハ
法
然
上
人
ノ
蓄
跡
ニ
シ
テ
、
諸
國
甘
五
堺
ノ
其

一
ナ
リ
、

此
餘
当
寺
ノ
俸
記
ハ
三
代
実
録
及
ビ
伽
藍
開
基
記
、
元
亨
釈
書
、
摂
津
志
、
全
名
所
国
会

等
二
詳
ナ
レ
バ
是
ヲ
暑
ス
、

当
寺
代
々
信
職
ノ
名
ヲ
左
二
記
ス
、

開
基
善
仲
　
　
　
　
同
善

。　

　

　

　

開
祖
開
成
　
　
　
　
　
一
一世
浄
道

三
世
證
道
　
　
　
　
四
世
證
如
　
　
　
五
世
證
鑑
　
　
　
　
　
エハ
世
　
行
順

七
世
ヨ
リ
九
十
世
迄
代
々
ノ
名

ハ
　
不
詳
　
　
　
　
　
　
　
　
九
十

一
世
　
快
尊

九
十
二
世
不
詳
　
　
九
十
三
世
不
詳
　
　
九
十
四
世
盛
弁
　
　
九
十
五
世
秀
信

九
十
六
世
不
詳
　
　
九
十
七
世
秀
次
　
　
九
十
八
世
印
良
　
　
九
十
九
世
不
詳

百
世
宥
次
　
　
　
　
百

一
世
不
詳
　
　
　
百
三
世
実
次
　
　
　
百
三
世
舜
盛

百
四
世
隆
栄
　
　
　
百
五
世
不
詳
　
　
　
百
六
世
快
存
　
　
　
百
七
世
不
詳

百
八
世
蜜
浄
　
　
　
百
九
世
演
祥
　
　
　
百
十
世
弘
次
　
　
　
百
十

一
世
隆
峯
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（十
四
）
ｌ
①

百
十
二
世
栄
龍
　
　
　
百
十
三
世
観
如
　
　
　
百
十
四
世
膳
次
　
　
　
　
百
十
五
世
寛
故

百
十
六
世
明
忍
　
　
　
百
十
七
世
蜜
・
　

　

　

以
上

営
伽
藍
創
立
以
後
僧
坊
六
十
八
字
ア
リ
シ
ガ
、
近
古
天
正
年
中
以
来
追
々
廃
滅
シ
今

僅
二
六
箇
院
ノ
ミ
存
セ
リ
、
其
院
名
ヲ
左
二
記
ス
、

小
池
院
　
　
　
教
学
院
　
　
　
宝
城
院
　
　
　
宝
泉
院
　
　
　
般
若
院
　
　
　
普
賢
院

当
寺
ハ
元
々
無
本
寺
ニ
テ

一
山
ナ
リ
シ
カ
、
近
古
以
後
高
野
山
金
剛
峯
寺
釈
迦
文
院
ニ

属
ス
、

一雷
命
生
山
里
常
的
い
寺
二
五
韓
盆
脱
　
東
西
三
十

一
間
半
、
南
北
二
十
六
間
半
、
面
積
八
百
弐
拾
六
坪
八
分
古
義
真

言
宗
高
野
山
金
剛
峯
寺
ノ
未
派
ナ
リ
、
同
山
内
釈
迦
文
院
ニ

属
ス
、
本
村
ノ
西
方
外
院
ノ
里
ニ
ア
リ
、
人
皇
三
十
四
代
推
古
天
皇
ノ
御
宇
聖
徳
太
子
ノ
創
立
ナ
リ
、
貞
観

年
中
二
清
和
天
皇
勝
尾
寺
へ
行
幸
シ
給
フ
、
時
初
テ
当
時
二
入
り
給
ヒ
山
上
勝
尾
寺
ヲ
都
卒
ノ

内
院
二
表
シ
営
時
ヲ
外
院
卜
称
シ
給
フ
、
夫
ヨ
リ
以
来
外
院
ヲ
以
テ
此
里
ノ
地
名
卜
成
ル
、
應
仁
年
中
以
後
ニ

度
々
ノ
兵
乱
二
罹
り
諸
堂
焼
失
シ
大
二
衰
微
ス
、
慶
安
二
年
三
月
秀
栄
法
師
入
院
シ
営
時
ヲ

中
興
ス
、
餘
ハ
詳
ナ
ラ
ズ
当
寺
代
々
住
職
ノ
名
ヲ
左
二
記
ス
、

開
基
聖
徳
太
子
　
　
　
開
基
ヨ
リ
中
興
迄
不
詳
　
　
　
中
興
秀
栄
　
　
　
一
一世
隆
栄

三
世
隆
賢
　
　
　
　
　
四
世
隆
園
　
　
　
　
　
　
　
　
五
世
興
舞
　
　
　
エハ
世
印
良

七
世
知
良
　
　
　
　
　
八
世
真
良
　
　
　
　
　
　
　
　
九
世
舜
良
　
　
　
十
世
覚
宝

十

一
世
妙
実
　
　
　
　
十
二
世
諦
鍍
　
　
　
　
　
　
　
十
三
世
憲
猛
　
　
十
四
世
清
岩

十
五
世
高
典
　
　
　
　
以
上

差
口
　
培
幅
　
圭
Ⅵ
　
東
西
三
十
間
、
南
北
二
十
間
、
面
積
六
百
坪
、
古
義
真
言
宗
高
野
山
金
剛
寺

ノ
末
派
ナ
リ
、
本
村
ノ
乾
方
ニ
ア
リ
、
開
基
年
暦
不
詳
、
延
享
年
中
俊
然
和
尚

更
二
之
ヲ
中
興
ス
、
今
猶
依
然
ト
シ
テ
存
ス
、
営
寺
代
々
信
職
ノ
名
ヲ
左
二
記
ス
、

開
基
不
詳
　
　
中
興
俊
然
　
　
一
一世
僧
厳
　
　
一二
世
尭
淳
　
　
四
世
鏡
園

五
世
理
寂
　
　
エハ
世
真
鏡
　
　
七
世
再
ヒ
理
寂
　
　
方
今
無
住
二
付
、
勝
尾
寺
小
池
院
ヨ
リ
兼
務
ス
、
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（十
四
）
ｌ
②

昭
和
二
十
四
年
十
月

廃
虚
と
な
る

半
常
明

‐Ｉ‥
甲
狂
百
本
寺
長
樫
茎
企
脱
　
東
西
十
八
間
、
南
北
二
十
間
、
面
積
三
百
六
十
坪
、
浄
土
宗
鎮
西

派
知
恩
院
末
寺
ナ
リ
、
本
村
ノ
中
央
ヨ
リ
東
方

ニ
ア
リ
、
寛
永

五
年
湛
誉
上
人
ノ
開
基
ナ
リ
、
今
猶
依
然
ト
シ
テ
存
ス
、
営
寺
代
々
住
職
ノ
名
ヲ
左
二
記
ス
、

一
開
基
湛
誉
　
　
　
一
一世
天
誉
　
　
　
一二
世
法
誉
　
　
　
四
世
暁
誉
　
　
　
五
世
念
誉
　
　
　
エハ
世
臨
誉

七
世
演
誉
　
　
　
八
世
諦
誉
　
　
　
九
世
清
誉
　
　
　
十
世
浄
誉
　
　
　
十

一
世
項
誉
　
　
十
二
世
調
誉

十
三
世
実
誉
　
　
十
四
世
身
誉
　
　
十
五
世
願
誉
　
　
十
六
世
智
誉
　
　
十
七
世
光
誉
　
　
以
上

笠
足
提

！―！
咀
法
荷
筆
苛
　
東
西
三
十
間
、
南
北
十
間
、
面
積
百
五
十
四
坪
、
浄
土
宗
鎮
西
派
智
恩

院
末
寺
ナ
リ
、
本
村
ノ
北
方
エ
ア
リ
、
寛
文
年
中
方
誉
上
人
ノ
開
基
ナ
リ
、

今
猶
依
然
ト
シ
存
ス
、
当
寺
代
々
住
職
ノ
名
フ
左
二
記
ス
、

開
基
方
誉
　
　
一
一世
還
誉
　
　
一二
世
西
誉
　
　
四
世
全
誉
　
　
五
世
覚
報
　
　
エハ
世
実
誉

七
世
正
誉
　
　
八
世
真
誉
　
　
九
世
照
誉
　
　
十
世
恵
誉
　
　
十

一
世
良
誉
　
十
二
世
祐
誉

十
三
世
恩
誉
　
　
以
上

特
岱
太
Ｔ
苛
　
東
西
二
十
四
間
、
南
北
十
二
間
七
分
、
面
積
三
百
九
十
九
坪
八
厘
、
浄
土
宗
鎮
西
派
知

恩
院
末
寺
ナ
リ
、
本
村
ノ
乾
方
勝
尾
寺
ノ
山
内
ニ
ア
リ
、
亨
和
元
年
十

一
月
甘
五
日
念

佛
行
者
徳
本
上
人
ノ
開
基
ナ
リ
、
今
猶
依
然
ト
シ
テ
存
ス
、
当
寺
代
々
住
職
ノ
名
ヲ
左
二
記
ス
、

開
基
徳
本
　
　
一
一世
本
明
　
　
一二
世
本
碩
　
　
四
世
本
良
　
　
五
世
本
俊
　
　
以
上

宙
時
ハ
老

松
林
庵
と
云

古
基
以
山
軍
余
耐
？
苛
　
東
西
二
十
六
間
半
、
南
北
十
四
間
四
分
、
面
積
三
百
八
十

一
坪
六
分
日
蓮
宗
日
興

門
派
西
京
東
山
要
法
寺
ノ
末
寺
ナ
リ
、
本
村
ノ
東
方
エ
ア
リ
、
元
和
三
年
ノ

頃
日
尭
上
人
ノ
開
基
ナ
リ
、
今
猶
依
然
ト
シ
テ
存
ス
、
当
寺
代
々
住
職
ノ
名
ヲ
左
二
記
ス
、

開
基
日
尭
　
　
　
一一世
日
養
　
　
　
一二
世
日
宣
　
　
　
四
世
日
慶
　
　
　
五
世
日
諌
　
　
　
エハ
世
日
耀

七
世
日
壽
　
　
　
八
世
日
相
　
　
　
九
世
日
随
　
　
　
十
世
日
吾
　
　
　
十

一
世
日
地
　
　
十

二
世
日
看

十
三
世
日
定
　
　
十
四
世
日
健
　
　
十
五
世
日
玲
　
　
十
六
世
日
栄
　
　
十
七
世
日
貞
　
　
十
八
世
日
保

十
九
世
日
浄
　
　
一
一十
世
日
専
　
　
一
一十

一
世
日
順
　
一
一十
二
世
日
看
　
　
以
上

欺
宋
な
↑
苛
　
東
西
二
十
間
、
南
北
六
間
半
、
面
積
百
甘

一
坪
、
真
宗
東
瓜
西
京
東
本
願
寺

ノ
末
寺
ナ
リ
、
本
村
ノ
艮
方
岩
阪
ノ
里
ニ
ア
リ
、
慶
長
年
中
僧
円
知
ノ
開
基
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（十
五
）
ｌ
①学

校

村
會
所

病
　
院

電
　
線

　

無

郵
便
局

　

無

製
糸
場

　

無 ナ
リ
、
今
猶
依
然
ト
シ
テ
存
ス
、
当
時
代
々
住
職
ノ
名
ヲ
左
二
記
ス
、

開
基
国
知
　
　
一
一世
教
順
　
　
一二
世
順
了
　
　
四
世
玄
流
　
　
五
世
暦
山
　
　
一ハ
世
寂
應

七
世
恵
玄
　
　
八
世
祖
賢
　
　
九
世
祖
全
　
　
十
世
祖
琳
　
　
十

一
世
祖
俊
　
十
二
世
恵
涯

以
上

十
三
世
恵
眼
　
十
四
世
教
海

一
猫
回
所
靱
　
　
本
村
ノ
中
央
字
中
村
ニ
ア
リ
、
生
徒
男
七

公
立
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
一一十
人

十
人
、

面
積
百
四
十
二
坪
三
原
　
本
村
ノ
中
央
ヨ
リ
艮
方

南
北
十
二
間

東
西
十

一
間
九
分

ニ
ア
リ
、

鉦
小
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【摂津国豊島郡白嶋村差出明細帳】

(白 島村共有文書 )

白嶋村が領主一橋氏の指示に従い、田畠の面積や収穫高など村の明細を記 したもの。白

嶋村は文政 6年 (1823)に それまでの忍落 (埼玉県)阿部氏の領地から幕府の直轄領とな

り、翌 7年御三卿の一橋領となる。この明細帳はその時、新領主一橋氏の大坂における役

所、「サ|1口 御役所」(大阪市西区川口)に 白嶋村から「差出」、つまり提出した分の村側の控

えである。

内容はまず村全体の収穫高 331石 3斗 4升 7合、耕地面積 32町 3反 9畝 3歩をあげ、

以下、田・畠それぞれ上 。中・下・下々の四段階にランク付けして、面積、石盛 (1反あた

りの標準収穫量 )、 面積に石盛を掛けあわせた分米 (つ まりその面積分の収穫高 )、 及び免

除分が列記されている。

続いて灌漑に必要な池や樋 (配水管)な どの大きさや構造が非常に詳 しく記されてお り、

用水を重視 していることが窺える。その他、村内の寺社について建築物一つ一つに至るま

で、竃数 (世帯数 )、 人別 (人 口)な ど事細かな情報が記されている。

また当史料からは当時の村内部の制度についても概要がわかる。「ブF人番」と呼ばれる各

種取 り締まり、犯人探索などをつとめる賎民身分の者がいたこと、村役人として「庄屋」

が一人お り、その給料が 4石余あつたこと、他にも庄屋の補佐として「年寄」が 2人、人

足をつとめる「定夫」1人などがお り、彼 らにも給料が支給されたことなどである。

さらに田植え、稲刈 りなどの時期や干鰯のような金銭で購入する肥料の使用状況、土地

を質に入れるときの相場や小作料の相場など白嶋村の農業の実態についても詳 しく記され

てお り、全体を通 して当時の村がいかに農業に重点を置いていたかがよくわかる。

最後に庄屋・年寄・百姓代ら村役人 4名 が連署し、偽 りなきことを記 している。なおこ

の明細帳は提出分以外に同内容のものが 3冊作成され、庄屋 。年寄ら 3家それぞれに配つ

たうちの 1冊である。
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但
ンヽ四
寸
角

松
笠
木
壱
枚
長
六
尺

幅
士ｇ尺

板
厚
三
寸

松
控
木
長
弐
間
半

　

幅
八
寸

板
厚
三
寸
五
部

幅
壱
尺

板
厚
四
寸

内
法
五
寸
四
方

但
シ
く
り
樋

内
法
五
寸
四
方

但
シ
く
り
樋
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（
二
上下
エハ
）

ど
刀
ユ
〃

ぢメ

１
４
ｉ
打
力
．　
．ｒ
ｔ

一亀
◆み抗
『

ｒ

猷
警
多
み

露
箸
鯵

盪

と

会

彰

玄

力

ぐ

硝
修
身
分
盈
み

彬
形
承
弊
て

み

一
堰
一一ア

所
此
諄

神
明
川
用
水
入
樋

松
体
樋
長
壱
間
半

河
原
用
水
入
樋

松
体
樋
長
壱
間
半

薬
・木
用
水
入
樋

松
体
樋
長
壱
間
半

右
樋
合
三
拾
壱

内
方
壱
尺
八
寸
四
方

板
厚
弐
寸

内
方
壱
尺
八
寸
四
方

板
厚
弐
寸

内
法
壱
尺
八
寸
四
方

板
厚
弐
寸
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（
二
十
七
）

ぽ
語
随角

↓
″
？
往
致

と
，

　

　

　

、

・　

　

ヽ

Й
互
独
腕

|

tⅢⅢ虫ぃ
"HⅢ

ⅢⅢⅢⅢ百●●H日●HBH●H日

'日

BHHH● HHH頻口HЧ要口瞬第軍斃露受望S専要摯1驚窮築H路堅ぽH撃堅質麟撃第郎里HttBV晏雲H颯雪霞目BttHttRttB日鳳a概HBH攣鬱Hぃ電μB麟暉甲騒P,撃 HHttH撃

'母

HЧ

'1141g雲

学
1貫
撃1:HIH理 ,1事

'|:

溜
池
壱
ヶ
所

右
者
白
島
村
石
丸
村
立
会
御
座
候
、
委
細
之
儀
者
石
丸
村
ヨ
リ
書
上
可
申
候

□
迦
下

溜
池
壱
ヶ
所

右
同
断

□
じ
や
う溜

池
壱
ヶ
所

右
同
断

右
溜
池
体
樋
井
堰
破
損
修
覆
之
節
者
御
入
用
竹
木

仕
替
代
銀
人
足
扶
持
被
下
置
候

ロ
ノ
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
壱
丈

井
堰
壱
ヶ
所

　

高
弐
尺
　

百
姓
自
普
請
二
御
座
候

敷
弐
尺



（
二
十
八
）

上

ガ

一
一
盈

一

　

．

・

眩

耳

ち

門

■

一

諄
考
律
５

　

，

４
持
撼
ドｔ

一

洋
南
ム

カ擁
診
繕
棒
γ▲
資

ゼ
配
Ｔ
理
て
ヽ
都
ぉ
拷
修
ｒ

ヽ

|              =

石
橋
　
　
　
四
ヶ
所
　
　
　
　
百
姓
自
普
請
所
二
御
座
候

一
宮
地
五
箇
所

内

大

婦

天

王

境

内

堅
　

　

　

　

　

社
僧
白
島
村
墓

一一暴

軽
ハ拾間
　
御
除
地

持
賓
院
支
配

傑
百
拾
弐
間

社
五
尺
四
方

但
シ
柿
葺

社
雨
覆

　

梁
間
弐
間
半
七
寸
　

　

但
シ
瓦
葺

桁
行
弐
間
壱
尺
五
寸



（
二
十
九
）

省

，為
朴
邦
挽
τ
れ

，．

舜
含
本
乞
力
‘か，
ダ

４

宅

云

残

ち

財

み

甕

婢

皓

る
資

惚

質

拝
殿

幣
殿

石
碑
　
士ｇ
基
　
但
シ
銘
ハ
　
為
那
都
比
古
社

右
石
碑
元
文
元
辰
歳
従
公
儀
被
仰
付
候
旨
ニ
テ
並
河
五
□
□
□

被
建
置
候
本
社
左
方
二
有
　

　

　

宮
本
白

嶋

村

　

（五
市
郎
殿
力
）

東
坊
島
村

西
坊
島
村
　
工立
會

丹
塗
木
鳥
居
高
壱
丈
五
寸
　
如
と思
谷
村

萱
野
郷
六
社
本
師
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
同
宗

薬
師
堂
境
内
　
竪
拾
五
間

御
除
地
　
持
賓
院
支
配

横
弐
拾
間

梁
間
弐
間
　
　
　
　
但
シ
瓦
葺

桁
行
四
間
半

梁
間
弐
間
　
　
　
　
但
瓦
葺

桁
行
四
間
壱
尺
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（
一一一上‐
）な

″
雰
抒
雛
管
嬢
彰
外

Ｆ
降
け
を
み
■
を
ゑ
必
槍

9

Ｆ
Ｔ
Ｒ

〓
え

誓

少

・】
か
ム

倦
る
資

４
及
γ
符
州

や
、
　
・

{

堂
三
間
四
面

但
シ
瓦
葺

但
シ
西
二
八
尺
瓦
庇
有
之

釣
鐘
堂
壱
間
半
四
面

　

但
シ
瓦
葺

但
シ
鐘
指
渡
弐
尺
五
寸

警

王

石

一巨向
拾
弐
丈
有
之
由
申
偉
候

是
ハ
従
往
古
薬
師
奥
院
卜
申
停
候

薬
師
田
壱
ヶ
所

士写
一畝

内壱
畝
拾
五
歩

壱
反
拾
五
歩

御
年
貢
地

御
除
地
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（三
十

一
）

玄
挽
Ｋ
屹
こ
れ
各
４
　
　
　
　
　
．
‐
を
な
的

統

常

ぐ
を

表

壌

軒
感
あ
浄
籍
勿
″

挙
ぢ
体
う

れ
れ
汗
イ

憾
房
擁
困
　
‘

ｉ
ｌ

‥
，
・１
…

…

ヤー
ー

‥

下

，１

１

１１

■
一́・≡れ
葛

，

春

ぅ

掛

ン

４

荘

し

１
ま
雲

右
宛
米
壱
石
弐
斗

右
薬
師
江
毎
年
二
月
八
日
二
餅
花
仕
備
申
候
、
諸
人
参
詣
之
者

以
戴
為
仕
候

神
明
境
内
　
竪
拾
士官
間

御
除
地

横
八
間

火
焼

社
弐
尺
五
寸
四
方
　
但

シ
柿
葺
　
市
右
衛
門

火
焼

排
財
天
境
内
　
竪
拾
間

御
除
地
　
村
中

横
弐
拾
間

社
弐
尺
四
方
　
　
　
　
但
シ
柿
葺



（
三
十
二
）な

れ
後
で

舞
術
鬱
伊
サ
ゑ

Ｘ
を
各
秘
Ｔ
　
４
レ枠
そ

邊

藉

ｒ一

穫
後

ｕ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

娑

エ

，

多

　

　

　

　

一

農

み
費

・
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ

火
焼

愛
宕
社
境
内
　
竪
五
間
山
役
御
年
貢
地
　
　
村
中

横
拾
間

社
壱
尺
五
寸
四
方
　
　
但
シ
柿
葺

萱
野
郷
惣
社
牛
頭
天
王

宮
田
三
ヶ
所
　
　
　
　
　
御
除
地作

主
久
右
衛
門

右
宛
米
壱
石
弐
斗
　
　
　
　
　
　
　
忠
兵
衛

仁
右
衛
門

右
者
九
月
十
四
日
十
五
日
祭
灌
之
節
、
御
興
当
番
江
相
渡
申
候

委
細
之
儀
者
萱
野
郷
附
込
帳
一塁
日載
、
芝
村
ヨ
リ
差
上
申
候

寺
地
三
ヶ
所
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窒
一十
一こ海

次
孵
舞

４
ム
／
薇

オF

誓
盈

八

蛯
る
持

石

を

，
，
■
―

、

・，
■
ｋ

　

ｉ
↓
・
ｌ
ｒ
ｌ

‡

‘
…

IHい

し
〔|

内

萱
野
郷
六
社
社
僧
無
本
寺
真
言
宗
警
王
山
大
宮
寺

寺
境
内
　
　
竪
拾
四
間
　
　
御
除
地
　
　
　
持
費
院

横
拾
八
間

宮
殿

庫
裏

控
門

　

柱
酉
一更
　
　
　
但
シ
瓦
葺

柱
間
六
尺

右
門
之
儀
者
貞
享
四
卵
年
御
奉
行
所
江
奉
願
造
立
仕
候

梁
間
四
間

桁
行
五
間

梁
間
三
間

桁
行
五
間

現
住

但
シ
瓦
葺
　
宥
随

但
シ
瓦
葺
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（三
十
四
）

雰

影

憾
丞
√
州

盗

寡

み

象

修

み

み

醇
巌
縛
暫
難
舞
帝
げ
ゑ
守

…
,

城
務
愛
宕
郡
京
東
山
浄
土
宗
智
恩
院
末
寺
浄
土
宗
帰
命
山

寺
境
内
　
竪
七
間
　
　
　
御
年
貢
地
　
　
　
阿
弥
陀
寺

横
拾
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
住浄

誉

寺

　
　
梁
間
一一一間
　

　

　

　

　

但

シ
瓦
葺

桁
行
五
間

庫
裏

梁
酉
一面

桁
行
五
間

但
シ
瓦
葺

但
シ
西
南
二
壱
間
瓦
庇
有
之

薬
警
門
　
梁
間
士ｇ
間
　
　
　
　
但
シ
瓦
葺

桁
行
八
尺

右
門
之
儀
者
享
保
甘
壱
辰
年
御
奉
行
所
江
奉
願
造
立
仕
候

城
覇
愛
宕
郡
京
西
六
条

一
向
宗
本
願
寺
末
寺

一
向
宗

寺
境
内
　
竪
八
間
　
　
御
年
貢
地
　
　
常
照
寺

横
拾
間
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（
三
十
五
）

中
で

啜

鈴
多
狩

デ

を
及

玩

乾

跨

憲

盈

■

ル
難
砕
絡
綾
貌
筆
そ
タ

降
砺
２
７
み
彰
力
∵

．

丞

写
空

聰
線

効

群
η

ゑ

笠

！
怒

撃
■

棒
レ〓
盪
質

機
寛
釈

稔

И

饗
才
之
石

寺
　
　
梁
間
弐
間
半
　
　
但
シ
瓦
葺
　
　
智
住

桁
行
五
間

と怪
異
　
梁
間
弐
間
半
　
　
但
シ
藁
葺

桁
行
五
間

寺
屋
敷
壱
ヶ
所
　
竪
四
塗
一面

御
年
貢
地

横
四
拾
間

是
ハ
禅
宗
月
桂
山
具
満
寺
卜
申
候
テ
往
古
寺
有
之
由
申
俸
候
、

寺
無
之
百
姓
東
坊
島
村
源
兵
衛
所
持
畠
二
相
成
罷
在
候

奄
壱

ヶ
所
境
内
　
竪
拾
間
　

御
年
貢
地
　
上
居
庵

横
拾
三
間
　
　
　
　
　
　
　
無
住

奄

梁
間
弐
間

桁
行
三
間
半

但
シ
藁
葺

当
時
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（一一一十
二ハ
）

…
銅
馴
縁
¶
頒
Л

ゑ
'、

霧'

歩ヽ
れ

ヴ

イ

八

幡

宮

壱
尺
五
寸
四
方

屋
祢
板
葺

一
竃
数
六
拾
五
軒

一
人
別
弐
百
六
拾
六
人

但
シ
庵
境
内
二
御
座
候

不
残
高
持
二
御
座
候

男
百
四
拾
弐
人

女
百
弐
拾
四
人

内承
在
御
壱
軒

　

弐
拾
壱
疋

抱
壱
軒

一
非
人
番
壱
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
五
郎

但
シ
　
　
　
　
　
　
　
男
エハ
人

人
数
七
人
内

　

女
士官
人

・亀
愁
懲
多
Ｒ

‐  ・

◆
密

身

亀
八
魯
久
Ｔ
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（
三
十
七
）

卜
５

it,、

‥
と
賜

ゑ

だ

奪
紹
を
，ゑ
．だ

薇

嘱

／

や
舶
密
れ
だ

|ミ

多
み
モ
盗
だ

Ｒ

ス
フ

上
畠
壱
反
二
付

中
畑
壱
反
二
付

下
畑
壱
反
二
付

下
々
畑
壱
反
二
付

弐
斗
ヨ
リ
弐
斗
五
升
迄

同
断

同
断

同
断

ｍ甲
万
　
早
稲
方
籾
苗
代
蒔
付
候
時
分
二
月
八
十
八
夜
頃
、
五
月
中
旬

以
前
植
付
苅
取
ハ
秋
彼
岸
前
後
二
苅
取
申
候
、
中
稲
晩
稲

右
同
断
、
植
付
苅
旬
秋
土
用
十
日
前
後
二
苅
上
申
候
、
種
籾

蒔
付
之
儀
者
上
中
下
二
不
構
、
士官
反
二
付
四
升
五
合
ヨ
リ
五
升
迄
蒔
付
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（三
十
八
）

好
）鬱
み

次

ｆ

絡

ケ
Ｚ
齋

節
効
妨
前

皓

寵
後

厖

〓家
今

み

ス

？

舞
挺

び

を

入

絞

猿

火

Ｐ
な

μ
参

砕

と

，
　

　

　

　

　

　

∵

白
甲
万

　
麦
秋
土
用
二
蒔
付
五
月
節
前
後
二
苅
上
申
候
、
大
豆
五
月
節

前
後
二
植
付
十
月
節
後
二
取
入
申
候
、
栗
ハ
春
土
用
前
後
ニ

蒔
付
夏
土
用
明
十
五
六
日
頃
二
取
入
申
候
、
蕎
麦
ハ
六
月
土
用

明
十
四
日
十
五
日
頃
蒔
付
十
月
節
前
後
二
取
入
申
候
、

畠
方
壱
反
二
付
種
大
豆
弐
升
五
合
小
豆
同
断
、
麦
種

四
升
ヨ
リ
五
升
迄

肥
ン
田
畠
共
　
干
鰯
　
壱
反
二
付
　
田
弐
拾
貫
目

畠
四
拾
買
目

但
シ
種
粕
白
粕
〓
ア
も
　
遣
ひ
申
候

村
役
人
給
　
庄
屋
壱
人
　
給
米
四
石
弐
升
弐
合
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（二
十
九
）

一持P,

▲
口
万
方
４
打
州

奪
Ψ
与
み
ュ々

τ

【

だ゙

螢
万
稼
夢
を

と

輝
を
４
だ

与

奪

Ｔ

互

葎

琴
元
２
算
と

一
田
地
畠
質
地
大
概
・直
段

上
田
壱
反
二
付
　
　
　
銀
八
拾
ロ
ヨ
リ
百
弐
拾
目
迄

中
田
壱
反
二
付

下
田
壱
反
二
付

上
畑
壱
反
二
付

中
畑
士ｇ
反
二
付

銀
弐
百
五
拾
ロ
ヨ
リ
三
百
匁
迄

銀
三
百
五
拾
匁
ヨ
リ
四
百
五
拾
匁
迄

銀
五
拾
ロ
ヨ
リ
八
拾
目
迄

銀
百
五
拾
ロ
ヨ
リ
弐
百
目
迄
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（四
十
）

一
ａ
節
界
雅
倉

施

４
？
争
ａ
，ぃた

縫
冤
嵯
箋
輩

，

？

ゑ

．．だ

ｔ

摯
乾
疹
母

ぺ

琴

棗

潔
ワ

．■
，
―

一^！
一■
二

―
■
■
ヽ
す
●
ゝ
玉
一

下
畑
壱
反
二
付

下
々
畑
士ｇ
反
二
付

一
田
畑
小
作
入
大
概

上
田
壱
反
二
付

！甲
田
壱
反
二
付

下
田
壱
反
二
付

銀
弐
百
匁
ヨ
リ
弐
百
五
拾
匁
迄

銀
百
八
拾
匁
ヨ
リ
弐
百
目
迄

四
斗
ヨ
リ
五
斗
迄

同
断

同
断

▲
Ｗ
を
４
だ

Ｙ
み
町
か
ら
″
コ
ｉ

Ｔ
爾
を
ゑ
だ

‐
仏
脅

え
ゑ
だ
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（四
十

一
）

燕
今
八

然
警
努
ゑ
益
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弐
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シ
両
人
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二
付
出
勤
之
節
者
壱
人
二
付
米
二
升
宛

定
夫
壱
人
　
給
米
弐
石
　
但
シ

米
士ｇ
石
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麦
壱
石

水
入
弐
人
　
給
米
壱
反
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付
壱
升
五
合
宛
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屋
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伏
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崎
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六
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高
懸
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石
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仕
候

右
者
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御
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新
田
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畠
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地
高

一
山
林
茶
役
御
年
貢

一
残
蓮
御
年
貢

一
水
主
米

一
御
関
所
御
留
御
番
所

無
御
座
候

毎
年
芝
村
江
相
納
申
候

無
御
座
候

無
御
座
候

無
御
座
候

一
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工
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【増字新刻大節用】

節用集の一種。節用集とは室町時代後期に成立した国語辞書のことで、その流れを受け

江戸時代には数多 くの写本・刊本が作 られた。江戸時代の中期以降になると様々な付録が

加えられ、辞書であるにとどまらず家庭百科的要素が強 くなった。特に元禄 (17世紀末 )

以後は内容・付録が増加 し、多種の節用集が大量に刊行され流布 した。

本書は冒頭に「成申校改」とあることから、享保 13年 (1728)、 天明 8年 (1788)、 嘉

永元年 (1848)の いずれかに改訂されたものであろう。目次を見てもわかるように内容は

実に多岐に渡つており、「富士山全体の図」や「 日光山の風景」といつた名所について、「 白

楽天の図」、「仲麻呂の図」といつた人物について、また簡略な歴代天皇や将軍の業績一覧

など、基礎的知識が図を多用することでわかりやすく紹介されている。その他「書札礼式

条々」「祝言の状書法」といつた手紙の書き方や金銭を預かつた時に作成する手形の書き方

を記 した「証文手形案紙」など日常生活でも必要となって くる作法もあわせてまとめられ

ている。また一年間の神事 。祭事などをまとめた「年中行事之記」に取 り上げられている

行事は、ほぼすべて近畿地方での行事であるため、本書は近畿地方を対象に刊行されたこ

とがわかる。
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一
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世
界
高
國
之
国

三
社
託
宣
之
事

忠
孝
六
欲
之
国

高
野
山
之
国

樽
箱
物
之
書
附

扇
子
に
物
書
様

神
功
皇
后
之
国

黒
牡
丹
之
故
事

満
湘
八
景

制
札
宿
札
等
之
書
法

馬
形
名
所
之
国

年
中
行
事
之
記

書
札
礼
式
條
々

茶
湯
道
具
之
国

手
筋
見
様
之
事

大
日
本
国
井
異
國
人
物

伊
勢
道
中
之
国

和
漠
英
雄
之
人
物

日
本
能
書
三
筆
三
跡

歌
書
色
紙
短
冊
書
法

真
草
偏
冠
字
蓋

白
柴
天
之
国

仲
麻
呂
之
国

近
江
八
景

武
具
之
国

馬
具
之
国

長
柄
銚
子
提
之
国

茶
湯
手
引
指
南

祝
言
之
状
書
法

当
流
折
形
之
国

禁
裏
国
井
洛
陽
各
所

春
日
八
幡
之
国

祇
園
山
鉾
之
国

松
島
之
風
景

鷹
名
所
之
園

人
名
頭
字
相
生
之
事

荘
子
之
園

虐
葉
之
達
磨

礼
式
当
用
躾
方

高
進
物
積
様
之
事

弓
矢
鉄
抱
之
国

立
花
手
引
指
南

太
刀
折
紙
之
書
法

書
状
菱
端
留
等
上
下

証
文
手
形
案
紙

冨
士
山
全
赤
之
国

日
光
山
之
風
景

金
毘
羅
山
之
国

西
湖
之
風
景

看
板
布
篇
等
之
書
法

法
赤
尼
等
之
名
蓋

殺
生
石
之
国

人
丸
赤
人
之
国

躾
方
手
引
之
国

幕
之
国

漢
土
武
具
之
国

生
花
投
入
之
国

諸
目
録
之
書
法

人
相
九
面
之
国

改
算
塵
劫
記
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地
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暑
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書
札
認
方
心
得

一
詩
歌
連
俳
初
学
抄

一
日
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之
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一
諸
病
妙
薬
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一
節
用
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な
遣
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事

一
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本
年
代
廣
鑑

一
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中
御
故
賃
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一
和
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初
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之
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説

一
四
季
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理
献
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一
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字
諺
解

一
御
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家
鑑

一
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将
偉
暑
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花
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一
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御
船

一
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訓
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来
絵
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一
四
季
諸
用
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一
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体
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は

一
月
之
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入
之
事

一
江
戸
伊
勢
道
中
記

一
助
字
諺
解

一
百
官
諸
職
之
事

一
将
軍
家
俸
暑

一
日
本
画
人
印
譜

一
小
野
蜜
吾
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一
萬
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事

一
碁
双
六
将
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事
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刀
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鍛
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一
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国
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書
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録

一
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注
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『年
十
行
事
走
捉
』
霰
粋
）

（
一
）

爛
船
報
辮

つ
い
建

【年
中
行
事
之
記
】

［
正

月
］
元
日

一
年
の
上
日
な

る
が
ゆ

へ
に
、
上
に
ハ
天
地
四
方
拝

な
ど
品
々
の
御
ま
つ
り
ご
と

を
行
ひ
ゐ
ふ
、
下
万
民
に
至
り

て
も
其
礼
儀
を
ま
も
り
て
、

恵
方
ざ
る
に
御
あ
か
し
か
う

か
う
し
く
山
里
の
隠
れ
家
に

至
る
ま
で
も
し
め
ひ
き
松
た

て
わ
た
し
て
年
の
安
泰

を
祝
侍
る
〇
二
日
洛
東

清
水
寺
の
に
し
愛
宕
念
仏
寺

に
門
前
の
大
神
人
あ
つ
ま
り

酒
宴
あ
り
、
是
を
天
狗
酒
も

り
と
い
ふ
〇
三
日
本
願
寺
の
松

は
や
し
〇
四
日
飛
鳥
井
家
の

ま
り
始
〇
五
日
禁
裏
木
造
始

め
千
寿
万
歳
猿
舞
等
来
る
、

〇
六
日
山
王
二
宮
神
事
能

七
日
禁
裏
は
く
馬
の
せ
ち
會
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（
一
一）

■・時―…
=I   ttF 

‐iri Ψ,

!炒|

か
も
の
神
事
初
也
。
み
の
を
山
弁

財
天
冨
札
つ
く
、
夜
二
入
〇
八
日
禁
裏

御
修
法
十
四
日
ま
て
。
空
也
堂
は
え
た

た
き
出
初
の
儀
式
○
十
日
摂

津
国
今
宮
え
び
す
参
○
十

一
日

上
京
柳
原
、
今
朝
と
甘

一
日
の

朝
と
御
酒
を
そ
な
え
か
Ｏ
十

六
日
踏
吾
の
せ
ち
会
○
十
七

日
伶
人
の
舞
御
覧
井
二
鶴
の

庖
丁
有
○
十
八
日
禁
裏
御
左

義
長
○
十
九
日
八
幡
厄
神
参
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（
一一一）

― ′r挙 ヽ i五 _ニエ■＼

鷲

鉾

ё

奪

手

露

と
患
〓
孝
と

工
澪

を
か恥弾叶ぞ
鷲

言
義
〓
み

か

疑
解
燃蕗
ガ
浄

○
甘
五
日
北
野
法
楽
の
れ
ん
吾

毎
月
○
此
月
初
と
ら
の
曰
く
ら
ま
参
、

雪
一
月
〓

日
な
ら
二
月
堂
行

法
。
同
薬
師
の
會
式
十
四
日
ま
で

〇
四
日
六
は
ら
寺
平
相
国
清

も
り
の
忌
。
同
東
福
寺
内
五
大
堂

十
万
］
字
の
札
を
出
す
〇
七
日
な
ら

薪
能
十
四
日
ま
で
、
同
二
月
堂
水
取
の

行
法
〇
九
日
千
本
大
銀
忍
寺
ニ

遣
教
経
会
。
洛
東
泉
涌
寺
舎
利

か
い
帳
十
五
日
ま
で
、
ね
は
ん
像
か
る
Ｏ
十
一

な
ら
二
月
堂
大
松
明
○
十
五
日
ね

は
ん
会
。
津
の
国
四
天
王
寺
舞
が
く
。

寺
々
に
ね
は
ん
像
か
る
○
甘
二
日
四

天
王
寺
聖
霊
會
石
の
舞
台

ニ

て
伶
人
の
ま
ひ
有
○
甘
五
日
京

北
野
天
神
の
御
忌
。
夜
に
入
て
西

の
京
よ
り
供
物
さ
さ
ぐ
。
同
河
内

国
道
明
寺
天
神
御
自
作
の
尊

像
か
い
帳
○
当
月
初
年
の
日

諸
人
い
な
り
の
社
に
参
る
也
。
又

森

・徴

一
日
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（四
）

急

　
　
　
　
　
・・

轟

馬

捨

ぶ
麟

主

弯

と
が
入
な
猾

○
十

十
警
Ｅ
よ
崎
こ
ぶ
猛

側

４

塗

渾

せ

く

狼

鋒

津
の
国
ま
や
山
く
わ
ん
音
。
泉
州
水

馬
寺
。
皆
は
つ
午
参
あ
り
、

冨
一
月
ど
一日
禁
裏
と
り
合
。
加

茂
の
神
事
。
摂
州
住
よ
し
汐
干

貴
賎
く
ん
じ
ふ
す
る
事
影
し
○

九
日
さ
が
の
大
念
佛
始
る
、
十
五
日
迄

○
十
日
加
茂
の
安
楽
花
祭
○

十
二
日
け
ふ
あ
す
両
日
天
台
礼
拝

講
日
吉
八
王
子
の
拝
殿
に
て
こ
れ

を
修
す
○
十
三
日
後
白
川
法
皇

の
御
忌
五
條
長
か
う
堂
に
し
て

行
ひ
奉
る
○
十
四
日
ひ
が
し
山
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（
五

）

機

機

滅

吼参

゛

望ti'

禅
林
寺
え
い
く
わ
ん
を
つ
と
い
ふ
、
百
ま
ん
遍
に

て
善
導
大
師
の
御
忌
を
行
ふ
。

壬
生
念
仏
は
じ
ま
る
、
甘
四
日
迄

○
十
五
日
洛
東
し
ゆ
う
ご
ゐ
ん
の

森
く
ま
の
権
現
の
ま
つ
り
○
十
九

日
さ
が
清
涼
寺
し
や
か
如
来
御
身

ぬ
ぐ
ひ
○
甘

一
日
東
寺
仁
和
寺

お
む
ろ
の
御
所
と
い
ふ
、
弘
法
大
師
御
影
薩

高
雄
神
護
寺
御
え
い
く
。
此
日

女
人
参
詣
す
○
甘
四
日
今
明

両
日
ひ
よ
し
二
宮
の
ま

へ
に
て
礼

拝
講
を
修
す
○
甘
五
日
二
の

瀬
山
の
神
ま
つ
り
。
奈
良
は
ん
に

や
寺
文
珠
会
○
甘
八
日
ひ
え
い

山
に
て
山
王
祭
、
さ
か
き
の
枝
を

き
り
と
る
○
初
卯
松
尾
明
神

の
御
出
。
御
た
び
所
ハ
し
ゆ
し
や
か

の
に
し
に
有
。
此
御
出
の
日
よ
り
七

日
め
に
当
り
て
、
大
宮
の
拝
殿
に
て

法
楽
能
有
○
本
卯
江
州
三

尾
明
神
祭
○
本
辰
南
ま
つ
り
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Ｏ
本
午
い
な
り
明
神
御
出

［四

月
〓

日
近
江
つ
く
ま
祭

き
ぶ
ね
の
神
事
〇
二
日
奈
良

水
屋
の
能
十
四
日
ま
で
、
〇
五
日
神
足

祭
〇
八
日
山
ざ
き
天
王
祭
。
水
無

瀬
祭
。
ひ
え
い
山
戒
壇
堂
か
い
帳
。

井
二
花
つ
ミ
。
諸
寺
仏
生
会
。
な
ら

興
福
寺
佛
生
会
。
信
人
其
俗

は
な
ん
と
と
い
ふ
〇
九
日
清
水
地
主

祭
○
十
四
日
た

ヽ
ま
ね
か
く
や
う

Ｏ
十
五
日
洛
東
今
く
ま
の
大
般

若
経
て
ん
ど
ぐ
○
十
六
日
三
井
寺

千
国
子
護
法
明
神
の
祭
也
Ｏ

十
七
日
坂
本
東
照
宮
祭
。
紀
州

権
現
祭
。
大
坂
天
満
川
崎
権
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（七
）

勢

子

一

衰
を
と
義

Ｖ
ユ
熱
奪
豊
４

梨

社
粋
衰
藤

４

舞
歌

を

ミ

喪
凸
抒
ぞ
盗
藍
Ｌ

猿

鷲
構

‡

」
稼
奪

塗

　（

五
穂
癬

基
癬

現
祭
○
甘
日
～
今
日
～
晦
日
迄

東
山
せ
ん
ゆ
う
寺
の
内
雲
龍
院

に
て
如
法
経
を
修
す
○
晦
日

北
野
御
神
事
青
が
し
は
の
供

御
奉
る
Ｏ
初
卯
い
な
り
祭
。
江
州

八
ま
ん
祭
神
興
五
社
あ
り
。
え
ち

川
を
わ
た
す
。
摂
州
住
吉
卯
の

日
参
○
本
辰
八
瀬
天
神
参

む
か
ふ
の
明
神
祭
○
初
巳
江

州
か
た
た
祭
。
多
賀
ま
つ
り
○

同
日
山
州
山
し
な
祭
。
北
山
明
神

祭
○
初
申
大
原
ま
つ
り
。
平

野
祭
。
和
州
た
し
ま
ま
つ
り

○
本
申
山
王
祭
○
初
西
松

の
尾
祭
○
本
西
加
茂
葵
祭

【五

月
〕朔
日
加
茂
の
け
い
ば
足

ぞ
ろ

へ
。
同
江
州
松
本
平
野
明

神
祭
〇
二
日
南
都
け
ご
ん
寺

聖
武
帝
の
御
像
か
い
帳
〇
五
日

加
茂
の
け
い
ば
。
藤
の
も
り
祭

是
も
加
茂
の
こ
と
く
け
い
馬
有
、

挙
學０
一基一
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（
八

）

静
ｉ
一
．一，

砲
奪
鼠

〔
フ
士
察

０
■
で

―

la…
…

Ⅲ
……

Ⅲ華 .オ一甚

同
三
井
寺
新
宮
ま
つ
り
。
同
関
の

明
神
祭
。
同
大
津
き
ぶ
ね
ま
つ
り
。

〇
七
日
今
ミ
や
の
御
出
〇
八
日
う

ぢ
祭
○
十
五
日
今
ミ
や
祭

○
十
六
日
永
観
堂
大
般
若
○

甘
三
日
清
水
寺
田
村
忌
。
同
坂
本

両
社
ま
つ
り
○
甘
八
日
住
よ
し

御
田
植
。
下
京
本
中
道
寺
祭

○
晦
日
祇
園
御
こ
し
あ
ら
ひ
。

今
夜
御
こ
し
壱
基
四
条
宮

河
の
ほ
と
り
に
出
し
奉
り
て
、

水
を
そ
そ
ぎ
塵
埃
を
除
き

侍
る
。
こ
れ
を
御
こ
し
あ
ら
ひ
と

申
、
其
義
式
し
ば
ゐ
の
役
者
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（九
）

ゝ

ｌ

．

礁

爾
■
″

幾
就
瀞

風
Ｒ
で

ｒ
管
爵
魯
４
フ声
と
狗

理
ぽ

浜
撫
写

財
と
み
◇
十

偉
】

我
家
ら
の
紋
提
灯
を
と
も
さ

せ
て
御
興
を
守
護
し
奉
る
。

い
と
興
あ
る
見
物
に
て
老
若

男
女
く
ん
じ
ゆ
し
待
る

宝
ハ
月
〓

日
氷
室
の
水
を
奉

る
。
同
日
天
王
寺
し
よ
う
ま
ん
参
り

〇
三
日
た
か
を
の
虫
沸
ひ
。
九
日
ま
で

〇
五
日
ぎ
を
ん
会
。
鉾
の
す
る
初

〇
六
日
同
山
の
す
る
初
。
同
祇

園
手
水
の
井
を
ひ
ら
く
〇
七

日
祇
園
会
。
今
日
三
社
の
御
輿
を

四
条
京
極
の
御
た
び
処

へ
御
ゆ
き

な
し
奉
る
○
今
日
ヨ
リ
十
八
日
の
夜
迄

河
原
の
す
ず
ミ
〇
九
日
北
野
天

満
宮
九
度
参
○
十
日
ひ
え
い
山

恵
心
院
源
信
忌
。
同
吉
田
西
天
王

社
御
出
○
十
四
日
祇
園
還
幸
。

同
摂
津
な
ん
ば
祭
○
十
五
日
よ
し

田
小
角
豆
祭
。
同
大
坂
三
津
八
ま
ん

祭
○
十
六
日
嘉
祥
の
祝
○
十

七
日
北
野
東
向
く
わ
ん
音
開
帳
。
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（十
）

す
倖
】

今
明
日
○
十
七
日
清
水
夜
ま
い
り
。

同
大
坂
御
霊
祭
○
十
八
日
大
坂

高
津
祭
。
同
う
つ
ら
川
神
事
能
。
同

ぎ
を
ん
御
こ
し
あ
ら
ひ
○
十
九
日

座
項
の
す
ず
ミ
。
今
日
よ
り
甘
日

ま
で
ミ
た
ら
し
ま
ふ
で
○
甘
日

く
ら
ま
竹
切
○
甘

一
日
四
条
大
う
ん

院
虫
佛
ひ
。
同
大
坂
上
な
ん
ば
い
な
り

祭
○
甘
二
日
大
坂
座
磨
ま
つ
り
。

同
水
無
瀬
後
鳥
羽
院
御
影
か
い

帳
○
甘
四
日
あ
た
ご
千
日
ま
い
り
。

。魚
れ
ザ
竜

ニ

鋒

一熊
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（十

一
）

登
宅
゛
水

颯
ど
洛
Ｏ

駐

韓

４

策

【義
０
雑
琴
犠
ミ

同
松
の
尾
神
事
の
能
○
甘

五
曰
く
ろ
谷

せ
い
ぐ
わ
ん
寺
本
？
つ
寺

め
う
け
ん
寺
え
う
ぼ
う
じ

虫
沸
。
同
大
坂
天
満
大
神
ま
つ
り

○
甘
七
日
本
こ
く
じ
虫
沸
、
大
と
く
し

け
さ
う
忌
○
甘
八
日
妙
心
寺
虫
払
。

同
大
坂
生
玉
祭
○
晦
日
摂
津

住
吉
御
祓
。
大
坂
堺
と
も
に
祭
る

［七

月
中
朔
日
加
茂
翌
日
の
能

〇
五
日
け
ん
に
ん
じ
開
山
忌
○

六
日
北
野
御
社
の
す
す
沸
。
洛
東

高
茎
寺
せ
が
き
〇
七
日
北
野

御
手
水
。
神
宝
松
風
の
硯
箱

の
上
に
梶
の
は
ふ
を
の
せ
て
備
ふ
。

同
七
夕
祭
○
同
日
本
願
寺
六

角
堂
池
坊
り
つ
花
。
後
鳥
羽
院

御
震
筆
控
。
加
茂
松
の
下
天
り
つ
じ
大
と
く
じ

一
心
ゐ
ん
虫
沸
。
同
飛
鳥
井
家
難
波
家

ま
り
〇
八
日
文
珠
会
〇
九
日
今

明
両
日
洛
東
六
道
参
り
。
清
水
千

日
参
り
○
宇
治
わ
う
ば
く
山

せ
が
き
宇
治
川
に
は
水
燈
会
有
、
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（十
二
）

○
十
四
日
十
五
日
禁
裏
様
御
燈

籠
。
本
願
寺
燈
籠
○
十
五
日
八
幡

あ
ん
ど
○
岩
倉
長
谷
の
燈
籠

お
ぐ
り
。
知
恩
院
大
せ
が
き
山
門
に
て

行
ふ
。
三
井
寺
女
人
さ
ん
け
い
。
今
明
日

岩
屋
山
千
日
ま
い
り
。
其
日
ヨ
リ
十
七
日

ま
で
せ
ん
ゆ
う
寺
の
内
、
新
善
光

寺
の
あ
ミ
だ
か
い
帳
○
十
六
日
干

本
え
ん
ま
堂
参
り
。
所
々
お
く

り
火
。
山
ざ
き
た
か
ら
寺
開
帳
○
甘

日
甘

一
日
高
尾
の
文
覚
上
人
忌
○

六
地
蔵
ま
い
り
、
あ
た
ご
千
日
参
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（十
三
）

鳴

お

十
熟
■ 密

雰
修
鬱
密

● A  6セ と,

【八

月
〓

日
松
尾
神
前
角
力

〇
三
日
堺
天
神
祭
〇
四
日
観

修
寺
両
社
大
明
神
法
花
八
講

〇
五
日
江
州
し
ら
ひ
げ
大
明
神

か
い
帳
。
山
門
の
衆
徒
こ
れ
を
修
す

○
十
五
日
八
幡
放
生
会
。
山
ざ
き

離
宮
八
幡
神
前
す
も
ふ
。
等
持
寺

八
ま
ん
祭
。
若
宮
八
ま
ん
祭
。
志
賀

宇
佐
八
ま
ん
祭
角
力
お
ぐ
り
等
有
。

○
十
六
日
菅
大
臣
祭
五
条
坊
門
西
と
つ
ゐ
ん

此
処
ハ
古

へ
天
神
降
誕
の
地
也
、

俗
に
あ
ま
神
と
称
す
○
十
八
日

上
下
御
霊
祭
甘
四
日
ま
で
、
同
な
ら
西
大

寺
え
し
き
八
ま
ん
太
郎
義
家

忌
な
り
○
甘
二
日
か
づ
ま
さ
寺

聖
徳
太
子
か
い
帳
、
井
号
え
し
き
○

甘
四
日
吉
田
き
ら
り
大
明
神
祭

○
甘
六
日
洛
東
真
性
院
崇
徳

天
皇
の
御
忌
行
ふ
、
真
性
ゐ
ん
ハ

俗
に
藤
の
寺
と
い
ふ
、
又
安
井
と
も
云

【九

月
中
朔
日
南
都
東
大
寺
八
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（十
四
）

り
八

ク
象

∩

ぬ
ｉ

ミ
撫
パ
雄

、
、
Λ
注

メ

　

　

，
．

斗
歯輝

再

ゑ

多

ぃ

ユ
К
塗
爾

持

ま
ん
祭
舞
楽
有
〇
四
日
北
野
祭
。

本
幡
祭
〇
五
日
城
州
日
野
か
や

を
明
神
祭
〇
六
日
こ
う
だ
い
じ
殿

忌
〇
八
日
泉
涌
寺
舎
利
会
。
枇

杷
の
庄
祭
。
玉
水
祭
。
同
大
坂
玉
造

い
な
り
祭
〇
九
日
だ
い
ご
。
山
科

御
か
う
の
ミ
や
。
貴
船
。

く
ら
ま
。
し

し
が
谷
。
北
岩
く
ら
。
上
京
さ

ヽ
ご
し
。

日
野
の
天
神
。
大
坂
い
く
玉
ま
つ
り
。

○
十
日
御
香
の
ミ
や
神
事
能
。
大

津
四
の
ミ
や
祭
。
粟
田
口
天
王
祭
。

五
条
天
神
祭
。
大
津
若
ミ
や
ま
つ
り

○
十

一
日
吉
田
例
幣
使
。
同
霊
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（十
五
）

簿
轟諏⇔

士
す一等

（Ｙ

・霞

ぬ

山
国
阿
上
人
忌
○
十
二
日
か
づ

ま
さ
祭
。
伏
見
三
栖
祭
御
出

○
十
三
日
新
国
津
島
祭

五
で
つ
松
は
ら

通
の
に
し
。
津
の
国
住
吉
宝
の
市
○
十

七
日
六
條
す
わ
明
神
祭
○
十
八

日
津
の
国
池
田
く
れ
は
祭

あ
や
は
八
十
九

日
也
、
○
十
九
日
南
禅
寺
亀
山
院
御

忌
○
甘
日
城
南
寺
祭

鳥
羽
ゐ
ん
を
あ
が
め

奉
る
也
、
同
竹
田
祭
。
だ
い
ご
笠
と
り
祭

○
甘

一
日
久
世
は
い
が
た
祭
。
同
大

坂
上
な
ん
ば
祭
○
甘
二
日
大
坂
ざ

ま
祭
○
甘
三
日
淀
祭
。
江
州

逆
髪
ま
つ
り
○
甘
四
日
江
州
せ

き
の
清
水
大
明
神
祭
。
木
幡
祭
。

浄
土
寺
祭
○
甘
五
日
宇
治
田

原
祭
。
同
大
坂
天
満
天
神
や
ぶ

さ
め
○
甘
六
日
北
山
天
神
社
神

事
。
な
る
た
き
大
明
神
祭
。
あ
べ
の

晴
明
祭
○
甘
七
日
大
坂
御
霊

祭
○
晦
日
夢
想
国
師
忌
。
同

津
の
国
住
吉
神
お
く
り
。
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（十
六
）

［十

月
中
朔
日
ヨ
リ
十
二
日
ま
で
ち

し
や
く
ゐ
ん
論
義
〇
三
日
ひ

え
い
ざ
ん
元
三
大
師
の
御
影
ハ

年
中
二
ヶ
月
ハ
飯
室
に
有
、
十

ヶ
月
ハ
横
川
に
有
、
両
処
に
安

置
す
る
所
の
月
今
曰
く
じ
を
取

て
定
む
〇
五
日
達
磨
忌
。
今
日

よ
り
十
五
日
迄
浄
土
宗
十
夜
念

仏
〇
七
日
大
と
く
じ
霊
堂
忌
。

〇
八
日
今
ぐ
ま
の
祭
○
十
日

ヨ
リ
十
六
日
迄
な
ら
興
福
寺
ゆ

ゐ
ま
会
○
十

一
日
ヨ
リ
十
五
日
迄

松
の
尾
明
神
の
神
前
に
て
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（十
七
）

警

鶴

罵
↓ふ
極
Ｆ
Ｄ

f孝

η

ュ

ヶ
ｔ

攣

看

八
講
三
井
寺
よ
り
是
を
つ
と
む
、

○
十
二
日
今
明
栂
の
尾
む
し

く
や
う
○
十
三
日
日
蓮
上
人

御
影
講
俗
に
お
め
こ
し
い
へ
り
。

北
山
妙
光
寺
開
山
法
灯
忌
○

十
五
日
さ
が
鹿
苑
院
し
や
り
え
。

松
の
を
舎
利
か
い
帳
○
十
六

日
東
福
寺
開
山
聖

一
国
師
忌
。

○
甘
日
諸
商
人
蛭
子
講
京
極

四
条
官
者
殿
せ
い
も
ん
沸
ひ
。

同
天
龍
寺
佛
国
国
師
忌
○

甘
五
日
な
ん
ぜ
ん
寺

一
山
忌
○
甘

六
日
延
暦
寺
国
澄
忌
。
い
に
し

ヘ

大
雲
院
に
こ
れ
を
修
す
、
今
雲

門
庵
に
有
○
甘
八
日
今
朝
ヨ
リ

明
日
ま
で
三
井
寺
智
證
大
師

堂
に
て

一
山
の
大
衆
論
義
有
、

○
甘
九
日
三
井
寺
智
證
大
師
忌

［十

一
月
〓
一日
東
山
禅
林
寺
永

観
律
師
忌
〇
八
日
い
な
り
大

明
神
御
火
焼
、
俗
に
ふ
い
ご
祭
と

316



（十
八
）

い
ふ
。
か
ぢ
佛
具
師
薄
上

切

の
金
具
を
つ
か
ふ
、
二
人
生
産
ハ

い
ふ
に
及
ず
、
此
御
神
を
信
仰
の

輩
ハ
殊
に
今
日
い
は
ふ
な
り
。
日

れ
ん
宗
十
羅
刹
女
御
ひ
た
き
○

十
日
ひ
え
い
山
法
花
八
講
山
門

の
衆
徒
下
加
茂
み
た
ら
し
川
の

井
水
を
汲
て
濯
水
の
用
と
す
、

○
十

一
日
妙
心
寺
花
還
院
御

忌
○
行
事
官
の
内
太
神
宮

御
火
焼
○
十
三
日
極
楽
寺
空

也
忌
。
四
条
坊
門
ほ
り
河
。
俗
に
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（十
九
）

協呼

Ｉ
基
ｒ

，

鎖

雛

‘鶴
警
加
取
無

た

ヽ
き
堂
と
い
ふ
、
紫
雲
山
極
楽

院
と
い
ふ
浄
土
宗
也
○
十
五
日

今
宮
御
火
焼
○
十
八
日
上
下

御
霊
御
ひ
た
き
。
人
丸
大
明
神

御
火
焼
○
甘

一
日
雲
居
寺
浄
蔵

忌
。
此
寺
む
か
し
ハ
八
坂
に
あ
り
し
が

今
ハ
絶
た
り
○
廿
二
日
ヨ
リ
甘
八
日

ま
で
本
願
寺
開
山
忌
○
甘
四
日

ひ
え
い
山
三
井
寺
あ
た
ご
天
台
大

師
講
○
甘
五
日
ヨ
リ
甘
八
日
ま
で
奈

良
か
す
が
祭
○
甘
八
日
清
水

寺
行
え
い
忌
○
年
の
日
ぎ
を
ん

御
火
焼
○
初
卯
日
八
は
た
御

神
楽
○
初
申
日
大
宮
権
現
祭

○
此
月
子
の
日
大
黒
祭
、
子
祭
と
い
ふ

［十
二
月
中
朔
日
を
と
子

一
日
と
云
、

人
の
こ
と
た
る
も
の
は
い
は
ゐ

を
な
す
〇
六
日
ヨ
リ
十
二
日
ま
で

智
積
院
か
い
さ
ん
忌
○
十
二
日

妙
心
寺
か
い
さ
ん
忌
、
南
ぜ
ん
寺

大
明
国
師
忌
○
十
四
日
ヨ
リ
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（
二
十
）

最

韓

０
な

ま
で
泉
涌
寺
佛
名
会
○
十

九
日
甘

一
日
迄
槙
の
尾
佛
名
会

○
甘
日
さ
が
の
し
や
か
堂
す
す
携

本
尊
か
い
帳
○
甘
二
日
大
と
く
じ

か
い
さ
ん
忌
Ｏ
甘
三
日

一
遍
上
人

忌
。
時
宗
の
寺
々
に
法
事
有
、

○
甘
八
日
鉢
た

ヽ
き
結
願
極

楽
寺
に
て
お
ど
り
念
佛
本
堂

に
て
修
す
○
大
晦
日
夜
に
入
て

祇
園
の
神
前
に
て
大
般
若
経
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（
二
十

一
）

一
（
峨
溶
毒
量
平

瞥誓瀞ど祭

転
読
、
又
子
の
刻
よ
り
拝
殿
に
て
げ
つ

り
か
け
の
神
事
は
し
ま
る
○
節
分
の

五
条
天
神
ま
ふ
て
、
此
御
社
ハ
少
彦

名
命
を
祭
る
、
是
神
代
の
遺
風
也
、

【証
文
手
形
案
紙
〕

預
り
申
銀
子
之
事

一
合
銀
拾
貫
目
也

右
之
銀
子
我
々
中

へ
惟
ニ

預
り
申
庭
実
正
也
、
何

時
成
共
其
元
御
入
用
次

第
以
此
手
形
無
相
違

返
済
可
申
候
、
為
後
日

銀
子
預
り
連
印
証
文

例
而
如
件
、

年
号
　
　
　
何
屋

月
日
　
　
　
何
右
衛
門
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『人
皇
走
始
』
霰
粋
）

（
一
）

人
皇
之
始

第

一
神
武
天
皇
　
か
の
と
の
酉
一九年

神
日
本
磐
余
彦
尊
と
申
奉
る

天
照
太
神
よ
り
五
代
か
が
や
葺
不

合
の
尊
第
四
の
御
子
、
御
母
ハ
玉
依

姫
と
申
龍
神
の
乙
む
す
め
也
、
は
じ

め
日
向
の
く
に
よ
り
兵
を
起
し
、
王

威
に
し
た
が
は
ざ
る
夷
を
た
い
ら
げ
、

大
和
の
国
に
至
り
て
長
す
ね
彦
を

誅
伐
し
、
和
州
か
ね
ひ
山
を
開
き

は
じ
め
て
内
裏
を
経
営
し
、
五
十
二

歳
に
て
即
位
し
為
ひ
、
在
位
七
十
六
年

丙
子
三
月
十

一
日
崩
ず
、
御
と
し
百
二
十
七
〇

都
を
か
し
ハ
原
の
宮
と
な
づ
く
、
天
皇
か
つ

て
諸
国
に
行
幸
し
為
ひ
、
日
本
の
地
形

情
蛉
の
如
く
な
り
と
て
秋
津
洲
と
号

給
ふ
、
唐
ハ
周
の
裏
王
の
代
に
当
る
也
、

ス
難
オ
清
■
み
募

”舞
杯
上
纂
う
、状
七
▲
陽
碇
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（
一
一）

第
十
六
應
神
天
皇

か
の
＞え
寅
一九年

仲
哀
第
四
の
皇
子
御
母
ハ
神
功
皇
后

也
、
七
十

一
歳
に
て
即
位
在
位
四
十

一
年

蝦
夷
よ
り
貢
物
を
奉
る
、
三
韓
井
ニ

み
ま
な
の
国
よ
り
も
貢
物
を
奉
る
、
百

済
国
よ
り
易
経
論
語
等
の
書
を
献

ず
、
呉
の
国
よ
り
く
れ
は
あ
や
は
等
の
織

女
四
人
を
奉
る
、
殊
に
目
出
度
御
代
也
、

庚
年
三
月
十
五
日
天
皇
崩
ず
、
御
年

百
十

一
、
欽
明
天
皇
甘

一
年
庚
寅
に

当
り
て
八
ま
ん
宮
と
頭
れ
為
ふ
、

第

十

七

仁

徳

天

皇

　

み
つ
の
え
酉
一九
年

應
神
第
四
の
皇
子
大
さ
ざ
き
の
尊

と
申
奉
る
、
御
弟
わ
き
い
ら
つ
こ
の
尊
と

互
い
御
位
を
ゆ
づ
り
た
ひ
て
三
年
迄

位
に
つ
き
た
ま
は
ず
、
終
に
五
十
七
歳
ニ

億
後
弦
女
十

寧

鰺

Ｙ
■
４

議
嚢

霊

斧
球

資
ゼ
俗
Ｘ単籍

警好
一　
一

一
嘉
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（
一一一）

牛h―,|141

し
て
即
位
し
為
ふ
、
在
位
八
十
七
年
都

を
摂
州
な
に
は
に
遷
し
て
高
津
の
宮

と
い
ふ
、
天
皇
仁
心
深
く
深
く
け
れ

ハ
、
高
墓
よ
り
民
の
ま
つ
し
き
を
え
い

ら
ん
あ
り
て
、
三
年
の
貢
を
ゆ
る
し
為
ふ
、

十

一
年
十
月
な
に
は
堀
江
の
河
を
ほ
る
、

甘
九
年
五
月
五
日
は
じ
め
て
葱
蒲
を

奉
る
、
六
十
二
年
六
月

一
日
は
じ
め
て
氷

室
を
奉
る
、
六
十
五
年
飛
騨
の
国
に

一
身
二
面
手
足
四
ツ
あ
る
人
出
て
、
王

命
に
そ
む
く
詔
し
て
こ
れ
を
た
い
ら
ぐ
、

七
十
八
年
十
月
武
内
の
大
臣
莞
す
、
年

三
百
十
六
景
行
帝
よ
り
当
代
ま
で

六
代
の
間
、
政
を
と
る
事
二
百
四
十
余

年
な
り
、
己
亥
正
月
甘
六
日
天
皇
崩
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（
四

）

ネ
毒

避
軍

ず
、
御
年
百
四
十
三

第
十
八
履
仲
天
皇
　
か
の
＞え
子
一九年

仁
徳
の
皇
子
也
、
七
十
二
歳
に
て
即
位

し
給
ひ
在
位
六
年
都
を
和
州
い
は

れ
に
遷
し
て
わ
か
ざ
く
ら
の
宮
と
な
づ
く
、

乙
巳
三
月
五
日
崩
ず
、
御
年
七
十
九

第
十
九
反
正
天
皇
　
ひ
の
＞え
年
一九年

履
仲
の
御
弟
也
、
五
十
五
歳
に
て
即

位
、
在
位
六
年
都
を
河
内
の
国
丹

比
二
遷
し
て
柴
垣
宮
と
い
ふ
、
か
の
と

の
亥
正
月
甘
三
日
崩
ず
、
御
年
六
十

笠
仕
一＋
入
凡
共
Ｔ
大
白
王
　
み
づ
の
え
子
元
年

反
正
の
御
弟
也
、
三
十
八
歳
に
て
即
位
し

給
ひ
在
位
四
十
二
年
、
四
年
乙
卯
諸
家

の
姓
氏
を
さ
だ
め
る
上
、
年
壬
戌

衣
通
姫
の
た
め
に
藤
原
の
都
を
定
む
、

癸
巳
正
月
天
皇
崩
ず
、
御
年
八
十

.  Ii∫
 

―

|

燕

学

読
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（
五

）

警

後

■

４
嵌
寝
民

為
¢

氏

モ

ヽ
ネ郎

戯

五

邸

麟

至
７

ぶ
永

色
盈

守

六
繊

第
汁
七
孝
徳
天
皇

大
化
乙
巳
一祭

軽
の
皇
子
と
申
す
皇
極
帝
の
御
弟
也
、

在
位
十
年
都
を
摂
州
長
柄
に
遷
し
て

豊
崎
の
宮
と
な
づ
く
、
此
御
代
よ
り
年

号
は
じ
ま
り
て
大
化
と
い
ふ
、
自
雉
五

年
甲
寅
十
月
天
皇
崩
ず
、

第
汁
八
斉
明
天
皇
　
き
の
と
の
卯
一九年

皇
極
帝
ふ
た
た
び
御
位
に
つ
き
為
ふ
也
、

在
位
七
年
、
二
年
百
さ
い
国
よ
り
あ
ふ
む

を
奉
る
、
辛
西
七
月
崩
ず
、
御
年
四
十
六

第
汁
九
天
智
天
皇
　
み
づ
の
＞え
成
一死年

舒
明
の
皇
子
也
、
在
位
十
年
中
大
兄
と

も
葛
城
の
皇
子
共
申
、
八
年
己
巳
十

月
大
職
冠
鎌
足
売
ず
、
年
五
十

六
、
十
年
辛
未
十
二
月
三
日
天
皇
江

世
＝卜残″＝μ肘名瓢聞測覇一言i五五ょ:五

驚

４

尋

監
Ⅲ
囀  【

一一

け

　

●

―
　

　

，

　

―

・
　

Ｉ

Ｉ
Ｐ
と

―

ド

ヽ

ゝ

，

●

，

Ｉ

　

Ｉ
ヽ
　

一

一一

部
静

租

製
気蓋墓孤濁巧監f扇らぬ
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（エハ
）

増
感
露
蝦
模
秦
彗
≡
≡
．・

,一

州
し
が
の
都
に
崩
ず
、
御
年
四
十
六

第

四

十

天

武

天

皇
　
白
鳳
壬
申
一九
年

天
智
の
御
弟
也
、
き
よ
み
原
の
天
皇
と

申
す
、
在
位
十
五
年
先
帝
の
太
子
大
友

と
江
州
あ
ハ
津
が
原
に
て
合
戦
に
及
び
、

大
と
も
戦
ひ
敗
れ
て
総
れ
為
ふ
、
よ
つ
て

三
年
二
月
天
武
即
位
し
為
ふ
、
十

一
年

は
じ
め
て
黒
漆
の
冠
を
造
る
、
朱
鳥

元
年
丙
戌
九
月
九
日
天
皇
崩
ず
、
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（
七

）

［将
軍
家
俸
暑
〕

源
の
頼
朝
天
下
の
惣
追
補
使
と

な
り
し
よ
り
武
家
の
代
と
い
ふ
、
頼
家

実
朝
迄
を
鎌
倉
三
代
と
云
、
夫

よ
り
親
に
摂
家
の
公
達
を
鎌
倉

へ
迎

へ
奉
り
て
征
夷
大
将
軍
と
仰

ぎ
、
武
家
胡
聘
の
礼
を
つ
と
む
、
北
条

家
其
権
柄
を
と
り
て
政
を
専
ら
に

す
、
其
後
足
利
尊
氏
天
下
を

一
統

し
て
十
三
代
の
間
を
室
町
の
代
と
云
、

第
一　
頼
朝

清
和
天
皇
十
代
左
馬
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（
八

）

佐
登
豆
猛
ゴ
書
一

濠準
Ｌ
転

亀
〓
ヶ
咎
み
ｉ
ユ
一

工轟
瀑
ザ
言
野
∴
雄
ｔ
手
ュ
”

蓬
悟
ユ
議
最

４漆
疑
卒
二
歩
す
添
≧
全
■
優
學
ｉ

離
こ
麻
億
礁
上
ズ
■
■
Ｌ
Ａ

死
猿
歌
１
十
億
Ｆ
Ｆ
■
Ｔ
登
孔
捜
示

ユ
露

松

と

い一柱
―

ぇ
ゞ

算

４

頭
源
義
朝
の
三
男
。
征
夷
大
将
軍

正
三
位
大
納
言
右
大
将
に
任
ず
。
御
世

二
十
年
。
正
治
元
年
正
月
十
三
日
売
。

歳
五
十
三
。
執
権
遠
江
守
平
時
政

警

一　

頼

家

　

頼
朝
の
長
子
。
母
ハ
径

一

位
下
平
政
子
。
建
仁
二
年
征
夷
大
将

軍
二
任
じ
。
元
久
元
年
七
月
十
八
日
ニ

莞
ず
。
年
甘
三
。
治
世
五
年
。
執
権

遠
江
守
平
時
政

奎
一一　
と禿
朝
　
頼
朝
の
次
男
。
母
ハ
政

子
。
建
仁
三
年
征
夷
大
将
軍
二
任
じ
。

承
久
元
年
正
月
甘
七
日
。
鎌
倉
鶴
が

岡
八
幡
に
て
売
。
年
甘
八
。
治
世
十
七

年
。
軌
権
陸
奥
守
平
義
時

第
四
　

頼

経

　

大
職
巨

平

一
代
。
光

明
峯
寺
関
白
道
家
公
の
四
男
。
母
ハ

准
三
后
儒
子
。
承
久
元
年
七
月

（
以
下
略
）
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（九
）

第
甘
八
　

信

長

　

桓
武
天
皇
八
代
平
相

国
清
盛
二
十

一
代
の
後
胤
織
田
備

後
守
平
信
秀
の
二
男
也
。
天
正
元
年

征
夷
大
将
軍
に
任
じ
。
同
十
年
六

月
二
日
。
京
都
本
能
寺
に
て
家
臣
明

智
光
秀
が
為
に
自
殺
す
。
年
四
十

九
。
治
世
十
年
。
従

一
位
大
相
国
を
賜
ら

る
。
惣
見
院
殿
と
号
す
、
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（十
）

… ⅢI棒■子‐_

欝
等

や
鷲

ｒ一一れヽ一ェ”“ェ”″一ェ

鷲
注
欝

負

導

線
後

秀

一

筆

ｋ
，炊
壌
等
ｔ
宝
蓉
狼

難

　

　

一

止
手

争
盈
懇
ム
４

く

八

｛
奪

携

1警
14

1-今 s

第
甘
九
　

秀

信

　

信
長
の
孫
、
信
中
お

長

子
。
治
世
三
年
天
二
十
二
年
。
秀
吉
の

為
に
清
州
に
退
き
。
岐
阜
中
納
言
と

称
す
。
慶
長
四
年
。
家
康
公
の
為
に
高

野
山
に
入
て
卒
す
。

警

一十
　

秀

吉

　

秀
士
口
公
ハ
天
文
五
年

丙
申
正
月
朔
日
。
尾
州
愛
智
郡
中

村
の
地
に
生
る
。
父
を
筑
阿
弥
入
道

と
号
す
。
其
曽
祖
ハ
江
州
浅
井
郡

の
人
に
て
、
山
門
に
登
り
て
昌
盛
法

師
と
い
ふ
。
後
還
俗
し
て
中
村
弥
介

国
吉
と
名
乗
。
其
子
弥
右
衛
門
吉
高

其
子
弥
介
昌
吉
。
剃
髪
し
て
筑

阿
弥
と
い
ふ
。
則
公
の
御
父
な
り
。
初
め

木
下
藤
吉
郎
と
称
し
て
。
松
下
加

平
元
綱
に
仕

へ
。
後
信
長
公
二
仕

へ

て
大
に
軍
功
を
た
て
ヽ
播
州
を
領

じ
。
明
智
光
秀
を

一
戦
に
付
亡
し

て
よ
り
。
飛
龍
天
に
あ
る
が
ご
と
く
。

終
に
四
海
を
掌
握
し
て
天
下
に

覇
王
た
り
。
天
正
十
三
年
。
豊
臣
の

姓
を
賜
り
。
関
白
大
政
大
臣
従

一
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（十

一
）

鬱
ギ

４倉驀
麟

太
奉
Λ
鶴
猿
甚

患

瑠
侍

打
源

‐
―悪
〓
と
継
番

憲

毒

八
ど
奮
班
番
で
争
妻
箕
移
一

太
″
を
え
，

稔
協
椴
悟
脇
睡

鼻

▼
Ａ
Ｆ
善

工´4.む

位
に
任
ず
。
慶
長
三
年
八
月
十
八
日

伏
見
の
城
に
売
ず
。
年
六
十
三
。
治

世
十
五
年
。
豊
国
大
明
神
と
論
す
。

大
老
加
賀
大
納
言
菅
原
利
家
。

文
政
二
年
ま
で
三
百
甘
二
年
に
な
る
也
、

第
汁
一　

秀

次

　

秀
士
日
の
猶
子
。
実
ハ

大
和
大
納
言
秀
長
の
子
也
。
天
二
十

九
年
関
白
に
任
じ
。
乗
楽
の
城
に
在
。

文
禄
四
年
七
月
十
五
日
。
父
太
閤
の
気

に
違
ひ
高
野
山
に
て
自
殺
す
。
年
甘

八

・治
世
五
年
。
秀
吉
十
五
年
の
内
也
、

大
老
加
賀
大
納
言
菅
原
利
家
。
同

毛
利
中
納
言
大
江
輝
元
。

第
世

一　

秀

頼

　

秀
士
口
２

勇

。
慶
長

八
年
正
三
位
内
大
臣
に
任
じ
。
元
和

元
年
五
月
八
日
。
大
坂
城
中
に
売
。

年
甘
三
。
治
世
十
八
年
。
大
老
毛
利

中
納
言
大
江
輝
元
。

元
和
元
年
ヨ
リ
御
当
家

一
統
万
々
歳

（
以
上
、　
一
部
抜
粋
）

０
０

０
Ｄ



【稲荷大明神内陳一切手跡】

(一階律夫氏所有文書)

西稲村の氏神・稲荷大明神にある板札・御幣箱・燈篭等に書かれている文字を調査し記

録したもの。この史料によると、当神社はもともと伊丹城内にあったのだが、天正 2年

(1574)に 伊舟城 (城主 。伊丹親興)が荒木村重に攻め落とされた際、伊丹家家老一階五

朗左衛門の「家徒」正左衛門によつて現在の場所に移―動させられたことがわかる。なお、

当史料は、寛政 9年 (-1797)以降の成立である。

｀
332



【稲
荷
大
明
沖
内
陳
一
切
手
跡
】

（　一　）

ヘ

ーｌ

ｔ

Ｌ

宝
　
　
暦
　
　
五
　
乙
巳
　
年

西
稲
邑
氏
神

稲
荷
大
明
神
内
陳

一
切
手
跡

八
月
七
日

神
主

一
階
五
郎
左
衛
門
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０
し

上
①

セ
椒
”
利
争
角
′客
珪
丁
ヒ
修
〈

営
村
氏
神
稲
荷
宮
始
り
之
事
　
家
老
職

一
階
五
郎
左
衛
門

天
正
二
甲
成
年
摂
州
伊
丹
之
城
荒
木
摂
津
守
落
城
之

後
家
徒
正
左
衛
門
と
申
者
此
所
二
住
居
仕
、
城
中
二
有

之
候
、
稲
荷
宮
フ
此
地
二
移
シ
尊
殿
仕
、
其
後
寛
文
三
癸

卯
年
八
月
公
儀
江
御
訴

へ
申
再
建
仕
、
又
々
享
保
十
九
甲

寅
年
早
春
右
社
廟
三
社
覆
瓦
冒
葺
又
小
社
屋
祢

替
天
明
七
丁
未
年
又
中
社
屋
替
寛
政
元
丁
巳
酉
年
九
月

朔
日
ヨ
リ
屋
祢
替
又
々
寛
政
九
丁
巳
早
春
ヨ
リ
東
西
地
三
方

鮮
九
月
十
八
日
二
坊
等
等

一
牧
之
板
札
有
其
表
口

334

宏
ム
る
ｔ
ネ
γ
違
常
な
念
乾
支
略
花
豊
争
れ武

懇

彎

サ
為

蔀

転

ｋ

あ

Ｌ

４

れ

て
も
五

々

ａ
Ｊ

転

ん

安

う



（
一
一）
あ

癬奄
函
ぞ
堪
笠
琵
咎
碑
機
認
ふ

■芽
４
詢
亀
Ｆ
４
墟
額
寮
　

，
孝

登
み
離
響

く
稲
荷
大
明
神

摂
津
國
豊
嶋
郡
萱
野
郷
西
稲
村
御
氏
神
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（一一一）
６

彗

一
　

】

　

　

Ｉ覇
ヵ絶
冦
手
み
″
争
】
！

守
二
中
彙
孝
犠
ぽ
急

猛
第奨
愛
Ｗ
　
伽
件

な
学
ρ
透

同
裏

・一日

干
時
費
永
武
　
龍
集
乙
酉
年
卯
月
八
日

神
主

一
階
五
郎
左
衛
門
貞
光

稲
荷
大
明
神
　
御
幣
箱
芸
冊
二
日

御
幣
　
　
　
　
一
根

願
主

山
岸
氏
敬
日

tv「
‘

１

翠
〓
　

″
縫い

刑

れ
看

的
叙
ｖ

′
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（
一一一）
あ

‐獅毘拶代
与爾

ん一ｋユ丁と韓翔鉾榊牌

祭
ｖ
分
五
　
鬼

瀞
霧

瘍

亀

鑢

盤

同

一
幣
表
二
日

稲
荷
五
社
金
幣
　
西屋
　
樽
員
兵
御
警

壱
根
入

同
裏
二
日
　
　
　
　
本
山
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３７

元
文
五
丁
巳
五
月
大
吉
日
　
　
加
持
師
　
大
宝
院
相
俸
家
節
孫
　
　
　
　
３

家
内
安
全
子
孫
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
戎
嶋
住
八
天
文
者

息
災
延
命
諸
願
成
就
　
　
　
　
　
藤
原
朝
巨
神
道
者

高
山
代
孝
庵
清
勝



（
四

）
ｌ

①

が
,栓

ち

尼

働

軽
簿
イ
れ
氏
報
土

，

益
彗
が
持

舌

竜

彰

ノ
常
．
〓

ぉ↑

1毯

神
前
石
燈
蔓
二
日
　
（丸
足
火
代
衣
角
二
月
日
笠
ワ
ハ
ラ
こ
こ

延
宝
辰
甲
年
九
月
吉
日

鳥
居
二
口

東
右
ノ
柱
二
　
延
宝
四
丙
辰
年

西
左
ノ
柱
二
　
正
月
吉
日

無
施
主

但

一
基

但
高
サ
九
尺
廻
リ

庄
屋
平
右
衛
門
氏
子
惣
中

頼
人
六
右
衛
開

是
ハ
大
坂
両
久
宝
寺
寺
町
寺

目
大
塚
屋
六
右
衛
門



（
四

）
ｌ
②

お
持
坊
名

捕申颯
継

ヤヽ

丸

籍

鵡

た

義

娘

釘
縦轄
ギ
戦
撃

鳥
居
前
石
燈
籠
行
基
二
日
　
　
角
足

表
二
日
　
　
氏
子
中

元
禄
十
五
壬
年
九
月
吉
日

頼
人

一
階
武
兵
衛

;0

わ協歯―え

西 南 東 又

的
サ露
Ｔ
ｔて

醤基

，特

が
撫
毎
れ

東
ノ
方
右

中

339



（五
）
ｌ
①

神
前
石
燈
籠

一
基
角
足
代
銀
五
百
五
拾
匁
調
ヘ

表
之
足
二
　
　
　
表
之
土
茎
ニ

御
神
燈
　
筆
者
持
宝
院

石
ハ
営
村
若
者
中
奉
寄
進
明
和
弐
乙
酉
年
九
月
十
六
日
出
来
石
大
地

田
新
町
石
屋
徳
兵
衛
　
寺

抑
営
社
稲
荷
五
社
宮
々
奉
称
事

由

　

所

と
く
も
か
け
ま
く
も
　
　
　
　
　
　
御
魂
神

神
代
の
う
が
め
の
　
み
た
ま
宇
賀

す
く
る
ひ
こ
な
御
神

ス
ク
ナ

日九十月九年酉乙弐和明
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（
五

）
ｌ

②警
」

跡
札
娩
仲

締
ぽ

静
お

歩
み

嶺
セ
み
少
聡
乾
八
ね
誌
幹
盈
哲

燕

擁
弦
丞
あ
奈
管
裂
蠅

　

　ゝ
・

亀
錐

叱
ｎ
歌
こ
二
上
猛
露
滲
州

管
点

攀
ゼサ抑制
婦
学
斑
れ
絡
基
覧
岐
とヽ
雇
浮
Ｈ

耳
舛
滅
舞

‐
４
雰

小

彦

名

第
二
　
　
　
　
さ
る
た
ひ
こ
二
社

第
四
　
　
　
　
白
ビ
ヤ
ワ
コ
シ
ン
猟
神

第
五
　
　
　
　
神
秘
　
御
神

稲
を
荷
集
る
老
八
羽
と
成
守
護
る
給
故

稲
荷
宮
与
奉
申

比
ハ
天
正
二
甲
戌
営
国
川
邊
郡
伊
丹
之
　
　
　
一一間
瓦
葺

城
申
ヨ
リ
加
所
奉
移
　
　
　
　
一三
社
ヲ
ヽ
イ
梁
行
弐
間
桁
行
間

其
後
再
建
寛
文
三
癸
卯
年
八
月
覆
享
保
十
九
甲
寅
年
甲
春

又
小
社
両
文
屋
祢
替
天
明
七
丁
未
年
、
又
本
社
屋
祢
久
寛
政
三
巳
酉
年

九
月
朔
日
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（エハ
）

永
正
七
寅
年
正
月
甘
八
日
落
城
せ
し
ハ
伊
丹
大
和
守
是
ヨ
リ
宮
左
年
後
天
正
三
甲
成
奉

当
社
二
移

永
禄
四
年
三
好
長
慶
病
死
後
荒
木
村
重
居
城
ス
天
正
六
戌
寅
年

摂
津
国
豊
嶋
郡
萱
野
郷
西
稲
村
御
氏
神

Ａ
刊
蝋
稲
荷
大
明
神

此
宮
上
下
遷
宮
道
師
勝
尾
寺
文
珠
院
険
峯

教
学
院
永
収

裏
二
寛
政
元
己
酉
年
菊
月
吉
良
日

頁
消
　
申
セ

一
セ
ヨ
こ
こ
へ
申
初
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【天理改源水神白姫大明神鎮守祭祀歓請事由】

当社のいわれを記したものである。大正 13年は稀にみる大早魃で、各地で雨乞いの儀式

が行われていたようで―ある。当地でも例に漏れず水不足に苦しんでいたので、多田佐太郎

という霊術者に雨乞い祈願をしてもらうことにした。8月 13日 に多田が水の神「龍神」に

祈祷したところ21日 に雨を1降 らすとのお告げが出たので、農民組合員全員で昼夜を1通 し拝

んだ。すると21日 にはお告げの通りに雨が降つたので人々は感謝し、山の中腹にあった「龍

神」を山頂に移して「天理改源水神白姫大明神」と改称した、とのことである。
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改神祭水同ノ人時タ ト其喜少ラ甘ナ庄ス申中 卜>シ シ其ニモモニ事暦
稽名祀神神歓ノマレナノビ量シーッ司 トス神申香弄タノテ事随襲フ上
シフシノノ喜喜デバ リ時十ノ其日夕保ノニ戸ス川居 効凡欠所ワ呼大
御天ア御妙ハビ降神昼農九雨ノ午 次事ハヨ者縣ル当果ニキニレビ正
社理居社味筆ハ リノ夜民日ハ間后十郎二雨 り神大折地顕ル困生早 十
モ改タハヲ舌一続申ノ組二降毎三八ノテ乞八霊川柄方ハ雨難ジキ五三
頂源ガ山有ヲ方キサ別合ハラ日時日三右祈月術郡明モレ乞一 所月年
上水 ノ難以ナタルナ員神スーヨ夜名テ願十修神石其ズ行方国ハヨハ
ニ神神中ク冴ラリ通ク全前 卜時 リノニ田致八行前金ノ万事ナ民田り古
遷白妙腹感尽ズ リー員ニノ間八神テ行シ日ノ村助例人フラー植全来
シ姫光二受シ神部甘念同ア事自時ノ祈人テ当為ノノニ困執ザ般モ国稀
夕大照龍シ難ノ落一込調祈二至間神祷 卜必地メテ従漏却 リリモ出的ニ

リ明二神タク偉民日メ致 り>ニ ノ鏡致明ズニ各田兄 レノタキ飲来二見
神依 卜 住カー年テシタ大時雨ニス石雨来地佐弟ズ極ル 料ヌ大る
トリシ 民妙般后癖―ルイ間ヲハ事金降 り遍太二憂ニモ国水府早凶

> 一法万三 ミ心ガニノ降  卜助ラ>歴郎シ慮達 中二縣魃変

天
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由
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